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海外事情研究所

海外事情研究所は、本学の建学の精神に則り、広く内外の関係と呼応して、海外

事情及び国際問題を調査研究しもって学術の進歩と日本の国益、地域の共栄並び

に世界の平和と発展に寄与することを目的とし、次の事業を行っています。

１．海外事情と国際問題の調査研究

２．『海外事情』の発行

３．調査研究に基づく提言、報告及び文献等の発表ないし刊行

４．内外関係機関との交流、協力及び共同研究の受・委託

５．海外事情及び国際問題に関し、主として拓殖大学、拓殖大学北海道短期 

大学の学生に対する教育指導

６．研究会、講演会、講習会、シンポジウム及び公開講座等の開催

７．その他、研究所の目的を達成するために必要な事業

『海外事情』を隔月発行し、公開講座「国際講座」を開講するなど積極的に 

社会に広く還元する活動をしています。
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拓
殖
大
学
で
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
役
職
員
の
交
代
が
行
わ
れ
、
福
田
勝
幸
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
理
事
長
と

し
て
岡
戸
巧
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
岡
戸
新
理
事
長
は
、
一
九
七
七
年
に
拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
し
た
拓
殖
大
学
Ｏ
Ｂ
で

あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
オ
ビ
エ
ド
大
学
の
地
理
歴
史
学
部
も
卒
業
し
て
い
る
。

海
外
事
情
研
究
所
の
関
連
で
は
、
常
務
理
事
で
海
外
事
情
研
究
所
の
前
所
長
で
あ
っ
た
小
倉
克
彦
氏
も
退
任
し
て
い
る
。
小
倉
前
所

長
も
拓
殖
大
学
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

�19の
厳
し
い
時
期
に
、
大
学
内
及
び
学
友
会
な
ど
広
範
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
、

「
海
外
事
情
」
及
び
海
外
事
情
研
究
所
の
活
動
を
紹
介
し
続
け
た
。
拓
殖
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
海
外
事
情
研
究
所
の
距
離
感
覚
は
、

歴
史
的
に
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

最
近
の
日
本
の
政
策
論
議
で
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
政
府
の
多
く
の
レ
ベ
ル
で
シ
ン
ク
タ
ン
ク
構

築
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
大
学
内
で
も
安
全
保
障
問
題
を
扱
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
誕
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
拠
点
に
政
策

研
究
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

海
外
事
情
研
究
所
は
、
こ
れ
ら
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ブ
ー
ム
以
前
よ
り
活
動
し
て
お
り
、
地
域
研
究
と
政
策
研
究
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
研

究
志
向
で
独
特
な
特
徴
を
保
ち
続
け
て
き
た
。
研
究
所
の
歴
史
を
考
え
る
時
、
地
域
研
究
の
重
要
性
を
維
持
し
つ
つ
、
政
策
研
究
を
取

り
込
ん
で
い
く
方
策
が
、
大
学
シ
ン
ク
タ
ン
ク
業
界
で
、
現
在
の
地
位
を
保
つ
方
法
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
は
こ
れ
ま
で
現
地
に
行
か
な
い
と
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
地
域
の
情
報
が

�れ
て
お

り
、
地
図
ア
プ
リ
で
は
現
地
の
詳
細
な
写
真
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
策
研
究
は
地
道
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
人
脈
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
上
に
現
れ
る
社
会
像
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
視
点
の
提
示
が
、
重
要

な
役
割
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
大
学
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
海
外
事
情
研
究
所
の
現
在
地
は
、
近
年
流
行
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ブ
ー
ム
と

は
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
と
し
て
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
、
政
策
、
人
的
資
源
の
プ
ー
ル

と
い
う
側
面
が
あ
る
。
ア
イ
デ
ィ
ア
と
情
報
や
政
策
は
、
そ
れ
を
「
保
有
」
す
る
方
法
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
ら
が
、
紙
や
デ
ー
タ
で

保
存
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
図
書
館
」
に
近
い
の
だ
ろ
う
が
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
所
属
す
る
人
に
化
体
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
的
資
源
の
価
値
と
連
動
す
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、「
イ
ン
ハ
ウ
ス
」
で
人
材
を
確
保
す
る
の
か
、「
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
」
す
る
か
、
ど
ち
ら
が

効
果
的
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
イ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
人
的
資
源
を
組
織
内
に
確
保
す
る
方
法
で
あ
る
。
組
織
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

分
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
運
営
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
で
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
運
営
す
る
と
、
組
織
維
持
の
コ
ス
ト
は
最
小

に
な
る
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
、
あ
る
い
は
政
策
提
言
の
内
容
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
組
織
で
は
な
く
個
人
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
的
資
源
の
問
題
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
を
考
え
る
時
、
非
常
に
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
特
定
の
研
究
者
等
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
関
与
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
継
続
性
が
担
保
さ
れ
、
収
集
可
能
な
情
報
な
ど
に
も
厚
み
が
出
る
。
し
か
し
、

情
報
の
更
新
や
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
利
用
と
い
う
面
で
は
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
者
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。

し
か
し
、
人
材
の
流
動
性
を
高
め
る
と
、
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
状
態
に
は
な
る
が
、
組
織
と
し
て
の
継
続
性
に
は
課
題
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
運
営
に
は
「
成
功
」
が
な
い
。
大
学
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
海
外
事
情
研
究
所
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
役
割
に
は
変
動
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
組
織
や
運
営
を
変
更
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
。

3



ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
反
転
攻
勢
が
始

ま
り
、
戦
況
が
重
大
局
面
を
迎
え
る
中
、
ロ
シ
ア
の
民
間
軍
事
会

社
「
ワ
グ
ネ
ル
」
が
六
月
二
三
日
、
南
部
ロ
ス
ト
フ
州
の
ロ
シ
ア

軍
南
部
軍
管
区
司
令
部
を
制
圧
し
、
モ
ス
ク
ワ
へ
進
撃
す
る
と
い

う
「
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
乱
」
が
発
生
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

「
裏
切
り
で
あ
り
反
逆
行
為
だ
」
と
非
難
。
一
部
で
戦
闘
も
起
き

た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
仲
介
に
入
り
、
翌

二
四
日
首
謀
者
ら
を
訴
追
せ
ず
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
亡
命
す
る
こ
と

で
取
引
が
成
立
し
た
が
、
前
代
未
聞
の
反
乱
事
件
は
プ
ー
チ
ン
体

制
の
弱
さ
を
示
し
、
政
権
を
揺
さ
ぶ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

造
反
部
隊
が
モ
ス
ク
ワ
南
方
二
〇
〇
キ
ロ
地
点
ま
で
容
易
に
進

撃
し
た
こ
と
、
ロ
シ
ア
空
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
七
機
が
ワ
グ

ネ
ル
の
部
隊
に
撃
墜
さ
れ
た
こ
と
、
州
都
ロ
ス
ト
フ
ナ
ド
ヌ
ー
で

住
民
多
数
が
歓
声
を
あ
げ
て
造
反
部
隊
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
、
政

権
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
展
開
と
な
っ
た
。
ワ
グ
ネ
ル
は
一
時
、

「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
私
兵
部
隊
」
と
も
呼
ば
れ
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン

氏
は
大
統
領
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
い
た
が
、
反
乱
を
招
い
た
責
任

は
、
ワ
グ
ネ
ル
の
奔
放
な
行
動
を
容
認
し
て
き
た
大
統
領
自
身
に

も
あ
り
、
政
権
基
盤
の
危
う
さ
を
露
呈
し
た
。
ロ
シ
ア
の
政
治
評

論
家
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
コ
レ
ス
ニ
コ
フ
米
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
研
究

員
は
、
「
ワ
グ
ネ
ル
の
隊
列
は
ロ
シ
ア
人
の
心
を
分
裂
さ
せ
た
。

こ
れ
は
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
で
あ
り
、
皇
帝
は
本
物
の
皇
帝
で

は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
し
、
「
も
は
や
ロ
シ
ア
は
か
つ
て

の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
」
と
予
測
し
た
（
米
紙
『
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
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「プリゴジンの乱」に重大な�5

ロシア軍のウクライナ侵攻地図。2023年6月24日。米戦争研究所のサイトから。



リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
六
月
二
五
日
）。

政
権
は
今
後
、
事
件
の
後
始
末
や
体
制
引
き
締
め
に
着
手
す
る

と
み
ら
れ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
続
く
中
、
九
月
の
統
一
地

方
選
、
来
年
三
月
の
大
統
領
選
を
控
え
て
政
治
情
勢
は
緊
迫
し
て

き
た
。

▽
ロ
シ
ア
を
震
撼
さ
せ
た
二
四
時
間

ワ
グ
ネ
ル
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
で
脚
光
を
浴
び
、
ロ
シ
ア
で
は

伝
説
的
な
部
隊
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始

ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
抵
抗
と
欧
米
諸

国
の
武
器
供
与
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
中
、
ワ
グ
ネ
ル
は
最
前
線

で
活
躍
し
、
今
年
五
月
に
は
東
部
バ
フ
ム
ト
を
激
戦
の
末
、
制
圧

し
た
。
捕
虜
を
銃
殺
し
た
り
、
逃
亡
兵
の
頭
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き

割
る
な
ど
非
人
道
的
行
為
が
批
判
を
浴
び
た
が
、
刑
務
所
か
ら
囚

人
を
部
隊
に
編
入
さ
せ
て
肉
弾
攻
撃
を
行
い
、
そ
の
勇
猛
な
戦
闘

ぶ
り
は
国
営
テ
レ
ビ
な
ど
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
。
前
線
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
、
軍
事
ブ
ロ
ガ
ー
ら
か
ら
賞

賛
さ
れ
、
愛
国
勢
力
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
要
人
が

前
線
を
視
察
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ワ
グ
ネ
ル
部
隊
が
激
戦
で
大
量
の
犠
牲
者
を
出
す
中
、

プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
昨
年
夏
頃
か
ら
、
軍
が
ワ
グ
ネ
ル
に
武
器
・
弾

薬
を
回
さ
な
い
と
し
て
、
シ
ョ
イ
グ
国
防
相
、
ゲ
ラ
シ
モ
フ
参
謀

総
長
へ
の
名
指
し
批
判
を
強
め
た
。
今
年
五
月
、
多
数
の
遺
体
を
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前
に
カ
メ
ラ
に
向
か
い
、
「
シ
ョ
イ
グ
！

ゲ
ラ
シ
モ
フ
！
」
と

国
防
相
、
参
謀
総
長
を
呼
び
捨
て
に
し
、
「
弾
薬
は
ど
こ
だ
！
弾

薬
が
あ
れ
ば
、
死
者
は
五
分
の
一
で
済
ん
だ
」
と
激
し
い
口
調
で

要
求
。
「
お
前
ら
は
高
級
ク
ラ
ブ
に
座
り
、
お
前
ら
の
子
ど
も
は

保
養
地
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
を
撮
っ
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
」

と
酷
評
し
た
。
エ
リ
ー
ト
の
批
判
を
強
め
、
階
級
闘
争
を

�る
よ

う
な
発
言
は
、
庶
民
の
注
目
を
集
め
た
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
さ
ら

に
、「
戦
争
の
即
時
終
結
」
も
提
案
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
主
権
国
家

だ
」
と
も
述
べ
た
。
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
国
家
で
は
な
い
。
ソ
連
指

導
者
が
意
図
的
に
作
っ
た
人
工
的
国
家
だ
」
と
い
う
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
主
張
を
否
定
す
る
も
の
だ
。
六
月
二
三
日
に
は
、
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
ロ
シ
ア
を
攻
撃

す
る
計
画
は
な
か
っ
た
。
シ
ョ
イ
グ
が
元
帥
の
称
号
を
得
る
た
め
、

大
統
領
に
偽
り
の
報
告
を
し
て
侵
攻
さ
せ
た
も
の
だ
」
と
し
、
プ
ー

チ
ン
政
権
の
侵
攻
目
的
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
発
信
も
行
っ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
子
飼
い
の
部
下
か
ら
不
服
従
を
突
き
付
け

ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
シ
ョ
イ
グ
国
防
相
は
六
月
初
め
、
ワ
グ
ネ

ル
が
戦
場
を
離
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
す
べ
て
の
民
間
軍
事
組
織

を
国
防
省
の
管
理
下
に
置
く
と
通
達
。
ワ
グ
ネ
ル
が
反
発
す
る
と
、

七
月
一
日
ま
で
に
ワ
グ
ネ
ル
を
国
防
省
に
編
入
す
る
と
最
後
通
達

を
送
っ
た
。
ワ
グ
ネ
ル
解
体
を
恐
れ
た
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
、
勝
算

の
な
い
ま
ま
特
攻
隊
的
に
決
起
し
た
と
み
ら
れ
る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン

氏
は
、
二
三
日
に
ロ
シ
ア
軍
か
ら
ワ
グ
ネ
ル
の
野
営
基
地
に
砲
撃

が
あ
り
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
と
主
張
し
た
が
、
国
防
省
は
全

面
否
定
し
た
。
部
隊
は
越
境
し
て
ロ
ス
ト
フ
ナ
ド
ヌ
ー
の
南
部
軍

管
区
司
令
部
や
飛
行
場
な
ど
の
軍
事
施
設
を
制
圧
。
「
軍

上
層
部

の
悪
を

阻
止
し
、

正
義
を

回
復
す
る
た
め
、
『

正
義
の
行

進
』
を

行
う
」
と
し
て
、
部
隊
を
モ
ス
ク
ワ
に
向
か
わ
せ
た
。
モ
ス
ク
ワ

へ
の
行
進
に
は
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
参
加
す
る
と
し
た
が
、
実
際

に
は
数
千
人
と
み
ら
れ
る
。

ロ
ス
ト
フ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
は
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
で
、
部
隊

の
車
列
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
途
中
ボ
ロ
ネ
ジ
州
の
州
都
ボ
ロ

ネ
ジ
を
支
配
下
に
置
い
た
。
同
州
で
ロ
シ
ア
空
軍
が
出
動
し
て
妨

害
し
た
が
、
ワ
グ
ネ
ル
は
対
空
シ
ス
テ
ム
で
航
空
機
一
機
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
六
機
を
撃
墜
し
、
ロ
シ
ア
軍
に
一
三
人
以
上
の
死
者
が

出
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
二
四
日
午
前
、
国
民
向
け
演
説
を
行

い
、
「

裏
切
り
と
反

逆
を

許
さ
な
い
。
反

乱
に
参

加
し
た
者
は
全

員
処
罰
す
る
」
と
警
告
。
司
法
当
局
は
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
へ
の
刑
事

訴
追
手
続
き
を
開
始
し
た
。

そ
の
間
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
二
〇
年
来
の
知
人
と
さ
れ

る
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
と
電
話
で
協
議
し
、
部
隊
を
方
向
転
換
さ
せ
、

野
営
地
に
戻
す
よ
う
説
得
。
刑
事
訴
追
を
打
ち
切
り
、
全
員
の
罪
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を
問
わ
ず
、
同
氏
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
亡
命
す
る
こ
と
で
取
引
が
成

立
し
た
。
そ
の
後
、
部
隊
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
野
営
地
に
戻
り
、
ワ

グ
ネ
ル
の
首
都
進
撃
は
回
避
さ
れ
た
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
一
定
の

捜
査
を
経
て
、
二
六
日
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
移
動
。
そ
の
際
、
音
声

の
声
明
を
発
表
し
、
「
数
々
の
失
敗
を
犯
し
た
軍
上
層
部
を
裁
く

た
め
決
起
し
た
が
、
流
血
を
避
け
る
た
め
撤
退
し
た
。
政
府
転
覆

は
意
図
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
直
後
に

テ
レ
ビ
演
説
で
、
「
社
会
の
団
結
は
い
か
な
る
脅
迫
や
国
内
混
乱

を

�る
試
み
も
失
敗
す
る
運
命
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
と
述
べ
、

政
権
が
揺
ら
い
で
い
な
い
こ
と
を
強
調
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
の
名
指

し
は
避
け
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
内
戦
を
望
む
西
側
の
術
中
に
は
ま
っ

た
と
の
認
識
を
示
し
た
。

こ
う
し
て
、
「
ロ
シ
ア
を
震
撼
さ
せ
た
二
四
時
間
」
（
ロ
シ
ア
・

テ
レ
ビ
）
の
反
乱
事
件
は
収
拾
し
た
が
、
事
件
に
は
多
く
の

�や

疑
問
点
が
残
っ
て
い
る
。

▽
首
都
進
撃
は
軍
事
ブ
ロ
ガ
ー
が
提
案

「
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
乱
」
の

�の
一
つ
は
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
が
ど

ん
な
勝
算
を
持
っ
て
決
起
し
た
か
だ
。
実
は
、
ワ
グ
ネ
ル
を
モ
ス

ク
ワ
に
進
軍
さ
せ
る
構
想
は
、
四
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
著
名
な

右
派
軍
事
ブ
ロ
ガ
ー
、
セ
ミ
ョ
ー
ン
・
ド
ル
ゴ
フ
氏
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
聞
き
手
が
言
及
し
て
い
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
プ

リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
、
「
ワ
グ
ネ
ル
の
部
隊
は
世
界
で
最
も
す
ぐ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
続
く
の
は
ロ
シ
ア
軍
で
は
な
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
よ
く
統
制
さ
れ
、
情
報
活
動
も
最
高
レ
ベ
ル
だ
。

ロ
シ
ア
軍
は
ベ
ル
ゴ
ロ
ド
州
に
ロ
シ
ア
反
体
制
派
が
侵
入
攻
撃
を

行
っ
た
時
も
、
全
く
対
抗
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
い
た
い
放
題
だ
っ

た
。
ド
ル
ゴ
フ
氏
は
こ
の
中
で
、
「
国
防
省
が
ワ
グ
ネ
ル
に
武
器

を
渡
さ
な
い
の
は
、
そ
の
武
器
を
使
っ
て
モ
ス
ク
ワ
に
進
軍
す
る

の
を
恐
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
」
と
質

問
し
た
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
を
モ
ス
ク
ワ
へ
行
か
せ

る
の
か
。
首
都
へ
の
進
軍
は
面
白
い
ア
イ
デ
ア
だ
が
、
わ
れ
わ
れ

は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ

進
軍
の
構
想
が
生
ま
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
政
権
に
衝
撃
を
与
え
た
は
ず
で
、
ド
ル
ゴ
フ
氏
は
そ
の
後
、
所

属
す
る
メ
デ
ィ
ア
企
業
を
解
雇
さ
れ
た
。

プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は

蜂
起
失
敗
後
の
音
声
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
、
「
ロ

シ
ア
軍
か
ら
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
、
戦
闘
員
約
三
〇
人
が
殺
さ

れ
た
。
こ
れ
が
反
乱
の
引
き
金
に
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
追
い

詰
め
ら
れ
た
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
衝
動
的
に
モ
ス
ク
ワ
進
軍
を
命
じ

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
モ
ス
ク
ワ
に
入
城
で
き
た
ら
、
お
そ
ら
く
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国
防
省
を
取
り
囲
み
、
得
意
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
「
シ
ョ
イ

グ
は
出
て
こ
い
」
な
ど
と
演
説
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
そ
れ
を
拡
散
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
ロ
ス
ト
フ
ナ
ド
ヌ
ー

で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
ワ
グ
ネ
ル
の
支
持
者
や
反
戦
派
な
ど
大
量

の
首
都
市
民
が
集
ま
り
、
歓
声
を
挙
げ
た
可
能
性
が
あ
る
。
数
万

人
規
模
で
群
衆
が
集
ま
る
と
、
膨
大
な
犠
牲
者
が
出
る
た
め
、
弾

圧
は
不
可
能
だ
。
国
防
省
か
ら
ク
レ
ム
リ
ン
ま
で
は
徒
歩
一
〇
分

程
度
で
、
高
揚
し
た
ワ
グ
ネ
ル
と
群
衆
は
そ
の
ま
ま
ク
レ
ム
リ
ン

に
向
か
い
、
ク
レ
ム
リ
ン
を
占
拠
し
か
ね
な
か
っ
た
。
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
最
も
恐
れ
る
「
カ
ラ
ー
革
命
」
が
実
現
し
か
ね
な
い
危

険
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
米
紙
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」

（
四
月
二
六
日
）
も
、
「
ワ
グ
ネ
ル
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
選
択
肢
は
、

ク
レ
ム
リ
ン
を
奪
取
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
ワ
グ
ネ
ル
の
決
起
が
実

現
す
る
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
市
民
の
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
実
現
せ
ず
、
取
引
が
成
立
し
た
」
と
伝
え
た
。

▽
八
〇
〇
キ
ロ
を
快
進
撃

第
二
の

�は
、
軍
や
治
安
機
関
が
ワ
グ
ネ
ル
の
モ
ス
ク
ワ
進
撃

を
二
〇
〇
キ
ロ
地
点
ま
で
阻
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ボ
リ
ス
・
グ
ロ

ゾ
フ
ス
キ
ー
米
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
研
究
員
は
ブ
ロ
グ
で
、

「
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
反
乱
で
最
も
印
象
的
な
の
は
、
そ
の
驚
異
的
な

成
功
だ
ろ
う
。
航
空
機
一
機
と
ヘ
リ
六
機
が
撃
墜
さ
れ
、
二
カ
所

で
州
境
を
突
破
し
、
南
部
軍
管
区
司
令
部
は
戦
わ
ず
し
て
占
領
さ

れ
、
ロ
ス
ト
フ
ナ
ド
ヌ
ー
と
ボ
ロ
ネ
ジ
の
二
つ
の
主
要
都
市
が
占

領
さ
れ
た
。
軍
や
国
境
警
備
隊
、
警
察
は
姿
を
見
せ
ず
、
数
千
人

の
反
乱
を
見
過
ご
し
た
」
「
軍
も
治
安
機
関
も
プ
ー
チ
ン
政
権
を

本
当
の
危
機
か
ら
守
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
」

と
指
摘
し
た
。
軍
が
進
撃
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
各
地
の

地
上
軍
の
大
半
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
に
送
り
込
ま
れ
て
手
薄
に
な
っ

て
い
た
こ
と
や
、
唐
突
な
行
動
に
虚
を
突
か
れ
た
要
素
も
あ
り
そ

う
だ
。
加
え
て
、
ロ
シ
ア
軍
は
ソ
連
時
代
以
降
、
国
内
の
政
治
対

立
に
は
中
立
を
保
つ
と
い
う
伝
統
も
あ
る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
長

年
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
庇
護
を
受
け
て
き
た
だ
け
に
、
今
回
も

政
権
が
容
認
し
て
い
る
と
み
な
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
「
重
要
な
歴
史
」
に
よ
る
と
、
軍
の

首
都
警
備
隊
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
地
点
に
第
一
防
衛
線

を
築
い
て
、
防
御
を
固
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
事
実
な
ら
、
ワ
グ

ネ
ル
部
隊
は
防
衛
線
を
前
に
進
撃
を
躊
躇
し
、
撤
収
を
決
め
た
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
正
規
軍
内
部
の
ワ
グ
ネ

ル
支
持
者
が
同
調
し
、
連
携
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
実
現
し

「プリゴジンの乱」に重大な�9



な
か
っ
た
た
め
撤
収
を
決
め
た
か
も
し
れ
な
い
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏

と
親
し
い
ス
ロ
ビ
キ
ン
上
級
大
将
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
軍
副
司
令
官
）

は
反
乱
を
中
止
し
、
平
和
的
に
解
決
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
る
動
画

を
公
開
し
て
一
線
を
画
し
た
。
ス
ロ
ビ
キ
ン
氏
は
事
前
に
反
乱
計

画
を
把
握
し
て
い
た
と
し
て
、
収
束
直
後
に
逮
捕
さ
れ
た
と
の
情

報
も
あ
る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
シ
リ
ア
駐
留
軍
総
司
令
官
を
務
め

た
ス
ロ
ビ
キ
ン
大
将
を
「
有
能
」
と
し
、
参
謀
総
長
に
任
命
す
る

よ
う
訴
え
た
こ
と
も
あ
る
。
二
人
は
シ
リ
ア
内
戦
介
入
時
に
親
し

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ス
ロ
ビ
キ
ン
氏
が
決
起
に
事
前
関
与

し
て
い
た
場
合
、
軍
の
亀
裂
を
意
味
す
る
。
そ
の
場
合
、
他
に
も

ワ
グ
ネ
ル
支
援
者
が
い
る
は
ず
で
、
政
権
は
粛
軍
に
乗
り
出
す
可

能
性
が
あ
る
。

プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
収
拾
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
「
わ
れ
わ
れ
は

政
権
転
覆
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
の
血
を
流
し
た
く

な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
ロ
シ
ア
軍
と
の
戦
闘
で
犠
牲
者
が
出
る
事

態
を
避
け
る
た
め
、
撤
退
を
決
め
た
と
釈
明
し
た
。
と
は
い
え
、

八
〇
〇
キ
ロ
の
幹
線
道
路
の
進
撃
を
許
し
た
軍
の
無
力
と
無
反
応

も
、
政
権
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
は
ず
だ
。

▽
嘘
だ
ら
け
の
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
会
見

第
三
に
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
が
撤
収
を
決
め
、
取
引
が
成
立
し
た

経
緯
も
依
然
不
透
明
だ
。
仲
介
に
当
た
っ
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統

領
は
二
七
日
の
会
見
で
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
と
の
電
話
会
話
の
内
容

を
明
か
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両
者
の
会
話
で
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏

が
「
シ
ョ
イ
グ
と
ゲ
ラ
シ
モ
フ
を
よ
こ
せ
。
プ
ー
チ
ン
に
会
わ
せ

て
く
れ
」
と
訴
え
た
の
に
対
し
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
は
「
モ

ス
ク
ワ
で
の
道
中
で
虫
け
ら
の
よ
う
に
叩
き
つ
ぶ
さ
れ
る
だ
け
だ
」

「
国
防
相
の
解
任
は
無
理
だ
」「
あ
な
た
と
仲
間
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

受
け
入
れ
る
。
絶
対
的
な
安
全
を
保
証
す
る
」
な
ど
と
述
べ
、
進

撃
中
止
を
説
得
し
た
。
両
者
の
電
話
協
議
は
六
、
七
回
続
き
、
プ

リ
ゴ
ジ
ン
氏
は
「
指
揮
官
ら
と
協
議
す
る
」
と
答
え
、
数
時
間
後

の
二
四
日
夕
、
武
装
蜂
起
の
中
止
を
伝
え
て
き
た
と
い
う
。
ル
カ

シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
説
得
に
成
功
し
た
こ
と
で
、
プ
ー
チ
ン
政
権

に
大
き
な
貸
し
を
作
り
、
ロ
シ
ア
が
求
め
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
参

戦
要
求
や
ロ
シ
ア
へ
の
統
合
圧
力
を
当
面
か
わ
す
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
二
六
日
の

テ
レ
ビ

演
説
で
、
「

悲
惨
な
流

血
の
事
態
を
避
け
る
た
め
、
私
が
発
生
当
初
か
ら
直
接
の
指
揮
を
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取
っ
た
」
と
自
ら
が
率
先
し
て
対
応
し
た
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
こ
の
間
、
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た

と
の
見
方
も
あ
る
。
前
出
の
グ
ロ
ゾ
フ
ス
キ
ー
氏
は
「
プ
ー
チ
ン

は
反
乱
の
際
、
真
の
司
令
官
ら
し
く
振
る
舞
わ
な
か
っ
た
。
反
乱

が
始
ま
る
と
、
バ
ル
ダ
イ
の
公
邸
に
移
動
し
、
危
機
が
沈
静
化
す

る
と
戻
っ
て
き
た
。
危
機
に
堂
々
と
立
ち
向
か
う
べ
き
指
導
者
の

行
動
で
は
な
か
っ
た
」
と
書
い
た
。
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
「
ビ
ョ
ル

ス
ト
カ
」
も
、
「
モ
ス
ク
ワ
時
間
二
三
日
午
後
二
時
一
六
分
、
大

統
領
専
用
機
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
北
方
に
向
け
て
飛
行
し
、
ト
ベ
リ

付
近
で
着
陸
し
た
」
と
報
じ
て
い
た
。
バ
ル
ダ
イ
の
公
邸
は
ト
ベ

リ
州
に
あ
り
、
空
路
の
移
動
説
も

�だ
。

ク
レ
ム
リ
ン
の
内
情
に
詳
し
い
と
さ
れ
る
ブ
ロ
ガ
ー
、
「
Ｓ
Ｖ

Ｒ
（
対
外
情
報
庁
）
将
軍
」
は
、
「
プ
ー
チ
ン
は
事
実
上
、
危
機
の

解
決
か
ら
身
を
引
い
た
。
大
統
領
に
代
わ
っ
て
命
令
を
下
し
た
の

は
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
安
保
会
議
書
記
で
、
シ
ョ
イ
グ
と
ゲ
ラ
シ
モ
フ

も
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
に
接
触
し
、
彼
か
ら
口
頭
で
指
示
を
受
け
た
。

プ
ー
チ
ン
は
ワ
グ
ネ
ル
を
反
乱
軍
と
非
難
し
、
厳
罰
に
処
す
と
す

る
演
説
の
草
稿
を
書
い
た
だ
け
だ
」
「
政
権
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
、

プ
ー
チ
ン
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
、
軍
の
す
べ
て
の
取
り
決
め
は
パ
ト
ル

シ
ェ
フ
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
は
危
機
の
間
、
ほ
と

ん
ど
の
決
定
か
ら
手
を
引
い
た
」
と
伝
え
た
。
二
八
日
の
投
稿
で

は
、
「
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
の
説
明
は
九
〇
％
嘘
だ
。
ル
カ
シ
ェ
ン
コ

は
自
分
の
役
割
に
関
す
る
虚
構
を
じ
っ
く
り
考
え
た
。
パ
ト
ル
シ
ェ

フ
は
会
見
を
す
る
時
、
自
分
の
名
前
を
出
さ
な
い
よ
う
ル
カ
シ
ェ

ン
コ
に
要
請
し
た
」
「
プ
ー
チ
ン
に
近
い
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
コ
ワ
ル

チ
ュ
ク
も
二
日
間
に
少
な
く
と
も
七
回
プ
リ
ゴ
ジ
ン
に
電
話
し
て

話
し
て
い
る
」
と
投
稿
し
た
。
ロ
シ
ア
銀
行
や
メ
デ
ィ
ア
を
牛
耳

る
コ
ワ
ル
チ
ュ
ク
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
統
領
と
頻
繁
に
会
い
、

独
特
の
愛
国
史
観
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
け
し
か
け
た
黒
幕
と
さ

れ
る
。
女
性
政
治
評
論
家
、
タ
チ
ア
ナ
・
ス
タ
ノ
バ
ヤ
氏
は
米
カ
ー

ネ
ギ
ー

財
団
の

サ
イ
ト
で
、
「
プ
リ
ゴ
ジ
ン
が
大
統
領

府
と
の
関

係
を
築
い
た
の
は
、
コ
ワ
ル
チ
ュ
ク
と
い
う
後
ろ
盾
が
い
た
か
ら

だ
」
と
書
い
て
い
た
。

ラ
ト
ビ
ア
に
拠
点
を
移
し
た
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
「
メ
ド
ゥ
ー
ザ
」

も
ク
レ
ム
リ
ン
の
情
報

筋
の
話
と
し
て
、
「

最
終

的
な

交
渉
は
、

ワ
イ
ノ
大
統
領
府
長
官
、
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
書
記
、
グ
リ
ズ
ロ
フ
駐

ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
を
含
む
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
前
面
に

出
た
の
が
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
だ
」
と
報
じ
た
。
ワ
イ
ノ
長
官
は
日
本

通
の
外
交
官
出
身
で
、
在
京
ロ
シ
ア
大
使
館
に
勤
務
中
、
二
〇
〇

〇
年
に
訪
日
し
た
大
統
領
の
世
話
を
し
て
気
に
入
ら
れ
、
大
統
領

府
に
転
出
。
一
六
年
に
要
職
の
大
統
領
府
長
官
に
抜

�さ
れ
た
。

反
乱
終
了
後
に
大
統
領
が
主
催
し
た
幹
部
の
会
議
に
も
列
席
し
て
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お
り
、
今
後
影
響
力
が
増
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ほ
ど
の
国
家
的
危
機
の
解
決
を
外
国
首
脳
に
任
せ
る
こ
と
に

も
違
和
感
が
あ
り
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
の
説
明
に
は
虚
構
が
多
い
可

能
性
が
あ
る
。

▽
予
期
で
き
な
か
っ
た
謀
反

第
四
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
政
権
に
歯
向
か
っ
た
プ
リ
ゴ
ジ

ン
氏
を
長
年
大
目
に
見
て
、
放
置
し
て
い
た
こ
と
も

�だ
。
従
来

の
プ
ー
チ
ン
氏
は
、
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
発
動
や
二
〇
一
四

年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
な
ど
、
決
断
力
が
早
く
、
電
光
石
火
で
危
機

に
対
応
し
て
き
た
が
、
今
回
は
優
柔
不
断
ぶ
り
が
目
立
っ
た
。
シ
ョ

イ
グ
国
防
相
ら
は
早
く
か
ら
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
の
行
動
を
統
制
す
る

よ
う
求
め
て
い
た
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
五
月
、
バ
フ
ム
ト
を

攻
略
し
た
ワ
グ
ネ
ル
を
称
賛
し
、
幹
部
ら
に
勲
章
を
贈
っ
た
。
四

月
に
流
出
し
た
米
機
密
文
書
は
、
大
統
領
が
二
月
に
プ
リ
ゴ
ジ
ン

氏
と
シ
ョ
イ
グ
国
防
相
の
面
会
を
計
画
し
た
と
伝
え
て
い
た
が
、

面
会
が
実
現
し
た
形
跡
は
な
い
。
米
紙
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」

（
六
月
二
五
日
）
は
、
「
多
く
の
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
対
立
が
数
カ
月
前

か
ら
発
生
し
て
い
た
の
に
、
プ
ー
チ
ン
が
早
く
か
ら
介
入
し
て
危

機
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
る
」
と
伝

え
た
。
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
で
苦
戦
す
る
軍
へ
の
信
頼
を

低
下
さ
せ
、
ワ
グ
ネ
ル
の
活
躍
に
期
待
を
か
け
て
い
た
形
跡
も
あ

る
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
時
代
以
来
の
部
下
で
、
「
プ
ー
チ

ン
の
料
理
人
」
と
も
い
わ
れ
、
汚
れ
役
を
や
ら
せ
た
格
下
の
プ
リ

ゴ
ジ
ン
氏
が
よ
も
や
反
旗
を
翻
す
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
プ
ー
チ
ン
氏
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆

使
し
て
国
民
の
人
気
を
高
め
た
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
の
影
響
力
を
過
小

評
価
し
て
い
た
よ
う
だ
。
プ
ー
チ
ン
氏
は
側
近
ら
が
紙
で
提
出
す

る
情
報
や
国
営
テ
レ
ビ
報
道
に
依
拠
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
周
辺

の
幹
部
は
、
独
裁
者
に
は
不
都
合
な
情
報
を
上
げ
な
い
傾
向
が
あ

る
。
提
出
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
重
要
性
が
理
解
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ナ
ロ
グ
型
指
導
者
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

限
界
を
示
し
た
反
乱
劇
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
こ
れ
ま
で
、
裏
切
者
を
徹
底
し
て
抹
殺
し
て
き
た
。
反
乱
参
加

者
を
不
起
訴
に
す
る
と
の
取
引
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
グ
ネ
ル
の

汚
職
の
有
無
を
捜
査
す
る
方
針
を
示
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
亡
命

し
た
プ
リ
ゴ
ジ
ン
氏
の
追
及
を
続
け
る
と
み
ら
れ
る
が
、
抹
殺
す

る
な
ら
、
ワ
グ
ネ
ル
は
ク
レ
ム
リ
ン
要
人
へ
の
報
復
テ
ロ
に
出
る

恐
れ
が
あ
る
。
暴
力
を
行
使
し
な
い
反
体
制
活
動
家
は
処
分
で
き

て
も
、
暴
力
装
置
の
弾
圧
は
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。
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▽
最
大
の
「
敗
者
」
は
プ
ー
チ
ン
氏

プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
乱
で
、
最
も
損
失
を
被
っ
た
の
は
プ
ー
チ
ン
大

統
領
か
も
し
れ
な
い
。
子
飼
い
の
部
下
に
反
旗
を
翻
さ
れ
、
一
触

即
発
の
内
戦
直
前
の
危
機
を
招
い
た
こ
と
で
、
危
機
管
理
能
力
に

疑
問
符
を
持
た
れ
た
。
反
乱
劇
が
世
界
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た

こ
と
で
、
外
交
的
威
信
も
低
下
し
た
。
今
後
、
八
月
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
首
脳
会
議
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
）、
九
月
に
Ｇ

20（
主
要
二
〇
カ
国
・

地
域
）
首
脳
会
議
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）、
一
一
月
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
合
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
な
ど

重
要
な
国
際
会
議
が
目
白
押
し
だ
が
、
世
界
の
笑
い
者
に
な
っ
た

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
出
席
す
る
と
は
思
え
な
い
。
反
乱
事
件
は
中

国
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
習
近
平
政
権

は
プ
ー
チ
ン
政
権
と
距
離
を
置
く
可
能
性
が
あ
る
。
「
プ
リ
ゴ
ジ

ン
の
乱
」
は
、
ロ
シ
ア
の
外
交
的
影
響
力
も
低
落
さ
せ
た
。

一
方
、
政
権
の
統
制
下
に
あ
る
国
営
テ
レ
ビ
は
反
乱
終
了
後
、

「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
賢
明
で
、
勇
気
あ
る
行
動
を
示
し
、
不
必

要
な
流
血
を
防
止
し
た
」
と
危
機
管
理
能
力
を
称
賛
し
た
。
し
か

し
、
内
外
の
専
門
家
ら
の
間
で
は
、
ロ
シ
ア
の
今
後
の
内
政
動
向

で
否
定
的
な
見
方
が
多
い
。
ロ
シ
ア
有
力
紙
「
独
立
新
聞
」
（
六

月
二
六
日
）
は
、
レ
ム
チ
ュ
コ
フ
政
治
部
長
の
論
評
を
掲
載
し
、

「
二
日
間
の
出
来
事
は
、
正
真
正
銘
の
反
乱
だ
っ
た
。
大
統
領
の

統
治
に
対
す
る
前
代
未
聞
の
挑
戦
で
あ
り
、
国
家
統
治
を
フ
ル
稼

働
す
る
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
事
件
は
エ
リ
ー

ト
層
の
深
刻
な
抗
争
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ク
レ
ム
リ
ン
は
す
べ

て
の
参
加
者
に
宝
石
を
配
る
と
い
っ
た
伝
統
的
手
法
で
解
決
し
た

が
、
こ
の
事
件
は
間
違
い
な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
国
に
悪
影
響

を
与
え
続
け
る
だ
ろ
う
」
と
書
い
た
。
米
誌
「
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア

フ
ェ
ア
ー

ズ
」
（
六
月
二

七
日
）
は
、
「
プ
ー
チ
ン
の
終
わ
り
の

始
ま

り
？
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
二
人
の
米
国
人
学
者
の
共
同
論
文
を

掲
載
。
「
今

回
の
出
来
事
は
、
ロ
シ
ア
の

暗
い
未
来
を

予
感
さ
せ

る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
反
乱
は
、
わ
ず
か
数
時
間
で
巨
大
な
混
乱
を

引
き
起
こ
し
、
国
家
能
力
を
弱
体
化
さ
せ
た
。
反
乱
は
指
導
部
に

新
た
な
国
内
課
題
を
突
き
付
け
た
。
何
年
も
の
間
、
ク
レ
ム
リ
ン

は
リ
ベ
ラ
ル
な
都
市
革
命
を
阻
止
す
る
方
策
を
考
案
し
て
き
た
が
、

よ
り
大
き
な
脅
威
は
、
改
革
派
で
は
な
く
右
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
非
自
由
主
義
的
な
革
命
だ
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
で
培
わ
れ
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
愛
国
主
義
が
、
プ
ー
チ

ン
政
権
に

�を
剥
く
恐
れ
が
あ
る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
が
最
後
で
は
な

い
だ
ろ
う
」
と
分
析
し
た
。

評
論
家
の
ス

タ
ノ

バ
ヤ

氏
は

自
ら
の
ブ
ロ

グ
で
、
「
エ
リ
ー
ト

「プリゴジンの乱」に重大な�13



た
ち
は
一
息
つ
い
た
が
、
事
件
に
つ
い
て
ま
だ
茫
然
自
失
の
状
態

だ
。
多
く
の
人
々
は
、
体
制
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
っ
た
か
に
唖
然

と
し
て
い
る
。
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
乱
で
、
体
制
に
楯
突
い
て
も
問
題

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
前
よ
り
気
兼
ね
な
く

振
る
舞
う
よ
う
に
な
ろ
う
」
と
予
測
し
た
。
政
治
学
者
の
コ
レ
ス

ニ
コ
フ
氏
は
、
米
紙
「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

（
六
月
二
五
日
）
で
、
「
国
家
の
権
威
と
イ
メ
ー
ジ
は
永
続
的
な
打
撃

を
受
け
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
運
命
が
ど
う
な
ろ
う
と
、
政
権
に
対
す

る
将
来
の
挑
戦
を

�る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
政
権

寄
り
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
ス
ズ
ダ
ル
ツ
ェ
フ
・
モ
ス
ク
ワ
高
等
経
済

学
院
大
学
准
教
授
は
ロ
シ
ア
・
テ
レ
ビ
の
サ
イ
ト
で
、
「
今
回
の

内
紛
で
は
、
多
く
の
勢
力
が
利
益
を
得
て
い
る
。
モ
ス
ク
ワ
に
は

政
権
に
反
対
す
る
人
々
が
多
い
。
彼
ら
は
プ
リ
ゴ
ジ
ン
政
権
で
も
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
率
い
る
政
権
で
も
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
。

だ
か
ら
彼
ら
は
プ
リ
ゴ
ジ
ン
を
支
持
し
て
い
た
。
西
側
諸
国
も
彼

に
期
待
し
て
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
も
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
喜

び
、
プ
ー
チ
ン
が
打
倒
さ
れ
、
そ
れ
で
す
べ
て
が
終
わ
る
と
信
じ

て
い
た
」
と
指
摘
。
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
ロ
シ
ア
を
救
っ
た

と
す
る
報
道
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
真

相
に
は
ほ
ど
遠
い
」
と
語
っ
た
。

ロ
シ
ア
で
は
、
九
月
一
〇
日
に
統
一
地
方
選
、
来
年
三
月
一
七

日
に
大
統
領
選
が
予
定
さ
れ
、
「
政
治
の
季
節
」
に
入
る
。
大
統

領
は
最
高
司
令
官
で
あ
り
、
辞
め
る
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
指
揮

で
き
な
い
だ
け
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
あ
く
ま
で
続
投
を
念
頭

に
体
制
引
き
締
め
を
図
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
乱
で

権
威
は
低
下
し
、
指
導
力
に
も
陰
り
が
み
ら
れ
る
。
エ
リ
ー
ト
が

プ
ー
チ
ン
氏
に
さ
ら
に
六
年
間
治
世
を
委
ね
よ
う
と
す
る
か
ど
う

か
は
不
透
明
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
況
と
も
絡
ん
で
、
ロ
シ
ア
内

政
は
大
統
領
選
に
向
け
、
混
迷
の
度
を
強
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
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富
坂
谷
野
さ
ん
が
最
初
に
か
か
わ
っ
た
頃
の
中
国
と
比
べ
、

現
在
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

谷
野
私
が
北
京
に
赴
任
し
た
当
時
は
、
日
中
国
交
正
常
化
直

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
「
中
国
人
民
」
の
間
に
は
、「
中
日
友
好
」

の
精
神
が
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
「
中
日
両
国
、
世
世
代

代
、
友
好
下
去
！
（
友
好
で
行
こ
う
）」
と
。

そ
う
言
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
北
京
に

は
日
本
人
学
校
が
な
く
、
私
は
長
男
を
中
国
の
小
学
校
（
芳
草
地

小
学
）
に
通
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。
一
学
期
が
終
っ
て
成
績
表
を

も
ら
っ
て
来
た
。
何
と
オ
ー
ル
「
優
」
な
ん
で
す
。
長
男
は
中
国

語
も
ロ
ク
に
出
来
な
い
。
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
い
ぶ
か
っ
て
、

家
内
と
一
緒
に
担
任
の
先
生
に
会
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
谷
野

先
生
。『
日
中
両
国
、
世
世
代
代
。
友
好
下
去
！
』。
成
績
表
は
先

生
た
ち
の
そ
う
し
た
気
持
ち
を
表
わ
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
す

知中派も中国との太いパイプも失われた日中外交の現在を憂う15

今
号
か
ら
始
ま
っ
た
不
定
期
連
載
「
外
交
の
目
撃
者
」。
第
一
回
の
ゲ
ス
ト
は
元
日
本
国
駐
中
国
大
使
の
谷
野
作
太
郎
氏
で
す
。
谷
野
氏
は
四
〇
年

間
政
府
（
外
務
省
、
内
閣
官
房
）
に
身
を
置
き
、
中
国
を
は
じ
め
韓
国
、
イ
ン
ド
、
旧
ソ
連
と
の
交
渉
に
事
務
方
と
し
て
参
画
し
、
第
一
線
で
外
交

事
務
を
担
当
し
た
外
交
官
で
あ
る
。
今
回
は
日
中
友
好
条
約
締
結
四
五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
な
が
ら
関
係
が
好
転
す
る
兆
し
す
ら
な
い
中

国
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

元
駐
中
国
・
イ
ン
ド
日
本
国
特
命
全
権
大
使
谷
野
作
太
郎

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
＝
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
教
授
富
坂

聰
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
知
中
派
も
中
国
と
の
太
い
パ
イ
プ
も
失
わ
れ
た
日
中
外
交
の
現
在
を
憂
う

�外交
の
目
撃
者

①

�



（
大
笑
）。
「
日
中
友
好
は
良
い
け
れ
ど
、
そ
れ
と
子
供
の
学
校
の

成
績
と
ご
っ
ち
ゃ
に
さ
れ
て
も
困
る
」
と
先
生
に
言
い
ま
し
た
が
。

当
時
は
ま
だ
文
化
大
革
命
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

毛
沢
東
と
い
う
人
は
、
と
く
に
革
命
を
な
し
と
げ
た
あ
と
の
国
の

運
営
と
い
う
面
で
は
、
大
変
問
題
が
あ
っ
た
人
で
す
ね
。
「
百
家

争
鳴
」
か
ら
一
転
し
て
「
反
右
派
闘
争
」、
そ
し
て
「
大
躍
進
」、

「
人
民
公
社
」、
は
た
ま
た
「
文
化
大
革
命
」
と
。
他
方
、
そ
の
あ

と
を
受
け
継
い
だ
鄧
小
平
の
方
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
横
に
置
い

て
、
と
に
か
く
「
経
済
発
展
」
。
そ
の
た
め
に
は
、
内
に
あ
っ
て

は
「
改
革
」
、
外
に
向
か
っ
て
は
中
国
の
「
開
放
」
だ
、
と
。
彼

の
「
白
猫
、
黒
猫
論
」
は
有
名
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
周
恩

来
と
い
う
人
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
「
改
革
・
開
放
」
の
両
様
の

こ
と
を
心
得
て
い
た
人
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

周
恩
来
は
、
毛
沢
東
に
散
々
、
意
地
悪
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
後

の
病
床
に
あ
っ
て
毛
沢
東
を
称
え
る
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
息
を

引
き
と
っ
た
と
言
い
ま
す
。
痛
々
し
い
と
い
う
か
、
壮
絶
と
い
う

か
…
…
。

毛
沢
東
と
い
う
人
は
夫
人
（
江
青
）
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

北
京
で
買
っ
た
江
青
の
秘
書
た
ち
が
書
い
た
回
想
録
を
ひ
っ
ぱ
り

出
し
て
読
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
江
青
の
狂
態

ぶ
り
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
す
。

富
坂
い
ま
の
習
近
平
は
毛
沢
東
と
よ
く
比
べ
ら
れ
ま
す
。

谷
野

昨
年
の
党
大
会
で
の
習
近
平
総
書
記
の
報
告
で
は
、

「
改
革
・
開
放
」
の
文
字
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
、
か
わ
っ
て

「
安
定
」
、
「
安
全
」
と
い
う
言
い
方
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
国
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
、
今
の
彼
の
関
心
の
所
在
が

那
辺
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ

く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
党
の
中
枢
（
七
名
の
政
治
局
常
務
委
員
）

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
習
近
平
の
福
建
省
、
上
海
市
、
浙
江
省
時

代
に
縁
が
深
か
っ
た
子
飼
い
の
人
た
ち
で
固
め
た
。
そ
ん
な
党
中

枢
の
陣
容
を
み
て
、
中
国
の
経
済
的
発
展
の
肝
で
あ
る
「
経
済

（
国
内
）」
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
人
材
が
見
当
た
ら
な
い
、
と
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たにの・さくたろう

1936年生まれ。1960年、東京大学法学部卒
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現在、日中友好会館顧問。著書に『アジアの

昇竜 一外交官のみた躍進韓国』『外交証言録
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指
摘
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
「
経
済
」
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い

る
李
克
強
首
相
が
全
人
代
の
委
員
長
の
役
に
就
く
の
で
は
な
い
か
、

と

�さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
人
も
完
全
引
退
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
し
、
劉
鶴
氏
（
副
総
理
や
中
米
経
済
交
渉
で
中
国
側
の
首

席
代
表
を
務
め
た
。
経
済
に
明
る
い
）
も
引
退
し
た
。

私
は
こ
の
陣
容
を
み
て
、
日
中
（
中
日
）
関
係
の
視
点
か
ら
感

じ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
政
治
、
経
済

界
に
深
い
人
脈
を
も
っ
た
人
が
一
人
も
居
な
い
な
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
唯
一
、
王
滬
寧
と
い
う
人
は
、
若
い
頃
（
当
時
は
復
旦
大
学

に
在
籍
）、
中
国
政
治
ご
専
門
の
国
分
良
成
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

慶
応
大
学
に
出
没
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
何

故
か
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
思
い
出
す
の
は
朱
鎔
基
さ
ん
（
上
海
市
市
長
、
国
務

院
副
総
理
を
経
て
、
一
九
九
八
年
国
務
院
総
理
に
）
と
、
そ
の
輩
下
に
い

た
経
済
官
僚
た
ち
で
す
。
と
く
に
こ
の
人
た
ち
と
日
本
側
の
宮
崎

勇
さ
ん
（
経
済
企
画
庁
出
身
、
村
山
内
閣
の
経
済
企
画
庁
長
官
）、
大
来

佐
武
郎
さ
ん
（
国
際
的
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
経
済
企
画
庁
な
ど
を
経
て
第
二

次
大
平
内
閣
で
外
相
）
た
ち
と
の
濃
密
な
関
係
は
半
端
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
間
で
は
、
例
え
ば
日
本
の
国
鉄
改
革

を
は
じ
め
「
三
公
社
五
現
業
」
の
民
営
化
の
経
験
な
ど
存
分
に
分

か
ち
合
い
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の

宮
崎
勇
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
時
は
、
朱
鎔
基
さ
ん
は
人
手
に
ま
か

せ
ず
、
自
ら
の
手
で
長
文
の
弔
辞
を
書
き
お
ろ
し
日
本
に
送
っ
て

き
ま
し
た
。

富
坂
江
沢
民
時
代
に
は
日
本
の
政
界
に
も
中
国
と
強
い
結
び

つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

谷
野

私
が
北
京
に
い
た
頃
（
一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
一
年
）
で
思

い
出
す
の
は
曽
慶
紅
さ
ん
（
党
中
央
組
織
部
部
長
、
政
治
局
常
務
委
員
、

ナ
ン
バ
ー
フ
ァ
イ
ブ
）
と
野
中
広
務
さ
ん
（
自
民
党
幹
事
長
、
官
房
長
官

な
ど
を
歴
任
）
と
の
、
こ
れ
ま
た
濃
密
な
関
係
で
す
。
お
二
人
は

互
い
に
政
治
家
と
し
て
の
悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
話

し
合
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
と
に
か
く
お
二
人
が
相
互
往
来
を

重
ね
る
中
、
到
着
地
の
飛
行
場
に
は
必
ず
そ
の
ど
ち
ら
か
が
出
迎

え
る
と
い
う
仲
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
私
自
身
、
曽
慶

紅
さ
ん
に
は
何
度
も
単
独
で
も
会
う
機
会
が
あ
り
、
日
中
関
係
に

お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曽
慶
紅
さ

ん
は
大
使
公
邸
で
の
食
事
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
に
も
来
て

く
れ
ま
し
た
し
、
私
が
北
京
を
離
れ
る
時
に
は
、
外
交
部
長
の
ほ

か
、
閣
僚
も
何
人
か
呼
ん
で
、
中
南
海
で
の
送
別
の
宴
を
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
も
う
一
人
は
、
福
田
康
夫
君
（
官
房
長
官
を
経
て
第
九
一
代
内

閣
総
理
大

臣
）。

彼
と
私
は

小
学

校
時
代
、

同
じ
ク

ラ
ス
で

机
を

並
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べ
た
縁
な
の
で
す
が
、
そ
の
後
日
中
（
中
日
）
関
係
が
厳
し
さ
を

増
し
、
首
脳
会
談
も
と
だ
え
る
中
、
ひ
そ
か
に
何
回
も
北
京
に
足

を
運
び
、
習
近
平
に
会
っ
て
合
意
メ
モ
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
ベ
ー

ス
に
安
倍
、
習
近
平
首
脳
会
談
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
彼
は
王
毅

さ
ん
と
も
大
変
親
し
い
。
今
で
も
福
田
君
に
会
う
と
「
君
が
、
い

ま
少
し
若
け
れ
ば
あ
ら
た
め
て
、
日
中
関
係
を
と
き
ほ
ぐ
す
た
め

に
ひ
と
働
き
し
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
…
…
」
と
言
っ
て
お

り
ま
す
。

富
坂
中
国
の
外
交
部
を
飛
び
越
え
、
政
治
主
導
で
進
ん
で
い

た
の
で
す
ね
。

谷
野
中
国
国
内
に
お
い
て
残
念
な
が
ら
外
交
部
の
存
在
感
は

そ
れ
程
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
現
役
時
代
、
よ
く
外
交
部

の
人
た
ち
に
、
「
中
国
は
、
世
界
の
隅
々
ま
で
大
き
な
大
使
館
、

総
領
事
館
を
出
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
世
界
の
国
々
の
声
（
対
中

観
）
が
、
中
南
海
（
中
国
の
党
、
政
の
中
枢
）
に
し
っ
か
り
と
届
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
疑
問
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。「
党
総
書
記
、

国
務
院
総
理
（
首
相
）
の
オ
フ
ィ
ス
に
は
外
交
部
か
ら
の
出
向
者

が
居
な
い
ね
？
」
と
。
私
の
総
理
大
臣
秘
書
官
時
代
の
仕
事
の
ひ

と
つ
は
毎
日
外
務
省
か
ら
届
く
日
本
の
在
外
公
館
か
ら
の
電
報

（
情
勢
報
告
、
大
使
か
ら
の
意
見
具
申
）
か
ら
重
要
な
も
の
を
総
理
に

読
ん
で
も
ら
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
総
理
か
ら
ご
意
見
、
指
示
が

あ
る
場
合
は
そ
れ
を
外
務
省
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で

し
た
。
中
国
の
場
合
、
ど
う
や
ら
、
中
南
海
と
外
交
部
の
間
で
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
す
。
「
是
非

中
南
海
に
外
交
部
か
ら
の
出
向
者
を
張
り
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
意

見
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
外
交
部
、
在
外
公

館
は
中
南
海
の
意
向
を
忖
度
し
て
ゴ
マ
す
り
の
報
告
ば
か
り
で
、

耳
ざ
わ
り
な
報
告
は
一
切
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

富
坂
中
国
の
外
交
官
に
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
存
在
し

ま
す
か
？

谷
野

だ
か
ら
私
は
、
「
中
国
の
ジ
ャ
パ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
の
人

た
ち
も
そ
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
日
本
と
北
京
の
間
を
往
復
を

重
ね
る
だ
け
で
な
く
、
若
い
う
ち
に
一
、
二
度
は
欧
米
や
外
の
ア

ジ
ア
の
国
々
な
ど
日
本
以
外
の
地
に
あ
る
中
国
の
大
使
館
、
総
領

事
館
で
の
勤
務
を
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
」
と
意
見
し
て
い
た
の
で
す
。
日
本
と
北
京
の
間
を
往
復
す

る
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
視
野
が
狭
く
な
り
、
日
中
両
国
で
世

界
の
平
和
と
発
展
に
共
に
取
り
組
む
と
い
う
視
点
が
欠
け
が
ち
に

な
り
、
日
本
人
相
手
の
会
話
で
も
、
話
題
は
専
ら
日
中
経
済
関
係

（
貿
易
、
投
資
）、「
歴
史
」、「
領
土
」
の
問
題
と
い
っ
た
こ
と
が
テ
ー

マ
に
な
り
が
ち
に
な
る
。「
そ
の
点
、
日
本
の
外
務
省
は
必
ず
一
、

二
名
の
中
国
語
に
練
達
で
中
国
を
本
職
と
す
る
若
者
た
ち
を
ワ
シ
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ン
ト
ン
な
ど
中
国
以
外
の
地
の
在
外
公
館
に
派
遣
し
て
い
る
」
と
。

富
坂
そ
れ
に
対
す
る
反
応
は
？

谷
野
「
谷
野
さ
ん
は
、
よ
く
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
し
、
そ
の
お

気
持
ち
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
ゆ
か
な
い

ん
で
す
」
と
い
う
悲
し
気
な
返
事
で
し
た
ね
。
で
も
、
そ
の
後
、

例
の
王
毅
さ
ん
や
今
度
駐
日
大
使
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
呉
江
浩

さ
ん
（
い
ず
れ
も
ジ
ャ
パ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
の
ド
ン
）
は
、
い
ず
れ
も
年

を
取
っ
て
か
ら
で
し
た
が
、
短
期
間
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
経

験
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
私
は
、

早
速
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館
に
電
報
を
打
っ
て
、
王
毅
さ

ん
と
会
う
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
彼
と
の
間
に
は
す
べ
て
英
語

で
通
せ
、
と
言
っ
て
や
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。

ま
た
、
近
年
、
東
京
の
中
国
の
大
使
館
に
も
、
日
本
語
が
全
く

出
来
な
い
若
者
が
赴
任
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
結
構

な
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
人
た
ち
に
「
あ
な
た
方
が
若
い
う
ち
に

日
本
で
の
勤
務
を
経
験
す
る
の
は
、
大
変
結
構
な
こ
と
だ
。
将
来
、

ど
ち
ら
の
方
向
に
進
む
に
せ
よ
、
一
生
の
財
産
に
な
る
。
ど
う
か
、

東
京
で
も
一
日
中
、
大
使
館
に
こ
も
っ
て
訪
ね
て
来
る
人
た
ち
か

ら
耳
ざ
わ
り
の
良
い
話
ば
か
り
聞
い
て
い
な
い
で
、
外
に
飛
び
出

し
、
東
京
以
外
の
地
に
も
足
を
運
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
い
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
れ
よ
」
と
励
ま
し
て
い
る
ん
で
す
。

富
坂
日
中
関
係
が
好
転
す
る
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

谷
野

私
が
中
国
の
政
府
関
係
者
に
よ
く
話
し
て
い
た
の
は

「
中
国
は
、『
歴
史
』
の
こ
と
ば
か
り
を
言
い
立
て
な
い
で
、
日
本

の
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
を
支
持
す
る
、
と
い
う
方
向
に

舵
を
切
っ
た
ら
ど
う
か
。
ア
ジ
ア
、
世
界
の
平
和
の
た
め
一
緒
に

汗
を
か
こ
う
よ
、
と
。
そ
う
な
れ
ば
日
本
の
国
民
の
間
に
広
く
あ

る
中
国
に
対
す
る
も
や
も
や
し
た
感
情
は
か
な
り
吹
き
飛
ぶ
。
も

ち
ろ
ん
中
国
が
そ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
の
常
任
国
入

り
が
実
現
す
る
と
い
う
ほ
ど
簡
単
な
話
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
言
っ

て
み
る
だ
け
で
中
国
に
と
っ
て
損
は
な
い
で
は
な
い
か
」
と
。

富
坂
興
味
深
い
提
案
で
す
。

谷
野
実
は
こ
れ
に
関
し
て
は
心
残
り
が
あ
り
ま
す
。
一
九
九

八
年
一
一
月
、
江
沢
民
国
家
主
席
が
訪
日
し
ま
し
た
。
あ
の
訪
日

は
江
沢
民
主
席
が
「
歴
史
」
の
問
題
に
こ
だ
わ
り
、
ま
た
日
本
、

中
国
の
メ
デ
ィ
ア
も
歴
史
問
題
一
色
の
報
道
に
な
っ
た
た
め
、
残

念
な
が
ら
あ
と
味
の
悪
い
訪
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
実

は
裏
側
で
中
国
側
は
日
本
へ
の
お
土
産
を
用
意
し
て
い
た
と
い
う

の
で
す
。

そ
れ
を
知
っ
た
の
は
後
日
、
北
京
で
の
こ
と
で
す
。
中
国
外
交

部
の
某
高
官
か
ら
「
大
使
。
今
回
は
大
変
残
念
で
し
た
。
実
は
訪

日
時
、
中
国
側
は
日
本
の
安
保
理
常
任
国
入
り
を
支
持
す
る
と
い
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う
案
を
ひ
そ
か
に
懐
に
入
れ
て
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
『
歴
史
』

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
日
本
側
の
態
度
が
あ
ま
り
に
も
固
か
っ
た
の

で
、
結
局
相
討
ち
と
な
り
、
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
」
と
聞
か
さ

れ
た
の
で
す
。「
え
ー
！
今
ご
ろ
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
！
」

と
驚
く
と
同
時
に
、
若
干
信
じ
難
い
気
も
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
他
方
、
私
が
つ
き
合
っ
て
い
た
中
国
社
会
科
学
院
の
日
本
関

係
の
学
者
た
ち
は
概
ね
日
本
の
常
任
国
入
り
に
賛
成
で
し
た
し
、

そ
れ
に
中
国
の
場
合
、
政
治
の
ト
ッ
プ
が
外
国
を
訪
問
す
る
場
合
、

関
係
の
学
者
た
ち
か
ら
意
見
を
聞
く
の
が
常
で
し
た
か
ら
、
ま
ん

ざ
ら
ウ
ソ
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

富
坂
そ
れ
が
本
当
な
ら
日
本
の
空
気
は
大
き
く
変
わ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

谷
野
こ
れ
は
今
で
は
日
本
側
も
中
国
側
も
す
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が

あ
の
江
沢

民
主
席
訪
日
の
際
発
表
さ
れ
た
共
同
宣
言
の
中
に
は
「
（
日
中
）
双

方
は
安
全
保
障
理
事
会
を
含
め
た
改
革
を
行
う
こ
と
に
賛
成
す
る
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
明
記
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
中
国
側
は
今
も
、
こ
の
立
場
に
変

更
は
な
い
の
か
、
一
度
聞
い
て
み
た
い
も
の
で
す
ね
。
江
沢
民
主

席
は
反
日
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
か
ら
の
代

表
団
と
会
う
時
は
冒
頭
、
つ
と
め
て
初
歩
的
な
日
本
語
を
話
し
、

ま
た
私
が
信
任
状
を
奉
呈
し
た
時
は
席
上
、
炭
坑
節
を
披
露
す
る

と
い
う
意
外
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

富
坂
残
念
な
が
ら
昨
今
に
日
中
関
係
を
考
え
る
と
、
蒸
し
返

し
て
も
忘
れ
た
ふ
り
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
新
任
の
呉
江

浩
大
使
は
、
早
速
記
者
会
見
の
席
上
、
台
湾
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

「
日
本
が

�台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事

�と
言
い
立
て
中
国
の
分

裂
を
企
て
る
場
合
は
、
日
本
の
民
衆
は
火
の
中
に
連
れ
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
」
と
言
い
ま
し
た
ね
。

谷
野
私
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
は
呉
江
浩
大
使
と
は
東

京
に
着
任
後
会
う
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
「
大
使
、
中
国
政
府
を

代
表
す
る
大
使
と
し
て
、
公
開
の
席
で
中
国
政
府
の
主
張
、
考
え

を
述
べ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
大
い
に
結
構
。
で
も
、
そ
う
で
な

い
席
（
例
え
ば
、
日
本
の
友
人
た
ち
と
の
会
話
、
会
食
な
ど
）
で
は
、
時

に
は
『
中
国
も
満
点
で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
…
…
』
と
い
う
言
い
方
を
は
さ
み
、

時
に
は
中
国
の
『
悩
み
』
も
交
え
な
が
ら
会
話
を
進
め
る
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
聞
く
側
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
る

だ
ろ
う
」
と
こ
う
い
う
話
を
し
た
ん
で
す
。
彼
と
は
、
呉
大
使
と

は
彼
が
か
け
出
し
の
頃
か
ら
の
つ
き
合
い
と
い
う
気
易
さ
も
あ
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
私
自
身
若
い
頃
、
韓
国
（
ソ
ウ
ル
）
の
大
使

館
で
勤
務
し
て
い
た
頃
、
心
が
け
て
い
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
ん
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で
す
。
韓
国
側
が
「
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
閉
鎖
性
」
に
つ
い
て

言
い
立
て
る
の
に
対
し
、
若
い
書
記
官
が
「
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
関
税
も
低
い
し
百
％
オ
ー
プ
ン
！
」
と
や
り
返
す
の
に
対
し
、

私
は
「
う
ん
。
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
外
に
対
し
多
々
非
関
税
障

壁
を
設
け
る
な
ど
、
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
の

は
確
か
だ
が
…
…
」
と
。

富
坂
中
国
側
が
頑
な
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
米
中

関
係
の
悪
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
野
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
時
は
、
対
中
経
済
制
裁
は
関
税
面
で

の
措
置
が
主
で
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
か
ら
は
、
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
分
断
）
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
対

中
投
資
を
含
ん
だ
幅
広
い
分
野
が
対
象
で
す
。
で
も
、
か
つ
て
の

ソ
連
と
違
っ
て
中
国
経
済
が
す
っ
か
り
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
組
み

込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
言
っ
て
も

な
か
な
か
難
し
い
。
ま
た
米
国
が
そ
う
言
い
立
て
て
い
る
背
景
に

は
「
米
国
産
業
の
復
権
」
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
高
官
が

は
っ
き
り
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
日
米
半
導
体
協
定
で
、

日
本
の
半
導
体
産
業
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
米
国
の
産
業
が
往
年
の
力
を
と
り
戻
す
と
い
う
こ
と
自

体
は
大
い
に
結
構
で
す
が
、
「
中
国
の
脅
威
」
を
ネ
タ
に
し
て
安

全
保
障
の
分
野
を
越
え
て
何
か
ら
何
ま
で
付
き
合
え
と
い
わ
れ
る

の
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
さ
ん
（
元
首
相
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
シ
ェ

ン
ロ
ン
さ
ん
（
首
相
）
な
ど
が
、
は
っ
き
り
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
本
音
は
「

D
o
n
・t
fo
rce

u
s
to

ch
o
o
se

b
etw

een
th

e

U
S
a
n
d
C
h
in
a
!」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
国
に
対
し
て
幅

広
い
分
野
で
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
合
理
的
と
は
思
え
な
い
。
こ

こ
は
、
安
全
保
障
を
念
頭
に
置
い
て
主
要
防
衛
技
術
に
し
ぼ
り
込

む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
そ
ん
な
米

中
経
済
関
係
で
す
が
、
米
中
貿
易
は
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
て
い
る
。

経
済
を
テ
ー
マ
に
米
国
の
経
済
界
と
の
対
話
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
日
本
の
経
済
界
の
重
鎮
方
の
姿
だ
け
が
見
え
な

い
と
、
ひ
と
頃
、
垂
大
使
が
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

富
坂
中
国
は
こ
れ
に
対
し
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
力
を
入
れ
た
り
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
加
入
に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

谷
野
し
か
し
、
中
国
は
国
営
企
業
へ
の
補
助
金
の
問
題
、
外

資
に
対
す
る
技
術
移
転
の
強
要
な
ど
問
題
が
多
々
あ
り
加
入
は
と

て
も
無
理
、
ダ
メ
ダ
メ
と
い
う
の
が
大
方
の
論
調
で
す
ね
。
一
方
、

台
湾
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
だ
け
れ
ど
も
、
と
。
私
は
、
逆
に
中
国
に
対

し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
正
確
に
は
Ｃ
Ｐ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
言
う
よ
う
で
す
が
、

加
入
に
向
け
て
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
し
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
ど
う
ぞ
そ
の
方
向
で
国
内
法
の
整
備
も
含
め
努
力
し
て
下
さ
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い
。
但
し
そ
の
た
め
に
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

よ
、
と
。
交
渉
の
期
限
は
二
年
な
い
し
三
年
と
し
、
そ
の
間
、
台

湾
に
は
待
っ
て
も
ら
う
。
目
指
す
べ
き
は
、
中
国
、
台
湾
の
同
時

加
盟
。
か
つ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
日
本
側
の
事
務
方
の
ト
ッ
プ
と
し

て
活
躍
し
た
外
務
省
の
Ｏ
Ｂ
も
内
々
そ
の
よ
う
に
強
く
主
張
し
て

い
ま
す
。

富
坂
台
湾
進
攻
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。

谷
野
中
国
の
ト
ッ
プ
は
こ
の
道
に
走
る
ほ
ど
愚
か
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
昔
の
日
本
の
軍
の
現
場
（
関
東
軍
）
の
よ
う

に
中
国
も
跳
ね
上
が
り
の
勢
力
が
あ
っ
て
乱
暴
な
挙
に
出
る
。
こ

の
点
の
心
配
は
残
り
ま
す
。
中
国
が
発
展
を
目
指
す
こ
と
自
体
に

は
、
何
ら
の
異
論
は
な
い
。
昔
、
日
本
の
首
相
方
も
「
中
国
の
発

展
は
、
日
本
の
利
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
利
益
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
但
し
、
そ
の
手
法
、
道
筋
は
国
際
社
会
か
ら
支
持

さ
れ
祝
福
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
と
こ
ろ
が
現
状
は
ど

う
か
。
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
で
の
立
ち
振
る
ま
い
、
香
港
へ
の

対
応
、
し
っ
か
り
し
た
説
明
責
任
、
透
明
性
を
欠
い
た
ま
ま
、
膨

張
を
続
け
る
軍
事
費
…
…
。
や
は
り
中
国
に
対
し
、
言
う
べ
き
こ

と
は
し
っ
か
り
言
い
つ
つ
、
し
か
し
こ
れ
を
敵
対
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
国
際
社
会
の
中
に
組
み
込
ん
で
ゆ
く

そ
の
中
国
は
「
自
由
貿
易
を
守
る
べ
し
」
と
も
言
い
出
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
。
苦
笑
し
て
し
ま
い
ま
す
が

こ
れ
こ
そ
我
々

が
と
る
べ
き
道
だ
と
思
い
ま
す
。

富
坂
い
ま
最
悪
と
言
わ
れ
る
日
中
関
係
に
必
要
な
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

谷
野
こ
れ
は
日
中
、
日
韓
の
関
係
で
私
が
よ
く
言
っ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
が
、
二
つ
の
こ
と
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
か
つ
て
故
周
恩
来
総
理
が
中
日
（
日
中
）
関
係

を
律
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
よ
く
口
に
し
た
「
求
（
大
）
同

存
（
小
）
異
」

す
な
わ
ち
、
中
国
と
日
本
は
、
国
柄
も
違
う
。

一
時
期
の
「
歴
史
」
の
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
こ
と

（「
小
異
」）
は
横
に
置
い
て
中
日
（
日
中
）
の
善
隣
・
平
和
・
協
力
・

友
好
関
係
と
い
う
「
大
同
」
に
就
こ
う
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

で
は
「
小
異
を
捨
て
て
、
大
同
に
就
く
」
と
い
う
言
い
方
が
す
っ

・
・
・

か
り
定
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
富
坂
先
生
も
よ
く
ご

存
じ
の
通
り
、
本
家
、
本
元
の
中
国
に
は
そ
ん
な
言
い
方
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。
「
小
異
」
は
ど
う
し
て
も
残
る
し
、
残
す
（
「
存
小

異
」
）
ん
で
す
。
と
く
に
難
し
い
外
交
交
渉
の
末
、
お
互
い
に
七

〇
点
、
八
〇
点
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
得
ら
れ
た
「
合
意
」
は
そ
の

よ
う
な
も
の
が
多
い
。
日
中
、
日
韓
外
交
に
は
、
そ
の
よ
う
な
も

の
が
多
々
あ
り
ま
す
。
要
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
「
決
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着
」
の
あ
と
、
日
中
、
日
韓
双
方
と
も
そ
の
残
さ
れ
た
「
小
異
」

に
気
を
く
ば
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
管
理
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
、
ひ
と
頃
ま
で
の
日
中
、
日
韓
関
係
は

そ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
「
小
異
」
を
双
方
で
い
た
ぶ
り
、
こ
れ
に

双
方
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
参
戦
し
、
国
民
感
情
も
盛
り
上
が
っ
て

こ
れ
を
「
大
異
」
の
方
に
も
っ
て
ゆ
く
と
い
う
風
潮
が
あ
る
。
長

く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
の
下
で
の
ウ
ツ
ウ
ツ
と
し
た
気
分
が
た

ま
っ
て
い
る
国
民
感
情
も
こ
れ
と
無
関
係
で
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
ひ
と
つ
の
こ
と
は
、
こ
れ
も
日
中
関
係
、
日
韓
関
係
で
日

本
人
、
と
く
に
政
治
家
の
方
々
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
る
「
日
本
と
中

国
、
日
本
と
韓
国
は
お
互
い
に
引
っ
越
し
で
き
な
い
関
係
な
の
だ

か
ら
」
と
い
う
言
い
方
で
す
。
近
年
の
日
中
関
係
の
下
、
そ
の
よ

う
に
お
っ
し
ゃ
り
た
く
な
る
気
持
ち
も
分
か
ら
ぬ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
話
の
冒
頭
に
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
あ

と
少
し
は
前
向
き
、
建
設
的
な
こ
と
を
言
っ
て
み
て
も
、
聞
い
て

い
る
側
に
は
す
ん
な
り
と
心
に
落
ち
な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

も
萎
え
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
日
韓
関
係

に
つ
い
て
は
、
韓
国
に
お
け
る
新
大
統
領
誕
生
の
下
、
早
く
も

「
引
っ
越
し
で
き
な
い
関
係
」
と
い
う
言
い
方
は
、
過
去
の
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
結
構
な
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
手
短
に
ひ
と
つ
だ
け
。
そ
れ
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の

近
隣
諸
国
、
特
に
中
国
、
韓
国
と
の
間
に
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
例
に
な
ら
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
青
少
年
交
流
の
仕
組
み
を
作

る
こ
と
で
す
。
今
も
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
規
模
そ
の
他
の
面

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
独
・
仏
と
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。
「
相
互

交
流
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
相
互
理
解
」
が
深
ま
り
、「
相
互
理
解
」

が
深
ま
っ
て
こ
そ
、
日
本
と
中
国
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
は
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
「
相
互
信
頼
」
が
深
ま
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
を
担
う
若
者
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
基
礎
を
作
っ

た
仏
独
エ
リ
ゼ
条
約
（
ド
・
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
西
独
首

相
ら
が
署
名
。
一
九
六
三
年
）
の
テ
キ
ス
ト
を
、
短
い
も
の
で
す
か

ら
是
非
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

「
相
互
信
頼
」
の
涵
養
、
こ
れ
と
て
最
近
し
き
り
に
議
論
さ
れ

て
い
る
日
本
の
安
全
保
障
に
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
方
、

近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
に
し
っ
か
り
し
た
青
少
年
交
流
の
仕
組

み
を
作
る
。
予
算
的
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
一
本
の
予
算
を
こ
ち
ら
へ

回
す
だ
け
で
お
釣
り
が
く
る
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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「
暑
い
！
暑
く
て
た
ま
ら
ん
！
」
思
わ
ず
呟

い
た
。
ハ
ン
カ
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し

て
、
額
の
汗
を
拭
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
の
部
屋
は

こ
ん
な
に
暑
い
ん
だ
ろ
う
。
窓
を
開
け
よ
う
と

し
て
気
が
つ
い
た
。
窓
枠
は
釘
で
し
っ
か
り
と

打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
。
内
側
か
ら
も
外
側
か

ら
も
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
挙

げ
句
の
果
て
に
、
外
が
見
え
な
い
よ
う
に
板
ま

で
張
っ
て
あ
っ
た
。「
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
！

こ
の
部
屋
は
！
」
今
度
は
口
か
ら
言
葉
が
出
た
。

こ
こ
は
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
る
小
さ
な
山
岳
国

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
。
日
本
の
北
海
道
、
九
州
と
四

国
を
一
緒
に
し
た
く
ら
い
の
広
さ
の
国
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
、
こ
の
国
で
内
戦
が
勃
発
し
た
。

よ
う
や
く
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ
内
戦
が
終
結

し
た
の
は
九
七
年
六
月
、
五
年
の
歳
月
が
経
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
未
だ
戦
塵
は
お
さ
ま
ら
ず
、

九
八
年
に
は
和
平
調
停
に
尽
力
し
た
秋
野
豊
さ

ん
が
殉
職
し
た
。
和
平
調
停
に
反
対
す
る
一
部

反
政
府
勢
力
に
よ
る
頑
強
な
抵
抗
が
続
い
て
い

た
。隣
の
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
一
九
七
八
年

に
起
き
た
社
会
主
義
者
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
以

来
、
い
ま
だ
内
戦
が
続
い
て
い
た
。

和
平
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
故
秋
野
豊
政
務

官
が
勤
務
し
て
い
た
国
連
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
監
視

団
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
は
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
終
了

し
た
。

国
連
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
監
視
団
は
軍
事
要
員
だ

け
で
一
〇
〇
名
以
上
の
人
員
を
擁
し
、
文
官
を

加
え
る
と
三
〇
〇
名
を
超
す
大
規
模
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
閉
鎖
に
伴
い
国
連
は
大
幅

に
規
模
を
縮
小
し
、
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
れ
が
国
連
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
和
平

構
築
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）
で
あ
る
。
秋
野
政

務
官
が
殉
職
し
た
の
ち
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
勤
務

し
て
い
た
登
丸
政
務
官
も
任
期
を
終
え
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
に
転
勤
し
た
。

私
は
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
殉
職
し
た
秋
野

政
務
官
の
後
任
と
し
て
国
連
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
和

平
構
築
事
務
所
へ
の
出
向
を
命
じ
ら
れ
た
。
国

連
で
の
勤
務
は
二
度
目
で
あ
る
。

夏
が
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
残
暑
厳
し
い
日
が

続
き
、
執
務
室
は
異
様
に
暑
か
っ
た
。
部
屋
に

ク
ー
ラ
ー
が
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
は
着

任
し
て
早
々
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
廊
下
を
隔
て
た
向
か
い
側
に
あ
る
同
僚

の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
た
。
タ
ジ
ク
人
同
僚
の
一
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人
が
人
懐
っ
こ
い
顔
を
し
て
や
っ
て
来
た
。

「
ど
う
し
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
！
」

「
こ
の
部
屋
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
け
ど
？

私
の
前
任
は
ど
う
や
っ
て
過
ご
し
て
い
た
ん
で

す
か
ね
ー
。
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
痕
が
あ
る

の
で
、
以
前
に
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
だ
け
ど
？
」

と
尋
ね
た
。
彼
は
部
屋
の
暑
さ
を
確
か
め
る
よ

う
に
、「
確
か
に
こ
の
部
屋
は
暑
い
ね
」
と
言
っ

た
。
彼
は
実
は
こ
の
部
屋
は
長
い
間
、
誰
も
使
っ

て
い
な
か
っ
た
、
と
教
え
て
く
れ
た
。

す
ぐ
に
会
計
の
責
任
者
を
呼
ん
で
き
た
。
会

計
の
責
任
者
も
部
屋
に
入
る
な
り
「
こ
れ
は
暑

い
」
と
頷
い
た
。
タ
ジ
ク
人
同
僚
は
「
す
ぐ
に

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば
暑
く
て
仕
事
が

で
き
な
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
会
計
責
任

者
は
「
了
解
」
と
言
っ
て
部
屋
を
出
て
い
っ
た
。

よ
う
や
く
、
こ
の
暑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。
そ
れ
で
も
腑
に

落
ち
ず
、「
ふ
ぅ
ー
」
と
大
き
く
息
を
吐
い
た
。

そ
ん
な
私
に
同
僚
は
「
ま
だ
、
何
か
？
」
と
聞

い
た
。
私
は
「
以
前
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
数

百
名
の
大
型
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
の
に
ど
う

し
て
ク
ー
ラ
ー
が
取
り
付
け
て
な
か
っ
た
の
か

な
ー
」
と
言
っ
た
。
彼
は
「
も
ち
ろ
ん
ク
ー
ラ
ー

は
取
り
付
け
て
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
答
え
た
。

私
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
、
当
然
、

い
ろ
い
ろ
な
物
品
が
整
理
さ
れ
る
の
は
理
解
で

き
る
け
ど
、
次
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
残
し

て
お
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
な
、
と
質

問
し
た
。
彼
は
「
以
前
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
大
所

帯
で
あ
っ
た
た
め
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
な
ど

の
車
両
を
含
め
、
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
閉
鎖
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
英
国
人

の
会
計
責
任
者
が
す
べ
て
売
却
し
ま
し
た
。
そ

れ
も
非
常
に
安
価
な
値
段
で
。
そ
の
た
め
、
こ

の
部
屋
の
ク
ー
ラ
ー
も
な
い
の
で
す
。
」
と
述

べ
た
。
私
は
笑
い
な
が
ら
、
「
そ
れ
で
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
も
払
い
下
げ
の
ラ

ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
を
購
入
で
き
た
わ
け
だ
。
よ

か
っ
た
ね
」
と
言
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
彼
は
急
に
声
を
ひ
そ
め
「
我
々

現
地
人
ス
タ
ッ
フ
は
払
い
下
げ
の
恩
恵
に
は
預

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
、
会
計
責
任
者
の

知
り
合
い
が
購
入
し
、
会
計
責
任
者
は
た
く
さ

ん
の
リ
ベ
ー
ト
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と

意
外
な
こ
と
を
言
っ
た
。
私
は
聞
き
違
い
で
は

な
い
か
と
思
い
、
「
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
得
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、

彼
は
さ
ら
に
声
を
ひ
そ
め
、
「
本
当
で
す
。
私

自
身
、
こ
の
目
で
金
が
渡
さ
れ
た
の
を
見
た
の

で
す
か
ら
」
と
続
け
た
。
「
私
も
最
初
は
何
か

の
見
間
違
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
事
実
で
す
」
と
ハ
ッ
キ
リ
言
い
切
っ
た
。

驚
い
て
愕
然
と
し
て
い
る
私
に
、
彼
は
「
国

連
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
以
前
の
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
こ

の
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
し
か
勤
務
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
腐
敗
に
は
抱
い
て
い
た
国
連
の
イ
メ
ー
ジ

が
幻
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」
と
述

べ
た
。
彼
は
当
然
と
で
も
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

「
髙
橋
さ
ん
も
国
連
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
働
い
た

こ
と
が
あ
れ
ば
わ
か
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

私
は
即
座
に
「
い
や
！
そ
ん
な
話
は
聞
い
た
こ

と
も
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
ね
」
と
返
事
を
し

た
。
彼
は
「
髙
橋
さ
ん
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
ね
。

い
や
な
こ
と
を
見
る
こ
と
が
な
く
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
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本
年
は
六
月
に
入
っ
て
す
ぐ
台
風
三
号
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
六
月
か
ら
九
月
は
風
水
害
が

集
中
す
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
二
○
一
九
年
版
・

中
小
企
業
白
書
は
、
自
然
災
害
の
発
生
件
数
で

は
、
台
風
と
洪
水
を
合
わ
せ
た
気
象
学
系
の
災

害
が
全
体
の
約
七
二
％
と
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
国
土
の
三
割
し
か
な
い
平
地
の
多
く
が
河
川

氾
濫
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
あ
る

事
か
ら
、
冠
水
リ
ス
ク
の
あ
る
土
地
で
も
利
用

せ
ぬ
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
地
理
的
条
件
も

あ
り
ま
す
。

気
象
災
害
の
代
表
格
と
言
え
ば
「
台
風
」
で

す
。
気
象
庁
は
台
風
の
定
義
を
（
北
西
太
平
洋
ま

た
は
南
シ
ナ
海
に
現
れ
る
）
熱
帯
低
気
圧
の
う
ち

最
大
風
速
が
風
力
八
（
一
七
・
二

m
/
s）
以
上
の

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
も
熱
帯

低
気
圧
な
の
で
す
が
、
気
象
情
報
と
し
て
伝
え

る
時
に
は
最
大
風
速
の
弱
い
も
の
に
対
し
て

「
熱
帯
低
気
圧
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
と
い
う

事
の
よ
う
で
す
。

台
風
を
含
め
た
熱
帯
低
気
圧
と
、
よ
り
一
般

的
な
「
温
帯
低
気
圧
」
の
天
気
図
上
の
明
ら
か

な
違
い
は
「
前
線
」
の
有
無
で
す
。
温
帯
低
気

圧
の
仕
組
み
は
き
ち
ん
と
理
解
し
よ
う
と
す
る

と
か
な
り
難
し
い
し
、
台
風
に
至
っ
て
は
わ
か

ら
な
い
事
も
少
な
く
な
い
よ
う
な
の
で
す
が
、

相
当
簡
略
に
言
え
ば
冷
気
と
暖
気
の
混
合
に
よ
っ

て
生
じ
る
温
帯
低
気
圧
に
は
寒
冷
・
温
暖
の
二

つ
の
前
線
が
伴
う
が
、
熱
帯
の
海
の
熱
い
水
蒸

気
を
含
ん
だ
上
昇
気
流
か
ら
成
る
熱
帯
低
気
圧

に
は
前
線
は
無
い
と
い
う
事
か
と
思
い
ま
す
。

温
帯
低
気
圧
の
中
に
も
「
爆
弾
低
気
圧
」
と

俗
称
さ
れ
る
台
風
並
み
の
豪
雨
を
も
た
ら
す
も

の
が
時
折
現
れ
ま
す
。
気
象
庁
で
は
俗
称
は
用

い
ず
「
急
速
に
発
達
す
る
低
気
圧
」
と
し
て
い

る
の
で
す
が
、
台
風
の
よ
う
に
最
大
風
速
で
定

義
す
る
の
で
は
な
く
、
中
心
気
圧
が
二
四
時
間

の
う
ち
に
二
四
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
以
上
低
下
し

た
も
の
を
指
し
ま
す
。
強
力
な
が
ら
も
力
が
中

心
部
に
集
約
さ
れ
て
い
る
台
風
よ
り
も
、
豪
雨

の
時
間
が
長
く
な
り
が
ち
で
対
策
も
難
し
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
、
個
々
の
寿
命
は
さ

ほ
ど
長
く
な
い
積
乱
雲
が
帯
状
に
連
な
る
事
で

広
域
に
継
続
的
な
雨
を
も
た
ら
す
も
の
が
「
線

状
降
水
帯
」
で
す
。
発
生
の
細
か
い
仕
組
み
は

今
一
つ
わ
か
っ
て
い
な
い
ら
し
く
、
説
明
し
て

い
る
文
章
を
読
ん
で
も
ど
う
も
わ
か
っ
た
気
に

は
な
れ
な
い
の
で
す
が
、
二
○
二
二
年
六
月
か
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ら
気
象
庁
が
始
め
た
「
線
状
降
水
帯
予
測
」
も
、

一
一
月
ま
で
に
一
三
回
出
し
て
、
実
際
に
発
生

し
た
の
は
三
回
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
メ
デ
ィ
ア
上
な
ど
で
俗

称
さ
れ
る
、
狭
い
範
囲
の
地
域
に
短
時
間
に
降

る
豪
雨
（
気
象
庁
が
「
局
地
的
大
雨
」
と
す
る
も
の
に

ほ
ぼ
該
当
）
は
、
通
常
、
都
市
部
の
非
植
生
部

で
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
等
に
よ
る
上
昇

気
流
発
生
に
助
け
ら
れ
て
急
速
に
積
乱
雲
が
発

達
す
る
事
が
原
因
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
定
地
域
だ
け
で
豪
雨
が
起
こ
る
為
、
広
域
を

扱
う
気
象
庁
な
ど
に
は
予
報
が
難
し
く
、
局
所

的
で
急
速
な
川
の
増
水
や
内
水
氾
濫
の
発
生
に

起
因
す
る
死
亡
事
故
が
起
こ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

急
激
な
豪
雨
に
よ
り
冠
水
し
た
道
路
や
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
で
の
車
内
閉
じ
込
め
事
故
と
思
わ
れ

る
死
亡
事
件
が
、
二
○
一
九
年
九
月
の
三
重
県

や
、
先
日
の
六
月
二
日
の
愛
知
県
で
の
豪
雨
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
冠
水
の
中
で
車
が
停
止
し
、

狼
狽
し
て
い
る
内
に
水
位
が
上
昇
す
る
と
水
圧

で
ド
ア
や
パ
ワ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
動
か
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
車
内
な
い
し
は
車
の
キ
ー
に

は
、
窓
割
り
用
の
脱
出
用
具
を
常
備
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
（
但
し
、
安
価
な
コ
ピ
ー
品
を
購

入
す
る
と
ガ
ラ
ス
で
な
く
用
具
の
方
が
壊
れ
た
と
い
う

報
告
も
あ
る
の
で
ご
注
意
を
）。

夏
の
気
象
災
害
は
洪
水
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
、

電
柱
・
立
木
・
塔
・
家
屋
の
倒
壊
、
屋
根
の
損

壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
車
の
転
倒
、
飛

来
物
・
落
下
物
に
よ
る
死
傷
等
を
引
き
起
こ
す

事
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
へ
の

対
策
は
地
震
対
策
と
兼
ね
る
事
が
で
き
ま
す
が
、

他
に
個
人
が
で
き
る
事
は
自
宅
の
防
御
で
し
ょ

う
か
。
排
水
溝
か
ら
の
逆
流
に
は
水
嚢
を
作
っ

て
塞
ぐ
と
良
い
と
さ
れ
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

養
生
テ
ー
プ
の
貼
付
け
は
日
本
で
は
推
奨
さ
れ

る
事
が
多
い
で
す
が
、
米
国
で
は
割
れ
た
際
の

破
片
を
大
き
く
し
て

危
険
を

高
め
る
と

否
定
的

な
向
き
で
す
。
個
人
家
屋
の
深

刻
な
被
害
に
は

屋
根
の
損
壊
が
多
く
、
二
○
一

八
年
の
房

総
半

島
台
風
で
は
多
数
の
家
が
屋
根
を
損
壊
し
た
為
、

二
年
を
経
て
も
修

繕
完

了
率
が
六
割

程
度
だ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
屋
根

瓦

で
は
な
い
チ
タ
ン

合
金
等
の
防
災

瓦
や

金
属
屋

根
の
使
用
（
屋
根
を
軽
く
し
て
耐
震

効
果
も
あ
る
）
へ

の
助
成
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
異
常
気
象
」
の
バ
ズ
ワ
ー
ド
と
は
裏
腹
に
、

近
年
、
台
風
の
発
生
・
上
陸
が
特
に
増
え
て
い

る
と
い
う
傾
向
は
見
て
と
れ
ま
せ
ん
。
被
害
も
、

一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
死
者
約
五

一
〇

〇
人
（
特
に

高
潮
に
よ
る

被
害
が
多
か
っ
た
）

を
筆
頭
に
五
○
～
六
○
年
代
頃
に
は
台
風
で
三

桁
を
超
え
る
死
者
が
出
る
の
は
珍
し
く
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
年
で
は
治
水
イ
ン
フ
ラ
な
ど

の
整
備
に
よ
っ
て
、
二
○
一
九
年
十
月
の
台
風

一
九
号
が
、
四
〇
年
ぶ
り
に
百
人
を
超
え
る
一

○
八

名
の
死

者
・

行
方

不
明

者
を
出
し
た
（
大

半
が
土
砂
災
害
に
よ
る
）
と
い
う
次
第
で
す
。

ち
な
み
に
、
毎
年
最
も
多
く
の
死
者
を
出
す

気
象
災
害
は
過
去
五
年
平
均
で
年
間
の
死
者
が

千
人
を
上
回
っ
て
い
る
夏
の
高
気
温
で
す
。
危

機
管
理
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
台
風
や
豪
雨
の

為
の
非
常
食
の
備
蓄
よ
り
は
、
水
分
補
給
や
適

度
な
冷
却
を
心
掛
け
、
そ
の
予
算
を
配
分
す
る

事
の
方
が
優
先
だ
と
い
う
事
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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約
四
〇
年
間
の
国
防
の
任
務
を
振
り
返
る
時
、

歴
史
の
大
き
な
転
換
期
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
を

実
感
す
る
。
米
ソ
冷
戦
と
そ
の
終
焉
、
ポ
ス
ト

冷
戦
期
の
対
テ
ロ
戦
争
、
そ
し
て
中
国
・
北
朝

鮮
・
ロ
シ
ア
と
い
う
隣
り
合
わ
せ
の
権
威
主
義

的
国
家
に
よ
る
現
状
変
更
の
動
き
な
ど
、
戦
略

環
境
の
変
化
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
エ
ポ
ッ
ク
メ

イ
キ
ン
グ
な
事
象
を
目
撃
し
、
時
に
は
実
際
に

現
場
の
当
事
者
の
一
人
と
し
て
関
与
し
た
こ
と

を
改
め
て
思
い
出
す
。

今
回
か
ら
コ
ラ
ム
を
連
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
っ
た
が
、
「
国
際
安
全
保
障
協
力
の
現
場

か
ら
」
と
題
し
、
個
人
的
な
体
験
も
含
め
、
現

場
か
ら
見
た
国
際
安
全
保
障
協
力
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
読
者
の
皆
様
に
は
、

し
ば
ら
く
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
た
い
。

冷
戦
の
終
焉
は
、
入
隊
以
来
約
一
〇
年
間
、

極
東
ソ
連
軍
の
北
日
本
侵
攻
を
想
定
し
て
訓
練

を
重
ね
て
い
た
若
い
自
衛
官
の
私
に
と
っ
て
特

別
な
感
慨
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ソ
連
が
崩
壊

す
る
な
ど
想
像
も
し
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
現
実

に
冷
戦
構
造
が
崩
れ
、
世
界
が
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
を
同
僚
た
ち
と
真
剣
に
議
論

し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
し
て
、
そ
の
矢
先

一
九
九
〇
年
八
月
に
起
こ
っ
た
の
が
イ
ラ
ク
に

よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
（「
湾
岸
危
機
」）
だ
っ
た
。

「
湾
岸
危
機
」
と
い
う
突
然
発
生
し
た
緊
急

事
態
に
如
何
に
対
応
す
べ
き
か
。
日
本
は
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
中
東
は
日
本
に
と
っ
て
石
油

の
大
半
を
依
存
す
る
重
要
な
地
域
だ
が
、
こ
の

時
、
単
に
「
カ
ネ
」
や
「
モ
ノ
」
の
協
力
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
各
国
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な

「
ヒ
ト
」
の
協
力
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
国
際
的
な
緊
急
事
態
に
際
し
て
日
本

が
共
に
汗
を
流
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
血
を
流

す
覚
悟
が
あ
る
か
を
問
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
直
後
か
ら
政
府
・
与
党
内
で
は
様
々
な
支

援
策
が

検
討
さ
れ
、
「
国
連

平
和
協
力

法
案
」

が
構
想
さ
れ
た
。
憲
法
の
制
約
の
中
で
も
可
能

な
人
的
支
援
を
追
求
し
「
国
連
平
和
協
力
隊
」

を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
参
加
す
る
自

衛
官
の
身
分
や
指
揮
監
督
の
在
り
方
な
ど
関
係

省
庁
と
与
党
間
で
調
整
は
難
航
し
た
が
、
湾
岸

危
機
勃
発
か
ら
二
カ
月
後
の
一
〇
月
に
は
法
案

が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
野
党
の
激

し
い
反
対
と
国
民
の
支
持
も
深
ま
ら
ず
、
結
果

的
に
最
初
の
法
律
案
は
廃
案
と
な
り
資
金
協
力
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だ
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
湾
岸
戦
争
終
結

後
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
政
府
が
米
国
の
主
要
紙
に
掲

載
し
た
感
謝
広
告
に
、
日
本
の
国
名
が
な
か
っ

た
こ
と
も
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。
約
一
三
〇
億

ド
ル
（
約
一
兆
五
〇
〇
〇
億
円
）
の
巨
額
の
戦
費

を
拠
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
際
社
会
は
必

ず
し
も
そ
れ
を
評
価
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
大
き
な
問
題
意
識
が
残
っ
た
。

当
時
、
外
務
省
に
出
向
し
て
い
た
私
は
、
省

内
に
設
置
さ
れ
た
湾
岸
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
入
り
、
日
本
と
し
て
の
湾
岸
支
援
の
現
場

に
立
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
国
連
平
和
協

力
法
案
」
の
廃
案
も
近
く
で
見
て
い
た
が
、
終

戦
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
日
本
が
国
際
社

会
で
如
何
な
る
役
割
を
果
た
す
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
毎
日
だ
っ
た
。

湾
岸
戦
争
は
一
九
九
一
年
一
月
一
七
日
に
多

国
籍
軍
の
反
撃
で
始
ま
り
、
二
月
二
七
日
に
ク

ウ
ェ
ー
ト
が
解
放
さ
れ
て
終
結
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
も
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
国
際
社
会
に
は
評

価
さ
れ
な
い
と
し
て
、
九
一
年
四
月
か
ら
海
上

自
衛
隊
の
掃
海
部
隊
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
機
雷
が
漂
う
ク
ウ
ェ
ー

ト
沖
の
危
険
な
地
域
に
赴
き
、
日
本
の
代
表
と

し
て
機
雷
掃
海
の
困
難
な
任
務
を
立
派
に
遂
行

し
た
海
上
自
衛
隊
の
派
遣
部
隊
は
、
国
際
的
に

も
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自
衛

隊
創
設
以
来
、
初
め
て
実
任
務
で
海
外
に
派
遣

さ
れ
た
の
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
派
遣
で
あ
り
、
自
衛

隊
と
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
に
な
っ
た
と

思
う
。
五
〇
年
に
警
察
予
備
隊
（
五
二
年
に
保
安

隊
、
五
四
年
に
自
衛
隊
へ
改
組
）
が
発
足
し
た
当
時

は
、
ま
さ
か
隊
員
が
海
外
で
活
動
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

冷
戦
終
結
後
の
こ
の
三
〇
年
で
非
常
に
大
き
な

変
化
が
起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
に
は
「
国
際
平
和
協
力
法
（
Ｐ

Ｋ
Ｏ
法
）」
が
成
立
し
、
「
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫

定
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）」
へ
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
が

決
ま
っ
た
。
同
年
九
月
か
ら
陸
上
自
衛
隊
中
部

方
面
隊
を
中
核
に
編
成
さ
れ
た
施
設
部
隊
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
南
部
の
タ
ケ
オ
に
展
開
し
、
戦
後
初

め
て
陸
上
自
衛
隊
が
海
外
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
筆
者
は
そ
の
年
の
年
末
に
現
地
に

出
張
す
る
機
会
が
あ
り
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
デ
コ
ボ
コ
の
陸
路
を
何
時
間

も
走
っ
て
タ
ケ
オ
の
宿
営
地
に
到
着
し
た
。
つ

い
先
日
ま
で
一
緒
に
勤
務
し
て
い
た
先
輩
や
同

僚
た
ち
が
、
す
っ
か
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
地
に

溶
け
込
み
、
日
焼
け
し
た
姿
で
生
き
生
き
と
活

動
し
て
い
る
様
子
は
感
動
的
で
あ
り
羨
ま
し
く

も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
タ
ケ
オ
の
宿
営
地
に
翻

る
日
の
丸
を
見
て
、
自
衛
隊
に
と
っ
て
の
新
し

い
時
代
が
到
来
し
た
と
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も

鮮
烈
に
思
い
出
す
。

そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
九
四
年
に
は
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
、

九
六
年
か
ら
ゴ
ラ
ン
高
原
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
部
隊
が
派

遣
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
平
和
協
力
業
務
の
た
め

に
自
衛
隊
派
遣
さ
れ
る
機
会
が
増
大
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
時
期
が
自
衛
隊
の
国
際

貢
献
、

国
際
平
和
協
力
の
「
揺
籃
期
」
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
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台
湾
海
峡
が
平
和
な
ま
ま
砲
火
の
一
閃
と
て

見
る
こ
と
な
く
、
い
つ
し
か
台
湾
が
中
国
の
一

部
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
間
の
プ
ロ
セ
ス
に

米
国
と
日
本
が
介
入
す
る
余
地
は
な
い
。
し
か

し
帰
結
す
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
国
益
を
損
ね
る

程
度
は
、
戦
火
を
伴
う
強
制
併
合
シ
ナ
リ
オ
の

場
合
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

台
湾
を
め
ぐ
る
日
米
の
立
場
に
大
き
な
差
は

な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
も
東
京
も
、
台
湾
は
大
陸

中
国
の
一
部
で
あ
る
と
認
め
た
こ
と
は
な
い
。

中
国
共
産
党
の
言
い
分
を
言
い
分
と
し
て
理

解
し
た
、
立
場
を
尊
重
し
た
、
と
、
概
略
そ
う

言
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
日
米
と
も
「
一
つ
の
中

国
」
を
認
め
た
か
に
言
い
な
す
の
が
北
京
の
宣

伝
工
作
の
常
で
あ
る
か
ら
、
留
意
が
必
要
だ
。

そ
の
う
え
で
疑
問
と
し
た
い
。
両
岸
関
係
の

平
和
的
解
決
を
求
め
る
と
す
る
日
米
双
方
の
主

張
は
、
果
た
し
て
維
持
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

主
張
の
裏
に
は
、
北
京
が
武
力
に
訴
え
台
湾

を
強
制
併
合
す
る
の
を
牽
制
す
る
意
味
合
い
が

あ
る
。
も
し
も
台
湾
を
中
国
が
武
力
で
取
ろ
う

と
す
る
場
合
、
米
軍
は
動
く
。
か
な
り
の
確
度

で
集
団
的
自
衛
権
発
動
の
機
会
を
な
し
、
自
衛

隊
も
動
く
だ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
、
北
京
の
冒

険
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
企
図
も
あ
る
。

さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
い
ま
は
あ
り
そ
う
に
な

い
シ
ナ
リ
オ
と
は
い
え
、
台
湾
が
平
和
裏
に
、

一
発
の
銃
弾
す
ら
飛
ば
ぬ
中
、
大
陸
の
一
部
と

な
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
よ
う
。
中
国
共
産
党

の
支
配
下
に
入
る
こ
と
を
、
避
け
が
た
い
宿
命

と
し
て
、
諦 あ
き
ら

め
つ
つ
肯 が
え

ん
じ
た
と
し
よ
う
か
。

そ
れ
が
台
湾
世
論
が
大
い
に
論
じ
帰
着
し
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
な
ら
、
東
京
や
ワ
シ
ン
ト
ン

に
は
見
守
る
し
か
な
い
。
介
入
は
で
き
な
い
。

日
米
と
も
要
求
す
る
「
両
岸
関
係
問
題
の
平

和
的
解
決
」
が
か
く
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と

し
て
、
そ
の
帰
結
は
、
そ
う
で
な
か
っ
た
場
合

中
国
が
武
力
で
台
湾
を
奪
取
し
た
場
合
と

比
べ
、
日
本
と
日
米
同
盟
に
と
っ
て
な
ん
ら
差

が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
た
い
。

い
か
な
る
過
程
に
よ
る
に
せ
よ
台
湾
が
中
国

共
産
党
の
支
配
下
に
入
っ
た
場
合
、
台
湾
と
そ

の
周
辺
海
域
・
空
域
は
、
中
国
軍
事
力
に
よ
っ

て
立
入
禁
止
区
域
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
尖
閣
諸

島
の
帰
属
に
関
し
北
京
の
立
場
は
同
諸
島
を
台

湾
の
属
領
だ
と
す
る
も
の
だ
か
ら
、
尖
閣
周
辺

に
日
本
の
軍
事
力
・
警
察
力
が
及
ぶ
こ
と
は
実

力
を
も
っ
て
排
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
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台
湾
を
中
心
と
す
る
一
円
の
海
域
と
空
域
に

実
力
を
投
射
で
き
な
く
な
る
米
軍
が
、
そ
れ
で

も
一
大
ア
セ
ッ
ト
を
横
須
賀
、
佐
世
保
や
嘉
手

納
な
ど
日
本
の
各
地
に
置
い
て
お
く
意
味
は
果

た
し
て
ど
の
く
ら
い
残
る
の
か
。
喧 か
ま
び
すし
い
議

論
が
起
き
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
こ
と
自
体
が

米
軍
の
信
頼
度
に
よ
く
な
い
影
響
を
与
え
る
。

日
本
が
頼
る
資
源
の
道
は
、
南
に
し
か
開
か

れ
て
い
な
い
。
日
本
の
表
玄
関
は
あ
く
ま
で
も

イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
だ
。
そ

こ
が
、
通
る
に
難
儀
な
場
所
と
な
る
。

威
力
業
務
妨
害
勢
力
が
玄
関
口
に
居
座
る
よ

う
な
も
の
だ
。
強 ゆ

請 す

り
に
備
え
た
リ
ス
ク
プ
レ

ミ
ア
ム
を
日
本
経
済
は
余
分
に
必
要
と
す
る
に

至
り
、
コ
ス
ト
高
の
構
造
が
定
着
す
る
。

や
が
て
大
勢

た
い
せ
いに
な
び
き
や
す
い
、
衆
を
頼
む

勢
力
か
ら
、
中
国
の
意
向
を
忖
度
し
発
言
の
い

ち
い
ち
を
自
己
規
制
し
よ
う
と
す
る
風
潮
が
起

こ
り
、
一
気
に
広
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。
お
も
な

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
社
長
人
事
を
決
す

る
の
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
た
と
い
間
接
的
に

せ
よ
、
中
国
共
産
党
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
頃
に
は
国
内
に
永
住
資
格
を
も
っ
て
住

む
中
国
人
の
数
が
激
増
し
て
い
る
。
う
ち
、
何

割
か
は
必
ず
党
員
で
あ
っ
て
、
三
人
党
員
が
い

る
な
ら
必
ず
支
部
を
つ
く
る
べ
し
と
す
る
党
規

約
に
よ
っ
て
、
気
づ
け
ば
日
本
国
内
に
数
万
い

や
数
十
万
の
党
細
胞
（
昔
ふ
う
に
言
え
ば
）
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

移
民
へ
の
門
戸
を
安
易
に
開
く
べ
き
で
な
い

理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
保
守
を
名
乗
る
政
治
勢

力
に
も
そ
の
点
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い
。

易
姓
に
彩
ら
れ
た
中
国
に
比
べ
、
日
本
の
安

定
性
は
、
歴
史
を
通
じ
際
立
っ
て
高
い
。
そ
の

根
拠
は
多
々
あ
る
に
せ
よ
、
ひ
と
つ
大
き
な
淵

源
は
皇
統
の
連
続
性
だ
と
い
う
事
実
を
中
国
の

指
導
層
は
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。

こ
こ
に
対
す
る
認
知
戦
は
今
ま
さ
に
仕
掛
け

ら
れ
て
い
る
と
弁
え
る
べ
き
で
、
「

女
性
が

天

皇
で
何
が
悪
い
」
な
ど
と
す
る
論
調
は
、
そ
の

一
種
で
あ
っ
た
と
し
て
驚
く
べ
き
で
な
い
。
伝

統
の
み
を
根
拠
と
す
る
慣
習
が
ひ
と
た
び
破
ら

れ
た
と
き
、
皇
族
の
結
婚
相
手
が
中
国
人
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
理
由
な
ど
な
く
な
る
。

台
湾
が
北
京
の
支
配
下
に
入
る
場
合
、
日
本

は
戦
略
的
自
律
性
を
失
う
。
の
み
な
ら
ず
、
認

知
領
域
で
の
自
立
の
根
拠
を
大
き
く
損
ね
る
。

日
本
史
を
通
じ
、
一
度
と
し
て
な
か
っ
た
事

態
が
生
じ
か
ね
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
国
難
が
あ

り
得
る
と
思
え
ば
こ
そ
、
故
安
倍
晋
三
元
総
理

は
八
方
に
日
本
の
仲
間
を
求
め
た
。
経
済
力
強

化
に
向
け
手
を
尽
く
し
た
。
台
湾
に
よ
り
広
い

棲
息
空
間
を
与
え
、
台
湾
を
失
う
ま
い
と
す
る

世
論
を
世
界
に
涵
養
し
よ
う
と
し
た
。
経
済
界

で
は

東
海
旅
客
鉄
道
の
葛
西
敬
之
氏
が
、
ま
っ

た
く
同
じ
発
想
で
安
倍
氏
を
支
え
て
い
た
。

二
〇
二
二
年
、
日
本
は
こ
の
両
氏
を
同
時
に

失
っ
た
。
北
京
に
は
、
ひ
そ
か
に
凱
歌
を
あ
げ

た
向
き
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
と
思
う
。

ま
だ
、
間
に
合
う
。
両
岸
関
係
が
平
和
的
に

解
決
し
た
場
合
の
、
そ
の
先
の
姿
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

ト
し
た
い
。
我
が
国
に
与
え
る
も
ろ
も
ろ
の
影

響
を
深
く
考
え
準
備
し
、
予
防
に
努
め
る
な
ら
、

い
ま
が
そ
の
時
だ
。
あ
た
か
も
安
倍
氏
死
去
以

来
一
年
が
経
つ
。
存
命
だ
っ
た
な
ら
、
右
の
た

め
全
力
を
傾
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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一
時
、
難
を
逃
れ
た
マ
ッ
カ
の
隊
商
は
、
シ

リ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
終
え
、
マ
ッ
カ
へ
と
帰

る
準
備
を
し
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
は
、
次
こ
そ
は
逃
す

ま
い
と
血
気
盛
ん
に
マ
ッ
カ
の
隊
商
を
待
ち
構

え
て
い
た
。
そ
の
数
、
約
三
〇
〇
名
。

ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
近
隣
の
部
族
と
盟
約
を
結

ん
で
、
万
全
の
準
備
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

同
時
に
二
人
の
斥
候
を
放
ち
、
マ
ッ
カ
の
隊

商
の
動
向
を
探
ら
せ
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
側
の
動
き
は
た
ち
ま
ち
、

マ
ッ
カ
の
隊
商
に
も
知
れ
渡
っ
た
。
マ
ッ
カ
の

隊
商
を
率
い
て
い
た
の
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
同

族
の
ア
ブ
ー
ス
フ
ィ
ヤ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ー

ス
フ
ィ
ヤ
ー
ン
は
、
後
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に

改
宗
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
人
物
と
な
る
わ
け
だ
が
、
ま
だ
こ
の
時

点
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
迫
害
の
急
先
鋒
に
立
っ

て
い
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
預
言
者
の
言
行
録
で
は
、

ア
ブ
ー
ス
フ
ィ
ヤ
ー
ン
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
改

宗
以
前
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
へ
た
び
た
び
迫
害
を

加
え
て
い
た
が
、
時
々
、
そ
れ
を
躊
躇
す
る
よ

う
な
描
写
も
見
受
け
ら
れ
る
。

敵
対
し
て
い
る
と
は
い
え
、
同
族
の
仲
間
に

対
し
、
全
力
で
憎
悪
の
念
を
向
け
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
マ
ッ
カ

の
有
力
者
と
い
う
立
場
に
苦
し
ん
だ
一
人
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
話
を
戻
そ
う
。

当
時
、
マ
ッ
カ
に
と
っ
て
シ
リ
ア
の
交
易
は
、

最
大
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
は
、
他
に

も
エ
チ
オ
ピ
ア
や
イ
エ
メ
ン
な
ど
と
も
交
易
を

行
っ
て
い
た
が
、
シ
リ
ア
と
の
交
易
は
桁
が
違
っ

て
い
た
。
い
わ
ば
シ
リ
ア
と
の
交
易
は
、
マ
ッ

カ
の
生
命
線
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
隊
商
を
襲
う
な
ど
、
や

は
り
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
け
し
か
ら
ん
と
思
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
マ
ッ

カ
の
迫
害
者
と
の
戦
い
は
、
許
可
さ
れ
、
マ
ッ

カ
と
マ
デ
ィ
ー
ナ
は
、
す
で
に
戦
争
状
態
に
あ
っ

た
。マ
デ
ィ
ー
ナ
へ
移
住
後
も
マ
ッ
カ
の
脅
威
に

晒
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
、

シ
リ
ア
と
の
交
易
路
を
断
つ
こ
と
は
安
全
保
障

上
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
交
易
の
遮
断

は
マ
ッ
カ
の
一
般
市
民
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い

た
の
で
は
な
く
、
敵
対
す
る
マ
ッ
カ
の
支
配
階
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級
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
い
わ
ば
、
経

済
戦
争
と
位
置
付
け
ら
れ
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
移
住

後
に
マ
ッ
カ
で
略
奪
さ
れ
た
財
産
を
取
り
戻
す

目
的
も
含
ま
れ
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
隊
商
を
急
襲
し
よ
う
と

向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
ア
ブ
ー
ス
フ
ィ

ヤ
ー
ン
は
直
ち
に
マ
ッ
カ
へ
密
使
を
送
り
、
援

軍
を
要
請
し
た
。

マ
ッ
カ
の
有
力
者
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の

出
陣
を
耳
に
し
、隊
商
が
襲
わ
れ
、二
名
の
捕
虜

と
賠
償
金
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
た
あ
の
時
の

屈
辱
が
こ
み

あ
げ
て
い
た
。

マ
ッ
カ
の

有
力
者
た
ち

は
、
シ
リ
ア

か
ら
の
隊
商

を
保
護
す
る

た
め
、
軍
を

整
え
北
上
す

る
こ
と
を
決

め
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
マ
ッ
カ
軍
に
、
ア

ブ
ー
ス
フ
ィ
ヤ
ー
ン
一
行
が
海
岸
沿
い
を
通
っ

て
、
無
事
に
マ
ッ
カ
へ
向
か
っ
て
い
る
と
の
知

ら
せ
が
入
っ
た
。

隊
商
が
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
マ
ッ

カ
軍
は
、
こ
の
ま
ま
進
軍
す
る
か
ど
う
か
で
意

見
が
割
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
一
戦
交
え
、

完
膚
な
き
ま
で
に
叩
き
つ
け
よ
う
と
す
る
強
硬

派
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
中
に
は
血
縁
者
も
多
く

無
駄
な
戦
争
は
見
送
る
べ
き
だ
と
す
る
撤
退
派

で
激
論
と
な
っ
た
。

撤
退
派
は
本
来
の
目
的
で
あ
る
隊
商
が
無
事

で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が

死
を
も
恐
れ
ぬ
覚
悟
で
あ
る
こ
と
に
こ
れ
以
上
、

争
い
を
続
け
る
こ
と
に
は
無
益
で
あ
る
と
感
じ

て
い
た
。

結
局
、
マ
ッ
カ
の
実
質
的
指
導
者
で
あ
っ
た

ア
ブ
ー
ジ
ャ
ハ
ル
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
打

破
し
て
、
シ
リ
ア
と
の
交
易
路
を
盤
石
に
し
、

ア
ラ
ブ
の
諸
部
族
に
マ
ッ
カ
の
ク
ラ
イ
シ
ュ
族

の
強
さ
と
威
信
を
知
ら
し
め
よ
う
と
、
一
戦
交

え
る
覚
悟
で
、
そ
の
ま
ま
軍
を
進
め
た
。

そ
の
頃
、
ム
ハ
ン
マ
ド
率
い
る
一
軍
は
、
斥

候
か
ら
の
報
告
で
、
ア
ブ
ー
ス
フ
ィ
ヤ
ー
ン
の

隊
商
が
バ
ド
ル
の
地
を
通
る
と
予
測
し
、
進
軍

を
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
バ
ド
ル
へ
向
か
う

途
中
、
通
り
か
か
っ
た
旅
人
か
ら
思
い
も
よ
ら

ぬ
話
を
耳
に
し
た
。

マ
ッ
カ
か
ら
大
軍
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
す
ぐ
さ
ま
会
議
を

開
い
て
意
見
を
募
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
に
マ
ッ
カ
時
代
か
ら
付
き
従
っ

て
き
た
古
参
の
仲
間
は
、
こ
の
ま
ま
進
軍
し
て

一
戦
交
え
る
よ
う
に
勧
め
た
。
マ
デ
ィ
ー
ナ
出

身
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
も
共
に
マ
ッ
カ
軍

と
戦
う
こ
と
を
ム
ハ
ン
マ
ド
に
誓
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
覚
悟
を
決
め
、
そ
の
ま
ま

軍
を
進
め
た
。
翌
日
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
軍
は
、

マ
ッ
カ
軍
よ
り
も
先
に
バ
ド
ル
へ
と
到
着
し
た
。
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は
じ
め
に

中
国
経
済
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
大
き
く
発
展
を
開
始
し
、
八

九
年
の
天
安
門
事
件
に
よ
る
一
時
停
滞
を
経
た
後
、
九
二
年
の
鄧

小
平
の
い
わ
ゆ
る
「
南
巡
講
話
」
に
よ
り
再
び
発
展
が
加
速
し
た
。

し
か
し
九
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
成
長
構
造
の
歪
み
が
発
展
の
重

大
な
制
約
要
因
と
な
り
、
二
〇
〇
二
年
に
発
足
し
た
胡
錦
涛
指
導

部
は
、
そ
の
解
決
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
末
に
表
面
化
し
た
発
展
の
制
約
要
因
は
、
習
近

平
指
導
部
の
時
代
に
な
っ
て
一
部
緩
和
さ
れ
た
が
、
新
た
な
課
題

も
増
え
て
お
り
、
三
期
目
を
迎
え
る
習
近
平
指
導
部
の
対
応
が
注

目
さ
れ
る
。

１

�発
展
の
制
約
要
因
の
表
面
化

�「
先
富
論
」
と
「
共
同
富
裕
」

鄧
小
平
が
「
先
富
論
」
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
先
富
論
」
は
、「
一
部
の
地
域
・
一
部
の
人
々

が
先
に
豊
か
に
な
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
前
半
の
部
分
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
り
、
後
半
の
「
（
豊
か
に
な
っ
た
地
域
・
人
々

が
）
そ
の
他
の
地
域
・
そ
の
他
の
人
々
を
牽
引
・
支
援
し
、
徐
々

に
共
同
富
裕
に
達
す
る
の
だ （
１
）」
あ
る
い
は
、
「
先
進
地
域
が
落
後

し
た
地
域
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
義
務
で
あ
る （
２
）」
の
部
分
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が
忘
却
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
別
の
場
面
で
は
、
鄧
小
平
は

「
私
の
一
貫
し
た
主
張
は
、
一
部
分
の
人
々
、
一
部
の
地
域
を
先

に
豊
か
に
さ
せ
る
が
、
大
原
則
は
共
同
富
裕
で
あ
る
。
一
部
の
地

域
の
発
展
が
少
し
速
く
な
り
、
大
部
分
の
地
域
を
牽
引
す
る
。
こ

れ
が
、
発
展
を
加
速
し
、
共
同
富
裕
に
達
す
る
勝
利
の
道
な
の
だ （
３
）」

と
も
述
べ
て
お
り
、
最
終
目
標
が
「
共
同
富
裕
」
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
し
っ
か
り
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
は
、
一
九
九
〇
年
後
半
に
な
る
と
、
先
富
政

策
の
弊
害
が
現
れ
、
経
済
格
差
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
ま
た
、
成

長
構
造
そ
の
も
の
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
露
呈
し
て
き
た
。
以
下
、

そ
の
問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

�

投
資
と
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

中
国
で
は
定
期
的
に
投
資
過
熱
が
発
生
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

鄧
小
平
の
「
南
巡
講
話
」
直
後
に
発
生
し
た
投
資
過
熱
、
胡
錦
涛

指
導
部
誕
生
（
二
〇
〇
二
年
）
直
後
か
ら
発
生
し
た
投
資
過
熱
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。
投
資
過
熱
が
繰
り
返
さ
れ
る
最
大
の
原
因
は
、

地
方
政
府
の
激
烈
な
発
展
競
争
に
あ
り
、
こ
れ
は
地
方
指
導
者
の

出
世
競
争
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

中
国
の
大
規
模
な
人
事
異
動
は
五
年
に
一
回
で
あ
り
、
中
国
の

中
央
・
地
方
の
幹
部
人
事
は
党
中
央
組
織
部
が
一
元
管
理
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
地
方
幹
部
は
中
央
の
定
め
た
成
長
率
目
標
を
上

回
る
成
長
目
標
を
設
定
し
、
こ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

央
へ
の
抜

�、
当
該
地
方
あ
る
い
は
よ
り
大
き
な
地
方
で
の
出
世

を
目
指
し
て
き
た
。
成
長
率
を
短
期
間
に
一
気
に
押
し
上
げ
る
の

に
有
効
な
手
段
は
、
公
共
投
資
と
国
有
企
業
設
備
投
資
の
拡
大
で

あ
る
。
こ
の
結
果
、「
政
治
業
績
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
イ
メ
ー
ジ
作

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
業
績
作
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

濫
立
し
、
中
国
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
効
率
の
低
い
「
盲
目
的

投
資
・
乱
投
資
」
が
、
人
事
交
代
の
た
び
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

他
方
消
費
は
、
経
済
成
長
に
比
べ
個
人
所
得
の
伸
び
が
低
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア
を

落
と
し
、
経
済
成
長
率
へ
の
寄
与
率
も
下
が
っ
て
い
っ
た
。
低
賃

金
に
よ
り
安
価
な
商
品
を
生
産
・
輸
出
し
て
、
国
際
市
場
に
お
け

る
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
成
長
す
る
戦
略
は
、
確
か
に
成
長
初
期
の
段

階
で
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
中
国
の
消
費
拡
大
を
制
限

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�
第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

毛
沢
東
時
代
か
ら
、
米
中
対
立
、
そ
の
後
の
中
ソ
対
立
を
背
景

に
、
産
業
政
策
は
軍
需
工
業
を
中
心
に
、
専
ら
重
工
業
が
重
視
さ

持続的経済発展の課題35



れ
て
い
た
が
、
改
革
・
開
放
後
も
そ
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
中
国

に
お
け
る
第
三
次
産
業
の
発
展
は
大
き
く
出
遅
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
シ
ェ

ア
・
経
済
成
長
率
へ
の
寄
与
率
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
三
次
産
業
の
主
な
担
い
手
が
民
営
企
業
、
中
小
・
零

細
企
業
で
あ
り
、
そ
の
育
成
が
三
次
産
業
の
発
展
に
必
要
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業
政
策
に
お
い
て
は
相
変
わ
ら
ず
国
有

大
企
業
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
も
国
有
商
業
銀

行
や
公
的
資
金
が
入
っ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
た
め
、
貸
出
先
は

専
ら
国
有
大
企
業
と
な
り
、
民
営
企
業
や
中
小
・
零
細
企
業
は
慢

性
的
に
資
金
不
足
と
な
り
、
そ
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

�

都
市
と
農
村
の
格
差

都
市
と
農
村
の
格
差
は
、
中
国
の
最
大
の
構
造
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
二
方
面
に
及
ぶ
。

第
一
の
格
差
問
題
は
所
得
格
差
で
あ
る
。
改
革
政
策
は
当
初
農

村
を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
人
民
公
社
の
解
体
、
生
産
の
請
負
制
、

農
産
物
の
自
由
販
売
等
の
一
連
の
改
革
に
よ
り
、
農
民
の
所
得
は

増
大
し
た
。
し
か
し
、
工
業
化
・
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
九

〇
年
代
後
半
か
ら
都
市
・
農
村
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
、
二
一
世

紀
に
入
る
と
格
差
は
三
倍
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
可
処
分
所
得

の
比
較
で
、
ピ
ー
ク
時
に
は
二
〇
〇
七
年
に
三
・
一
四
倍
に
ま
で

達
し
た
。

所
得
格
差
拡
大
の
原
因
は
多
様
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
か
ら
農
業
の
生
産
が
増
大
し
、
一
部
の
農
民
は
豊
作
に
よ

り
逆
に
農
産
物
価
格
が
値
下
が
り
し
、
所
得
が
伸
び
悩
み
、
甚
だ

し
い
場
合
は
減
少
す
る
事
態
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

加
え
、
地
方
政
府
が
様
々
な
名
目
で
税
・
費
用
を
徴
収
し
た
た
め
、

農
民
の
可
処
分
所
得
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
農
民
は
土
地
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
当
初

社
会
保
障
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
中
国
で
は
農
村
向
け
の
金
融
機
関
が
十
分
に
発
達
せ
ず
、

政
策
性
金
融
機
関
で
あ
る
農
業
発
展
銀
行
も
、
個
別
農
家
向
け
の

貸
出
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
農
民
は
慢
性
的
に
資
金
不
足

に
陥
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
農
村
社
会
が
不
安
定
化
し
、
二
〇

〇
〇
年
頃
か
ら
農
民
に
よ
る
集
団
抗
議
行
動
が
増
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
し
か
も
そ
の
規
模
が
年
々
大
型
化
し
た
。

第
二
の
格
差
問
題
は
、
戸
籍
問
題
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
国
民

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

農
村
戸
籍
の
人
は
都
市
に
行
っ
て
も
な
か
な
か
い
い
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
ず
、
建
設
・
工
場
労
働
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
と

し
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
長
く
都
市
に
住
ん
で
い
て
も
、
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都
市
戸
籍
を
取
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
都
市
戸
籍
が
な
い
と
、
医
療
保
障
・
社
会
保
障
・
住
宅

保
障
と
い
っ
た
都
市
の
基
本
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
都
市
で
生
ま
れ
た
子
供
で
あ
っ
て
も
、
戸
籍
は

農
村
の
ま
ま
な
の
で
、
都
市
の
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
子
供
は
故
郷
に
返
す
こ
と
に
な
り
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
し
ま
う
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
「
農
村
留
守
児
童

問
題
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

都
市
の
経
済
発
展
を
底
辺
で
支
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た
農
村
戸
籍
の
人
々
は
、
都
市
に
お
い
て
い
わ
ば
「
二
級

市
民
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
差
別
情
況
が
長
く
続
い
た
の
で

あ
る
。�

東
部
と
中
西
部
・
東
北
の
格
差

鄧
小
平
は
、
「
先
富
」
政
策
で
、
ま
ず
は
貿
易
に
有
利
な
沿
海

部
の
発
展
を
優
先
し
た
。
鄧
小
平
の
死
後
も
、
上
海
に
権
力
基
盤

を
も
つ
江
沢
民
・
朱
鎔
基
指
導
部
は
こ
の
路
線
を
基
本
的
に
継
続

し
た
た
め
、
東
部
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
対
し
、
中
西
部
が
落
後

し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
最
高
の
上
海
市
と
最
低
の
貴
州
省
で
一
人

当
た
り
域
内
総
生
産
の
格
差
が
一
三
倍
に
ま
で
拡
大
し
た
。

江
沢
民
指
導
部
は
、
一
九
九
九
年
に
「
西
部
大
開
発
構
想
」
と

し
て
、
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
の
う
ち
二
つ

は
、
東
部
で
不
足
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
や
電
力
を
、
西
部
で
開
発

し
て
東
部
に
輸
送
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
に
西
部
の
発
展
に
寄
与

す
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
「
青
海
―
チ
ベ
ッ
ト
鉄
道
」
は
、
東
部
と
青
海
省
・

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
を
高
速
鉄
道
で
結
ぶ
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

た
た
が
、
こ
れ
も
完
成
し
て
み
る
と
、
東
部
か
ら
観
光
客
の
み
な

ら
ず
、
観
光
業
者
が
大
量
に
ラ
サ
に
進
出
し
、
地
場
の
民
族
系
観

光
業
者
の
衰
退
を
招
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�

個
人
の
所
得
格
差

都
市
・
農
村
の
平
均
的
な
所
得
格
差
は
縮
小
し
て
い
る
が
、
他

方
で
、
都
市
内
部
、
農
村
内
部
、
さ
ら
に
は
都
市
上
位
と
農
村
下

位
の
所
得
格
差
が
拡
大
を
続
け
て
き
た
。
都
市
の
最
上
位
二
〇
％

と
農
村
の
最
下
位
二
〇
％
の
所
得
格
差
は
二
〇
一
一
年
に
は
二
三
・

五
倍
に
達
し
た
。

中
国
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
が
な
く
、
日
本
の
固
定
資
産
税
に

あ
た
る
不
動
産
税
も
ま
だ
一
部
の
地
域
で
限
定
的
に
導
入
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
当
時
の
個
人
所
得
税
は
一
部
累
進
性

が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
所
得
が
一
一
に
分
か
れ
、
税
率

も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
た
め
、
税
に
よ
る
所
得
再
分
配
機
能
は
限
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定
的
で
あ
っ
た
。

２

�胡
錦
涛
指
導
部
の
対
応

�「
科
学
的
発
展
観
」

胡
錦
涛
総
書
記
は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央
農

村
工
作
会
議
に
お
い
て
、
「
農
業
・
農
村
・
農
民
（
三
農
）
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
、
全
党
活
動
の
重
点
中
の
重
点
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

つ
づ
い
て
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
党
一
六
期
三
中
全
会
に
お
い

て
胡
錦
涛
総
書
記
は
、
今
後
の
発
展
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
「
五

つ
の
統
一
的
企
画
」
を
提
起
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
都
市
と
農

村
の
発
展
、
②
東
部
・
中
部
・
西
部
の
発
展
、
③
経
済
と
社
会
の

発
展
、
④
人
と
自
然
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
、
⑤
国
内
の
発
展
と

対
外
開
放
を
統
一
的
に
企
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
の
中
央
経
済
工
作
会
議
で
は
、

「
人
間
本
位
の
、
全
面
的
で
調
和
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
」
発
展

観
へ
の
転
換
を
促
し
、
活
動
の
重
点
を
経
済
構
造
調
整
と
成
長
方

式
の
転
換
、
成
長
の
質
・
効
率
の
向
上
に
置
く
と
し
た
。

さ
ら
に
胡
錦
涛
総
書
記
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
第
一
七
回
党

大
会
に
お
い
て
、
「
経
済
発
展
方
式
の
転
換
」
を
打
ち
出
し
た
。

こ
の
中
心
は
「
三
つ
の
転
換
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
経
済
発
展

を
、
①
投
資
・
輸
出
依
存
型
か
ら
消
費
依
存
型
に
転
換
し
、
②
工

業
依
存
型
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
依
存
型
に
転
換
し
、
③
労
働
力
・
資

源
大
量
投
入
型
か
ら
技
術
進
歩
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
に
転
換
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

「『
三
農
』
政
策
の
最
重
視
」「
五
つ
の
統
一
的
企
画
」「
発
展
の

質
・
効
率
の
重
視
」
と
「
経
済
発
展
方
式
の
転
換
」
は
、
「
科
学

的
発
展
観
」
と
い
う
指
導
思
想
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
顕
在
化
し
た
都
市
・
農
村
の
所
得
格
差
、

東
部
・
中
部
・
西
部
の
地
域
格
差
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

問
題
、
民
生
な
ど
社
会
政
策
の
遅
れ
を
克
服
し
、
持
続
可
能
な
発

展
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
工
業
・
都
市
・
沿
海
部

の
発
展
を
優
先
し
て
き
た
江
沢
民
路
線
の
修
正
を
図
る
も
の
で
あ
っ

た
。

�

投
資
と
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
へ
の
対
応

胡
錦
涛
指
導
部
は
、
前
述
の
と
お
り
「
経
済
発
展
方
式
の
転
換
」

と
し
て
、
投
資
・
輸
出
依
存
型
か
ら
消
費
依
存
型
へ
の
転
換
を
目

指
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
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を
き
っ
か
け
に
打
ち
出
さ
れ
た
〇
八
年
一
一
月
―
一
〇
年
の
大
型

景
気
対
策
は
、
四
兆
元
の
投
資
追
加
が
目
玉
と
な
っ
て
お
り
、
相

変
わ
ら
ず
政
府
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
国
有
企
業
の
設
備
投
資
に
よ
っ

て
、
景
気
の
下
支
え
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
投

資
・
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
む
し
ろ
こ
の
時
期
大
き
く
拡
大

し
た
。
成
長
率
へ
の
投
資
（
資
本
形
成
）
の
寄
与
率
は
、
〇
七
年

の
四
四
・
二
％
か
ら
〇
九
年
に
は
八
五
・
三
％
に
高
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
胡
錦
涛
指
導
部
時
代
は
、
投
資
か
ら
消
費
へ
の

転
換
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

�

第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
へ
の
対
応

胡
錦
涛
指
導
部
は
、
前
述
の
と
お
り
「
発
展
方
式
の
転
換
」
と

し
て
、
工
業
依
存
型
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
依
存
型
へ
の
転
換
を
目
指

し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機

に
発
動
さ
れ
た
大
型
景
気
対
策
で
は
、
設
備
投
資
を
増
や
す
た
め
、

財
政
資
金
や
銀
行
の
貸
出
資
金
は
専
ら
国
有
大
工
業
企
業
に
投
入

さ
れ
た
。
成
長
率
へ
の
第
二
次
産
業
の
寄
与
率
は
、
〇
七
年
の
五

〇
・
一
％
か
ら
一
〇
年
に
は
五
七
・
四
％
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
胡
錦
涛
指
導
部
時
代
は
、
第
二
次
産
業
か
ら
第

三
次
産
業
へ
の
転
換
も
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

�

都
市
と
農
村
の
格
差
問
題
へ
の
対
応

胡
錦
涛
指
導
部
は
、
農
業
税
・
畜
産
税
の
廃
止
、
農
業
へ
の
補

助
金
増
加
、
穀
物
買
付
価
格
の
引
上
げ
、
最
低
賃
金
（
多
く
は
出

稼
ぎ
農
民
が
対
象
と
な
る
）
の
引
上
げ
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備
な

ど
、
都
市
・
農
村
格
差
の
改
善
に
努
め
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
一

〇
年
以
降
、
農
民
の
所
得
の
伸
び
が
、
都
市
住
民
の
所
得
の
伸
び

を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
平
均
的
な
所
得
格
差
は
し
だ
い
に
縮
小

し
て
い
る
。
二
二
年
の
都
市
・
農
村
一
人
当
た
り
の
所
得
格
差
は
、

二
・
四
五
倍
ま
で
縮
小
し
た
。

�

東
部
と
中
西
部
・
東
北
の
格
差
問
題
へ
の
対
応

胡
錦
涛
指
導
部
は
、
発
足
以
来
、
公
共
投
資
を
中
西
部
に
重
点

的
に
傾
斜
し
て
い
た
が
、
特
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
発

動
さ
れ
た
大
型
景
気
対
策
で
は
、
公
共
投
資
を
中
西
部
に
集
中
さ

せ
、
高
速
鉄
道
・
高
速
道
路
網
の
整
備
を
図
っ
た
。
こ
の
結
果
、

中
西
部
の
都
市
化
が
急
速
に
進
展
し
、
武
漢
、
長
沙
、

�州
、
重

慶
、
成
都
、
西
安
な
ど
が
勃
興
し
た
た
め
、
地
域
の
所
得
格
差
は

総
体
と
し
て
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
二
二
年
、
最
高
の
北
京

市
と
最
低
の
甘
粛
省
で
一
人
当
た
り
域
内
総
生
産
の
格
差
は
、
四
・

二
倍
に
ま
で
縮
小
し
た
。

残
る
課
題
は
、
最
も
落
後
し
た
東
北
地
方
の
振
興
で
あ
る
。
東
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北
地
方
は
、
か
つ
て
は
重
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
産
業
構

造
の
転
換
に
遅
れ
、
鉄
鋼
や
石
炭
業
の
リ
ス
ト
ラ
が
進
み
、
最
近

は
労
働
人
口
の
外
部
流
出
も
始
ま
っ
て
い
る
。
温
家
宝
は
、
二
〇

〇
三
年
に
総
理
に
就
任
し
た
直
後
か
ら
、
「
東
北
地
方
の
旧
工
業

基
地
の
振
興
」
を
打
ち
上
げ
た
が
、
現
在
に
至
っ
て
も
な
か
な
か

実
効
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
抜
本
的
な
構
造
転
換

と
人
材
の
再
教
育
・
再
訓
練
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

�

個
人
の
所
得
格
差
へ
の
対
応

前
述
の
と
お
り
、
「
先
富
論
」
は
最
終
的
に
は
「
共
同
富
裕
」

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
た
結

果
、
地
域
格
差
や
所
得
格
差
が
極
端
に
広
が
り
、
「
共
同
富
裕
」

達
成
の
方
向
か
ら
大
き
く
そ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
格
差
是

正
の
た
め
に
所
得
再
分
配
政
策
を
打
ち
出
し
、
社
会
を
「
共
同
富

裕
」
へ
と
方
向
転
換
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
「
先
富
論
」
と
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
。

胡
錦
涛
指
導
部
は
、
そ
の
任
期
二
期
目
に
「
社
会
主
義
の
調
和

の
と
れ
た
（
和
諧
）
社
会
」
の
構
築
を
訴
え
た
。
「
調
和
社
会
」
が

議
論
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
の
党
一
六
期
六
中
全
会
決
定
で
は
、

「
所
得
分
配
制
度
を
整
備
し
、
所
得
分
配
を
規
範
化
す
る
」
と
い

う
項
目
の
中
に
、
「
更
に
社
会
の
公
平
を
重
視
し
、
低
所
得
者
の

所
得
水
準
の
引
上
げ
に
力
を
入
れ
、
中
等
所
得
者
の
比
重
を
徐
々

に
拡
大
し
、
高
す
ぎ
る
所
得
を
有
効
に
調
節
し
、
違
法
な
所
得
を

断
固
と
し
て
取
り
締
ま
り
、
共
同
富
裕
を
促
進
す
る
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
、
発
展
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
共
同
富
裕
に
向
け
て
ゆ
っ

く
り
と
舵
を
切
る
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ

る
。し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
政
治
局
常
務
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

定
員
が
七
人
か
ら
九
人
に
増
員
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
五
人
は
江
沢

民
の
息
が
か
か
っ
た
人
物
が
送
り
込
ま
れ
て
い
た
。
胡
錦
涛
総
書

記
は
、
党
中
央
の
「
核
心
」
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
重

要
な
決
定
は
九
人
の
多
数
決
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
既
得
権
益
を
削
減
し
、
所
得
再
分
配
を
強
化
す
る
改
革
は
、

既
得
権
益
を
重
視
す
る
江
沢
民
派
の
抵
抗
に
遭
い
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
「
調
和
社
会
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
、

全
く
党
中
央
の
議
論
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

３

�習
近
平
指
導
部
の
課
題

３
・
１
二
〇
一
一
―
一
五
年
の
発
展
構
造
の
変
化

�

投
資
か
ら
消
費
へ

二
〇
一
一
年
に
至
る
と
、
消
費
の
ウ
エ
イ
ト
が
恒
常
的
に
五
〇
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％
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
成
長
率
に
対
す
る
寄
与
率
も
、
一
四

年
か
ら
消
費
が
投
資
を
常
に
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
消
費
が
経

済
成
長
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
政
府
が
最
低
賃
金
の
大
幅
引
上
げ

を
促
進
し
、
個
人
所
得
の
伸
び
と
労
働
分
配
率
の
向
上
を
図
っ
た

こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
消
費
の
面
で
も
、

Ｅ
コ
マ
ー
ス
・
宅
配
便
と
い
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
分
野
が
普
及
・

拡
大
し
た
こ
と
も
消
費
需
要
を
刺
激
し
た
。

な
お
、
二
〇
二
〇
年
は
消
費
の
成
長
率
へ
の
寄
与
率
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
飲

食
・
ホ
テ
ル
・
観
光
等
の
消
費
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
た
め
で
あ

る
。今
後
は
、
消
費
需
要
の
多
様
化
・
高
度
化
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ

を
き
っ
か
け
に
増
大
し
た
「
在
宅
消
費
」
の
要
請
に
ど
う
応
え
る

か
が
課
題
と
な
る
。
現
在
は
消
費
者
の
多
様
化
・
高
度
化
し
た
要

望
に
発
展
（
供
給
側
）
の
質
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
海
外

で
中
国
人
が
「
爆
買
い
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
質
と
と
も
に
、「
安
心
・
安
全
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

�

第
二
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
へ

二
〇
一
二
年
に
な
る
と
第
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
第
二
次
産

業
の
ウ
エ
イ
ト
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
一
五
年
に
は
五
〇
％
を

超
え
た
。
ま
た
、
成
長
率
へ
の
寄
与
率
で
も
、
一
四
年
か
ら
第
三

次
産
業
が
第
二
次
産
業
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
一
五
年
に
は
共

に
五
〇
％
を
超
え
た
。
第
三
次
産
業
が
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
次
産
業
に
は
労
働
集
約
型
企
業
が
多
い
た
め
、
成
長
率
一

％
当
た
り
の
雇
用
吸
収
力
が
増
大
し
た
。
現
在
成
長
が
減
速
し
て

い
て
も
雇
用
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
の
は
、
宅
配
な
ど
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
業
が
、
鉄
鋼
・
石
炭
な
ど
過
剰
生
産
能
力
産
業
か
ら
リ

ス
ト
ラ
さ
れ
た
労
働
者
を
吸
収
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
経
済
が
第
三
次
産
業
中
心
に
移
行
す
る
と
、
第
三
次

産
業
は
第
二
次
産
業
に
比
べ
一
般
に
労
働
生
産
性
が
低
い
の
で
、

経
済
全
体
の
生
産
性
が
低
下
し
、
ひ
い
て
は
潜
在
成
長
率
が
低
下

す
る
。
今
後
中
国
経
済
が
長
期
に
中
成
長
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
よ
り
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
工
場
の
稼
働
率
を
引

き
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
飲
食
・
ホ
テ
ル
・
観
光
と
い
っ
た
第
三

次
産
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
年
の

第
三
次
産
業
の
成
長
率
へ
の
寄
与
率
は
落
ち
込
ん
で
い
る
。
他
方

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
、
在
宅
勤
務
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
と
い
っ
た
新
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し
い
生
活
様
式
・
業
態
が
次
々
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、
第
三
次

産
業
は
今
後
急
速
に
高
度
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

�

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

二
〇
一
四
年
の
一
五
―
六
四
歳
人
口
は
一
〇
億
一
〇
三
二
万
人

と
な
り
、
一
三
年
の
一
〇
億
一
〇
四
一
万
人
を
下
回
っ
た
。
長
く

続
い
た
一
人
っ
子
政
策
が
、
つ
い
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
生
産
年
齢
人
口
は
、
年
々
減
少
し
、

二
二
年
に
は
九
億
六
二
八
一
万
人
に
至
っ
て
い
る
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
は
、
潜
在
成
長
率
を
押
し
下
げ
る
効
果
を
も
た
ら
す
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
代
前
半
に
、
中
国
経
済
の
成
長
構

造
は
投
資
・
第
二
次
産
業
中
心
か
ら
消
費
・
第
三
次
産
業
中
心
へ

と
大
き
く
転
換
し
た
。
他
方
で
、
第
三
次
産
業
中
心
の
成
長
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
開
始
は
、
潜
在
成
長
率
の
引
下
げ
圧
力
を
も

生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３
・
２

胡
錦
涛
と
習
近
平
の
経
済
思
想
の
類
似
性

現
在
、
特
に
中
国
政
治
研
究
者
は
、
胡
錦
涛
指
導
部
と
習
近
平

指
導
部
で
、
政
治
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
を
強
調
す

る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
思
想
面
で
は
、
両
者
の
主
張
に

は
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
敢
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

発
展
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
、
習
近
平
総
指
導
部
は
、
二
〇
一

四
年
一
二
月
の
中
央
経
済
工
作
会
議
に
お
い
て
、
中
国
経
済
は

「
新
常
態
」
に
入
っ
た
と
し
、
次
の
四
つ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る

と
し
た
。

①
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
、
高
速
成
長
か
ら
、
中
高
速
成
長
へ

転
換

②
経
済
発
展
方
式
に
つ
い
て
は
、
規
模
・
速
度
重
視
か
ら
、
質
・

効
率
重
視
の
成
長
へ
転
換

③
経
済
構
造
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
ー
・
能
力
拡
大
か
ら
、
深
い

構
造
調
整
へ
転
換

④
経
済
の
発
展
動
力
に
つ
い
て
は
、
資
源
・
労
働
力
の
大
量
投

入
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
成
長
へ
転
換

こ
れ
は
、
胡
錦
涛
指
導
部
が
主
張
し
た
「
発
展
方
式
の
転
換
」

と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。

次
に
、
習
近
平
総
書
記
は
二
〇
一
五
年
に
、
「
新
発
展
理
念
」

を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
、
①
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
第
一
の
動
力
と
し
、
②
都
市
・
農
村
、
地
域
間
の
協
調

を
特
徴
と
し
、
③
グ
リ
ー
ン
を
基
本
的
な
国
策
と
し
、
④
よ
り
レ

ベ
ル
の
高
い
開
放
路
線
を
堅
持
し
、
⑤
発
展
の
成
果
を
人
民
が
共

に
享
受
す
る
こ
と
を
根
本
目
的
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
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れ
を
見
る
と
、
①
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
胡
錦
涛
が
「
発
展
方

式
の
転
換
」
に
お
い
て
指
摘
し
て
お
り
、
②
の
都
市
・
農
村
、
地

域
間
の
協
調
と
③
の
グ
リ
ー
ン
は
、
胡
錦
涛
が
「
五
つ
の
統
一
的

企
画
」
で
指
摘
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
④
の
開
放
は
、
胡
錦
涛

も
当
然
重
視
し
て
い
た
し
、
⑤
が
意
味
す
る
共
同
富
裕
は
、
胡
錦

涛
が
「
調
和
社
会
」
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
の
第
一
九
回
党
大
会
で
習
近
平
総
書
記
は
、

中
国
経
済
は
「
新
時
代
」
に
入
っ
た
と
し
、
発
展
の
あ
り
方
も
、

こ
れ
ま
で
の
「
中
高
速
成
長
か
ら
中
高
速
成
長
へ
の
転
換
」
で
は

な
く
、
「
高
速
成
長
か
ら
質
の
高
い
発
展
へ
の
転
換
」
に
変
更
さ

れ
た
。
成
長
率
よ
り
成
長
の
質
・
効
率
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
胡
錦
涛
が
述
べ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
習
近
平
の
経
済
思
想
は
、
相
当
部
分
、
胡

錦
涛
の
経
済
思
想
を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
胡
錦
涛
の
経
済
思
想
の
多
く
が
、
彼
の
任
期
中

に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
胡
錦
涛
の
提
起
し
た
課
題
に
習
近

平
が
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

３
・
３

新
た
な
課
題

し
か
し
、
習
近
平
は
単
に
胡
錦
涛
の
経
済
思
想
を
引
き
継
い
だ

だ
け
で
は
な
い
。
経
済
が
中
成
長
時
代
を
迎
え
、
発
展
構
造
に
変

化
が
生
じ
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
国
際
経
済
社
会
情
勢
に

変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

�

社
会
の
主
要
な
矛
盾
の
変
化

第
二
〇
回
党
大
会
は
、
「
新
時
代
」
に
お
い
て
は
、
中
国
の
経

済
発
展
の
主
要
な
矛
盾
が
、
人
民
の
日
増
し
に
増
大
す
る
素
晴
ら

し
い
生
活
へ
の
需
要
と
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
不
十
分
な
発
展
の
間

の
矛
盾
へ
と
変
化
す
る
と
指
摘
し
た
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
人
民
の
需
要
は
、
物
質
・
文
化
・
生
活
の

み
な
ら
ず
、
民
主
・
法
治
・
公
平
・
正
義
・
安
全
・
環
境
に
ま
で

多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
く
。
従
来
は
、
人
民
の
物
質
・
文
化
へ

の
要
望
に
中
国
の
社
会
的
生
産
力
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が

主
要
な
矛
盾
で
あ
っ
た
が
、
既
に
「
小
康
」
（
い
く
ら
か
ゆ
と
り
の
あ

る
）
社
会
を
実
現
し
た
現
在
は
、
人
民
の
多
様
化
・
高
度
化
し
た

要
望
に
発
展
（
供
給
側
）
の
質
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
た
め
、
習
近
平
は
、
二
〇
一
五
年
に
「
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド

構
造
改
革
」
を
打
ち
出
し
、
需
要
サ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
、
供
給
サ

イ
ド
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
潜
在
成
長
率
を
高
め
る

政
策
を
打
ち
出
し
た
。
二
二
年
の
第
二
〇
回
党
大
会
に
お
い
て
も
、

内
需
拡
大
戦
略
の
実
施
を
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
構
造
改
革
の
深
化
と

持続的経済発展の課題43



有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

�

新
た
な
発
展
の
枠
組
の
構
築

二
〇
二
〇
年
の
党
一
九
期
五
中
全
会
は
、
「
国
内
大
循
環
を
主

体
と
し
、
国
内
・
国
際
二
つ
の
循
環
が
相
互
促
進
す
る
新
た
な
発

展
の
枠
組
を
構
築
す
る
」
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
超
大
規
模
な

国
内
市
場
と
強
大
な
内
需
中
心
の
国
内
経
済
循
環
シ
ス
テ
ム
を
建

設
し
、
同
時
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
対
外
開
放
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
か
ら
生
産
要
素
・
資
源
を
呼
び
寄
せ
、
国
際
競
争
に
お
け
る

強
大
な
競
争
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
配
分
に
お
け
る
強
大
な
推

進
力
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
現
れ
た
背
景
は
、
二
つ
の
情
況
変
化

が
あ
る
。
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
二

つ
目
は
、
米
中
摩
擦
の
激
化
に
よ
り
、
中
国
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
（
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
危

険
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

米
国
は
、
最
近
中
国
の
不
安
を
緩
和
す
る
た
め
、
「
我
々
が
行

う
の
は
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
は
な
く
、
デ
リ
ス
ク
で
あ
る
」
と

し
、
二
〇
二
三
年
五
月
の
Ｇ
７
共
同
声
明
も
同
様
の
方
向
を
示
し

て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
デ
リ
ス
ク
の

境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
内
需
拡
大
に
重
心
を
移
し
、

自
前
の
完
結
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
再
構
築
す
る
必
要
が
出

て
き
た
の
で
あ
る
。

�

科
学
技
術
の
自
立
自
強

米
中
摩
擦
の
激
化
は
、
半
導
体
等
の
先
端
科
学
技
術
の
対
中
輸

出
・
人
材
交
流
の
禁
止
に
ま
で
発
展
し
た
。
米
国
の
大
学
の
科
学

技
術
系
専
門
研
究
分
野
や
、
科
学
技
術
系
の
研
究
所
か
ら
中
国
人

留
学
生
・
研
究
者
が
排
除
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
科
学
技
術
の

自
立
自
強
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
自

国
内
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
義
務
教
育
の
段
階
か
ら
で
き
る
だ
け
多

く
の
高
度
科
学
技
術
人
材
の
育
成
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

二
〇
二
二
年
の
第
二
〇
回
党
大
会
で
は
、
科
学
技
術
・
教
育
・
人

材
育
成
を
一
体
化
し
、
党
中
央
が
科
学
技
術
政
策
を
統
一
指
導
し
、

党
が
人
材
を
管
理
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
挙
国
体
制
を
形
成
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

�
農
村
の
全
面
振
興

中
国
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
農
村
の
脱
貧
困
政
策
を
強
化
し
、

二
〇
年
初
め
に
残
っ
た
五
五
一
万
の
農
村
貧
困
人
口
を
全
部
脱
貧
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困
さ
せ
、
五
二
の
貧
困
県
を
全
部
解
消
し
た
。

し
か
し
、
李
克
強
総
理
は
二
〇
二
〇
年
五
月
二
八
日
、
全
人
代

終
了
直
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
「
わ
が
国
の
一
人
当
た
り
可

処
分
所
得
は
三
万
元
で
あ
る
が
、
六
億
の
中
低
所
得
及
び
そ
れ
以

下
の
層
が
あ
り
、
彼
ら
の
毎
月
の
平
均
所
得
は
一
〇
〇
〇
元
前
後

に
過
ぎ
ず
、
一
〇
〇
〇
元
で
は
中
等
都
市
で
家
を
借
り
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
脱
貧
困
」
後
も
、
中
国
に
は
ま
だ
相

当
数
の
相
対
的
貧
困
層
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
、
国
家
統
計
局
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
人
口
を
五
等
分
し

て
所
得
順
に
並
べ
た
場
合
、
下
位
四
〇
％
の
月
平
均
が
一
〇
〇
〇

元
前
後
（
年
収
で
は
一
万
二
〇
〇
〇
元
前
後
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
中
国
統
計
年
鑑
二
〇
二
〇
』
で
、
都
市
・
農
村
別
に
人
口
を
五

等
分
し
た
統
計
を
調
べ
る
と
、
二
〇
一
九
年
に
お
い
て
都
市
の
平

均
可
処
分
所
得
は
最
低
所
得
層
で
も
一
万
五
五
四
九
・
四
元
で
あ

り
、
一
万
二
〇
〇
〇
元
を
超
え
て
い
る
。
一
万
二
〇
〇
〇
元
を
下

回
っ
て
い
る
の
は
、
農
村
の
み
で
、
下
か
ら
一
・
二
位
の
集
団
は

一
万
二
〇
〇
〇
元
を
下
回
り
、
中
間
の
平
均
可
処
分
所
得
は
一
万

三
九
八
四
・
二
元
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
均
値
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
す
る
と
、
都
市
の
最
下
位
一
〇
％
程
度
と
、
農
村
部
の
五

〇
％
程
度
が
一
万
二
〇
〇
〇
元
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
農
村
の
絶
対
貧
困
を
解
決
し
て
も
、
相
対
的
貧
困
層

が
な
お
農
村
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
農
村
の
全
面
振
興

に
よ
る
所
得
向
上
が
課
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
中

国
経
済
は
、
第
四
次
産
業
革
命
と
も
言
わ
れ
る
、
世
界
経
済
の
大

き
な
変
革
期
に
直
面
し
て
い
る
。
農
業
が
こ
れ
に
対
応
で
き
ず
、

従
来
型
の
一
次
産
業
に
と
ど
ま
れ
ば
、
都
市
・
農
村
の
経
済
格
差

が
再
び
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
習
近
平
指
導
部
は
こ
れ
に
対

応
す
べ
く
、
「
農
業
の
現
代
化
」
・
「
農
村
の
全
面
振
興
戦
略
」
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
が
着
実
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
農
村
社
会

の
安
定
化
の
カ
ギ
と
な
る
。

�

国
家
安
全
保
障

二
〇
二
二
年
に
な
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に

再
流
行
し
、
二
月
末
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
は

長
期
化
の
様
相
を
示
し
て
、
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
安
定
・

供
給
保
障
が
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
二
二
年

に
開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
党
大
会
で
は
、
国
家
安
全
保
障
が
議
論

さ
れ
た
。

党
大
会
決
定
は
、
「
国
家
安
全
保
障
は
民
族
復
興
の
根
底
基
盤

で
あ
り
、
社
会
の
安
定
は
国
家
強
盛
の
前
提
で
あ
る
。
総
体
的
国

家
安
全
観
を
断
固
貫
徹
し
、
国
家
安
全
の
擁
護
を
党
・
国
家
の
活

動
の
各
方
面
・
全
プ
ロ
セ
ス
に
貫
徹
し
、
国
家
の
安
全
と
社
会
の
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安
定
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

「
総
体
的
国
家
安
全
観
」
と
言
う
よ
う
に
、
安
全
保
障
の
内
容

は
、
人
民
・
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
科
学
技
術
・
文
化
・
社
会
・

国
土
の
安
全
、
さ
ら
に
は
国
際
面
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
新
た
な
発
展
の
枠
組
を
構
築
す
る
に
は
、
新
た
な
安
全
保

障
の
枠
組
が
不
可
欠
だ
と
し
て
い
る
。
安
全
保
障
体
系
の
強
化
の

対
象
と
し
て
は
、
経
済
・
重
大
イ
ン
フ
ラ
・
金
融
・
サ
イ
バ
ー
・

デ
ー
タ
・
バ
イ
オ
・
資
源
・
核
・
宇
宙
・
海
洋
等
を
掲
げ
て
い
る
。

経
済
安
全
保
障
と
し
て
は
、
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
、
重

要
産
業
チ
ェ
ー
ン
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
海
洋
権
益
の
安
全
保

障
強
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
大
リ
ス
ク
・
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
安
全
リ
ス
ク
の
防
止
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と

し
て
金
融
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
中
国
の
重
大
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
金
融
リ
ス
ク
（
国
全

体
の
債
務
リ
ス
ク
・
中
小
銀
行
の
経
営
リ
ス
ク
・
金
融
機
関
の
不
良
債
権
リ

ス
ク
・
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
リ
ス
ク
・
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資
金
の
流
出

入
の
リ
ス
ク
）、
地
方
政
府
の
債
務
リ
ス
ク
（
地
方
債
リ
ス
ク
・
融
資
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
社
の
債
務
リ
ス
ク
）、
不
動
産
市
場
リ
ス
ク
（
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
経
営
リ
ス
ク
・
個
人
住
宅
ロ
ー
ン
の
リ
ス
ク
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
不
動
産
市
場
の
低

迷
は
、
地
方
政
府
の
土
地
使
用
権
譲
渡
収
入
の
減
少
を
も
た
ら
し
、

債
務
を
増
大
さ
せ
る
と
同
時
に
、
金
融
機
関
の
不
良
債
権
を
増
大

さ
せ
る
。
地
方
政
府
の
デ
フ
ォ
ル
ト
危
機
も
、
金
融
機
関
の
不
良

債
権
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
重
大
リ
ス
ク
を
う
ま
く
防
止
・
解
消
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

中
国
の
中
長
期
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す
る
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
歴
代
の
指
導
部
は
「
改
革
・
発
展
・
安
定
の
関
係

を
う
ま
く
処
理
す
る
」
こ
と
を
、
政
策
の
基
本
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
流
行
と
米
中
摩
擦
の
激
化
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
の
勃
発
に
よ
り
、
「
安
全
」
の
保
障
が
新
た
な
る
課
題
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

�

南
北
格
差
問
題

こ
れ
ま
で
の
地
域
格
差
問
題
に
加
え
、
二
〇
一
九
年
か
ら
北
京

で
は
、
高
成
長
か
ら
中
成
長
へ
の
移
行
に
伴
い
、
地
域
間
の
経
済

格
差
が
、
こ
れ
ま
で
の
東
部
・
中
部
・
西
部
・
東
北
地
方
の
格
差

か
ら
、
南
北
格
差
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
指
摘
し
た
の
は
、
中
国
人
民
大
学
経
済
学
院
の
周
暁

波
と
陳
璋
、
中
国
国
家
発
展
・
改
革
委
員
会
マ
ク
ロ
経
済
研
究
院

国
土
開
発
・
地
域
経
済
研
究
所
の
王
継
源
で
あ
る （
４
）。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
―
一
二
年
の
南
北
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
、
基
本
的
に
一
致
を
維
持
し
、
北
部
の
成
長
率
が
南
部
よ
り
や
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や
速
い
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
三
―
一
七
年
に
南
北
の
成
長

率
格
差
は
、
一
三
年
の
〇
・
四
一
％
か
ら
一
七
年
の
一
・
四
％
に

拡
大
し
た
。
一
三
―
一
七
年
の
北
部
の
年
平
均
経
済
成
長
率
は
七
・

四
％
、
南
部
は
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
南
北
格
差
の
原
因
と
し
て
彼
ら
は
、
北
部
は
重
厚
長
大
型

国
有
企
業
が
主
体
で
市
場
化
改
革
と
経
済
の
構
造
転
換
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
遅
れ
、
南
部
は
民
営
企
業
主
体
で
経
済
の
市
場
化
・
サ
ー

ビ
ス
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
全
体
の
潜
在
成
長
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、
今
後
北
部
に
お

い
て
、
国
有
企
業
改
革
・
市
場
化
改
革
と
民
営
企
業
の
発
展
支
援

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

�

少
子
高
齢
化
の
加
速

二
〇
二
二
年
の
全
人
口
は
一
四
兆
一
一
七
五
万
人
で
、
前
年
比

八
五
万
人
減
と
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
人
口
減
少
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
六
五
歳
以
上
の
人
口
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
二
一

年
に
一
四
％
を
超
え
、
中
国
社
会
は
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
と

み
ら
れ
る
。

二
〇
一
九
年
四
月
、
中
国
社
会
科
学
院
は
都
市
企
業
職
工
（
労

働
者
）
基
本
年
金
の
一
九
～
五
〇
年
の
収
支
状
況
を
試
算
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
単
年
度
の
収
支
は
二
八
年
に
赤
字
に
転
落
し
、

赤
字
額
は
五
〇
年
に
は
一
一
兆
二
七
七
四
億
元
に
ま
で
膨
ら
む
。

こ
れ
に
対
し
、
年
金
保
険
基
金
は
一
九
年
末
の
四
兆
二
六
〇
〇
億

元
か
ら
二
七
年
に
六
兆
九
九
〇
〇
億
元
に
膨
ら
む
も
の
の
、
以
後

減
少
に
転
じ
、
三
五
年
に
は
枯
渇
し
て
し
ま
う
。
以
後
は
、
毎
年

の
赤
字
を
全
て
財
政
で
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う

の
で
あ
る
（
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
七
日
）。

こ
の
試
算
は
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、
他
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

が
試
算
し
て
も
、
結
論
は
概
ね
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
予
想
以
上
に
速
く
、
し
か

も
二
〇
一
九
年
に
政
府
は
企
業
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
年
金
保

険
料
を
引
き
下
げ
た
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
経
済
が
停
滞

す
る
と
、
各
省
の
年
金
財
政
収
支
は
急
速
に
悪
化
し
た
。

地
方
の
年
金
基
金
の
財
政
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
二
〇
一
八

年
七
月
か
ら
中
央
財
政
調
整
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
は
各
省

の
被
用
者
の
平
均
賃
金
の
九
〇
％
と
現
役
の
保
険
加
入
者
の
数
の

積
に
拠
出
比
率
を
か
け
て
、
中
央
に
拠
出
さ
せ
、
こ
れ
を
財
政
収

支
が
赤
字
の
省
に
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
央
か
ら
資

金
の
交
付
を
受
け
る
赤
字
省
は
、
二
三
年
度
予
算
で
は
、
天
津
市
・

河
北
省
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
・
遼
寧
省
・
吉
林
省
・
黒
竜
江
省
・

江
西
省
・
山
東
省
・
河
南
省
・
湖
北
省
・
甘
粛
省
・
青
海
省
・
寧

夏
回
族
自
治
区
・
新
疆
生
産
建
設
兵
団
と
多
数
に
及
ん
で
お
り
、
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こ
こ
で
も
南
北
格
差
が
現
れ
て
い
る
。

年
金
財
政
の
破
綻
を
回
避
す
る
に
は
、
今
後
、
年
金
保
険
料
の

納
付
率
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
国
有
企
業
の
株
式
を
社
会
保
障
基

金
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、
財
源
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
者

の
定
年
を
延
長
し
、
年
金
支
給
開
始
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

�

二
〇
三
五
年
ま
で
の
目
標

二
〇
二
一
～
三
五
年
の
中
長
期
計
画
に
よ
れ
ば
、
三
五
年
ま
で

に
、
①
中
国
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
国
家
の
前
列
に
躍
り
出
て
、

②
法
治
国
家
・
法
治
政
府
・
法
治
社
会
が
基
本
的
に
実
現
し
、
③

国
家
の
文
化
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
顕
著
に
増
強
さ
れ
、
④
中
等
所
得

層
の
ウ
エ
イ
ト
が
顕
著
に
高
ま
り
、
都
市
・
農
村
と
地
域
間
の
発

展
格
差
と
庶
民
の
生
活
水
準
の
格
差
が
顕
著
に
縮
小
さ
れ
、
⑤
現

代
社
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
が
基
本
的
に
形
成
さ
れ
、
⑤
生
態
環

境
が
基
本
的
に
好
転
し
て
い
る
よ
う
な
経
済
社
会
を
作
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
「
現
代
化
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
」
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
現
代
化
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
リ
ー
ド
し
、
協
同
発
展
す
る
産
業
シ
ス
テ
ム
、
②
統
一
・
開

放
さ
れ
、
競
争
が
秩
序
立
っ
た
市
場
シ
ス
テ
ム
、
③
効
率
を
体
現

し
、
公
平
を
促
進
す
る
所
得
分
配
シ
ス
テ
ム
、
④
優
位
性
が
顕
著

で
、
協
調
し
て
連
動
す
る
都
市
・
農
村
と
地
域
の
発
展
シ
ス
テ
ム
、

⑤
資
源
が
節
約
さ
れ
、
環
境
に
友
好
的
な
グ
リ
ー
ン
発
展
シ
ス
テ

ム
、
⑥
多
元
化
し
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
安
全
で
効
率
が
高
い
全
面

的
な
開
放
シ
ス
テ
ム
、
⑦
市
場
の
役
割
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
政
府

の
役
割
が
よ
り
好
く
発
揮
さ
れ
た
経
済
体
制
、
の
七
つ
の
シ
ス
テ

ム
が
一
つ
と
な
っ
た
有
機
的
な
総
合
体
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
に
明
示
は
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
習
近
平
総
書
記

は
二
〇
二
〇
年
の
党
一
九
期
五
中
全
会
に
お
い
て
、
三
五
年
に
二

〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
と
説
明
し
て
お
り
、

そ
れ
に
は
年
平
均
四
・
七
％
の
成
長
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
中

国
の
成
長
率
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
低
下
傾
向
に
あ
る
の
で
、
こ
れ

は
二
一
～
二
五
年
、
五
・
一
％
～
五
・
五
％
、
二
六
～
三
〇
年
四
・

六
％
～
五
・
〇
％
、
三
一
～
三
五
年
四
・
一
％
～
四
・
五
％
と
い

う
成
長
率
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
二
〇
二
一
年
の
成
長
は
前
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

経
済
低
迷
の
反
動
で
、
八
・
四
％
と
高
い
成
長
を
示
し
た
も
の
の
、

二
二
年
は
コ
ロ
ナ
の
再
流
行
で
三
％
と
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
。
二

三
年
は
そ
の
反
動
で
、
成
長
率
は
目
標
の
五
％
を
上
回
る
と
思
わ
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れ
る
が
、
私
営
工
業
企
業
の
生
産
と
企
業
利
潤
、
民
間
投
資
、
都

市
住
民
の
所
得
・
消
費
が
ま
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、
不
動
産
市
場

も
ま
だ
低
迷
を
脱
し
て
は
い
な
い
の
で
、
二
四
年
に
五
・
一
％
～

五
・
五
％
の
成
長
を
実
現
で
き
る
保
証
は
な
い
。

�

民
営
企
業
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

長
期
的
に
み
て
も
、
高
齢
化
の
進
展
、
生
産
年
齢
人
口
・
全
人

口
の
減
少
は
、
潜
在
成
長
率
を
押
し
下
げ
る
。
労
働
力
の
減
少
に

対
し
て
は
、
定
年
の
延
長
、
農
村
労
働
力
の
質
の
向
上
、
機
械
化

等
で
緩
和
は
可
能
で
あ
る
。
高
齢
化
に
対
し
て
は
、
官
民
の
保
険

制
度
の
整
備
の
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
産
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
振
興
、
都

市
の
再
設
計
等
が
重
要
と
な
る
。

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
南
北
格

差
の
原
因
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い

手
は
民
営
企
業
で
あ
り
、
民
営
企
業
の
発
展
を
し
っ
か
り
支
援
す

る
方
針
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
二
二
年
の
第
二
〇

回
党
大
会
以
降
、
習
近
平
指
導
部
は
「
①
い
さ
さ
か
も
揺
る
ぐ
こ

と
な
く
公
有
制
経
済
を
強
固
に
し
て
発
展
さ
せ
、
②
い
さ
さ
か
も

揺
る
ぐ
こ
と
な
く
非
公
有
制
経
済
の
発
展
を
奨
励
・
支
援
・
誘
導

す
る
こ
と
を
堅
持
す
る
」
旨
を
繰
り
返
し
表
明
し
て
お
り
、
こ
の

方
針
は
断
固
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。
透
明
で
効
率
的
・
公
平
な
市

場
競
争
環
境
の
下
で
、
民
営
企
業
家
の
ア
ニ
マ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
駆
動
に

よ
る
発
展
の
カ
ギ
と
な
る
。

�「
共
同
富
裕
」
の
穏
当
・
着
実
な
推
進

他
方
で
、
胡
錦
涛
指
導
部
か
ら
の
宿
題
で
あ
る
「
共
同
富
裕
」

も
、
成
長
を
阻
害
し
な
い
範
囲
で
着
実
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
習
近
平
総
書
記
は
二
〇
二
一
年
八
月
一
七
日
、
中
央
財
経
委

員
会
を
開
催
し
、
共
同
富
裕
を
着
実
に
促
進
す
る
問
題
を
検
討
し

た
。
こ
こ
で
は
、
「
人
民
を
中
心
と
し
た
発
展
思
想
を
堅
持
し
、

質
の
高
い
発
展
の
中
で
共
同
富
裕
を
促
進
し
、
効
率
と
公
平
の
関

係
を
正
確
に
処
理
し
、
第
一
次
分
配
・
再
分
配
・
第
三
次
分
配
が

協
調
し
組
み
合
わ
さ
っ
た
基
礎
的
な
制
度
手
配
を
構
築
し
、
税
制
・

社
会
保
障
・
移
転
支
出
等
の
調
節
を
強
化
し
、
か
つ
精
確
性
を
高

め
、
中
等
所
得
層
の
ウ
エ
イ
ト
を
拡
大
し
、
低
所
得
層
の
所
得
を

増
や
し
、
高
所
得
を
合
理
的
に
調
節
し
、
違
法
所
得
を
取
り
締
ま

り
、
中
間
が
大
き
く
両
端
が
小
さ
い
橄
欖
型
の
分
配
構
造
を
形
成

し
、
社
会
の
公
平
・
正
義
を
促
進
し
、
人
の
全
面
発
展
を
促
進
し

て
、
人
民
全
体
を
共
同
富
裕
の
目
標
に
向
け
て
着
実
に
邁
進
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
高
所
得
の
規
範
化
・
調
節
は
、
法
に
基

づ
き
合
法
所
得
を
保
護
し
、
高
す
ぎ
る
所
得
を
合
理
的
に
調
節
し
、
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高
所
得
層
と
企
業
が
社
会
に
更
に
多
く
リ
タ
ー
ン
を
行
う
こ
と
を

奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
合
理
な
所
得
を
整
理
・
規
範
化

し
、
所
得
分
配
秩
序
を
整
頓
し
、
違
法
所
得
を
取
り
締
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
共
同
富
裕
」
の
推
進
で
ま
ず
肝
心
な
こ
と
は
、
過
度
な
負
担

に
よ
り
民
営
企
業
の
企
業
家
精
神
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
駆
動
に
よ
る
発
展
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
税
制
を
整
備
（
不
動
産
税
の
法
制
化
、
個
人
所
得
税
の

改
革
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
導
入
）
し
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
所

得
再
分
配
を
適
切
に
強
化
し
て
、
最
終
的
に
膨
大
な
中
等
所
得
層

を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
等
所
得
層
を
十
分
に
拡
大
す

れ
ば
、
欧
米
の
よ
う
な
社
会
階
層
の
固
定
化
・
社
会
の
分
断
を
防

ぎ
、
経
済
社
会
を
安
定
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

社
会
の
安
定
な
し
に
は
、
経
済
の
発
展
は
な
い
。

二
〇
二
三
年
秋
に
は
、
党
二
〇
期
三
中
全
会
が
開
催
さ
れ
、
習

近
平
第
三
期
指
導
部
の
経
済
政
策
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
民
営
企
業
や
外
資
企
業
が
将
来
の
発
展
に

自
信
を
も
て
る
よ
う
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
三

五
年
ま
で
の
発
展
の
実
現
性
を
占
う
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

●
注

（

1）一
九
八
五
年
一
〇
月
二
三
日
、
米
国
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
企
業
家
代
表
団

と
会
見
し
た
際
の
発
言
。

（

2）一
九
八
六
年
三
月
二
八
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
と
会
見
し
た

際
の
発
言
。

（

3）一
九
八
六
年
八
月
一
九
―
二
一
日
、
天
津
視
察
の
際
の
発
言
。

（

4）周
暁
波
・
陳
璋
・
王
継
源
、
「
中
国
南
北
経
済
分
化
の
現
状
、
原
因

と
対
策

重
視
す
る
必
要
の
あ
る
新
た
な
趨
勢
」、「
河
北
経
貿
大
学
学
報
」、

第
四
〇
巻
第
三
期
、
二
〇
一
九
年
五
月
。
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は
じ
め
に

二
〇
二
二
年
二
月
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
勃
発
し
て
、

よ
う
や
く
日
本
で
も
台
湾
有
事
発
生
の
可
能
性
が
現
実
の
も
の
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
連
の
議
論
の
中

で
台
湾
の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
一
方
で
、
台
湾
有
事
が
勃
発
し
た

際
に
、
米
国
は
果
た
し
て
台
湾
を
守
る
の
か
否
か
、
台
湾
は
一
番

大
切
な
時
に
米
国
に
見
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念

も
、
当
事
者
た
る
台
湾
の
中
で
は
議
論
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

「
疑
米
論
」
は
必
ず
し
も
新
し
い
議
論
で
は
な
い
が
、
現
在
も
親

米
姿
勢
を
明
確
に
取
る
民
主
進
歩
党
（
以
下
、
民
進
党
）
政
権
の
下

で
、
野
党
で
あ
る
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
）
陣
営
や
そ
の
支

持
者
（
評
論
家
、
学
者
）
か
ら
は
し
ば
し
ば
提
起
さ
れ
て
い
る （
１
）。
そ

れ
は
「
米
国
に
べ
っ
た
り
で
よ
い
の
か
、
米
国
と
中
国
と
の
間
で

も
っ
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き
で
、
中
国
と
の
関
係
を
重
視
し
て

保
険
を
か
け
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
民
進
党
政
権
批
判
に

行
き
つ
く
も
の
で
あ
る
。

台
湾
で
は
折
し
も
二
〇
二
四
年
一
月
に
総
統
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
。
民
進
党
の
蔡
英
文
総
統
は
二
期
八
年
を
務
め
て
退
任
す
る
こ

と
が
「
総
統
副
総
統
選
挙
罷
免
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

次
期
総
統
選
挙
は
頼
清
徳
副
総
統
（
民
進
党
）、
侯
友
宜
新
北
市
長

（
国
民
党
）、
柯
文
哲
前
台
北
市
長
（
台
湾
民
衆
党
）
が
正
式
に
各
党

の
公
認
候
補
と
発
表
さ
れ
て
、
新
人
に
よ
る
三
つ
巴
の
争
い
の
様
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門
間
理
良

（
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
教
授
）

米
国
の
対
中
半
導
体
規
制
と
台
湾
有
事

特
集
＝
中
国
の
実
力
を
解
剖
す
る



相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
戦
の
情
勢
下
で
「
疑
米
論
」
と
も
絡
ん
で
き

た
の
が
、
米
中
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
半
導
体
を
め
ぐ
る
攻

防
で
あ
る
。
最
重
要
戦
略
物
資
と
も
言
え
る
半
導
体
の
製
造
分
野

で
五
〇
％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
重
要
メ
ー
カ
ー
が
台
湾

積
体
電
路
製
造
（
以
下
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
米
国
が
二

〇
二
二
年
一
〇
月
七
日
に
発
表
し
た
対
中
規
制
は
極
め
て
厳
し
い

措
置
で
あ
る
が
ゆ
え
に
中
国
半
導
体
産
業
に
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
。
そ
れ
が
台
湾
有
事
を
誘
発
し
か
ね
な
い
と
の
指
摘
も
現

れ
て
い
る （
２
）。
確
か
に
先
端
的
な
半
導
体
の
設
計
能
力
や
製
造
技
術

は
国
の
安
全
を
守
る
軍
事
上
の
観
点
か
ら
し
て
獲
得
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

だ
が
、
中
国
半
導
体
産
業
の
危
機
が
台
湾
有
事
を
招
き
か
ね
な

い
と
い
う
議
論
は
、
極
端
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、

米
国
が
台
湾
に
あ
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
半
導
体
産
業
を

強
力
に
米
国
に
誘
致
し
て
い
く
こ
と
で
、
台
湾
有
事
が
勃
発
し
て

も
半
導
体
産
業
自
体
は
守
ら
れ
、
米
国
の
中
国
に
対
す
る
優
位
も

確
立
す
る
と
の
説
も
あ
る
。
米
国
の
都
合
を
考
え
れ
ば
そ
れ
は
あ

り
得
る
と
は
言
え
、
台
湾
の
事
情
を
一
顧
だ
に
し
な
い
議
論
に
は

無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
右
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
米
中
対

立
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
米
国
の
対
中
半
導
体
規
制
が
台
湾
海
峡

情
勢
に
与
え
る
影
響
を
、
主
と
し
て
軍
事
・
安
全
保
障
の
面
か
ら

分
析
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

習
近
平
が
進
め
た
軍
改
革
と
連
動
し
た
Ｉ
Ｔ
産
業
振
興
策

習
近
平
が
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
と
党
中
央
軍
事
委

員
会
主
席
に
就
任
し
た
の
は
二
〇
一
二
年
一
一
月
で
、
国
家
主
席

に
就
任
し
た
の
が
一
三
年
三
月
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
習
近
平
は

こ
れ
ら
の
職
を
維
持
し
て
権
力
を
自
ら
に
集
中
さ
せ
な
が
ら
、
強

国
化
戦
略
を
推
し
進
め
て
い
る
。
軍
改
革
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、

目
に
見
え
る
形
で
は
二
〇
一
五
年
末
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る （
３
）。

そ
れ
に
関
連
す
る
形
で
、
中
国
で
は
胡
錦
濤
時
代
の
二
〇
〇
五

年
に
提
唱
さ
れ
始
め
た
軍
民
融
合
を
一
五
年
三
月
の
全
国
人
民
代

表
大
会
で
国
家
戦
略
に
格
上
げ
し
た
。
さ
ら
に
一
七
年
一
〇
月
に

開
催
し
た
第
一
九
回
中
国
共
産
党
大
会
で
党
規
約
を
改
正
し
て

「
軍
民
融
合
発
展
戦
略
」
を
明
記
し
て
、
軍
民
融
合
を
重
視
す
る

姿
勢
を
明
確
化
し
た （
４
）。
軍
民
融
合
は
国
防
動
員
体
制
の
整
備
に
加

え
、
緊
急
事
態
に
限
ら
れ
な
い
平
素
か
ら
の
民
間
資
源
の
軍
事
利

用
や
、
軍
事
技
術
の
民
間
転
用
な
ど
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

軍
民
融
合
の
推
進
に
よ
り
ハ
イ
テ
ク
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
民
間

技
術
の
軍
事
転
用
で
、
人
民
解
放
軍
の
軍
事
力
強
化
の
効
率
性
が
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向
上
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る （
５
）。

こ
の
過
程
で
中
国
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
「
中
国
製
造
二
〇

二
五
」
と
い
う
国
家
方
針
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
公
布
し
た
。
そ
こ

で
は
二
〇
二
五
年
ま
で
に
製
造
強
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
五

〇
年
に
は
製
造
強
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

が
提
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
十
大
重
点
産
業
分
野
と
し
て
、
①
次
世

代
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、
②
先
端
デ
ジ
タ
ル
制
御
機
械
・
ロ
ボ
ッ

ト
、
③
航
空
・
宇
宙
技
術
、
④
海
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
設
備
・

ハ
イ
テ
ク
船
舶
、
⑤
先
進
軌
道
交
通
設
備
、
⑥
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ

自
動
車
、
⑦
電
力
設
備
、
⑧
農
業
機
械
、
⑨
新
素
材
、
⑩
バ
イ
オ

医
薬
・
高
性
能
医
療
機
器
が
列
挙
さ
れ
た （
６
）。

中
国
の
十
大
重
点
産
業
分
野
は
い
ず
れ
も
、
最
先
端
の
半
導
体

な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
産
業
で
あ
り
、
中
国
と
し
て
は
半
導

体
の
自
給
率
向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
中
国
製

造
二
〇
二
五
」
で
は
「
コ
ア
部
品
と
重
要
な
基
礎
材
料
」
を
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
四
〇
％
、
二
五
年
ま
で
に
七
〇
％
を
「
自
主
保
障
」

（
自
給
）
す
る
目
標
も
定
め
ら
れ
た （
７
）。
「
コ
ア
部
品
と
重
要
な
基
礎

材
料
」
は
半
導
体
と
、
「
自
主
保
障
」
は
自
給
率
と
そ
れ
ぞ
れ
読

み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、「
中
国
製
造
二
〇
二
五
」

は
保
護
主
義
に
過
ぎ
る
と
国
際
的
な
批
判
を
浴
び
て
事
実
上
の
撤

回
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る （
８
）。
ま
た
、
半
導
体
の
自
給
率
向
上
に
つ

い
て
は
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
世
界
の
半
導
体
工
場
の
買
収
に
よ
り
達

成
を
目
指
し
た
が
、
目
標
到
達
に
遠
く
及
ば
な
い
結
果
と
な
っ
た

（
二
〇
一
九
年
で
一
五
・
七
％
、
二
六
年
で
も
二
一
・
二
％
と
の
予
測 （９
））。

半
導
体
製
造
で
世
界
の
最
先
端
を
ゆ
く
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
重
要
産
業
分
野
に
指
定
し
た
こ
と
は
、
中
国
が
同

分
野
で
世
界
水
準
に
達
し
将
来
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
こ
う
と
い
う

決
意
の
表
れ
と
言
え
る
が
、
台
湾
政
府
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
を
主
要
戦

略
産
業
に
指
定
し
、
発
展
の
た
め
の
政
策
を
さ
ま
ざ
ま
に
講
じ
推

進
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
で
あ
る （

�）。
台
湾
が
中
国
に
三
五
年
先
ん

じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
言
わ
ば
台
湾
の
国
策
と
し
て

張
忠

謀
（

モ
リ
ス
・

チ
ャ
ン
）
を

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
し
て

八
七

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で
あ
る
。
半
導
体
の
製
造
工
程

は
大
ま

か
に
言
っ
て
、
①
設

計
専

門
に

行
う
半
導
体

メ
ー

カ
ー

（
フ

ァ
ブ

レ
ス
）
に
よ
る
設

計
、
②

フ
ァ

ブ
レ
ス
が
設

計
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
上
に
半
導
体
を
作
り
こ
む
「
前
工

程
」
、
③

前
工
程
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
半
導
体
が
の
っ
て
い
る

シ
リ
コ
ン

ウ
エ
ハ
（

直
径
二
〇
〇

～
三
〇
〇

㎜
）
を

裏
側

か
ら

研
磨

し
て
薄
く
し
、
約
一
〇
〇
〇
個
の
チ
ッ
プ
を
切
り
出
し
て

樹
脂
製

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
封
入
し
、
半
導
体
の
動
作
を
テ
ス
ト
す
る
「
後
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工
程
」
の
三
工
程
に
分
か
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ブ
レ
ス
の
代
表
格
が

ア
ッ
プ
ル
で
あ
り
、「
前
工
程
」
を
専
門
に
行
う
半
導
体
メ
ー
カ
ー

（
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
）
の
部
門
で
売
上
高
世
界
一
位
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な

の
で
あ
る （

�）。
こ
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
中
国
の
目
指
す
軍
事
戦
略
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
想
定
す
る
智
能
化
戦
争
に
最
先
端
の
半
導
体
は
不
可
欠

機
械
化
戦
争
の
時
代
を
経
て
現
在
は
情
報
化
戦
争
へ
、
そ
し
て

将
来
的
に
は
智
能
化
戦
争
へ
と
向
か
う
と
中
国
は
予
測
し
て
い
る

（
図

１
）。
二
〇
一
九
年
に
発
表
さ
れ
た
中
国
の
国
防
白
書
は
「
新

た
な
科
学
技
術
革
命
と
産
業
革
命
の
推
進
の
下
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）、
量
子
情
報
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
な
ど
先
端
科
学
技

術
の
軍
事
分
野
に
お
け
る
応
用
が
加
速
さ
れ
、
世
界
の
軍
事
競
争

の
枠
組
み
に
は
歴
史
的
な
変
化
が
発
生
し
て
い
る
。
情
報
技
術
を

核
心
と
す
る
軍
事
の
ハ
イ
テ
ク
は
日
進
月
歩
で
、
兵
器
・
装
備
の

遠
隔
操
作
に
お
け
る
精
密
化
、
智
能
化
、
ス
テ
ル
ス
化
、
無
人
化

の
傾
向
が
よ
り
顕
著
に
な
り
、
戦
争
の
形
態
が
情
報
化
戦
争
へ
と

速
や
か
に
変
化
し
、
智
能
化
戦
争
が
初
め
て
姿
を
現
し
て
い
る
」

と
記
述
し
て
い
る （

�）。
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図1 戦争と技術の発展関係

出所：『中国安全保障レポート2021 新時代における中国の軍事戦略 』防衛研究所，

2020年，16頁



人
民
解
放
軍
の
智
能
化
戦
争
を
遂
行
で
き
る
軍
へ
の
変
貌
を
志

向
し
た
動
き
に
対
し
て
、
米
国
も
警
戒
の
念
を
隠
し
て
い
な
い
。

二
〇
二
〇
年
五
月
一
四
日
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
一
二

〇
億
ド
ル
を
投
じ
て
五

�の
半
導
体
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
、

同
年
九
月
一
四
日
以
降
、
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
。
以
下
、
華
為
）

に
対
し
て
半
導
体
を
出
荷
し
な
い
こ
と
を
決
め
た （

�）。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
か

ら
半
導
体
を
調
達
で
き
な
く
な
っ
た
華
為
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

５
Ｇ
通
信
基
地
局
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
壊
滅
的
に
な
っ
た （

�）。
そ
の
結
果
、

華
為
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
、
モ
ニ
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー

ン
、
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
な
ど
に
注
力
し
た
。
ま
た
、
の
ち
に
４

Ｇ
の
チ
ッ
プ
供
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
一
般
的

な
サ
ー
バ
用
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
供
給
を
イ
ン
テ
ル
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
た （

�）。
し
か
し
、
半
導
体
を
め
ぐ
る
米

国
の
対
中
政
策
は
さ
ら
に
苛
烈
と
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
一
〇
月
七
日
、
米
国
は
新
た
な
対
中
半
導
体
規
制

を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
軍
事
技
術
に
使
わ
れ
る
恐

れ
の
あ
る
中
国
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
半
導
体
の
開

発
を
完
全
に
抑
え
込
む
こ
と
に
あ
っ
た （

�）。
こ
の
規
制
は
中
国
半
導

体
産
業
の
息
の
根
を
止
め
る
と
の
見
方
も
あ
る （

�）。
続
く
一
〇
月
一

二
日
、
米
国
は
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
人
民
解
放
軍
が
「
宇
宙
・
対
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
子
・
情
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図2 中国の軍事戦略の展開
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報
の
能
力
を
急
速
に
進
歩
さ
せ
統
合
」
さ
せ
て
い
る
と
し
、
そ
の

コ
ア
技
術
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
中
心
と
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技

術
を
挙
げ
て
い
る （

�）。
こ
れ
ら
は
情
報
化
戦
争
・
智
能
化
戦
争
で
戦

わ
れ
る
領
域
そ
の
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。

台
湾
を
守
る
「
シ
リ
コ
ン
シ
ー
ル
ド
」
と
し
て
機
能
す
る

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

習
近
平
に
し
て
み
れ
ば
、
米
国
が
半
導
体
分
野
で
致
命
的
と
も

言
え
る
規
制
を
か
け
て
き
た
こ
と
で
、
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復

興
と
い
う
中
国
の
夢
」
（
台
湾
統
一
も
含
ま
れ
る
）、
「
世
界
一
流
の
軍

隊
」
を
達
成
不
可
能
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
耐
え
難
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
、
中
国
の
台
湾
侵
攻
に
よ
る
先
進
的
半
導
体
を
生

産
で
き
る
工
場
の
奪
取
の
可
能
性
や
、
そ
れ
を
懸
念
す
る
台
湾
側

の
自
主
的
な
工
場
破
壊
の
提
言
ま
で
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る （

�）。
前
述
し
た
よ
う
に
、
米
国
が
台
湾
か
ら
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
半
導
体
工
場
を
奪
っ
て
い
く
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
念
に
対
し
て
、
頼
清
徳
副
総
統
（

写
真

１
）

は
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
出
席
し
た
半
導
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
演

説
し
、
半
導
体
は
未
来
の
国
際
政
治
の
形
態
を
決
定
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
経
済
・
国
防
に
も
影
響
す
る
と
述
べ
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
世
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界
の
共
同
資
産
で
あ
る
こ
と
、
台
湾
と
世
界
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
対
し

て
共
同
し
て
支
持
し
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
さ
ら
に
頼
清
徳
は
、
台
湾
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
も
板
挟
み
に
あ
っ
て

は
い
な
い
と
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
台
湾
に
と
ど
ま
り
続
け
、
台
湾

政
府
が
水
・
電
力
・
土
地
・
人
材
を
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
の
企
業
に
安

定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る （

�）。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
以
外
に
も
熊
本
県
な
ど
で
も
半
導
体

工
場
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
戦
略
は
最

先
端
の
二

�や
三

�製
造
能
力
は
台
湾
の
中
で
死
守
し
な
が
ら
、

世
代
落
ち
の
技
術
を
海
外
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る （

�）。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
ど
の
企
業
も
行
っ
て
い
る
通
常
の
リ
ス
ク

分
散
の
範
疇
の
話
と
な
る
。
コ
ア
技
術
の
海
外
流
失
と
い
う
レ
ベ

ル
に
は
達
し
な
い
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
台
湾
の
「
シ
リ
コ
ン
シ
ー
ル
ド
」

と
し
て
機
能
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
台
湾
政
府
と
し
て
も
十
分

に
許
容
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

台
湾
の
顧
立
雄
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
も
、
も
し
台
湾
有
事
が

起
き
た
場
合
、
米
国
は
台
湾
の
技
術
が
中
国
の
手
に
渡
る
の
を
阻

止
す
る
た
め
、
米
軍
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
工
場
を
破
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
推
論
を
一
笑
に
付
し
た
。
「
台
湾
が
封
鎖
さ
れ
た
り
攻

撃
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
台
湾
の
製
造
が
停
止
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
半

導
体
輸
出
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
世

界
経
済
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る （

�）。

な
お
、
「
今
後
六
年
以
内
に
」
（
二
〇
二
七
年
）
と
い
う
ご
く
早
い

時
期
に
お
け
る
中
国
に
よ
る
台
湾
侵
攻
の
可
能
性
に
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官
（
当
時
）
が

二
一
年
三
月
に
言
及
し
た
の
も
、
米
中
間
の
覇
権
争
い
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
中
で
、
軍
事
力
の
近
代
化
に
直
結
す
る
先
端
的
な

半
導
体
を
め
ぐ
る
攻
防
を
見
据
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
米
国
に
と
っ
て
台
湾
は
、
確
か
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
以
上
の
重
要
性
を
も
つ
、
失
う
こ
と
の
で
き
な
い
国
で
あ

る
。
ま
た
、
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
現
司
令
官
の
ジ
ョ
ン
・
ア
キ
リ
ー

ノ
海
軍
大
将
は
本
年
四
月
一
八
日
に
お
け
る
公
聴
会
で
「
私
に
と
っ

て
今
や
、
中
国
が
い
つ
台
湾
に
侵
攻
す
る
か
は
問
題
で
は
な
い
」

と
述

べ
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
た
。
「

私
は

現
在
、
こ
の
戦
争
を
阻

止
す
る
責
任
、
そ
し
て
抑
止
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
戦
っ
て
勝
利

す
る
責
任
を
担
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
も
、
そ
の
流
れ
の
中
で

理
解
で
き
る （

�）。

中
国
の
台
湾
本
島
侵
攻
作
戦
の
成
功
は
至
難

で
は
、
実
際
に
中
国
が
二
〇
二
七
年
頃
ま
で
に
台
湾
本
島
侵
攻
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を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
一
九
四
一
年
当
時
の
日
本
の
石
油
の
対
米
依
存
度
は

七
七
・
二
％
に
達
し
て
い
た （

�）。
最
重
要
戦
略
物
資
で
あ
る
石
油
を

米
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
、
同
年
八
月

一
日
に
米
国
が
発
し
た
「
侵
略
国
」
へ
の
石
油
禁
輸
措
置
は
日
本

の
資
源
確
保
を
困
難
な
も
の
と
し
、
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
加
速
さ

せ
、
米
国
と
の
開
戦
に
至
る
原
因
と
も
な
っ
た （

�）。
最
先
端
の
半
導

体
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
て
米
国
に
大
き
な
後
れ
を
と
ら
な
い
う

ち
に
、
台
湾
へ
の
侵
攻
に
踏
み
切
る
可
能
性
は
、
当
時
の
日
本
と

同
様
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
使
え
ば
ゼ
ロ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ハ
ー
ド
ル
は
極
め

て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
単
純
な
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
や
交
通
制
御
シ
ス
テ
ム
へ

の
侵
入
と
破
壊
、
電
子
戦
に
よ
る
通
信
の
傍
受
・
か
く
乱
や
敵
ミ

サ
イ
ル
へ
の
妨
害
な
ど
で
あ
れ
ば
、
近
年
の
人
民
解
放
軍
ロ
ケ
ッ

ト
軍
、
戦
略
支
援
部
隊
の
能
力
向
上
を
考
え
る
と
、
か
な
り
の
程

度
の
攻
撃
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
攻
撃
だ
け

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
と
政
府
、
軍
は
屈
服
し
な
い
と
い
う
事
実
で

あ
っ
た
。

台
湾
を
降
伏
さ
せ
掌
中
に
収
め
る
た
め
に
は
、
人
民
解
放
軍
を

台
湾
本
島
に
着
上
陸
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
円
滑
に
実

行
す
る
た
め
の
大
き
な
障
害
が
兵
員
輸
送
能
力
の
不
足
で
あ
る
。

台
湾
本
島
は
中
国
大
陸
沿
岸
か
ら
台
湾
海
峡
で
概
ね
百
数
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
隔
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
兵
員
輸
送
は
海
と
空
か
ら
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
中
国
海
軍
は
最
新
で
大
型
の
〇
七
五
型
強
襲
揚
陸
艦

（
排
水
量
約
四
万
ト
ン
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
三
〇

機
を

搭
載
可
能
）
の

建
造
を

進
め
、
二
〇
二
一
年
と
二
二
年
に
相
次
い
で
就
役
さ
せ
た （

�）。
〇
七

一
型
ド
ッ
ク
揚
陸
艦
（

満
載
排
水
量
約
一
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
二

～
四

機
、
七
二
四
型

エ
ア
ク
ッ
シ

ョ
ン
揚
陸

艇
四

隻
を

搭
載
可
能
）

は
八
隻
建
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
艦
艇
が
搭
載
し
た
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
も
使
用
し
た
エ
ア
ボ
ー
ン
で
着
上
陸
作
戦
は
実
行
さ
れ
る （

�）。

中
国
の
軍

用
機
に

つ
い
て
は
、
台
湾
の

防
空

識
別

圏
（

Ａ
Ｄ

Ｉ

Ｚ
）
に

頻
繁
に
進
入
し
て
い
る
た
め
に
戦
力
が

充
実
し
て
い
る
よ

う
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
内
訳
を
見
る
と
七
〇
％
が
戦

闘
機
と

爆
撃

機
で
あ
り
、
輸
送

機
は
一
％
に

満
た
な
い （

�）。
中
国
空
軍
は

Ｙ

�20輸
送

機
（
最
大

積
載
量

六
六
ト
ン
）
の

増
勢
を

急
い
で
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
台
湾
本
島
へ
の
侵
攻
を
支
え
る
だ
け
の
機
数

に
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

着
上
陸
作
戦
の
先
陣
を
切
る
海
軍
陸
戦
隊
の
増
強
は
進
ん
で
お

り
、
海
軍
組
織
で
の
地
位
も
向
上
し
て
い
る
が
、
規
模
と
し
て
は
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八
個
旅
団
約
四
万
人
規
模
に
過
ぎ
な
い （

�）。
迎
え
撃
つ
台
湾
軍
の
兵

力
は
現
役
部
隊
が
十
数
万
人
で
、
予
備
役
兵
力
が
二
二
〇
万
人
程

度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
民
解
放
軍
は
海
軍
陸

戦
隊
と
陸
軍
兵
力
を
合
わ
せ
て
最
大
で
も
三
〇
～
四
〇
万
の
兵
員

を
送
り
込
め
る
か
ど
う
か
で
あ
る （

�）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
着
上
陸
作

戦
に
関
す
る
人
民
解
放
軍
の
兵
員
数
に
つ
い
て
は
状
況
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る （

�）。
い
ず
れ
に
せ
よ
人
民
解
放
軍
と
し
て
は
で
き
る

だ
け
短
時
間
の
う
ち
に
多
く
の
兵
員
を
台
湾
本
島
に
着
上
陸
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
艦
艇
は
故
障
や
撃
沈
さ
れ
る
可
能
性
を

計
算
す
る
必
要
が
あ
り
、
上
陸
作
戦
の
第
二
波
、
第
三
波
に
使
用

で
き
る
隻
数
は
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、
着
上
陸
さ
せ
た
兵
員
が
侵

攻
作
戦
を
継
続
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
弾
薬
、
武
器
、
装
備
、
燃

料
、
食
糧
、
医
薬
品
な
ど
の
輸
送
と
傷
病
兵
の
後
送
と
補
充
兵
員

の
輸
送
も
必
要
で
あ
る
。

人
民
解
放
軍
が
民
間
の
貨
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
輸
送
で

き
る
船
舶
（
Ｒ
О
Ｒ
О
船
）
を
徴
発
し
て
輸
送
す
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
は
い
る
。
た
だ
し
、
Ｒ
О
Ｒ
О
船
は
あ
く
ま
で
も
施
設
の

整
っ
た
港
湾
に
接
岸
し
て
の
作
業
を
前
提
と
す
る
船
で
あ
る
た
め

使
用
で
き
る
シ
ー
ン
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
民
間
船
は
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
に
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
輸
送
し
た
兵
員
や
戦
車
、
装
甲
車
な

ど
が
沈
め
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
い
こ
と
、
無
線
傍
受
を
避

け
る
た
め
に
軍
仕
様
の
通
信
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
戦
争
時
の
使
い
勝
手
は
良
く
な

い
。さ
ら
に
、
台
湾
本
島
は
日
本
の
九
州
よ
り
や
や
狭
い
三
万
六
〇
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図3 台湾本島の上陸適地

出所：IanEaston,TheChineseInvasionThreat,Taiwan・sDefense

andAmericanStrategyinAsia,EastbridgeBooks,2017.p.134.



〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
着
上
陸
作
戦
に
適
し
た
海
岸
線

は
一
四
地
点
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

図
３
）。
台
湾
軍
は

そ
れ
を
熟
知
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
台
湾
を
効
率
的
に
守

備
し
敵
を
撃
退
す
る
た
め
に
、
陸
海
空
三
軍
に
よ
る
最
大
規
模
の

「
漢
光
演
習
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
（
写
真
２
）。

あ
る
い
は
、
大
軍
を
上
陸
さ
せ
ず
、
特
殊
部
隊
が
敵
指
導
者
を

拉
致
あ
る
い
は
殺
害
す
る
こ
と
で
、
敵
を
一
気
に
降
伏
に
追
い
込

む
「
斬
首
作
戦
」
を
人
民
解
放
軍
が
企
図
す
る
こ
と
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
台
北
市
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
新
北
市
（
二

都
市
を
総
称
し
て
大
台
北
）
の
人
口
は
合
計
六
五
〇
万
人
余
り
（
二
〇

二
三
年
四
月
現
在
）
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
の
三
〇
〇
万

人
弱
（
二
一
年
現
在
）
よ
り
多
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
台
湾
で
は
、

総
統
が
倒
れ
た
場
合
は
副
総
統
が
即
座
に
後
を
継
ぎ
、
副
総
統
も

倒
れ
た
場
合
は
行
政
院
長
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
よ
り
も
人
口
密
度
が
高
く
都
市
化
が
進
ん
だ
大
台
北
で
、

台
湾
軍
も
近
年
「
斬
首
作
戦
」
へ
の
対
抗
演
習
を
重
ね
て
い
る
。

し
か
も
対
象
が
複
数
い
る
相
手
に
作
戦
を
成
功
さ
せ
る
の
は
か
な

り
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
戦
略
国
家
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
が
実
施
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
人
民
解
放
軍
は
台
北
を
急
襲
し
て
一
気

に
攻
め
落
と
す
方
式
よ
り
も
、
台
湾
南
部
の
高
雄
・
台
南
か
ら
上
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写真2 漢光37号演習（海岸線に自走砲を配置しての対上陸演習）

出所：Youtube『軍事新聞通訊社』2021年9月16日公開

「�漢光37號演習�向國人與世界！展現捍衛守護家園的決心！」



陸
し
て
北
部
に
向
け
て
進
撃
す
る
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
た
回
が
二

四
回
中
二
一
回
あ
っ
た
。
こ
れ
は
台
湾
北
部
に
全
台
湾
軍
の
四
六

％
の
大
隊
が
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
部
の
守
り
が
薄
く
、

上
陸
し
て
橋
頭
保
や
飛
行
場
を
確
保
し
や
す
い
た
め
と
説
明
さ
れ

て
い
る （

�）。
た
だ
し
、
高
雄
や
台
南
を
占
領
す
る
に
も
時
間
が
か
か

り
、
南
部
か
ら
北
部
に
陸
路
で
進
軍
す
る
に
も
、
途
中
に
は
河
川

や
都
市
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
進
軍
の
妨
げ
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
戦
況
で
、
中
国
の
最
優
先
の
目
的
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

持
つ
工
場
群
の
確
保
に
あ
る
と
し
た
ら
、
人
民
解
放
軍
の
台
湾
本

島
侵
攻
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
困
難
と
な
る
。
人
民
解
放
軍
は
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
工
場
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
台
北
を
目
指
し
て
進
軍
を
続
け
、
も
し
も
、
台
湾
軍
や
米

軍
、
ゲ
リ
ラ
部
隊
が
同
工
場
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
ら
そ
れ
を
防

ぎ
つ
つ
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い （

�）。
ミ
サ
イ
ル
や
砲
弾
が
工
場
を

直
撃
し
な
く
て
も
、
爆
風
、
振
動
、
粉
塵
、
電
力
喪
失
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
、
電
子
戦
が
繊
細
な
半
導
体
製
造
装
置
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

中
国
が
台
湾
へ
の
軍
事
侵
攻
と
台
湾
政
府
の
降
伏
を
勝
ち
取
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
中
国
が
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

戦
後
処
理
事
項
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
政
権
に
替
え
て
中
国
に
従
順
な
新
政
権
を

早
急
に
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
交
部
や
国
防
部
、
大
陸

委
員
会
な
ど
は
撤
廃
さ
れ
る
。
新
政
権
の
要
職
に
就
く
の
は
台
湾

の
中
で
統
一
派
の
新
党
や
中
華
統
一
促
進
党
の
メ
ン
バ
ー
や
、
国

民
党
籍
や
親
民
党
籍
の
一
部
の
政
治
家
、
統
一
派
の
無
党
派
層
と

い
う
可
能
性
が
あ
る
。
彼
ら
の
台
湾
民
衆
か
ら
の
支
持
は
低
い
が
、

そ
れ
は
中
国
が
後
ろ
盾
と
な
る
こ
と
で
、
傀
儡
的
な
統
治
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
現
政
権
の
主
要
メ
ン
バ
ー
や
不
穏
分
子

の
逮
捕
も
同
時
に
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
中
国
は
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
選
挙
制
度
の
導
入
と
そ
れ
に
基
づ
く
新
議
会
の
設

置
を
行
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
武
力
侵
攻
の
結
果
と
し
て
の
統
治
な
の

で
、
平
和
統
一
の
前
提
に
よ
る
「
一
国
二
制
度
」
は
適
用
さ
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

中
国
に
対
し
て
敵
意
を
抱
く
台
湾
民
衆
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
治
安
の
維
持
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
中
国
本
土

か
ら
武
装
警
察
部
隊
を
派
遣
し
た
り
、
共
産
党
政
権
に
従
順
な
警

察
機
構
に
改
変
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、

香
港
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
台
湾
軍

の
武
装
解
除
と
解
体
が
行
わ
れ
る
。
下
級
幹
部
と
下
士
官
、
兵
士

に
つ
い
て
は
、
思
想
チ
ェ
ッ
ク
の
上
で
部
分
的
に
人
民
解
放
軍
に

編
入
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
は
同
じ
中
華
民
族

で
あ
る
と
い
う
建
前
が
あ
る
こ
と
と
、
人
民
解
放
軍
に
は
国
共
内
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戦
期
（
一
九
四
六
～
五
〇
年
）
に
か
け
て
、
国
民
政
府
軍
の
将
兵
を

自
ら
の
軍
に
組
み
込
ん
だ
実
績
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

教
育
制
度
の
改
変
も
重
要
で
あ
る
。
反
中
国
的
思
想
を
持
っ
て

い
た
り
、
中
国
共
産
党
に
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
り
す
る
教
職
員

の
追
放
や
逮
捕
を
す
る
一
方
で
、
従
順
な
教
職
員
を
継
続
雇
用
し

つ
つ
、
中
国
大
陸
か
ら
も
教
職
員
を
連
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
る
だ

ろ
う
。
香
港
の
大
学
図
書
館
で
や
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
反
中
国

的
な
書
籍
の
貸
し
出
し
を
禁
じ
る
な
ど
の
措
置
も
講
じ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
教
科
書
の
刷
新
も
当
然
実
施
さ
れ
る
。
中
国
的
な
文
化
が

推
奨
さ
れ
る
。
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
美
術
品
も
北
京
に
「
返
還
」

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
の
企
業
を
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
組
織
内
へ
の
共
産
党
支
部
の
設
置
も
行
わ
れ
る
。

中
国
は
台
湾
住
民
の
反
感
と
反
抗
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
国
際
世

論
の
大
き
な
批
判
と
各
種
の
大
規
模
制
裁
を
ま
と
も
に
受
け
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
に
は

過
去
最
大
級
の
半
導
体
に
関
す
る
制
裁
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
が
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
国
は
精
密
な
製
造
機
械

と
、
そ
れ
を
維
持
し
補
修
す
る
要
員
を
大
量
に
確
保
す
る
必
要
が

で
て
く
る
。
半
導
体
製
造
に
必
要
な
装
置
は
非
常
に
高
額
で
種
類

も
多
い
が
、
中
で
も
最
先
端
露
光
装
置
Ｅ
Ｕ
Ｖ
は
使
い
こ
な
す
の

が
大
変
難
し
く
、
習
熟
す
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、

Ｅ
Ｕ
Ｖ
一
台
を
正
常
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
一
七
～
一
八
人
の
技

術
者
が
必
要
だ
と
い
う （

�）。
Ｅ
Ｕ
Ｖ
の
導
入
、
そ
れ
を
取
扱
う
技
術

者
の
養
成
、
交
換
部
品
の
購
入
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
困
難
に
直
面

す
る
中
国
が
、
戦
後
の
混
乱
を
極
め
る
台
湾
で
同
装
置
の
運
用
ひ

い
て
は
先
端
半
導
体
の
製
造
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
先
端
的
な
半
導
体
を
入
手
す
る
た
め
に
、

中
国
共
産
党
政
権
が
台
湾
侵
攻
を
決
断
し
た
と
し
て
も
、
目
的
を

達
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
中
国
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
世
界

の
半
導
体
工
場
の
買
収
に
よ
る
自
給
率
向
上
を
目
指
し
た
が
失
敗

し
て
い
る
。
次
に
中
国
が
行
っ
た
の
は
豊
富
な
資
金
を
利
用
し
て

国
内
に
お
け
る
半
導
体
工
場
の
建
設
と
、
製
造
機
械
の
大
量
購
入

で
、
米
国
が
大
幅
な
規
制
を
か
け
る
前
の
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
側
の
創
意
工
夫
が
功
を
奏
し
て
、
Ｅ

Ｕ
Ｖ
を
使
わ
ず
に
七

�の
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
開
発
成
功
と
い
う

報
を
も
た
ら
し
た （

�）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
米
国
の
規
制

が
厳
し
さ
を
増
し
、
先
進
半
導
体
の
開
発
・
製
造
は
高
い
壁
に
阻

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
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と
は
言
え
、
こ
の
ま
ま
中
国
が
米
国
の
厳
し
い
制
裁
に
甘
ん
じ

続
け
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
中
国
側
の
対
抗
策
と
し
て
、
台
湾
人

材
の
引
き
抜
き
に
よ
る
開
発
体
制
と
製
造
工
程
の
強
化
が
考
え
ら

れ
る （

�）。
こ
れ
は
技
術
力
の
あ
る
人
を
狙
っ
た
も
の
だ
け
に
、
一
定

の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
は
米
企
業
か
ら
の

調
達
禁
止
措
置
の
発
動
も
開
始
し
た （

�）。
た
だ
し
、
中
国
側
の
措
置

は
米
国
側
が
仕
掛
け
た
規
制
と
比
較
に
は
な
ら
な
い
ほ
ど
イ
ン
パ

ク
ト
が
小
さ
い
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
台
湾
や
韓
国
の
企

業
か
ら
の
要
望
を
受
け
た
形
で
の
輸
出
規
制
適
用
免
除
措
置
（
一

年
間
）
の
延
長
の
報
道
が
あ
る （

�）。
成
長
・
生
き
残
り
を
優
先
す
る

私
企
業
が
国
家
の
思
惑
と
は
異
な
る
行
動
を
と
る
こ
と
は
お
か
し

な
こ
と
で
は
な
い （

�）。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
劉
徳
音
董
事
長
は
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
精
緻
で
複
雑
な

製
造
工
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
料
、

化
学
物
質
、
設
備
や
部
品
、
工
程
ソ
フ
ト
、
検
査
は
欧
州
、
日
本
、

米
国
と
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
連
携
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く

の
人
々
の
努
力
、
才
能
、
運
営
に
頼
っ
て
い
る
。
武
力
に
頼
っ
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
も
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
正
常
に
運
営
は

で
き
な
い
」
と
述
べ
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
半
導
体
の
製
造
を
停
止
し
た

ら
、
中
国
は
最
も
先
進
的
な
部
品
の
供
給
を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
、

巨
大
な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る （

�）。

最
先
端
の
半
導
体
の
生
産
は
安
定
し
た
社
会
と
国
際
関
係
の
中

で
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
合
理
的
判
断
で
は
半
導
体
産
業
（
工

場
）
の
奪
取
を
目
的
と
し
た
中
国
の
台
湾
侵
攻
は
起
こ
り
え
な
い

が
、
為
政
者
が
常
に
合
理
的
判
断
を
下
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を

我
々
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
学
ん
だ
。
中
国
の
現
下
の

行
動
と
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
情
勢
か
ら
、
米
国
や
日
本
の
中
国

に
対
す
る
半
導
体
規
制
は
正
し
い
と
筆
者
も
考
え
る
。
た
だ
し
、

中
国
の
反
応
に
つ
い
て
は
楽
観
視
せ
ず
、
強
硬
な
反
応
も

含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
え
な
が
ら
対
応
策
を
考
え
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

●
注

（

1）「
疑
米
論
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
欣
幸
、「

�小笠
原
欣
幸
の
視
線

�

総
統

選
に
も
影
響

必
至

！
米
国
は
台
湾
を
見

棄
て
る
と
い
う
対
米

不
信

「
疑
米

論
」
が

広
が
る

背
景
」
、
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
ン
ズ
」
二
〇
二
三
年

二
月
一
七
日
を
参
照
。

（

2）湯
之
上
隆
、
「
米
国
の
半
導
体
政
策
が
世
界
に
も
た
ら
す
影
響

厳

し
す
ぎ
る
対
中
規
制
は
台
湾
有
事
を
誘
発
す
る
」、「
東
亜
」
二
〇
二
三
年
二

月
号
を
参
照
。

（

3）杉
浦
康
之
、
『
中
国
安
全
保
障
レ
ポ
ー
ト
二
〇
二
二

統
合
作
戦

能
力
の
深
化
を
目
指
す
中
国
人
民
解
放
軍

』
、
防
衛

研
究

所
、
二
〇
二

一
年
、
第
二
章
を
参
照
。

（

4）『
中
国
安
全
保
障
レ
ポ
ー
ト
二
〇
二
一

新
時

代
に
お
け
る
中
国

の
軍
事
戦
略

』、
防
衛
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
、
五
九
頁
。
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（
5）「

�解説

�軍
民
融
合
」、『
令
和
元
年
版
防
衛
白
書
』、
日
経
印
刷
、

二
〇
一
九
年
、
八
一
ペ
ー
ジ
。

（

6）前
掲
『
中
国
安
全
保
障
レ
ポ
ー
ト
二
〇
二
一
』
六
二
ペ
ー
ジ
。

（

7）同
右
。

（

8）高
口
康
太
、
「
心
臓
を
貫
か
れ
た
中
国
と
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
」
、
「
Ｖ
ｏ
ｉ

ｃ
ｅ
」
二
〇
二
三
年
七
月
号
、
七
六
ペ
ー
ジ
。

（

9）湯
之
上
隆
、『
半
導
体
有
事
』、
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
三
年
、
一
一
七

～
一
一
八
頁
。

（

10）中
原
裕
美
子
、
「
台
湾
半
導
体
産
業
の
強
み
と
中
国
と
の
技
術
格
差

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
を
中
心
に
」、「
東
亜
」
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
号
、

一
八
ペ
ー
ジ
。

（

11）前
掲
『
半
導
体
有
事
』、
四
九
～
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（

12）国
務
院
新
聞
弁
公
室
、『
新
時
代
的
中
国
国
防
』、
二
〇
一
九
年
七
月

二
四
日
、「
前
言
」
参
照
。

（

13）前
掲
「
米
国
の
半
導
体
政
策
が
世
界
に
も
た
ら
す
影
響
」
、
二
ペ
ー

ジ
。（

14）同
右
、
三
ペ
ー
ジ
。

（

15）太
田
康
彦
、
『
二
〇
三
〇
半
導
体
の
地
政
学

戦
略
物
資
を
支
配
す

る
の
は
誰
か
』
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
一
一
一
、
一
一
五

ペ
ー
ジ
。
こ
れ
は
太
田
が
二
〇
二
一
年
八
月
二
七
日
に
華
為
日
本
法
人
代
表

取
締
役
会
長
の
王
剣
峰
へ
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

（

16）前
掲
『
半
導
体
有
事
』、
二
六
ペ
ー
ジ
。

（

17）同
右
、
三
二
～
三
四
ペ
ー
ジ
。

（

18）「
米
国
の
対
中
半
導
体
輸
出
規
制
強
化
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
中
国
は

侮
れ
な
い
が
、
最
先
端
半
導
体
は
『
勝
負
あ
っ
た
か
』
」
、
「
東
洋
経
済
オ
ン

ラ
イ
ン
」
二
〇
二
三
年
二
月
二
七
日
。

（

19）前
掲
『
半
導
体
有
事
』、
三
四
～
三
五
ペ
ー
ジ
。

（

20）台
湾
総
統
府
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
副
總
統
出
席
『
二
〇
二
三
半
導
體

世
紀
對
談

全
球
晶
片
戰
爭
與
臺
灣
的
關
鍵
實
力
』」、
二
〇
二
三
年
三
月

一
六
日
。

（

21）野
嶋
剛
、「『

�け
』
に
勝
っ
た
台
湾
の
半
世
紀
」、「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」

二
〇
二
三
年
七
月
号
、
八
七
ペ
ー
ジ
。

（

22）「
台
湾
・
安
全
保
障
ト
ッ
プ
『
海
峡
の
現
状
維
持
』
強
調
中
国
の
一

方
的
な
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
認
め
な
い
姿
勢
」、「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
ン
ズ
」

二
〇
二
三
年
六
月
八
日
。

（

23）「

�米イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官

�二
〇
二
七
年
だ
ろ
う
と
今
年
だ
ろ

う
と
、
台
湾
有
事
に
は
中
国
軍
と
『
戦
っ
て
勝
つ
』
」
、
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ

ィ
ー

ク
日
本
版
」
二
〇
二
三
年
四
月
二
〇
日
。

（

24）「
重
要
輸
入
品
の
対
米
依
存
度
」、『
昭
和
日
本
史
３
日
中
戦
争
』、

暁
教
育
図
書
株
式
会
社
、
一
九
七
七
年
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

（

25）池
井
優
、『
三
訂
日
本
外
交
史
概
説
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

一
九
九
二
年
、
三
ペ
ー
ジ
。

（

26）「
中
国
軍
初
の
強
襲
揚
陸
艦
が
就
役
上
陸
作
戦
力
が
大
幅
ア
ッ
プ
」、

「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」
二
〇
二
一
年
四
月
二
六
日
、「
中
国
二
隻
目
の
強
襲

揚
陸
艦
が
就
役
、
空
母
打
撃
群
で
指
揮
担
う
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
も
複
数
…
着
々

と
海
軍
増
強
」、「

読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
」
二
〇
二
二
年
四
月
二
二
日
。

（

27）森
本

敏
／

小
原

凡
司

編
著
、
『
台
湾
有
事
の

シ
ナ
リ
オ

日
本
の
安

全
保
障
を
検
証
す
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
二
年
、
八
八
ペ
ー
ジ
。

（

28）相
田

守
輝
、
「
中
国
人
民
解

放
軍
に

よ
る
台
湾
Ａ

Ｄ
Ｉ

Ｚ
進
入

①

こ
の
二
年

間
を
概

観
す
る

」
、
「

Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

コ
メ
ン
タ
リ
ー
」

第
二

四
六
号
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
七
日
。

（

29）飯
田

将
史
、
「

増
強
が

進
む
中
国
海
軍
陸
戦

隊
の
現
状
と

展
望
」
、

「
Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

コ
メ
ン
タ
リ
ー
」

第
二
三
八
号
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
七
日
。

将
来
的
に
は
一
〇
万
人
に
ま
で
増
強
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
飯
田
は
指
摘

し
て
い
る
。

（

30）Ia
n

E
a
sto

n
,
T
h
e

C
h
in
ese

In
va

sion
T
h
rea

t,
T
a
iw

a
n
・s
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D
efen
se
a
n
d
A
m
erica

n
S
tra
teg
y
in
A
sia
（
M
a
n
ch

ester,
U
K
,

2017）
p
.153.

（

31）米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）

が
二
〇
二
三
年
一
月
に
発
表
し
た
人
民
解
放
軍
の
台
湾
侵
攻
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
二
〇
二
六
年
に
侵
攻
が
勃
発
す
る
と
仮
定
し
て
、
米
軍
や
自
衛
隊

が
台
湾
有
事
に
関
与
し
な
い
場
合
、
人
民
解
放
軍
の
台
湾
上
陸
部
隊
は
最
大

で
一
六
万
五
〇
〇
〇
人
（
支
援
要
員
を
含
む
）
と
な
り
、
七
〇
日
間
に
及
ぶ

戦
闘
の
末
に
台
湾
全
土
を
占
領
で
き
る
と
し
て
い
る
（
M
a
rk

F
.C

a
n
cia

n
,

M
a
tth

ew
C
a
n
cia

n
,
E
ric

H
eg

in
b
o
th

a
m
,
T
h
e
F
irst
B
a
ttle
of
th
e

N
ext
W
a
r:
W
a
rg
a
m
in
g
a
C
h
in
ese
In
va
sion

of
T
a
iw
a
n
,
C
S
IS
,Ja

n
.

202
3.

p
.97）。

（

32）Ib
id
.,
p
p
.107

�108.

（

33）台
湾
に
お
け
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
工
場
は
台
南
、
台
中
、
苗
栗
、
新
竹
、

桃
園
に
計
一
五
稼
働
し
て
い
る
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
フ
ァ
ブ
一
覧
」

参
照
）。

（

34）前
掲
『
半
導
体
有
事
』、
七
九
～
八
〇
ペ
ー
ジ
。

（

35）同
右
、
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

（

36）前
掲
「
台
湾
半
導
体
産
業
の
強
み
と
中
国
と
の
技
術
格
差
」
、
二
三

ペ
ー
ジ
。

（

37）「
米
大
手
の
半
導
体
、
調
達
禁
止

マ
イ
ク
ロ
ン

中
国
、
輸
出
規

制
に
対
抗
か
」、「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」
二
〇
二
三
年
五
月
二
三
日
。

（

38）「
米
政
権
、
韓
台
企
業
へ
の
免
除
延
長

対
中
半
導
体
輸
出
規
制
で

報
道
」、「
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
二
三
年
六
月
一
三
日
。

（

39）野
嶋
剛
、
「
半
導
体
地
政
学
の
強
風
の
な
か
、
独
自
の
勝
利
戦
略
を

目
指
す
台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
選
択
」、「
東
亜
」
二
〇
二
三
年
二
月
号
、
一
二
ペ
ー

ジ
。（

40）「
台
積
電
劉
德
音
指
中
國
武
力
犯
台
將
各
方
皆
輸
Ｃ
Ｎ
Ｎ
專
訪
全
文

一
次
看
」、「
中
央
通
訊
社
」
二
〇
二
二
年
八
月
二
日
。

米国の対中半導体規制と台湾有事65

『
海
外
事
情
』
五
・
六
月
号
の
紹
介

巻
頭
言
／
海
外
事
情
研
究
所
の
所
長
就
任
に
あ
た
っ
て

佐
藤
丙
午

刮
目
レ
ポ
ー
ト
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
関
係
正
常
化
の
背
景
野
村
明
史

特
集
＝
世
界
の
教
育
現
場
が
抱
え
る
問
題
と
変
化

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
日
本
の
教
育
で
は
社

会
を

変
え

ら
れ
る
と
い
う
自
信
は

育
た
な
い

た
か
ま
つ
な
な

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
政
策
的
示
唆

畠
山
勝
太

戦
時
下
ロ
シ
ア
の
歪
ん
だ
愛
国
教
育

名
越
健
郎

「
双
減
政
策
」
と
中
国
教
育
政
策
の
深
層

杜
進

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子
教
育
と
そ
の
展
望

髙
橋
博
史

移
民
教
育
政
策
に
揺
れ
る
フ
ラ
ン
ス

高
橋
雅
英

マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
教
育
事
情
比
較

渡
部

幹
＊

私
の
一
枚
戦
国
期
関
東
の
防
衛
線

遠
藤
哲
也

＊
台
湾
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／

セ
ン
タ
ー
長
就
任
に
あ
た
っ
て
佐
藤
丙
午

＊
日
本
海
の
向
こ
う
岸
／

�戒
艦
「
天
安
」
撃
沈
と

北
朝
鮮
の
内
部
事
情

荒
木
和
博

東
南
ア
ジ
ア
の
明
日
／
東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
者

吉
野
文
雄

政
治
家
ム
ハ
ン
マ
ド
７
／
戦
い
の
始
ま
り

野
村
明
史

Do☆
危
機
管
理
／

山
野
で
の

危
機
管
理

獣
害
問
題

遠
藤
哲
也

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
注
文
は
、
拓
殖
大
学
研
究
支
援
課

（
〇
三
―
三
九
四
七
―
七
五
九
七
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



１

�は
じ
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
可
能
社
会
実
現
に
向
け
、
核
融
合
発
電
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
核
融
合
発
電
を
め
ざ
し

た
研
究
開
発
は
、
国
家
レ
ベ
ル
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
が
、
昨
今
は
、
早
期

の
核
融
合
発
電
の
商
用
化
を
め
ざ
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
核
融
合
研
究
開
発
が
活
発
化
し
て
い
る
。

今
回
、
核
融
合
の
原
理
や
核
融
合
発
電
の
仕
組
み
か
ら
、
核
融
合

炉
研
究
開
発
の
現
状
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
隣
国
中
国
に
お
け

る
核
融
合
発
電
に
向
け
た
取
り
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

２

�核
融
合
と
は

２
・
１

核
融
合
反
応
と
は

核
融
合
反
応
と
は
、
高
速
で
進
む
原
子
核
同
士
が
衝
突
・
融
合

し
、
元
々
あ
っ
た
原
子
核
と
は
異
な
る
原
子
核
が
出
来
る
反
応
の

こ
と
で
あ
る
。
核
融
合
反
応
の
最
大
の
特
徴
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
普
段
か
ら
核
融
合
反
応

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
核
融
合
は
、
太
陽
が
生
み
出
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
で
あ
る
。
太
陽
は
ほ
と
ん
ど
が
水
素
で
で
き
た
ガ
ス
の

球
で
あ
り
、
そ
の
中
心
部
で
水
素
原
子
核
同
士
が
融
合
す
る
核
融

合
反
応
が
起
き
て
い
る
。
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特
集
＝
中
国
の
実
力
を
解
剖
す
る

平
野
直
樹
・

�川
直
子

（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
自
然
科
学
研
究
機
構
核
融
合
科
学
研
究
所
）

核
融
合
発
電
に
向
け
た
研
究
開
発
動
向

中
国
に
お
け
る
核
融
合
研
究
事
情
も
含
め
て



太
陽
が
誕
生
し
た
の
は

四
六
億
年
前
だ
が
、
今
も

約
一
・
五
億
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
先
の
地
球
を
照
ら
し
続

け
て
い
る
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
長
い
時
間
に
わ

た
っ
て
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
し
続
け
る
太
陽

で
起
き
て
い
る
現
象
を
、

人
類
の
手
で
生
み
出
し
制

御
す
る
こ
と
で
、
発
電
等

に
使
用
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
の
が
、
核
融
合
の
研
究
開
発
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
地
上
に

太
陽
を
つ
く
る
」
研
究
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
第
一
世
代
の
核
融
合
プ
ラ
ン
ト
で
は
、

水
素
の
同
位
体
で
あ
る
重
水
素
と
三
重
水
素
（
ト
リ
チ
ウ
ム
）
を
燃

料
と
す
る
。
図
１
に
重
水
素
と
三
重
水
素
の
核
融
合
反
応
（
Ｄ
Ｔ

反
応
）
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

重
水
素
は
水
素
の
内
の
〇
・
〇
一
五
％
の
割
合
で
自
然
界
に
存

在
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
海
水
に
含
ま
れ
る
リ
チ
ウ
ム
を
使
い
核
融

合
炉
の
中
で
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
三
リ
ッ
ト
ル
の
海

水
と
〇
・
三
グ
ラ
ム
の
リ
チ
ウ
ム
か
ら
、
日
本
の
一
人
当
た
り
の

年
間
電
気
使
用
量
を
発
電
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

２
・
２
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
点

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、「
資
源
が
海
水
中
に
豊
富
に
あ
る
」、

「
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
」
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
磁
場
閉
じ
込
め
に
よ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
開
発
は
、
軍
事
用
技
術
と
原
理
が
異
な
る
た
め
、
安
全
保

障
上
の
制
約
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
東
西

冷
戦
下
の
一
九
八
五
年
に
行
わ
れ
た
米
ソ
首
脳
（
レ
ー
ガ
ン

�ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
）
会
談
に
お
い
て
、
平
和
目
的
の
た
め
の
核
融
合
研
究

を
国
際
協
力
の
も
と
で
行
う
こ
と
が
提
唱
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
イ
ー

タ
ー
）
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

２
・
３
核
融
合
反
応
を
起
こ
す
プ
ラ
ズ
マ

核
融
合
発
電
炉
で
は
、
一
億
℃
以
上
の
温
度
で
重
水
素
と
ト
リ

チ
ウ
ム
の
間
で
起
こ
る
核
融
合
反
応
を
用
い
る
。
す
べ
て
の
物
質

は
、
数
千
℃
以
上
に
な
る
と
電
子
と
イ
オ
ン
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
飛
び
交
う
状
態
「
プ
ラ
ズ
マ
」
に
な
る
（
図
２
）。
プ
ラ
ズ
マ
は

核融合発電に向けた研究開発動向67

図1 重水素と三重水素の核融合反応イメージ

提供：核融合科学研究所



身
近
な
と
こ
ろ
に
も
た
く
さ
ん
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
蛍
光
灯
は
内

部
の
水
銀
の
蒸
気
が
放
電
に
よ
っ

て
プ
ラ
ズ
マ
に
な
り
、
プ
ラ
ズ
マ

か
ら
出
る
紫
外
線
が
間
の
内
壁
に

塗
ら
れ
た
蛍
光
物
質
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
で
発
光
す
る
。
オ
ー
ロ
ラ
も

プ
ラ
ズ
マ
の
発
光
で
あ
る
。

２
・
４

高
温
と
磁
場
が
必
要

今
考
え
ら
れ
て
い
る
核
融
合
反

応
は
、
重
水
素
イ
オ
ン
と
ト
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
が
融
合
す
る
反
応
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
イ
オ
ン
は
プ
ラ

ス
の
電
気
を
持
っ
て
い
る
た
め
プ

ラ
ス
の
電
気
同
士
の
間
に
働
く
反

発
力
に
打
ち
勝
っ
て
イ
オ
ン
同
士

を
融
合
す
る
距
離
ま
で
近
づ
け
る

必
要
が
あ
る
。
電
気
の
反
発
力
に

打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
一
億
℃
以

上
の
高
温
が
必
要
と
な
る
。

核
融
合
反
応
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
プ
ラ
ズ
マ
真
空
容
器
の
中
で
磁

力
線
が
空
間
的
に
浮
か
ん
だ
状
態
と

し
、
真
空
容
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
金
属
材
料
か
ら
こ
の
磁
力
線
が

離
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

核
融
合
反
応
が
起
こ
っ
て
い
る
太
陽

で
は
、
自
ら
の
巨
大
な
重
力
で
プ
ラ

ズ
マ
を
引
き
留
め
て
い
る
。
地
球
上

で
は
強
い
重
力
が
働
か
な
い
た
め
、

プ
ラ
ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
た
め
に
磁

力
を
用
い
る
。
プ
ラ
ズ
マ
中
の
電
子

や
イ
オ
ン
は
磁
力
線
に
巻
き
付
き
な

が
ら
進
む
と
い
う
性
質
が
あ
る
（

図

３
）。
こ
れ
は
、
電
気
を
帯
び
た
粒

子
が
磁
力
中
を
動
く
と
き
、
ロ
ー
レ

ン
ツ
力
と
呼
ば
れ
る
力
を
受
け
る
た

め
に
進
行
方
向
が
曲
げ
ら
れ
る
こ
と

で
起
き
る
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て

プ
ラ
ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
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図2 物質の様々な状態 提供：核融合科学研究所

図3 磁力線に巻き付く荷電粒子（電子やイオン）

提供：核融合科学研究所



３
�核

融
合
発
電

３
・
１
核
融
合
発
電
の
概
要

核
融
合
反
応
で
発
生
し
た
高
速
の
中
性
子
が
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
の
結
果
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
高

温
と
な
る
。
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
内
部
に
は
冷
却
す
る
媒
体
が
あ
り
、

こ
の
媒
体
に
よ
り
熱
が
運
ば
れ
、
別
系
統
の
水
と
熱
交
換
す
る
こ

と
で
水
蒸
気
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
水
蒸
気
の
流
れ
で
タ
ー
ビ
ン
を

回
す
こ
と
で
、
既
存
の
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
と
同
様
に
発
電

を
行
う
。
最
近
で
は
、
核
融
合
反
応
で
得
ら
れ
る
高
熱
を
、
発
電

だ
け
で
な
く
水
素
製
造
に
も
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る （
１
）。

図
４
に
は
、
発
電
と
水
素
製
造
の
両
方
を
可
能
と
し
た
核
融
合
プ

ラ
ン
ト
複
合
施
設
の
概
略
図
を
示
す
。

３
・
２
取
り
組
ま
れ
て
い
る
主
な
プ
ラ
ズ
マ
閉
じ
込
め
方
法

磁
場
閉
じ
込
め
の
代
表
例
と
し
て
、
ト
カ
マ
ク
方
式
、
ヘ
リ
カ

ル
方
式
、
ま
た
、
慣
性
閉
じ
込
め
の
代
表
例
と
し
て
、
レ
ー
ザ
ー

方
式
の
三
つ
を
紹
介
す
る
。
図
５
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
の
概
略
図

と
特
長
を
ま
と
め
て
示
す
。

�ト
カ
マ
ク
方
式
（
磁
場
の
か
ご
＋
プ
ラ
ズ
マ
に
電
流
を
流
し
閉
じ
込

め
る
）

フ
ラ
ン
ス
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉

（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
や
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
那
珂
核
融
合
研
究

核融合発電に向けた研究開発動向69

図4 発電と水素製造の両方を可能とした核融合プラント複合

施設概略図（1）



所
に
あ
る
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
方
式
で
あ
る
。

ト
カ
マ
ク
方
式
で
は
、
円
形
の
コ
イ
ル
を
ト
ー
ラ
ス
方
向
に
並
べ
、

こ
の
ト
ロ
イ
ダ
ル
磁
場
（
Ｔ
Ｆ
）
コ
イ
ル
の
中
に
ド
ー
ナ
ツ
状
の

磁
場
を
発
生
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
ド
ー
ナ
ツ
の
中
心
に
あ
る
セ
ン

タ
ー
・
ソ
レ
ノ
イ
ド
（
Ｃ
Ｓ
）
コ
イ
ル
で
プ
ラ
ズ
マ
に
誘
導
電
流

を
流
し
、
誘
導
電
流
に
よ
り
ド
ー
ナ
ツ
の
断
面
を
回
る
よ
う
な
磁

場
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
磁
場
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
り

ね
じ
れ
た
磁
力
線
を
形
成
し
、
プ
ラ
ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
。

�ヘ
リ
カ
ル
方
式

（
外
部
磁
場
コ
イ
ル
だ
け
で
閉
じ
込
め
る
）

核
融
合
科
学
研
究
所
に
あ
る
大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）

等
で
採
用
さ
れ
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
ト
カ
マ
ク
方
式
と
同
様
に
、

ド
ー
ナ
ツ
状
の
ね
じ
れ
た
磁
場
で
プ
ラ
ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
が
、

磁
場
を
作
る
た
め
に
、
ヘ
リ
カ
ル
コ
イ
ル
と
い
う
ね
じ
れ
た
コ
イ

ル
を
使
用
す
る
。
複
雑
な
形
状
の
コ
イ
ル
で
あ
る
た
め
製
作
の
難

易
度
が
高
い
一
方
、
運
転
時
に
は
プ
ラ
ズ
マ
電
流
を
流
す
必
要
が

な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ト
カ
マ
ク
方
式
と
比
べ
る
と
、
長
時

間
の
運
転
が
得
意
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
性
能
に

課
題
が
あ
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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図5 主なプラズマ閉じ込め方式

出典：文部科学省HP「核融合研究」https://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/ITER/019.htm



�レ
ー
ザ
ー
方
式
（
強
力
な
レ
ー
ザ
ー
で
瞬
間
的
に
反
応
を
起
こ
す
）

大
阪
大
学
レ
ー
ザ
ー
科
学
研
究
所
に
あ
る
激
光

�号
等
で
実
験

さ
れ
て
い
る
。
強
力
な
レ
ー
ザ
ー
を
、
燃
料
を
封
じ
込
め
た
ペ
レ
ッ

ト
に
照
射
し
、
爆
縮
を
起
こ
し
て
核
融
合
反
応
を
発
生
さ
せ
る
。

爆
縮
と
は
、
極
め
て
強
力
な
レ
ー
ザ
ー
を
一
〇
億
分
の
一
秒
程
度

と
い
う
ご
く
瞬
間
的
に
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
に
当
て
、
表
面
を
爆
発
的

に
蒸
発
さ
せ
、
そ
の
爆
発
的
な
圧
力
で
ペ
レ
ッ
ト
に
封
じ
ら
れ
た

燃
料
を
瞬
時
に
圧
縮
さ
せ
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
の
圧
縮
さ

れ
た
燃
料
が
レ
ー
ザ
ー
に
よ
り
瞬
時
に
加
熱
さ
れ
る
こ
と
で
、
超

高
温
、
超
高
圧
と
な
り
、
核
融
合
反
応
が
起
こ
る
。

３
・
３
核
融
合
発
電
の
研
究
開
発
段
階

核
融
合
発
電
の
実
現
に
向
け
て
は
、
研
究
開
発
の
段
階
を
大
き

く
三
段
階
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
た
研
究
開
発
を

実
施
し
て
い
る
（
図
６
）。

第
一
段
階
は
科
学
的
実
現
性
の
確
立
を
め
ざ
す
段
階
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
核
融
合
プ
ラ
ズ
マ
生
成
に
必
要
な
外
部
加
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
よ
り
、
そ
の
プ
ラ
ズ
マ
で
実
際
に
核
融
合
反
応
（
Ｄ
Ｔ
反

応
）
が
起
き
た
と
き
に
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
な
る
状
態

（
「
臨
界
プ
ラ
ズ
マ
条
件
」
と
い
う
。
）
の
達
成
が
課
題
で
あ
る
。
近
年

で
は
二
〇
二
二
年
に
ア
メ
リ
カ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
リ
バ
モ
ア
研
究
所
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図6 核融合発電の実現に向けた研究開発段階

出典：文部科学省 HP「核融合研究」https://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/ITER/019.htm



で
、
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
装
置
に
よ
り
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
得
が
一

以
上
を
達
成
し
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
ト
カ
マ
ク
装
置

で
も
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
お
よ
び
Ｊ
Ｔ
―
６
０
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
得
一
に
近

い
値
を
す
で
に
達
成
し
て
い
る
。

第
二
段
階
は
科
学
的
・
技
術
的
実
現
性
の
確
立
を
め
ざ
す
段
階

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
外
部
加
熱
を
止
め
て
も
核
融
合
反
応
が

持
続
す
る
状
態
（
「
自
己
点
火
条
件
」
と
い
う
。
）
の
達
成
と
核
融
合
プ

ラ
ズ
マ
の
長
時
間
維
持
に
道
筋
を
付
け
る
こ
と
を
は
じ
め
、
核
融

合
実
験
炉
の
建
設
を
通
し
た
炉
工
学
技
術
の
発
展
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
核
融
合
中
性
子
に
耐
え
う
る
材
料
の
開
発
、
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
熱
を
取
り
出
す
技
術
等
、
多
く
の
達
成
す
べ
き
課

題
が
あ
る
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
段
階
が
こ
の
段
階
と
な
る
。

第
三
段
階
は
技
術
的
実
証
・
経
済
的
実
現
性
の
確
立
を
め
ざ
す

段
階
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
実
際
に
発
電
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
経
済
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て
必
要
な
課
題
に
取
り
組
む
。
そ

の
た
め
に
、
核
融
合
原
型
炉
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
の
建
設
、
運
転
等
を
行
う

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
段
階
を
経
て
、
実
用
段
階

で
あ
る
商
用
炉
を
め
ざ
し
て
い
る
。

４

�研
究
開
発
動
向

科
学
的
・
技
術
的
実
現
性
の
確
立
を
め
ざ
す
現
在
、
日
欧
米
露

中
韓
印
は
国
際
条
約
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
協
定
を
締
約
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
欧
は
同
じ
く
国
際
条
約
で

あ
る
、
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｂ
Ａ
（
ビ
ー
エ
ー
））
協
定
を
締
結
し

て
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。
日
本
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
お
け

る
準
ホ
ス
ト
国
、
Ｂ
Ａ
活
動
の
ホ
ス
ト
国
と
し
て
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
、
Ｂ
Ａ
活
動
と
も
に
サ
イ
ト

で
の
建
設
や
機
器
の
製
作
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、
技

術
の
多
様
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
ヘ
リ
カ
ル
方
式
・
レ
ー
ザ
ー

方
式
や
革
新
的
概
念
の
研
究
を
並
行
し
て
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

最
近
は
核
融
合
発
電
の
早
期
実
用
化
を
め
ざ
し
、
欧
米
や
日
本
で

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
立
ち
上
が
り
、
研
究
開
発
が
活
況
を
呈
し
て

い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
開
発
状
況
を
紹
介
す
る
。

４
・
１
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
環
境
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
、
国
際
約
束
に

基
づ
き
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
・
運
転
を
通
じ
て
、
核
融
合
エ
ネ
ル
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ギ
ー
の
科
学
的
・
技
術
的
実
現
可
能
性
の
確
立
を
め
ざ
す
計
画
が

進
行
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
参
加
し
て
い
る
国
や
地
域
は
、
日

本
、
欧
州
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
で
あ
る
。

実
験
炉
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
サ
ン
・
ポ
ー
ル
・
レ
・
デ
ュ
ラ
ン

ス
市
（
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
）
に
て
建
設
中
で
あ
り
、
数
年
後
の
初
期
運

転
を
経
て
本
格
的
な
核
融
合
運
転
を
二
〇
三
五
年
で
計
画
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
で
は
、
入
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
〇
倍
以
上
の

出
力
が
得
ら
れ
る
状
態
を
長
時
間
（
三
〇
〇
～
五
〇
〇
秒
間
）
維
持

す
る
こ
と
と
、
超
伝
導
コ
イ
ル
（
磁
場
生
成
装
置
）
や
ト
リ
チ
ウ
ム

増
殖
装
置
試
験
な
ど
の
核
融
合
工
学
技
術
を
実
証
す
る
こ
と
が
技

術
目
標
で
あ
り
、
核
融
合
発
電
の
実
証
ま
で
は
行
わ
な
い
。
主
要

な
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
は
、
熱
出
力

�五
〇
万
ｋ
Ｗ
、
入
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
出
力
の
割
合

�一
〇
以
上
、
プ
ラ
ズ
マ
体
積

�

約
八
四
〇

�で
あ
る
。
図
７
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
完
成
予
想
図
を
示
す
。

４
・
２

Ｂ
Ａ
活
動

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
幅
広
い
取
り
組
み

と
し
て
、
以
下
の
三
つ
の
事
業
が
日
本
と
欧
州
の
共
同
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
日
本
の
実
施
機
関
は
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

で
あ
る
。

・
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業
（
青
森
県
六
ヶ
所

村
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
事
業
へ
貢
献
す
る
こ
と
、
及
び
将
来
の
核
融
合
原
型

炉
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
）
の
早
期
の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
Ｄ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
設
計
研
究
開
発
調
整
や
核
融
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実

施
す
る
。

・
核
融
合
中
性
子
源
用
原
型
加
速
器
の
建
設
と
実
証
（
青
森
県
六
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図7 ITERの完成予想図

出典：文部科学省HP「ITER計画・幅広いアプローチ活動

の概要」https://www.mext.go.jp/content/20220112-

mext_kaisen-000019860_1.pdf



ヶ
所
村
）

核
融
合
原
型
炉
に
必
要
な
高
強
度
材
料
の
開
発
を
行
う
施
設
の

設
計
・
建
設
に
係
る
知
見
を
獲
得
す
る
た
め
、
主
要
機
器
と
な
る

高
性
能
加
速
器
の
製
作
プ
ロ
セ
ス
開
発
や
性
能
実
証
を
実
施
す
る
。

・
先
進
超
伝
導
ト
カ
マ
ク
装
置
（
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
）
の
建
設
と
利

用
（

�城
県
那
珂
市
）

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
は
で
き
な
い
高
圧
力
（
高
ベ
ー
タ
）
プ
ラ
ズ
マ
実

験
を
実
施
し
、
核
融
合
原
型
炉
に
求
め
ら
れ
る
安
全
性
・
信
頼
性
・

経
済
性
の
デ
ー
タ
を
獲
得
す
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
先
立
ち
様
々

な
予
備
的
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
運
転
開
始
や
技
術
目

標
達
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
臨
界
プ
ラ
ズ
マ
試
験
装
置

Ｊ
Ｔ
―
６
０
を
超
伝
導
化
し
、
先
進
超
伝
導
ト
カ
マ
ク
装
置
Ｊ
Ｔ
―

６
０
Ｓ
Ａ
が
建
設
さ
れ
た
。
主
要
機
器
の
据
付
を
高
精
度
で
完
了

し
、
そ
の
実
績
を
も
っ
て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
組
立
期
間
の
短
縮
に
貢
献

す
る
等
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
支
援
す
る
と
い
う
目
的
を
着
実
に
達
成
し

て
い
る
。
図
８
に
組
み
立
て
が
完
了
し
た
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
の
外

観
写
真
を
示
す
。

４
・
３

学
術
研
究

�ヘ
リ
カ
ル
方
式

岐
阜
県
土
岐
市
に
あ
る
核
融
合
科
学
研
究
所
に
お
い
て
、
プ
ラ

ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
た
め
に
必
要
な
磁
場
の
配
位
を
一
対
の
ら
せ

ん
型
の
超
伝
導
コ
イ
ル
（
ヘ
リ
カ
ル
型
）
で
形
成
し
た
大
型
ヘ
リ
カ

ル
装
置
（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）
を
用
い
て
、
高
温
・
高
密
度
プ
ラ
ズ
マ
の
閉

じ
込
め
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ズ
マ
中
を
流
れ
る
電
流
を

必
要
と
し
な
い
ね
じ
れ
た
プ
ラ
ズ
マ
を
用
い
て
、
核
融
合
炉
設
計

に
つ
な
が
る
プ
ラ
ズ
マ
性
能
向
上
法
と
、
ト
カ
マ
ク
型
も
含
め
た
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図8 JT�60SAの外観写真

出典：文部科学省HP「ITER計画・幅広いアプローチ活動

の概要」https://www.mext.go.jp/content/20220112-

mext_kaisen-000019860_1.pdf



環
状
プ
ラ
ズ
マ
に
共

通
す
る
物
理
の
理
解

を
め
ざ
し
た
学
術
研

究
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
Ｌ
Ｈ
Ｄ
は
、
超

伝
導
コ
イ
ル
を
用
い

た
装
置
本
体
、
各
種

プ
ラ
ズ
マ
加
熱
装
置
、

プ
ラ
ズ
マ
の
温
度
や

密
度
等
を
測
定
す
る

各
種
計
測
器
、
冷
却

設
備
、
直
流
電
源
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
図
９
に
Ｌ
Ｈ
Ｄ

の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ

と
、
装
置
全
体
の
写

真
を
示
す
。

Ｌ
Ｈ
Ｄ
は
、
一
九

九
八
年
三
月
三
一
日

の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ

ズ
マ
点
火
か
ら
約
二

〇
年
間
の
軽
水
素
プ
ラ
ズ
マ
実
験
、
お
よ
び
そ
の
後
の
重
水
素
プ

ラ
ズ
マ
実
験
か
ら
、
イ
オ
ン
温
度
一
億
二
〇
〇
〇
℃
の
達
成
や
、

プ
ラ
ズ
マ
持
続
時
間
五
四
分
を
成
功
す
る
な
ど
、
多
く
の
プ
ラ
ズ

マ
パ
ラ
メ
ー
タ
を
達
成
す
る
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

研
究
成
果
は
、

h
ttp

s:/
/
w
w
w
-L
H
D
.n
ifs.a

c.jp
/
p
u
b
/
S
ci

en
ce.h

tm
l
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

�レ
ー
ザ
ー
方
式

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
発
電
で
は
、
ま
ず
炉
の
中
心
に
直
径
五
㎜
の

球
状
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
を
打
ち
込
み
、
こ
れ
を
数
百
万
ジ
ュ
ー
ル
の

高
出
力
レ
ー
ザ
ー
パ
ル
ス
で
照
射
す
る
。
レ
ー
ザ
ー
照
射
を
受
け

た
燃
料
の
外
側
は
高
温
と
な
り
数
千
万
気
圧
も
の
圧
力
が
発
生
す

る
の
で
、
球
状
の
燃
料
は
そ
の
中
心
に
向
か
っ
て
圧
縮
さ
れ
る
こ

と
で
瞬
間
的
に
核
融
合
反
応
を
起
こ
さ
せ
る
。
こ
れ
を
１
秒
間
に

数
回
の
割
合
で
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
連
続
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
発
生
す
る
。
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
に
重
水
素
と
ト
リ
チ
ウ
ム
を
使
用

し
た
場
合
に
は
、
前
述
の
磁
場
閉
じ
込
め
方
式
と
同
様
に
高
速
中

性
子
が
発
生
し
、
こ
れ
が
材
料
へ
照
射
さ
れ
熱
が
生
じ
る
。
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
へ
導
く
こ
と
に
よ
り
数
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

発
電
を
行
う
。
大
阪
大
学
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
出

力
一
〇
キ
ロ
ジ
ュ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
レ
ー
ザ
ー
「
激
光

�号
」
に
よ
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図9 LHDの主なパラメータと装置外観写真

提供：核融合科学研究所

装置パラメータ

装置本体の外径 13.5m

装置本体の高さ 9.1m

装置本体の総重量 約1,500t

大半径 3.9m

小半径 0.6m

プラズマ堆積 30m3

磁場強度 3テスラ

総加熱電力 3万6,000kW



り
、
燃
料
温
度
一
億
度
、
燃
料
密
度
一
二
〇
ｇ
／
㏄
（
液
体
水
素

の
六
〇
〇
倍
の
密
度
）
の
圧
縮
が
世
界
に
先
駆
け
実
現
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
米
国
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
出
力
一
・
八
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

の
レ
ー
ザ
ー
装
置
を
建
設
し
て
、
核
融
合
点
火
・
燃
焼
を
実
証
し

よ
う
と
す
る
計
画
（
米

�国
立
点
火
施
設
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
、
仏

�レ
ー
ザ
ー

メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
（
Ｌ
Ｍ
Ｊ
）
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
一

二
月
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
で
行
わ
れ
た
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
実
験
で
、
投
入

し
た
分
よ
り
も
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力
を
得
る
「
核
融
合
点
火
」

に
成
功
し
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
国
家

核
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
か
ら
正
式
に
発
表 （
２
）さ
れ
、
科
学
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
達
成
し

た
歴
史
的
で
初
め
て
の
成
果
と
し
て
、
情
報
が
世
界
を
駆
け
巡
っ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
照
射
レ
ー
ザ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
合
計

二
・
〇
五
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
を
超
え
た
時
、
核
融
合
反
応
の
し
き
い

値
を
超
え
、
三
・
一
五
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
の
出
力
が
確
認
で
き
た
と

の
発
表
で
、
国
防
と
ク
リ
ー
ン
な
電
力
の
進
歩
に
道
を
開
く
、
数

十
年
来
の
重
要
な
科
学
的
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。

４
・
４

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
核
融
合
炉
研
究
開
発
は
、
い
ず
れ
も

マ
イ
ナ
ス
二
六
九
℃
の
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
を
用
い
て
冷
却
す
る
こ
と

が
前
提
の
金
属
系
超
伝
導
体
を
用
い
た
コ
イ
ル
で
の
計
画
で
あ
る
。

一
方
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
に
世
界
で
高
温
超
伝
導
導
体
を
用
い

た
核
融
合
炉
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
設
計
が
い
ろ
い
ろ
と
出
て
き
て
い
る （
３
）。

髙
温
超
伝
導
コ
イ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、
高
磁
場
化
や
液
体
ヘ
リ

ウ
ム
に
頼
ら
な
い
温
度
で
の
運
転
が
で
き
、
よ
り
安
定
し
た
運
転

が
可
能
と
な
る
。
昨
今
で
は
、
こ
の
高
温
超
伝
導
コ
イ
ル
を
用
い

た
核
融
合
炉
の
早
期
実
用
化
を
め
ざ
し
、
欧
米
や
日
本
で
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
研
究
開
発
を
始
め
て
お
り
、
核
融
合
研
究
開
発
分
野
を
牽

引
す
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
直
近
六
年
で
二
一
社
、
累
計
三

三
社
に
も
上
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
米
国
を
中
心
に
設
立
さ
れ
て

い
る （
４
）。

代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
（
Ｍ
Ｉ

Ｔ
）
で
は
、
ト

ロ
イ

ダ
ル
中
心
磁
場

強
度
九
・
二

Ｔ
、

コ
イ
ル
経
験
磁
場
を
二
三
Ｔ
ま
で
上
げ
る
Ａ
Ｒ
Ｃ
設
計
が
あ
る （
５
）。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
世
界
最
大
の
ト
カ
マ
ク
装
置

Ｊ
Ｅ
Ｔ
と
同
サ
イ
ズ
の
ト
ー
ラ
ス
大
半
径
三
・
三
ｍ
に
お
い
て
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
と
同
じ
五
〇
〇
Ｍ
Ｗ
級
の
核
融
合
出
力
を
出
す
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
核
融
合
発
電
の
早
期
実
証
を
め
ざ
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ

Ｔ
で
は
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
実
現
を
最
終
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
つ
つ
、
そ
の

前
段
階
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
計
画
を
立
ち
上
げ
、
民
間
フ
ァ
ン
ド

を
導
入
し
て

Ｃ
Ｆ
Ｓ
社
（
C
o
m
m
o
n
w
ea

lth
F
u
sio

n
S
y
stem

s）
を
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設
立
し
、
核
融
合
出
力
一
〇
〇
Ｍ
Ｗ
級
の
炉
を
早
期
に
建
設
す
る

挑
戦
的
な
計
画
を
立
て
て
い
る
。
す
で
に
、
高
温
超
伝
導
線
材
を

用
い
た
コ
イ
ル
を
試
作
し
、
二
〇
Ｋ
で
二
〇
Ｔ
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
類
似
す
る
発
想
と
し
て
、

英
国
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

T
o
k
a
m
a
k
E
n
erg

y
社
に
お
い
て
球

状
ト
カ
マ
ク
炉
が
設
計
さ
れ
て
い
る （
６
）。
こ
ち
ら
も
コ
イ
ル
の
最
大

経
験
磁
場
は
二
三
Ｔ
と
高
く
、
小
型
装
置
に
よ
る
小
型
出
力
な
が

ら
核
融
合
発
電
の
早
期
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、
ト
カ
マ
ク
方
式
で
な
く
、
す
で
に
確
立
さ
れ
た
技
術
を

用
い
た
核
融
合
炉
を
設
計
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
付
加
し
て
科

学
的
実
証
と
工
学
的
実
証
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
二
〇
三
〇
年
代
の

商
業
化
を
計
画
し
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
あ
る
。
一
例
と
し

て
、
中
性
子
の
発
生
が
な
い
ビ
ー
ム
駆
動
方
式
の

p
�11B

核
融
合

を
計
画
し
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｅ
社
（
T
ri-A

lp
h
a
E
n
erg

y
T
ech

n
o
lo
g
ies
（
５
））

や
、
未
臨
界
パ
ル
ス
炉
計
画
の

H
elio

n
社
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
欧
米
核
融
合
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
は
、
近
年
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
に
よ
る
数
千
億
円
も
の
巨
額
な
投

資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
売
り
上
げ
の
な
い
核
融
合
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
対
し
て
巨
額
な
投
資
が
民
間
Ｖ
Ｃ
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
は
異
例

で
あ
る
が
、
数
百
兆
円
の
巨
大
安
定
的
な
世
界
電
力
市
場
が
見
込

ま
れ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
貢
献
す
る
新
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
上
場

に
は
経
済
価
値
が
付
き
、
そ
の
上
場
経
済
価
値
を
評
価
し
、
現
在

価
値
が
安
く
、
多
く
の
株
式
保
有
シ
ェ
ア
を
得
ら
れ
れ
ば
、
投
資

に
値
す
る
と
の
分
析
も
行
わ
れ
て
い
る （
７
）。

５

�中
国
に
お
け
る
核
融
合
研
究

５
・
１

中
国
の
磁
場
閉
じ
込
め
核
融
合
研
究
の
取
り
組
み

本
章
で
は
、
磁
場
閉
じ
込
め
核
融
合
研
究
に
関
す
る
中
国
の
動

向
に
つ
い
て
述
べ
る
。

中
国
で
は
、
安

�省
合
肥
市
に
あ
る
中
国
科
学
院
等
離
子
体
物

理
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
が
中
心
と
な
り
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
研
究
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。
同
研
究
所
は
ト
カ
マ
ク
方
式
に
よ
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
平
和
利
用
を
目
的
と
し
て
一
九
七
八
年
九
月
に
設
立
さ
れ
、
主

な
研
究
分
野
は
、
高
温
プ
ラ
ズ
マ
物
理
学
、
磁
気
閉
じ
込
め
核
融

合
工
学
等
で
あ
る
。
そ
の
他
、
四
川
省
成
都
市
に
あ
る
西
南
物
理

研
究
院
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
）、

湖
北
省
武
漢
市
の
華
中
科
技
大
学
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ

Ｔ
）
に
そ
れ

ぞ
れ
磁
場
閉
じ
込
め
核
融
合
実
験
装
置
が
あ
る
。
加

え
て
、
清
華
大
学
、
北
京
大
学
、
西
安
交
通
大
学
、
中
国
科
学
技

術
大
学
と
い
っ
た
中
国
国
内
の
主
要
大
学
で
核
融
合
プ
ラ
ン
ト
に

関
す
る
教
育
や
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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ト
カ
マ
ク
装
置
は
、
そ
の
名
前
の
由
来
「
ト
カ
マ
ク
」
が
ロ
シ

ア
語
で
あ
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
で
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
で
使
用
さ
れ
て
い
た
Ｔ
（
T
o
k
a
m
a
k
の
頭
文
字
）
の
七
番

目
の
装
置
、
Ｔ

�７
、
を
中
露
共
同
研
究
に
基
づ
き
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

へ
移
設
し
、
Ｈ
Ｔ

�７
装
置
（
補
足

�Ｈ
と
は

H
efei（

合
肥
）
の
頭
文

字
）
と
し
て
一
九
九
五
年
頃
か
ら
新
た
に
実
験
を
開
始
し
た
。
そ

の
後
、
中
国
独
自
の
ト
カ
マ
ク
装
置
と
し
て
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
E
x
p
eri-

m
en

ta
l
A
d
v
a
n
ced

S
u
p
erco

n
d
u
ctin

g
T
o
k
a
m
a
k
）
装
置
を
製
作

し
、
Ｈ
Ｔ

�７
に
隣
接
し
た
実
験
建
屋
で
二
〇
〇
六
年
か
ら
プ
ラ

ズ
マ
実
験
を
開
始
し
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
装
置
は
世
界
的
に
は
中
型
の

ト
カ
マ
ク
装
置
で
あ
る
が
、
同
じ
く
中
型
ト
カ
マ
ク
装
置
と
し
て

実
績
の
あ
る
Ｄ
Ⅲ

�

Ｄ
装
置
（
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ア
ト
ミ
ッ
ク
ス
社
、
米
国
）

と
類
似
形
状
で
あ
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ズ
マ
制
御
や
デ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
で
共
通
な
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
今
日
に
至
る
ま
で

Ｄ
Ⅲ

�Ｄと
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
多
く
の
比
較
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

前
述
の
Ｈ
Ｔ

�７
は
二
〇
一
三
年
ま
で
実
験
を
実
施
し
、
こ
の

間
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
計
画
さ
れ
て
い
る
実
験
の
予
備
試
験
装
置
と
し
て

も
機
能
的
に
使
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
多
様
な
液
化
リ
チ
ウ
ム
の

導
入
実
験
や
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
へ
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
ダ
イ
バ
ー
タ
板

を
設
置
す
る
前
に
実
施
さ
れ
た
プ
ラ
ズ
マ
へ
の
金
属
不
純
物
混
入

の
影
響
と
そ
の
回
避
実
験
、
な
ど
が
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
Ｈ
Ｔ

�７よ
り
も
前
に
Ｈ
Ｔ

�６Ｍ
と
よ
ば

れ
る
小
型
ト
カ
マ
ク
装
置
で
実
験
を
行
っ
て
い
た
（
正
確
な
運
用
開

始
時
期
が
不
明
だ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
で
二
〇
〇
二
年
に
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
）。

こ
れ
も
名
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
で
Ｔ

�６
と
呼
ば
れ

て
い
た
装
置
が
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
へ
の
移
設
後
Ｈ
Ｔ

�６
Ｍ
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
ト
カ
マ
ク
装
置
は
、
タ
イ
か

ら
の
要
請
に
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
で
再
改
造
さ
れ
、
Ｔ
Ｔ
（
T
h
a
i-

la
n
d
T
o
k
a
m
a
k
）

�１
と
い
う
新
た
な
名
称
で
、
今
年
か
ら
プ
ラ
ズ

マ
運
転
を
開
始
し
た （
８
）。
Ｔ
Ｔ

�１
と
し
て
新
た
に
稼
働
す
る
前
に

は
、
多
く
の
部
品
が
タ
イ
で
の
運
用
の
た
め
に
新
た
に
製
作
さ
れ

た
。
特
に
真
空
溶
接
を
含
む
配
管
等
の
多
く
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
（
も

し
く
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
が
あ
る
科
学
島
内
の
工
場
）
で
製
作
が
行
わ
れ
た
。

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
で
は
、
ド
イ
ツ
、
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
か
ら

旧
式
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
装
置
を
移
設
し
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
Ｈ
Ｌ

�２

Ａ
（
H
u
a
n
-L
iu
q
i-2A
）
装
置
と
し
て
新
た
な
プ
ラ
ズ
マ
実
験
を
開

始
し
、
一
八
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
前
述
の
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
に
お
け

る
ト
カ
マ
ク
実
験
と
併
せ
て
、
中
国
国
内
で
は
双
頭
と
し
て
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
の
核
融
合
プ
ラ
ズ
マ
実
験
で
は
、

燃
料
と
な
る
水
素
同
位
体
の
供
給
方
式
、
不
純
物
輸
送
な
ど
に
つ

い
て
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
は
異
な
る
優
位
性
を
持
ち
、
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
で
も
独
自
装
置
の
設
計
と
製
作
が
進
め
ら
れ
、
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Ｈ
Ｌ

�２
Ｍ
と
い
う
新
た
な
装
置
が
二
〇
年
か
ら
プ
ラ
ズ
マ
実
験

を
開
始
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
テ
キ
サ
ス
大
学
（
米
国
）
で
使
用
さ
れ
て
い

た
ト
カ
マ
ク
装
置
、
Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
を
移
設
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

Ｊ

�Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
装
置
と
し
て
プ
ラ
ズ
マ
実
験
を
開
始
し
て
い
る
。

前
述
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ｈ
Ｌ

�２
Ｍ
と
比
べ
て
小
型
ト
カ
マ
ク
装
置

だ
が
、
中
国
の
理
工
系
大
学
ト
ッ
プ

10に
入
る
Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
内
の
研

究
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
優
秀
な
大
学
院
生
と
研
究
者

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
プ
ラ
ズ
マ
物
理
と
そ
の
制
御
に
特

化
し
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

中
国
で
は
、
多
く
の
大
学
、
大
学
院
は
無
償
で
勉
学
が
可
能
で
、

前
述
の
よ
う
な
研
究
機
関
に
従
事
す
る
大
学
院
生
に
は
返
済
不
要

の
奨
学
金
供
与
も
あ
る
。
現
在
、
五
〇
歳
前
後
の
世
代
の
研
究
者

の
多
く
は
、
海
外
で
博
士
号
を
取
得
、
そ
の
後
数
年
の
研
究
経
験

を
経
て
中
国
へ
帰
国
し
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
、
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
と
い
っ
た
研

究
機
関
で
の
ポ
ス
ト
を
得
た
。
現
在
四
〇
歳
前
後
の
世
代
も
同
様

に
海
外
で
の
博
士
号
取
得
、
も
し
く
は
中
国
国
内
で
博
士
号
を
取

得
し
た
後
、
海
外
の
研
究
機
関
で
博
士
研
究
員
と
し
て
数
年
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
の
ち
に
中
国
へ
帰
国
、
と
い
う
事
例
が
多
い
。
た

だ
し
、
こ
こ
五
―
一
〇
年
は
中
国
国
内
で
の
空
き
ポ
ス
ト
は
多
く

な
く
、
研
究
機
関
へ
の
就
職
の
難
し
さ
は
、
現
在
の
日
本
と
同
様

の
よ
う
に
感
じ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
現
在
世
界
第
二
位
と
い
う
絶
対
的
な
人
口
の

多
さ
か
ら
（
二
〇
二
一
年
、
一
四
・
一
億
人
）、
大
学
院
生
の
数
が
他

国
よ
り
も
多
い
点
に
あ
る
。
近
年
、
海
外
で
就
職
も
し
く
は
長
期

滞
在
す
る
日
本
人
研
究
者
の
数
が
少
な
い
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
筆
者
が
見
る
限
り
、
著
名
な
世
界
的
な
研
究
機
関
な
ら

ば
ど
こ
で
も
中
国
人
は
滞
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
人
同
士
の

密
な
情
報
共
有
と
い
う
文
化
的
な
背
景
も
あ
り
、
強
固
な
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
網
が
あ
る
（
補
足

�こ
れ
は
近
年
日
本
が
危
惧
し
て
い
る
情
報

漏
洩
で
は
な
く
、
も
っ
と
一
般
的
な
内
容
で
あ
る
）。

近
年
、
少
な
く
と
も
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
に
関
し
て
は
潤

沢
な
予
算
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
個
人
の
年
間
当
た
り
の

渡
航
回
数
に
関
す
る
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
予
算
に
よ
る
渡
航
制

約
と
い
う
の
は
実
質
無
い
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
、
予
算

軽
減
の
た
め
に
海
外
渡
航
時
の
ホ
テ
ル
で
相
部
屋
を
使
用
す
る
と

い
う
中
国
人
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
要

請
は
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
近
年
筆
者
ら
が
中
国
滞
在
時
に
支
給

さ
れ
た
日
当
、
宿
泊
費
は
、
中
国
人
が
日
本
滞
在
時
に
支
給
さ
れ

る
金
額
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は
、
日
本
側
が
旅
費
や
日
当
に
つ
い

て
少
な
く
と
も
こ
こ
二
〇
年
程
度
同
レ
ベ
ル
の
金
額
に
維
持
し
て

い
る
の
に
対
し
、
中
国
側
が
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
に
合
わ
せ
て
日
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当
／
宿
泊
費
を
増
額
し
て
き
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
。

前
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
で
は
、
日
本
と
共
に

中
国
は
七
極
の
一
つ
と
し
て
貢
献
し
て
お
り
、
超
伝
導
コ
イ
ル
や

ト
リ
チ
ウ
ム
増
殖
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
等
に
お
い
て
物
納
を
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
で
は
製
作
メ
ー
カ
ー
／
機
関
や

国
が
個
々
に
特
許
を
取
る
の
で
は
な
く
、
公
開
情
報
と
し
て
取
り

扱
う
。
そ
れ
故
、
中
国
を
含
め
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
参
加
し
た
国
は
、

同
技
術
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
で
は
、

超
伝
導
線
材
を
一
㎞
以
上
に
わ
た
り
引
き
延
ば
し
た
後
に
加
工
し

た
た
め
、
そ
の
施
設
の
一
部
が
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
は
、
科
学
島
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
（
実
際
に
は
蜀
山

湖
に
突
き
出
た
半
島
の
よ
う
な
形
）
に
あ
る
五
つ
の
研
究
所
の
一
つ
だ

が
、
科
学
島
外
の
隣
接
し
た
エ
リ
ア
に
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
（
C
o
m
p
re-

h
en

siv
e
R
esea

rch
F
a
cility

fo
r
F
u
sio

n
T
ech

n
o
lo
g
y
）
と
呼
ば
れ

る
新
た
な
実
験
エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
た
。
図

10で
示
す
よ
う
に
、

こ
れ
は
従
来
の
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
エ
リ
ア
に
比
べ
る
と
広
い
敷
地
を

有
し
て
お
り
、
す
で
に
二
〇
二
二
年
頃
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
一
部

の
研
究
者
は
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
エ
リ
ア
に
研
究
室
や
実
験
室
を
移
動
し

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

５
・
２

中
国
の
主
要
ト
カ
マ
ク
装
置
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
現
状
と

将
来
計
画

こ
の
章
で
は
、
中
国
の
主
要
装
置
で
あ
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
お
よ
び
将

来
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
装
置
お
よ
び
同
制
御
室

の
様
子
を
図

11に
示
す
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

は
超
伝
導
コ
イ
ル
を
有
し
て
お
り
、

二
〇
一
四
年
頃
か
ら
は
中
性
粒
子
ビ
ー

ム
装
置
に
よ
る
プ
ラ
ズ
マ
加
熱
を
開

始
し
た
。
ま
た
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
実
験
初
期

は
炭
素
材
を
ダ
イ
バ
ー
タ
部
で
使
用

し
て
い
た
が
金
属
壁
化
を
進
め
、
上

部
ダ
イ
バ
ー
タ
は
一
四
年
頃
、
下
部

ダ
イ
バ
ー
タ
は
二
一
年
頃
に
タ
ン
グ

ス
テ
ン
へ
変
更
さ
れ
た
。
特
に
図

12

で
示
す
よ
う
に
上
部
ダ
イ
バ
ー
タ
は

カ
セ
ッ
ト
形
状
の
ダ
イ
バ
ー
タ
で
あ

り
、
こ
れ
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
含
む
将
来

装
置
に
対
す
る
製
作
、
設
置
技
術
の

向
上
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ

た
と
考
え
る （

�）。
こ
の
ダ
イ
バ
ー
タ
・

カ
セ
ッ
ト
は
プ
ラ
ズ
マ
・
対
向
壁
と

な
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
部
品
お
よ
び
冷

却
機
能
を
有
す
る
カ
セ
ッ
ト
形
状
に

至
る
ま
で
、
中
国
国
内
で
製
作
が
行
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わ
れ
た
。
特
に
ダ
イ
バ
ー
タ
・
カ
セ
ッ
ト
を
設
置
し
た
後
の
プ
ラ

ズ
マ
実
験
で
は
、
冷
却
配
管
の
一
部
が
熱
ひ
ず
み
に
よ
り
破
損
し

プ
ラ
ズ
マ
真
空
容
器
内
で
冷
却
水
漏
れ
が
生
じ
た
。
そ
の
後
の
修

理
改
良
で
は
、
二
〇
〇
℃
ベ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
配
管
の
真
空

リ
ー
ク
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
な
装
置
を
新
た
に
製
作
す
る
な

ど
、
試
験
方
法
と
溶
接
に
関
す
る
技
術
双
方
の
向
上
が
見
受
け
ら

れ
た
。

図

13は
世
界
の
主
要
な
ト
カ
マ
ク
装
置
の
断
面
図
で
あ
る
。
う

ち
、
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
は
今
年
（
二
〇
二
三
年
）
プ
ラ
ズ
マ
運
転
開

始
予
定
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
二
〇
年
代
に
稼
働
予
定
の
装
置
で
あ
る
。

Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
、
お
よ
び
ほ
ぼ
Ｊ
Ｔ
―
６
０
Ｓ
Ａ
と
同
レ
ベ

ル
の
サ
イ
ズ
を
有
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
カ
ラ
ム
研
究
所
、
英
国
。
大
半
径
Ｒ
＝

二
・
九
六
ｍ
、
稼
働
中
、
常
伝
導
、

図

13で
は
未
記
載
）
と
比
べ
、
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
は
中
型
ト
カ
マ
ク
装
置
と
し
て
位
置
す
る
。
前
章
で
述
べ
た

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
の
プ
ラ
ズ
マ
実
験
開
始
は
組
み
立
て
作
業
の
長
期
化

に
よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
最
も
重
要
な
目
標
で
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
得

10以
上
を
め
ざ
す
実
験
時
期
は
二
〇
三
五
年
か

ら
変
更
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ズ
マ
実
験
開
始
か
ら
三
五

年
に
至
る
ま
で
の
期
間
が
短
期
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
プ
ラ

ズ
マ
実
験
開
始
か
ら
の
各
ス
テ
ッ
プ
で
の
達
成
期
間
を
短
く
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

「海外事情」令和5（2023）年7・8月号 82

図13 世界の主要なトカマクのプラズマ断面図。うちSST�1（印）、

EAST（中）、KSTAR（韓）、WEST（仏）は稼働中。JT�

60SA（日）は初期稼働に向けて調整中（11）。



ン
研
究
に
よ
る
予
測
性
の
向
上
、
お
よ
び
稼
働
中
の
ト
カ
マ
ク
装

置
を
使
っ
た
運
転
シ
ナ
リ
オ
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
〇

年
代
か
ら
、
中
型
ト
カ
マ
ク
で
あ
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
と
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

（
韓
国
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
新
た
な
大
型
ト
カ
マ
ク
装
置
、
Ｊ
Ｔ
―

６
０
Ｓ
Ａ
の
プ
ラ
ズ
マ
運
転
開
始
以
降
を
見
据
え
、
こ
れ
ら
装
置

の
立
ち
位
置
や
利
点
に
つ
い
て
注
意
深
い
議
論
を
行
っ
て
き
た
。

例
え
ば
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
超
伝
導
コ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

同
サ
イ
ズ
で
常
伝
導
コ
イ
ル
で
あ
る
Ｄ
Ⅲ

�Ｄ
（
米
国
）
と
比
べ
て

長
パ
ル
ス
運
転
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
低
価
数
不
純
物
（
リ
チ
ウ

ム
等
）
を
併
用
し
た
低
壁
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
達
成
に
よ
り
、
高

性
能
（
H

�mo
d
e）
プ
ラ
ズ
マ
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
装
置
の
利
点
を
精
査
し
た
上
で
議
論
し
た
目
標
に
対
し
て
、
集

中
的
な
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
二
二
年
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
得
５
を
想
定
し
た
プ
ラ
ズ
マ
運
転
モ
ー
ド
で
一
〇
五

六
秒
の
放
電
維
持
の
達
成 （

�）、
二
三
年
に
は
高
性
能
（
H

�mo
d
e）
プ

ラ
ズ
マ
状
態
で
の
四
〇
三
秒
の
放
電
維
持
の
達
成
を
行
っ
た （

�）。
近

年
、
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ス
発
表
を
中
国
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
新

華
社
通
信
と
い
っ
た
中
国
語
で
の
国
内
発
信
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
英
文
で
の
プ
レ
ス
発
表
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。中
国
に
お
け
る
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
将
来
計
画
で
は
、

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
支
援
と
共
に
中
国
独
自
の
ト
カ
マ
ク
装
置
、
Ｃ

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
（
大
半
径
、
約
Ｒ
＝
７
ｍ
）
の
設
計
を
計
画
し
て
い
る （

�）。

た
だ
し
、
現
状
で
は
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
の
設
計
研
究
は
他
の
核
融
合
装

置
の
研
究
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
Ｃ

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
の
同
じ
部
位
に
対
し
て
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
同
時
に
提

案
を
紹
介
す
る
な
ど
、
設
計
の
一
本
化
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、
内
閣
府
に
よ
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
核
融
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
）
早
期
実
現
の
議
論
に
関
連
し
、
国
別
の
優
位

度
を
議
論
す
る
表
と
し
て
、
特
許
件
数
を
比
較
す
る
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
経
済
新
聞
の
記
事
（
二
〇
二
三
年
二
月
二
二
日
）

で
は
、
特
許
数
の
上
位
か
ら
中
国
、
米
国
、
英
国
、
日
本
に
な
っ

て
い
る
（
出
典

�ア
ス
タ
ミ
ュ
ー
ゼ
）。
し
か
し
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
研
究
者
の
立
場
か
ら
述
べ
れ
ば
、
現
段
階
で
は
特
許
数
が

研
究
の
進
展
度
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
順
位
は
核
融
合
プ
ラ

ン
ト
実
現
度
の
評
価
に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。
ど
の
国
が
優

位
な
の
か
を
単
純
に
回
答
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
中
国
と
日
本
を
比
較
し
た
場
合
、
優
位
性
の

種
類
（
も
し
く
は

ベ
ク
ト
ル
）
が

全
く
異
な
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
上
で
あ
る
か
を
議

論
す
る
こ
と
自

体
に
意

味
が
な
い
（

補
足

�古
い

思
想
の
研
究

者
の
中

に
は
、
三
〇
年
以
上

前
の

情
報
に

基
づ
き
日
本
が
常
に
上
だ
と
発

言
さ
れ
る

方
も
い
る
が
、

そ
れ
は

間
違
っ
た

考
え
で
あ
る
）。
現

在
の
日
本
は
、

残
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念
な
が
ら
中
国
と
の
協
力
体
制
が
弱
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

る
が
、
例
え
ば
、
中
国
―
米
国
、
中
国
―
ド
イ
ツ
、
中
国
―
フ
ラ

ン
ス
と
い
っ
た
協
力
事
業
は
、
費
用
支
出
も
し
く
は
物
納
や
人
材

交
流
を
含
ん
だ
内
容
で
、
自
国
の
装
置
で
は
実
施
困
難
で
あ
る
研

究
課
題
を
相
互
補
完
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
計
画
で
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
東
西
冷
戦
下
一
九
八
五
年
の
米
ソ
首
脳
会
談
で
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
計
画
が
提
案
さ
れ
た
よ
う
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め

ざ
し
た
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
成
手
法
を
得
る
と
い
う
世
界
共
通

の
目
的
に
向
け
、
互
い
に
補
完
し
つ
つ
協
力
す
る
こ
と
が
早
期
核

融
合
プ
ラ
ン
ト
実
現
に
つ
な
が
る
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

６

�お
わ
り
に

核
融
合
反
応
の
原
理
や
核
融
合
発
電
の
仕
組
み
か
ら
、
核
融
合

炉
研
究
開
発
の
現
状
を
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
隣
国
中
国
に
お
け

る
核
融
合
発
電
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
核
融
合
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
登
場
や
、
着
実
な
核
融
合
研
究
の
進
展
、
国
を
挙

げ
た
核
融
合
産
業
育
成
の
動
き
な
ど
、
昨
今
、
核
融
合
に
ま
つ
わ

る
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。
こ
の
風
に
乗
っ
て
、
究
極
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
解
決
手
段
で
あ
る
核
融
合
技
術
の
早
期
実
用
化
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
時

の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
核
融
合
研
究
開
発
者
だ
け

で
な
く
、
社
会
経
済
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
専
門
家
な
ど

多
く
の
関
係
者
が
連
携
し
、
謙
虚
に
研
究
開
発
成
果
を
公
表
し
、

議
論
す
る
こ
と
が
、
核
融
合
発
電
の
実
現
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

「
地
上
に
太
陽
を
作
る
」
と
い
う
夢
の
実
現
が
、
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
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『
海
外
事
情
』
三
・
四
月
号
の
紹
介

巻
頭
言
／
日
本
人
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
持
て

川
上
高
司

刮
目
レ
ポ
ー
ト
超
金
融
緩
和
策
の
弊
害
と
新
日
銀
総
裁
の
課
題
加
藤
出

特
集
＝
大
国
を
手
玉
に
取
る
強
か
な
国
々

イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）
へ
の

イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
応

椎
野
幸
平

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
転
換
に
み
る
ト
ル
コ
の
外
交
政
策
の
変
遷

金
子
真
夕

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る

�

ニ
ア
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

�現
象
の
背
景
竹
下
幸
治
郎

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

吉
野
文
雄

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
み
る
中
立
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

「
不
戦
の
手
紙
」
外
交

上
原
史
子

朝
鮮
半
島
の
大
国
間
外
交

梅
田
皓
士

＊
紛
争
形
態
論

�時
代
と
共
に
変
化
す
る
紛
争
形
態

遠
藤
哲
也

＊
私
の
一
枚
ミ
グ

�で
亡
命
、「
自
由
の
戦
士
」
と

二
二
年
後
に
会
見

名
越
健
郎

＊
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
だ
よ
り
／
ア
ル
コ
ー
ル
調
味
料
の
代
替
柏
原
良
英

＊
日
本
海
の
向
こ
う
岸
／
消
え
た
一
八
五
人

荒
木
和
博

東
南
ア
ジ
ア
の
明
日
／
タ
イ
南
部
を
行
く

吉
野
文
雄

政
治
家
ム
ハ
ン
マ
ド
６
／
慣
習
か
ら
規
範
に
基
づ
く
社
会
作
り
野
村
明
史

Do☆
危
機
管
理
／
国
民
保
護
と
避
難
学

遠
藤
哲
也

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
注
文
は
、
拓
殖
大
学
研
究
支
援
課

（
〇
三
―
三
九
四
七
―
七
五
九
七
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



中
国
を
代
表
す
る
巨
大
企
業
で
あ
る
阿
里
巴
巴
集
団
（
ア
リ
バ

バ
・
グ
ル
ー
プ
）
が
、
六
つ
の
事
業
会
社
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
公
の
場
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
創
業

者
の
馬
雲
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
）
が
中
国
に
帰
国
し
て
い
る
。
中
国

共
産
党
は
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
事
実
上
、
党
の
管
理
下
に
置

き
、
一
方
の
ア
リ
バ
バ
は
当
局
と
の
妥
協
を
図
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ

企
業
と
し
て
成
長
す
る
余
地
を
残
そ
う
と
模
索
し
て
い
る
。

中
国
の
消
費
の
一
三
％
が
同
社
経
由

ア
リ
バ
バ
は
包
括
的
な
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム （
１
）を
提
供
す
る

巨
大
企
業
で
あ
り
、
中
国
人
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
を
通
じ
、
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
商
品
販
売
、
決
済
、
融
資
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

中
国
国
内
の
マ
ネ
ー
の
動
き
を
捕
捉
で
き
る
立
場
に
あ
る
。

独
裁
体
制
を
維
持
し
た
い
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
、
同
社
の
存

在
は
脅
威
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
民
支
配
を
よ
り
確
実
に
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
。
国
家
を
凌
ぐ
存
在
と
な
っ
た
同
社
と

中
国
共
産
党
が
何
ら
か
の
緊
張
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
は
多
く
識

者
が
予
想
し
た
こ
と
だ
が
、
創
業
者
の
馬
が
突
如
、
ト
ッ
プ
を
退

き
、
同
社
の
分
割
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
内
外
の
関
係
者
は
同

社
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。

ア
リ
バ
バ
と
中
国
共
産
党
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、

同
社
が
中
国
の
経
済
や
社
会
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
存
在
感
を
持
っ
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す
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て
い
る
の
か
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ア
リ
バ
バ
は
馬
雲
に
よ
っ
て
一
九
九
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
設

立
当
初
の
同
社
は
、
企
業
間
取
引
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仲
介
す

る
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
（
B
u
sin

ess
to

B
u
sin

ess）
サ
ー
ビ
ス
を
主
な
業

態
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
卸
、
あ
る
い
は
卸
と

小
売
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
最
終
消
費
者
で
は
な
い
形
態
を

指
す
。
米
国
や
日
本
で
は
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ

（
B
u
sin

ess
to

C
o
n
su

m
er）
と
呼
ば
れ
る
一
般
消
費
者
向
け
の
電

子
商
取
引
が
先
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
、
企
業
間
取
引
に
拡
大

す
る
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
中
国
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
が
日
米
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
お
り （
２
）、
あ
ら
ゆ
る
サ
ー

ビ
ス
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
立
ち
上
が
っ
た
。
同
社
が
中
国
社
会
に
お

い
て
絶
大
な
影
響
力
を
持
つ
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
同
時
に
多
く

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

1688.co
m
（
a
lib

a
b
a
.co

m
）

が
軌
道
に
乗
る
と
、
同
社
は
二
〇
〇
三
年
、
個
人
間
取
引
を
仲
介

す
る
Ｃ
ｔ
ｏ
Ｃ
（
C
o
n
su

m
er

to
C
o
n
su

m
er）
サ
ー
ビ
ス
「
タ
オ

バ
オ
（
淘
宝
）」
、
さ
ら
に
〇
八
年
に
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｔ
モ
ー
ル
（
天
猫
商
城
）」
を
展
開
す
る
な
ど
、
続
々
と
新
事
業
を

立
ち
上
げ
た
。

二
〇
二
二
年
時
点
に
お
い
て
、

1688.co
m
は
中
国
に
お
け
る

最
大
の
卸
売
市
場
の
運
営
者
と
な
っ
て
お
り
、
約
一
〇
〇
万
の
事

業
者
が
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
利
用
者
は
一
定
の
年
間

利
用
料
を
支
払
う
こ
と
で
、
顧
客
と
の
や
り
取
り
や
見
積
も
り
、

購
買
な
ど
の
商
行
為
を
同
社
サ
イ
ト
内
で
完
結
で
き
る
。
取
引
さ

れ
て
い
る
商
品
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
、
ア
パ
レ
ル
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
梱
包
財
、
事
務
用
品
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
類
な
ど
の
取

引
が
多
い
。

タ
オ
バ
オ
は
、
現
時
点
に
お
け
る
同
社
の
主
力
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
タ
オ
バ
オ
は
中
国
語
で
宝
探
し
と
い
う
意
味
で
、
同
サ
ー

ビ
ス
に
出
店
し
て
い
る
の
は
無
数
の
中
小
企
業
と
個
人
で
あ
る
。

販
売
者
が
個
人
や
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
品
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
出
品
さ
れ
て
い
る
商
品
点
数
は
一
〇
億

点
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。

一
方
、
Ｔ
モ
ー
ル
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
事
業
者
が
一
般
消

費
者
に
商
品
を
販
売
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
ブ
ラ
ン
ド
物
な
ど
の
扱

い
が
多
い
。
同
社
に
よ
る
と
二
〇
二
二
年
三
月
時
点
に
お
い
て
、

三
二
万
の
販
売
者
が
商
品
を
販
売
し
て
お
り
、
米
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌

が
選
定
し
た
世
界
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
１
０
０
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
の
八
割
が
同
サ
イ
ト
に
出
店
し
て
い
る
。

タ
オ
バ
オ
と
Ｔ
モ
ー
ル
は
相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
タ
オ
バ
オ

の
利
用
者
が
商
品
を
検
索
す
る
と
、
Ｔ
モ
ー
ル
に
出
店
さ
れ
て
い
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る
商
品
も
検
索
結
果
に
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者
を
効
率
的
に

販
売
者
に
誘
導
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
。

ア
リ
バ
バ
の
最
大
の
特
徴
は
、
卸
売
市
場
を
運
営
す
る

1688.

co
m
、
個
人
を
含
む
中
小
事
業
者
の
販
売
を
仲
介
す
る
タ
オ
バ
オ
、

大
手
事
業
者
の
販
売
を
仲
介
す
る
Ｔ
モ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
中

国
国
内
に
お
け
る
商
取
引
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
社
の
二
〇
二
二
年
三
月
期
に
お
け
る
商
品
の
総
取
扱
高 （
３
）は
八

兆
三
一
七
〇
億
元
に
達
し
て
お
り
、
同
社
を
通
じ
て
商
品
を
購
入

し
た
利
用
者
数
は
一
〇
億
人 （
４
）を
超
え
て
い
る
。

中
国
の
二
〇
二
一
年
に
お
け
る
個
人
消
費
は
六
一
兆
九
六
八
八

億
元
だ
っ
た
の
で
、
中
国
全
体
の
消
費
の
約
一
三
％
を
同
社
グ
ル
ー

プ
で
占
め
て
い
る
計
算 （
５
）に
な
る
。
利
用
者
数
の
算
定
に
は
重
複
が

存
在
す
る
こ
と
や
、
所
得
水
準
の
違
い
に
よ
っ
て
利
用
者
層
に
一

定
の
偏
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
〇
億
人
を
超
え
る
利
用
者
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
人
の
大
半
が
同
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
ア
リ
バ
バ
に
加
え
、

JD
.co

m
な
ど
競
合
と
な
る
Ｉ
Ｔ
事
業
者
の
取
扱
高
を
加
算
す
る

と
中
国
に
お
け
る
個
人
消
費
の
三
割
程
度
を
少
数
の
ネ
ッ
ト
事
業

者
が
提
供
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
取
扱
高
が
あ
れ
ば
、
少
数
の

ネ
ッ
ト
事
業
者
だ
け
で
中
国
人
の
個
人
消
費
動
向
を
相
当
程
度
ま

で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
寡

占
化
が
可
能
と
な
る
。
実
際
、
同
社
は
消
費
者
の
膨
大
な
購
買
デ
ー

タ
を
高
度
な
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
解
析
し
、
消
費
者
が
好
む

商
品
を
推
奨
す
る
こ
と
で
消
費
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
販
売
戦
略

を
実
施
し
て
い
る
。

購
買
支
援
シ
ス
テ
ム
と
巨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

こ
う
し
た
販
売
戦
略
を
実
施
す
る
た
め
、
ア
リ
バ
バ
は
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た
購
買
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

タ
オ
バ
オ
や
Ｔ
モ
ー
ル
の
背
後
に
は
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
購
買
履
歴
や
他
の
利

用
者
と
の
類
似
性
、
あ
る
い
は
全
体
的
な
商
品
の
販
売
動
向
な
ど

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
し
て
い
る
。
利
用
者
が
あ
る
商
品
を
閲

覧
し
た
り
、
購
入
を
行
う
と
、
当
該
利
用
者
が
さ
ら
に
購
買
を
望

む
よ
う
な
商
品
が
次
々
と
画
面
に
表
示
さ
れ
、
販
売
が
促
進
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
無
数
の
商

品
と
商
品
の
関
係
や
、
利
用
者
と
利
用
者
の
関
係
を
相
互
参
照
す

る
た
め
に
は
、
莫
大
な
シ
ス
テ
ム
・
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
だ
っ
た
。

利
用
者
数
や
出
品
さ
れ
る
商
品
数
が
増
加
す
る
と
、
指
数
関
数
的

に
演
算
処
理
が
増
え
、
シ
ス
テ
ム
が
対
応
で
き
な
く
な
る
。
こ
う
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し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
ア
リ
バ
バ
は
従
来
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
概
念
で
設
計
さ
れ
た
新
し
い
グ
ラ
フ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

シ
ス
テ
ム
「
ア
リ
グ
ラ
フ
（
A
liG

ra
p
h

（
６
））」
を
開
発
し
、
自
社
サ
ー

ビ
ス
に
実
装
し
て
い
る
。
従
来
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
商
品
や
利
用

者
な
ど
を
表
形
式
で
管
理
し
て
い
た
が
、
グ
ラ
フ
型
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
、
デ
ー
タ
と
デ
ー
タ
の
関
係
性
を
軸
に
デ
ー
タ
を
管
理
さ
れ

て
お
り
、
相
互
参
照
の
計
算
が
高
速
に
実
現
で
き
る
。

グ
ラ
フ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
は
、
米
ア
マ
ゾ
ン
や
ウ
ー

バ
ー
、
ア
リ
バ
バ
な
ど
限
ら
れ
た
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業

だ
け
が
本
格
運
用
で
き
て
い
る
技
術
で
あ
り
、
一
連
の
最
新
技
術

が
圧
倒
的
な
好
業
績
を
支
え
て
い
る
。

利
用
者
の
購
買
に
関
す
る
履
歴
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
は
、

膨
大
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
で
き
る
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
必

要
と
な
る
。

ア
リ
バ
バ
は
中
国
を
中
心
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
二
七
の
地
域
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
て
お
り
、
相
互
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
る
。
同
社
は
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
含
む
施
設
の
延
べ
床
面
積
な
ど
限
定
的
な
情
報
は
開
示
し

て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
競
合
他
社
の
状
況
な
ど
を
比
較
す
る
と
、

二
〇
二
二
年
三
月
時
点
に
お
い
て
、
同
社
は
七
〇
〇
万
台
以
上
の

サ
ー
バ
ー
を
運
用
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る （
７
）。

加
え
て
同
社
は
、
自
社
の
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
ー
で
管
理
す
る
だ

け
で
な
く
、
サ
ー
バ
ー
の
機
能
や
ス
ト
レ
ー
ジ
を
利
用
者
に
レ
ン

タ
ル
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
し
て
お
り
、
一
〇
〇
万
の

事
業
所
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

一
連
の
技
術
は
あ
く
ま
で
も
サ
イ
ト
利
用
者
の
購
買
を
促
進
し
、

販
売
額
を
最
大
化
す
る
た
め
の
も
の
だ
が
、
こ
の
技
術
は
、
対
象

者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
あ
る
種
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
に
も
応
用
で
き
る
。
実
際
、
一
連
の
技
術
は
、
以
下
で

説
明
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
フ
ル
活
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
当
局
と
の
軋
轢
を
生
み
出
す
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
。

決
済
サ
ー
ビ
ス
が
持
つ
潜
在
力

ア
リ
バ
バ
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
大
き
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
説

明
し
て
き
た
電
子
商
取
引
の
シ
ェ
ア
が
高
い
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
同
社
は
一
連
の
電
子
商
取
引
に
対
し
て
、
包
括
的
な
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
こ
れ
が
同
社
の
圧
倒
的
な
競
争

力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

ア
リ
バ
バ
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
ア
リ
ペ
イ
「
支
付
宝
」
と
呼
ば
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れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
同
社
は
ア
リ
ペ
イ
を
分
社
化
し
、
何
度
か
資
本
構
成
を
変
更

し
た
の
ち
、
一
四
年
、
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
（
蟻
金
融
服
務
集

団
）
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
同
社
は
二
〇
年
六
月
、
ア

ン
ト
グ
ル
ー
プ
（

�蟻
科
技
集
団
）
に
社
名
変
更
し
て
い
る
。

米
国
や
欧
州
と
異
な
り
、
中
国
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ

ま
り
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
決
済
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
個
人
向
け
、
企
業
向
け
に
電
子
商
取

引
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に
と
っ
て
、
同
時
に
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
機
会
が
存
在
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｔ
大
手
で

あ
る
ア
リ
バ
バ
は
ア
リ
ペ
イ
を
提
供
し
、
同
じ
く
大
手
の
テ
ン
セ

ン
ト
（
騰
訊
控
股
）
は
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
（
微
信
支
付
）
を
開
始

し
、
両
者
は
爆
発
的
に
普
及
し
た
。
中
国
の
調
査
会
社
で
あ
る
易

観
に
よ
る
と
、
モ
バ
イ
ル
決
済
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
九
割
以

上
を
ア
リ
ペ
イ
と
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
が
占
め
て
い
る
。

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
ア
リ
ペ
イ
の
年
間
利
用
者
数
は

一
〇
億
人
を
超
え
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
か
ら
の
一

年
間
に
同
社
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
た
金
額
は
一
一
八
兆
元
と
な
っ

て
い
る
。
二
〇
年
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
の
国
内
の
取
引
高

（
国
内
生
産
の
総
額
）
二
七
〇
兆
元
だ
っ
た
の
で
、
ア
リ
ペ
イ
だ
け

で
国
内
取
引
の
半
分
近
く
を
扱
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ア
リ
ペ
イ
の
強
力
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
二
〇
一
五
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
芝
麻
信
用
と
呼
ば
れ
る
与
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
の
決
済
が
電
子
的
に
行
わ
れ
る
た
め
、
事
業

者
に
は
利
用
者
の
あ
ら
ゆ
る
決
済
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
。
ど
の

よ
う
な
属
性
の
人
物
が
、
何
に
い
く
ら
の
支
出
を
行
っ
た
の
か
、

予
約
の
一
方
的
な
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
っ
た
好
ま
し
く
な
い
行
為
が

あ
る
の
か
、
支
払
い
不
能
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
と
い
っ

た
情
報
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
各
人
の
信
用
度
合
い
を
数
値

化
で
き
る
。

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
は
明
確
な
基
準
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
な
い

が
、
①
身
分
特
質
（
社
会
的
地
位
・
学
歴
・
職
業
な
ど
）、
②
履
行
能

力
（
過
去
の
支
払
い
状

況
）、

③
信
用
歴

史
（
取
引
の
履
歴
）、

④
人

脈

関
係
（

交
友

関
係
及

び
相
手
の
身
分
）、

⑤
行
為

偏
好
（

消
費
の
特

徴
）

と
い
う
五
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
数
値
化
を
実
施
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。こ
の
五
領
域
に
つ
い
て
点
数
を
算
出
し
、
総
合
点
数
で
格
付
け

を
行
う
。
信
用
レ
ベ
ル
は
五
段
階
に
な
っ
て
お
り
、
三
五
〇
～
五

五
〇
を
「
信
用
較
差
」、
五
五
〇
～
六
〇
〇
を
「
信
用
中
等
」、
六

〇
〇

～
六
五
〇
は

「
信
用

良
好

」
、
六
五
〇

～
七
〇
〇
は

「
信
用

優
秀
」、
七
〇
〇
～
九
五
〇
を
「
信
用
極
好
」
と
分
類
し
て
い
る （
８
）。

信
用
レ
ベ
ル
が
高
い
利
用
者
は
融
資
の
限
度
額
が
上
昇
す
る
な
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ど
の
特
典
が
得
ら
れ
る
が
、
中
国
の
場
合
、
政
府
が
国
民
を
監
視

す
る
の
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
が
個
人
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
抵
抗
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
多
く
の

利
用
者
は
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
歓
迎
し
て
お
り
、
む
し

ろ
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
、
信
用
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
努
力
を
す

る
利
用
者
も
多
い
。

ア
リ
ペ
イ
は
個
人
間
送
金
な
ど
も
自
由
に
実
施
で
き
る
こ
と
か

ら
、
個
人
と
個
人
の
交
友
関
係
も
分
析
で
き
る
。
こ
う
し
た
仕
組

み
を
活
用
す
る
と
、
個
人
の
行
動
を
相
当
程
度
ま
で
把
握
で
き
る
。

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
中
国
共
産
党
あ
る
い
は
中
国
政
府
に

と
っ
て
重
要
な
情
報
元
に
な
り
得
る
と
同
時
に
、
警
戒
す
る
対
象

と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
ア
リ
バ
バ
の
持

つ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
政
府
当
局
が
保
有
す
る
国
民
監
視
シ
ス
テ
ム
「
天
網
」

と
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
〇
分
以
内
に
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
特
定
で
き
る
「
天
網
」

中
国
政
府
は
、
全
国
の
監
視
カ
メ
ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
人
物
を
特

定
す
る
「
天
網
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
天

網
は
警
察
官
な
ど
刑
事
・
公
安
関
係
者
が
装
着
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
と
連
動
し
て
お
り
、
巡
回
中
の
警
察
官
が
即
座
に
人
物

を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る （
９
）。

シ
ス
テ
ム
の
性
質
上
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
記
者
が
実
験
的
に
自
身
の
顔
写
真
を
警
察
に
提

供
し
、
街
中
を
歩
い
た
と
こ
ろ
約
七
分
で
自
身
を
特
定
さ
れ
た
と

報
告
し
て
い
る （

�）。
香
港
の
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
モ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ス
ト

紙
に
よ
る
と
、
中
国
の
学
生
が
天
網
の
性
能
を
確
認
す
る
実
験
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
五
分
程
度
で
警
察
官
に
拘
束
さ
れ
た
と

い
う （

�）。

天
網
は
基
本
的
に
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
た
人
物
特

定
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
当
局
が
開
発
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
中
国
共
産
党
と
中
国
科
学
院
は
共
同
で
公
務
員
の

私
生
活
を
監
視
す
る
「
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
は
、
中
央
政

府
と
地
方
政
府
の
一
五
〇
以
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
相
互
ア
ク
セ

ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
不
動
産
の
譲
渡
、
住
宅
の
取
り
壊
し
、

銀
行
預
金
な
ど
の
動
き
を
随
時
監
視
し
、
不
正
が
疑
わ
れ
る
異
常

な
動
き
を
検
出
す
る
。
通
常
と
は
異
な
る
銀
行
預
金
の
増
加
や
、

公
務
員
と
そ
の
家
族
、
あ
る
い
は
友
人
名
義
に
よ
る
新
車
の
購
入
、

政
府
調
達
へ
の
親
族
に
よ
る
入
札
な
ど
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
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内
容
が
一
定
の
水
準
を
超
え
た
場
合
に
は
当
局
に
警
告
が
発
せ
ら

れ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
二
〇
一
九
年
ま
で
に
、
横
領
、
職

権
乱
用
、
政
府
資
金
の
不
正
使
用
、
縁
故
主
義
な
ど
の
不
正
行
為

に
関
与
し
た
八
七
二
一
人
の
政
府
職
員
が
摘
発
さ
れ
た
と
い
う （

�）。

同
紙
は
シ
ス
テ
ム
の
性
能
が
あ
ま
り
に
も
良
す
ぎ
る
た
め
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
一
部
の
省
だ
け
で
限
定
運
用
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
展

開
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
報
じ
て
い
る
。
だ
が
中
国
の
場
合
、

こ
う
し
た
報
道
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

習
近
平
政
権
は
二
期
目
に
入
る
と
汚
職
撲
滅
を
目
的
と
し
た
反

腐
敗
闘
争
を
行
い
、
汚
職
に
手
を
染
め
た
高
官
を
次
々
と
摘
発
し

た
。
反
腐
敗
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
表
向
き
の
理
由
で
あ
っ
て
、

党
中
央
に
従
わ
な
い
人
物
や
企
業
・
組
織
に
対
し
て
は
、
徹
底
的

に
弾
圧
す
る
と
い
う
方
針
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
実
際
、
反
腐
敗

闘
争
で
は
、
習
と
対
立
し
て
き
た
江
沢
民
元
国
家
主
席
を
後
ろ
盾

と
す
る
国
営
企
業
幹
部
ら
が
次
々
に
摘
発
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の

施
策
は
習
政
権
に
よ
る
権
力
闘
争
の
一
環
と
捉
え
た
方
が
自
然
だ
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
運
用
す
る
こ
と
は
極
め
て
効
果
的
で
あ
り
、
仮
に
全
面
的

な
運
用
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
全
公
務
員
・
党
職

員
の
経
済
活
動
を
監
視
で
き
る

C
a
p
a
b
ility

が
存
在
し
て
い
る

こ
と
の
政
治
的
な
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。

ア
リ
バ
バ
は
、
自
社
が
提
供
す
る
電
子
商
取
引
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
介
し
て
、
中
国
の
国
内
消
費
の
約
一
三
％
、
国
内
決
済
額
の

半
分
程
度
を
扱
っ
て
お
り
、
個
人
の
購
買
動
向
や
支
払
い
動
向
、

預
金
の
動
向
、
さ
ら
に
は
交
友
関
係
な
ど
を
詳
細
に
把
握
で
き
る

立
場
に
あ
る
。

先
ほ
ど
説
明
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
政
府
当
局
は
天
網
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
民
の
屋
外
行
動
を
相
当
程
度
ま
で
把
握

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
天
網
の
シ
ス
テ
ム
と
ア
リ
バ
バ
が
持
つ

一
〇
億
人
の
購
買
行
動
や
預
金
動
向
な
ど
の
デ
ー
タ
を
突
合
す
れ

ば
、
全
国
民
の
経
済
的
・
社
会
的
行
動
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
公
務
員
や
党
職
員
の

資
金
の
動
き
を
監
視
す
る
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
、

天
網
や
ア
リ
バ
バ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
相
互
補
完
関
係
に
あ

る
。中
国
政
府
は
二
〇
一
七
年
、
国
家
情
報
法
を
施
行
し
て
お
り
、

民
間
が
持
つ
デ
ー
タ
を
必
要
に
応
じ
て
当
局
が
収
集
で
き
る
体
制

が
整
っ
た
。
ア
リ
バ
バ
は
中
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
最
大
手
だ

が
、
競
合
他
社
も
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
総
動
員
す
れ
ば
、
当
局
は
理
論
上
、
国
民
生
活
の
大

半
を
監
視
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
共
産
党
に
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お
け
る
権
力
闘
争
に
同
社
が
利
用
さ
れ
る
場
合
や
、
同
社
が
反
体

制
的
な
政
治
勢
力
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

当
局
が
同
社
グ
ル
ー
プ
を
管
理
下
に
置
き
た
い
と
考
え
る
の
は
当

然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
を
め
ぐ
る
当
局
と
の
攻
防

ア
リ
バ
バ
側
も
政
治
的
に
微
妙
な
立
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

十
分
に
理
解
し
て
お
り
、
何
と
か
当
局
の
懸
念
を
払
拭
し
た
い
と

考
え
て
き
た
。
当
局
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
莫
大
な

金
融
情
報
を
網
羅
的
に
管
理
し
て
い
る
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

ア
リ
バ
バ
は
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
様
子
が
う
か

が
え
る
。

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
は
ア
リ
バ
バ
の
一
部
門
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
両
者
は
一
体
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
当
初
、

ア
リ
ペ
イ
は
政
府
が
管
理
し
な
い
独
立
系
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
だ
っ

た
が
、
中
国
人
民
銀
行
は
自
身
の
監
督
下
に
な
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
拡
大
に
つ
い
て
強
く
警
戒
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
第
三
者
決

済
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
で
き
る
の
は
、
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

国
内
の
有
限
責
任
公
司
ま
た
は
股

�有
限
公
司
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
「
非
金
融
機
関
決
済
サ
ー
ビ
ス
管
理
弁
法 （

�）」
を
交
付

し
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
の
付
与
に
あ
た
り
、
ア
リ
バ
バ
創
業
者
で
あ

る
馬
が
支
配
権
を
維
持
す
る
資
本
構
成
が
問
題
視
さ
れ
、
同
社
は

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
を
別
会
社
と
し
て
独
立
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
同
社
が
何
度
も
資
本
構
成
や
名
称
を
変
更
し
た
こ
と
に
は
こ

う
し
た
事
情
が
あ
る （

�）。

ア
リ
バ
バ
が
投
資
家
向
け
に
開
示
し
て
い
る
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー

ト
を
見
て
も
、
各
電
子
商
取
引
サ
イ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
自
社
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム （

�）と
し
て
、
相
互
補
完
関
係
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
社
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ア
ン
ト
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
は
一
切
記
述
が
な
い
。

中
国
人
民
銀
行
は
二
〇
一
七
年
八
月
四
日
、
非
銀
行
決
済
期
間

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
に
つ
い
て
、
銀
行
と
事
業
者
と
の
間
で

直
接
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
人
民
銀
行
が
設
置
す
る
決
済
期
間

「
網
聯
清
算
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
移
行
す
る
よ
う
求
め
る
通

知
を
出
し
た （

�）。
ア
リ
ペ
イ
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
銀
行

が
直
接
決
済
を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
当
局
が
資
金
の
流
れ
を
把
握

で
き
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
し
、
当
局
が
資
金
の
流

れ
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
た
め
の
措
置
と
い
え
る
。

続
い
て
同
行
は
二
〇
一
八
年
六
月
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
内

に
滞
留
し
て
い
る
顧
客
資
金
を
、
す
べ
て
人
民
銀
行
傘
下
の
「
網

権力との共存を模索するアリババ93



聯
」
に
預
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
通
知
を
出
し
た （

�）。
資
金
洗
浄

や
脱
税
、
賄
賂
の
授
受
で
得
た
資
金
は
、
国
家
の
監
視
が
行
き
届

い
て
い
る
銀
行
で
は
な
く
、
ア
リ
ペ
イ
の
よ
う
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
口
座
に
滞
留
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
を
す
べ

て
政
府
機
関
に
集
中
預
託
さ
せ
る
こ
と
で
、
資
金
の
透
明
化
を
図

る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。
ア
リ
ペ
イ
な
ど
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

は
一
連
の
規
制
を
受
け
、
資
金
決
済
の
流
れ
や
預
金
方
法
を
変
更

し
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
資
金
は
国
家
の
管
理
下
に
入
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ア
リ
バ
バ
は
当
局
と
の
妥
協
を
図
り
、
引
き
続

き
グ
ル
ー
プ
全
体
で
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
た
と
見
ら
れ
て
い

た
が
、
当
局
と
の
緊
張
関
係
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

馬
は
二
〇
一
八
年
九
月
一
〇
日
、
一
年
後
に
董
事
局
主
席
（
ト
ッ

プ
）
か
ら
退
く
意
向
を
表
名
し
た
。
中
国
で
は
九
月
一
〇
日
は
教

師
節
（
教
師
の
日
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
は
起
業
す
る
以
前
、
教

師
を
し
て
お
り
、
ト
ッ
プ
を
退
い
た
後
は
教
育
慈
善
活
動
に
力
を

入
れ
た
い
と
公
言
し
て
き
た
。
実
際
、
一
年
後
の
一
九
年
九
月
一

〇
日
に
は
、
予
告
通
り
退
任
を
発
表
し
、
張
勇
（
ダ
ニ
エ
ル
・
チ
ャ

ン
）
を
後
継
者
に
据
え
る
と
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
馬
の
年
齢
は
五
五
歳
と
ま
だ
若
い
。
引
退
が
本
意
で

な
い
こ
と
は
、
多
く
の
関
係
者
が
理
解
し
て
お
り
、
欧
米
メ
デ
ィ

ア
は
当
局
か
ら
退
任
の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
と
報
じ
た
。

人
民
網
は
馬
の
引
退
に
つ
い
て
評
論
を
掲
載
し
、
「
没
有
所

�

的

�云

�代

�只
有

�代
中
的

�云
」 （
い
わ
ゆ
る
馬
雲
時
代
は
存
在

せ
ず
、
そ
の
時
代
に
は
馬
雲
だ
け
が
存
在
す
る
）
と
し
た
。
抽
象
的
な
表

現
だ
が
、
馬
の
個
人
崇
拝
を
強
く
戒
め
る
記
事
と
い
え
る
。
他
の

記
事
は
引
退
の
事
実
の
み
を
報
じ
て
お
り
、
こ
れ
が
当
局
の
正
式

見
解
と
考
え
て
よ
い
。

馬
は
わ
ざ
わ
ざ
教
師
の
日
を
選
択
し
、
積
極
的
な
退
任
を
印
象

付
け
た
形
だ
が
、
馬
は
同
社
の
大
株
主
で
あ
り
、
取
締
役
会
メ
ン

バ
ー
に
も
残
っ
て
い
る
。
退
任
し
た
と
は
い
え
、
引
き
続
き
同
社

を
経
営
し
た
い
と
い
う
意
志
が
垣
間
見
え
る
言
動
で
あ
り
、
馬
の

個
人
的
な
指
導
力
を
排
除
し
た
い
当
局
と
、
再
び
衝
突
が
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

上
海
閥
と
習
近
平
の
関
係

馬
の
引
退
後
、
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
は
ア
リ
バ
バ
か
ら
切
り
離
さ

れ
る
形
で
二
〇
二
〇
年
一
一
月
五
日
に
上
海
・
香
港
で
の
上
場
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
上
場
直
前
の
三
日
に
突
然
、
延
期

が
発
表
さ
れ
、
証
券
業
界
に
は
激
震
が
走
っ
た
。
同
社
は
資
本
構

成
を
変
更
し
、
馬
は
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
か
ら
退
任
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
結
局
、
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
上
場
が
実
現
し
な
か
っ
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た
わ
け
だ
が
、
直
接
的
な
原
因
は
馬
の
公
的
な
場
で
の
発
言
と
さ

れ
る
。

馬
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
四
日
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
に
出
席
し
、
「
（
中
国
の
）
規
制
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害

し
て
お
り
、
成
長
促
進
に
は
改
革
が
必
要
だ
」
と
発
言 （

�）。
こ
れ
が

波
紋
を
呼
び
、
上
場
中
止
が
決
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
米
ウ
ォ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
、
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
中

止
に
つ
い
て
は
習
が
直
接
決
定
し
た
と
報
じ
て
い
る （

�）。
記
事
に
よ

る
と
、
習
は
馬
の
発
言
に
関
す
る
報
告
を
読
ん
で
激
怒
し
、
同
社

の
上
場
を
中
止
し
、
資
本
関
係
を
調
査
す
る
よ
う
命
じ
た
と
さ
れ

る
。馬
の
発
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、

単
一
の
要
因
で
巨
大
企
業
の
資
金
調
達
が
中
止
に
な
る
と
は
考
え

に
く
い
。
同
紙
は
別
記
事
で
、
同
社
の
実
質
的
株
主
の
中
に
、
習

と
は
敵
対
的
な
関
係
に
あ
る
上
海
閥
の
有
力
者
が
名
前
を
連
ね
て

お
り
、
捜
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
も
報
じ
て
い
る
。
一
連
の
有

力
者
は
複
数
の
企
業
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
出
資
さ
れ
て
お

り
、
実
質
的
な
株
主
名
が
巧
み
に
隠
さ
れ
て
い
た （

�）。

上
海
閥
は
江
沢
民
を
起
点
と
す
る
派
閥
で
あ
り
、
習
政
権
が
成

立
す
る
ま
で
は
、
胡
錦
濤
元
国
家
主
席
や
李
克
強
前
首
相
が
属
す

る
共
産
主
義
青
年
団
（
共
青
団
）
を
中
心
と
し
た
派
閥
（
団
派
と
呼
ば

れ
る
）
と
対
立
し
て
い
た
。
既
得
権
益
を
排
除
し
、
党
改
革
を
進

め
よ
う
と
す
る
団
派
に
対
し
て
、
国
営
企
業
な
ど
に
大
き
な
利
権

を
持
つ
上
海
閥
が
阻
止
す
る
と
い
う
図
式
で
あ
る
。

当
初
、
胡
の
後
継
は
李
と
の
予
想
も
あ
っ
た
が
、
江
が
上
海
市

党
委
書
記
だ
っ
た
習
を
強
く
推
し
た
こ
と
か
ら
習
政
権
が
成
立
し

た
。
と
こ
ろ
が
習
は
政
権
の
座
に
就
く
と
、
突
如
、
反
腐
敗
運
動

を
展
開
。
江
に
近
い
実
力
者
を
次
々
と
摘
発
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

江
の
権
力
基
盤
は
一
気
に
弱
体
化
し
た
。
反
腐
敗
運
動
に
名
を
借

り
た
習
の
権
力
闘
争
に
、
一
連
の
監
視
シ
ス
テ
ム
が
投
入
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

習
は
ほ
ぼ
全
権
力
を
掌
握
し
、
異
例
の
三
期
目
に
入
っ
た
が
、

ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
上
場
が
急
遽
中
止
に
な
っ
た
背
景
に
上
海
閥

の
有
力
者
排
除
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
海
閥
と
習
の
権

力
闘
争
は
完
全
に
終
結
し
て
お
ら
ず
、
同
社
の
上
場
廃
止
が
大
き

な
転
換
点
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

馬
に
よ
る
発
言
と
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
上
場
中
止
が
決
定
さ
れ

て
以
後
、
馬
は
公
的
な
場
に
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
で

は
様
々
な
憶
測
が
流
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
や
、
タ
イ
に
旅
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
日
本
で
活

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
が
目
撃
さ
れ
た
が
、
対
外
的
な
発
言
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
が
続
い
た
。

権力との共存を模索するアリババ95



馬
が
姿
を
消
し
て
か
ら
約
半
年
後
の
二
〇
二
一
年
四
月
、
中
国

の
規
制
当
局
は
、
同
社
の
事
業
が
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
と
認

定
し
、
過
去
最
大
の
制
裁
金
を
徴
収
し
て
い
る
。
二
三
年
一
月
七

日
、
同
社
は
主
要
株
主
の
議
決
権
に
変
更
が
生
じ
た
と
発
表
。
こ

れ
ま
で
は
、
馬
の
議
決
権
行
使
に
際
し
て
複
数
の
株
主
と
一
致
し

た
行
動
を
取
る
こ
と
が
株
主
間
契
約
で
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
規
定
が
消
滅
し
、
主
要
株
主
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
権
利
行
使

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ト
グ
ル
ー

プ
に
は
議
決
権
の
過
半
数
を
握
る
支
配
株
主
が
い
な
く
な
り
、
馬

は
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
支
配
権
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。

同
年
一
月
二
一
日
、
英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
は
、
中
国

政
府
が
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
の
特
別
な
種
類
株
式 （

�）を
保
有
す
る
意

向
と
報
じ
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
国
家
の
管
理
下
に
入
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
た （

�）。

同
年
三
月
五
日
か
ら
一
三
日
ま
で
、
北
京
で
は
第
一
四
期
全
国

人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
が
開
催
さ
れ
、
「
党
と
国
家
機
構
改
革

方
案
」
を
採
択
。
国
務
院
の
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
「
国
家
デ
ー

タ
局
」
の
創
設
が
決
ま
っ
た
。
国
家
デ
ー
タ
局
は
、
国
内
に
保
管

さ
れ
て
い
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
す
る
た
め
の
新
た
な
政

府
機
関
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
経
済
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る （

�）。
だ
が
、
一
連
の
デ
ー
タ
を
政

治
的
に
活
用
す
る
狙
い
が
あ
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

一
連
の
動
き
が
あ
っ
た
直
後
の
三
月
二
七
日
、
馬
は
突
如
、
浙

江
省
に
あ
る
学
校
を
訪
問
し
、
校
長
と
教
育
の
未
来
に
つ
い
て
議

論
し
た
と
の
記
事
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

国
土
が
広
く
、
巨
大
な
人
口
を
抱
え
る
中
国
の
場
合
、
中
国
共

産
党
の
幹
部
を
含
め
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
誰
が
姿
を
現
わ
し
た
の

か
、
逆
に
言
え
ば
、
誰
が
姿
を
現
わ
さ
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う

情
報
は
重
要
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
帯
び
て
い
る
。
文
化
大
革

命
当
時
も
、
毛
沢
東
が
ど
こ
に
現
わ
れ
、
何
を
し
て
い
る
の
か
が

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た （

�）。

馬
が
公
的
な
場
に
姿
を
現
わ
し
た
翌
二
八
日
、
冒
頭
に
述
べ
た

よ
う
に
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
は
事
業
を
六
つ
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独

自
に
新
規
株
式

公
開
（
Ｉ

Ｐ
Ｏ
）
を
目

指
す
方

針
を
表
明

し
た
。

当
局
が
ア
リ
バ
バ
に
対
す
る
各
種
の
統
制
を
強
化
し
、
馬
が
ア

ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
支
配
権
を
放
棄
し
た
直
後
に
本
人
が
公
的
な
場

に
姿
を
現
わ
し
、
同
時
に
ア
リ
バ
バ
の
分
割
が
発
表
さ
れ
た
こ
と

で
、
同
社
や
馬
と
当
局
の
間
で
何
ら
か
の
合
意
が
得
ら
れ
た
可
能

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
中
国
銀
行
保
険
監
督
管
理
委
員
会
の
郭
樹

清
主
席
は
国
営
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
「
Ｉ
Ｔ
企
業
に
対
す
る
事
業
是
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正
を
終
了
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
政
府
高
官
は
欧
米
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
「
当
局
が
複
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
の
金
融
事
業

に
対
す
る
捜
査
を
終
了
し
た
」
「
こ
れ
は
中
国
の
国
産
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
大
手
に
対
す
る
二
年
間
に
わ
た
る
規
制
弾
圧
が
終
わ
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
す
強
い
兆
候
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る （

�）。

情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
中
国
に
お
い
て
、
今
回
の

一
件
に
関
す
る
詳
細
な
内
実
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
馬
の

帰
国
と
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
支
配
権
放
棄
、
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ

の
解
体
、
各
種
捜
査
の
終
了
は
偶
然
で
は
な
い
。
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
に
は
、
三
期
目
と
な
る
習
近
平
政
権
で
国
務
院
総
理
（
首
相
）

に
就
任
し
た
李
強
が
強
く
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

李
は
習
の
浙
江
省
時
代
の
部
下
で
、
腹
心
の
一
人
と
さ
れ
る
。

二
〇
一
六
年
に
江
蘇
省
ト
ッ
プ
に
就
任
し
、
翌
年
に
開
か
れ
た
党

大
会
で
政
治
局
員
に
選
出
さ
れ
、
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
上
海
市
ト
ッ

プ
に
昇
進
。
習
の
意
向
を
受
け
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
推
進
し
た
。

李
は
浙
江
省
時
代
、
馬
を
は
じ
め
と
す
る
起
業
家
を
支
援
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
、
一
八
年
に
上
海
市
が
ア
リ
バ
バ
と
協
定
を
結
ぶ

に
あ
た
っ
て
、
李
は
上
海
市
長
と
と
も
に
、
馬
の
事
業
を
「
全
面

的
に
支
援
す
る
」
と
確
約
し
て
い
る （

�）。
ま
た
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
が

上
場
を
計
画
し
て
い
た
中
国
版
ナ
ス
ダ
ッ
ク
と
も
い
え
る
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
市
場
（
科
創
板
）
の
創
設
に
際
し
て
、
習
と
直
接
、
議
論
し
た

数
少
な
い
共
産
党
幹
部
と
さ
れ
る （

�）。

習
の
腹
心
の
部
下
で
、
強
権
的
姿
勢
で
知
ら
れ
る
李
が
首
相
に

就
任
し
、
か
つ
て
支
援
し
て
い
た
ア
リ
バ
バ
を
勢
力
下
に
置
く
た

め
の
工
作
に
乗
り
出
し
た
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

文
化
大
革
命
後
の
中
国
は
、
鄧
小
平
が
提
唱
し
た
資
本
主
義
的

な
制
度
で
あ
る
「
改
革
開
放
路
線
」
に
舵
を
切
り
、
結
果
と
し
て

め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
実
現
し
た
。
中
国
に
お
い
て
、
国
家
を

脅
か
す
ほ
ど
の
企
業
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
改
革
開

放
路
線
の
終
着
点
と
言
っ
て
良
い
。

習
は
、
か
ね
て
か
ら
自
由
主
義
的
な
経
済
運
営
に
批
判
的
と
さ

れ
、
三
期
目
へ
の
移
行
と
前
後
し
て
「
共
同
富
裕
」
と
い
う
新
し

い
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
先
に
豊
か
に
な
れ
る
も
の

か
ら
豊
か
に
な
る
」
と
い
う
鄧
の
「
先
豊
論
」
と
は
異
な
り
、
富

を
持
つ
者
か
ら
持
た
ざ
る
者
へ
、
権
力
を
使
っ
て
富
を
強
制
配
分

す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

中
国
は
高
度
成
長
を
重
視
し
た
従
来
路
線
を
転
換
し
、
社
会
主

義
的
な
色
彩
の
濃
い
、
内
向
き
な
経
済
政
策
に
転
換
し
た
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
ア
リ
バ
バ
は

創
業
者
の
経
営
権
の
放
棄
と
分
社
化
と
い
う
形
で
何
と
か
当
局
と

折
り
合
い
を
付
け
た
。
分
割
発
表
後
、
下
落
す
る
一
方
だ
っ
た
同

社
の
株
価
は
何
と
か
底
を
打
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
中
国
共
産
党
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は
ア
リ
バ
バ
を
支
配
下
に
置
き
、
ア
リ
バ
バ
集
団
の
イ
ン
フ
ラ
を

共
産
党
支
配
に
活
用
す
る
一
方
、
同
社
は
先
端
的
Ｉ
Ｔ
企
業
と
し

て
成
長
の
余
地
を
何
と
か
残
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

●
注

（

1）Ｉ
Ｔ
業
界
に
お
い
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
共
通
基
盤
の
こ
と
を
指
す
。
商
品
の
販
売
と
代
金
の
決
済

は
業
務
と
し
て
は
別
々
の
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
事
業
者
が
担
当
す
る
こ
と

も
多
い
。
だ
が
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
完
結
で
き
れ
ば
、
当

該
事
業
者
は
販
売
と
決
済
の
両
方
で
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（

2）二
〇
〇
〇
年
時
点
に
お
け
る
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
一
・

七
八
％
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
三
〇
・
〇
％
、
米
国
は
四
三
・
一
％
だ
っ

た
（
In
tern
a
tio
n
a
l
T
eleco

m
m
u
n
ica
tio
n
U
n
io
n
T
eleco

m
m
u
n
i-

ca
tio
n
D
e
v
elo
p
m
en
t
S
ecto
r
IC
T
S
ta
tistics）。

（

3）Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
業
界
で
は
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
売

り
買
い
さ
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
を
Ｇ
Ｍ
Ｖ
（
G
ro
ss
M
erch

a
n
-

d
ise
V
a
lu
e）
と
呼
び
、
企
業
活
動
の
状
況
を
示
す
重
要
な
指
標
と
し
て
い

る
。
日
本
語
で
は
総
取
扱
高
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
稿
も
そ
れ
に

倣
っ
た
。
ち
な
み
に
Ｇ
Ｍ
Ｖ
の
詳
細
な
定
義
は
各
社
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

企
業
活
動
の
規
模
の
比
較
を
行
う
に
は
も
っ
と
も
適
切
な
指
標
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
。

（

4）Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
業
界
で
は
、
利
用
者
数
を
示
す
指
標
と
し
て

Ｍ
Ａ
Ｕ
（
M
o
n
th
ly
A
ctiv
e
U
sers）

を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は

自
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
一
カ
月
あ
た
り
一
回
以
上
の
利
用
や
活
動
が

あ
っ
た
利
用
者
数
と
定
義
さ
れ
る
。
定
義
上
、
複
数
回
利
用
し
て
も
、
利
用

者
数
は
一
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
を
把
握
す
る

に
は
も
っ
と
も
適
切
な
指
標
と
い
え
る
。
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｍ
Ａ

Ｕ
の
中
で
実
際
に
購
入
に
結
び
つ
い
た
年
間
の
利
用
者
数
を
Ａ
Ａ
Ｃ
（
A
n
-

n
u
a
l
A
ctiv
e
C
o
n
su
m
er）
と
呼
ん
で
お
り
、
同
指
標
を
公
表
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
Ａ
Ａ
Ｃ
を
年
間
利
用
者
数
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

（

5）中
国
は
社
会
主
義
経
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
側
各
国
と
は
異
な
り
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
算
出
す
る
た
め
の
統
計
が
供
給
側
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
需
要
側

の
統
計
は
使
用
さ
れ
な
い
。
需
要
側
の
項
目
で
あ
る
個
人
消
費
に
つ
い
て
は

中
国
国
家
統
計
局
が
供
給
側
か
ら
推
定
し
た
数
値
を
用
い
て
い
る
。

（

6）R
o
n
g
Z
h
u
,
K
u
n
Z
h
a
o
,
H
o
n
g
x
ia
Y
a
n
g
,
W
ei
L
in
,
C
h
a
n
g

Z
h
o
u
,
B
a
o
le
A
i,
Y
o
n
g
L
i,
a
n
d
Jin
g
ren
Z
h
o
u
.
2019.

A
liG
ra
p
h
:
A

C
o
m
p
reh
en
siv
e
G
ra
p
h
N
eu
ra
l
N
etw
o
rk
P
la
tfo
rm
.P
V
L
D
B

12,

12
（
2019）,

2094

�2105.

�http
:/
/
w
w
w
.v
ld
b
.o
rg
/
p
v
ld
b
/
v
o
l12/

p
2094-zh

u
.p
d
f

�

（

7）サ
ー
バ
ー
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
類
は
放
熱
の
た
め
一
定
の
距
離

を
置
い
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
位
面
積
あ
た
り
に
設
置
で

き
る
台
数
に
は
上
限
が
あ
る
。
本
稿
で
推
定
し
た
台
数
は
施
設
面
積
な
ど
限

ら
れ
た
情
報
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
数
値
に
は
一
定
の
誤
差
が
存
在

す
る
。

（

8）柏
木

亮
二
、
「

信
用
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

『
芝

麻
信
用

』
」
、

野
村

総
合
研
究
所
金
融
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ー
カ
ス
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
号
。

（

9）柏
村

祐
、
「

天
網
の

衝
撃

あ
な
た
の
行
動
は

監
視
さ
れ
て
い

る
」
、

第
一

生
命
経
済

研
究

所
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン

レ
ポ
ー
ト
、
二
〇
一

九
年
五
月
一
七
日
。

（

10）B
B
C
（
2017）,

In
Y
o
u
r
F
a
ce:
C
h
in
a
・s
a
ll-seein

g
sta
te.

�http
s:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
m
/
n
ew
s/
a
v
/
w
o
rld
-a
sia
-ch
in
a
-42248056

�

（

11）X
in
m
ei
S
h
en
（
04.10.2018）,

・S
k
y
n
et・,

C
h
in
a
・s
m
a
ssiv
e

v
id
eo
su
rv
eilla
n
ce
n
etw
o
rk
,

S
ou

th
C
h
in
a

M
orn

in
g

P
ost.

�http
s:/
/
w
w
w
.scm

p
.co
m
/
a
b
a
cu
s/
w
h
o
-w
h
a
t/
w
h
a
t/
a
rticle/
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28246/
sk
y
n
et-ch

in
a
s-m
a
ssiv
e-v
id
eo
-su
rv
eilla
n
ce-n
etw
o
rk

�

（
12）S

tep
h
en

C
h
en
（
04.02.2019）,

Is
C
h
in
a
・s
co
rru
p
tio
n
-

b
u
stin
g
A
I
sy
stem

・Z
ero
T
ru
st・
b
ein
g
tu
rn
ed
o
ff
fo
r
b
ein
g
to
o

efficien
t?,

S
ou

th
C
h
in
a
M
orn

in
g
P
ost.

�http
s:/
/
w
w
w
.scm

p
o
m
/

n
ew
s/
ch
in
a
/
scien

ce/
a
rticle/

2184857
/
ch
in
a
s-co
rru
p
tio
n
-b
u
stin
g
-

a
i-sy
stem

-zero
-tru
st-
b
ein
g
-tu
rn
ed
-b
ein
g

�

（

13）中
国
人
民

�行
令
〔
二
〇
一
〇
〕
第
二
号
。

（

14）簾
薇
・
辺
慧
・
蘇
向
輝
・
曹
鵬
程
、
『
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
』

み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
二
四
六
―
二
四
八
ペ
ー
ジ
。

（

15）エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は
も
と
も
と
生
態
系
を
示
す
用
語
だ
が
、
複
数
の

事
業
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で
高
い
収
益
を
上
げ
る
形
態
の
こ
と
を
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
グ
ル
ー
プ
企
業
や

グ
ル
ー
プ
内
の
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
そ
う
呼
ぶ
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
従
来
の
経
営
学
に
お
け
る
系
列
な
ど
グ
ル
ー
プ
企
業
に
お
け
る
相
互
補

完
関
係
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

（

16）

�支
付
〔
二
〇
一
七
〕
二
〇
九
号
。

（

17）銀
弁
発
〔
二
〇
一
八
〕
一
一
四
号
。

（

18）李
春
喜
、

�涛
、
「

�点
聚
焦

�
�
	


�不

�
？
�云

一
席

�

�
�
�集

�３
７
０

�美
元
Ｉ
Ｐ
Ｏ
夭
折
」
、
R
eu
ters

07.11.2020.

�http
s:/
/
jp
.reu
ters.co

m
/
a
rticle/

a
n
t-g
ro
u
p
-ip
o
-su
sp
en
sio
n
-reg
u
la

to
rs-id

C
N
K
B
S
27N

01H

�

（

19）Jin
g
Y
a
n
g
,L
in
g
lin
g
W
ei（

12.11.2020）,C
h
in
a
・s
P
resid

en
t

X
i
Jin
p
in
g
P
erso
n
a
lly
S
cu
ttled

Ja
ck
M
a
・s
A
n
t
IP
O
,
T
h
e
W

a
ll

S
treet

Jou
rn
a
l.

�http
s:/
/
w
w
w
.w
sj.co

m
/
a
rticles/

ch
in
a
-p
resid

en
t-

x
i-jin
p
in
g
-h
a
lted
-ja
ck
-m
a
-a
n
t-ip
o
-11605203556

�

（

20）L
in
g
lin
g
W
ei（

16.02.2021）,
C
h
in
a
B
lo
ck
ed
Ja
ck
M
a
・s

A
n
t
IP
O
A
fter

In
v
estig

a
tio
n
R
ev
ea
led
L
ik
ely
B
en
eficia

ries,

T
h
e

W
a
ll

S
treet

Jou
rn
a
l.

�http
s:/
/
w
w
w
.w
sj.co

m
/
a
rticles/

ch
in
a
-b
lo
ck
ed
-ja
ck
-m
a
s-a
n
t-ip
o
-a
fter-a

n
-in
v
estig

a
tio
n
-rev
ea
led
-

w
h
o
-sto
o
d
-to
-g
a
in
-11613491292

�

（

21）株
主
総
会
や
取
締
役
会
に
お
い
て
重
要
議
案
を
否
決
で
き
る
権
利
を

付
与
さ
れ
た
種
類
株
式
で
、
黄
金
株
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
当
該
株
式
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
大
株
主
に
も
対
抗
で
き
る
た
め
、
事
実
上
、
企
業

を
完
全
に
支
配
で
き
る
。
一
般
的
な
株
式
と
比
較
し
て
多
く
の
議
決
権
を
付

与
さ
れ
た
種
類
株
式
（
議
決
権
種
類
株
式
）
の
こ
と
も
黄
金
株
と
呼
ぶ
こ
と

が
あ
る
。
黄
金
株
の
存
在
は
株
主
平
等
源
則
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
市
場
が

許
可
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
香
港
市
場
は
議
決
権
の
制
限
に
つ
い
て
基
本

的
に
認
め
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
は
香
港
で

は
な
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
上
場
し
た
。
二
〇
一
八
年
四
月
に
な
っ
て
香

港
市
場
が
議
決
権
種
類
株
式
の
発
行
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
一
九
年
一
一
月
、

ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
は
香
港
と
の
重
複
上
場
を
果
た
し
て
い
る
。
二
二
年
一

月
に
は
、
香
港
市
場
が
議
決
権
種
類
株
式
を
発
行
す
る
革
新
的
な
企
業
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
市
場
上
場
を
認
め
、
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
は
同
年
七
月
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
市
場
へ
の
切
り
替
え
を
申
請
す
る
と
発
表
し
た
（
現
時
点
で
は
切

り
替
え
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
）。

（

22）N
ia
n
L
iu
（
13.01.2023）,

C
h
in
a
m
o
v
es
to
ta
k
e
・g
o
ld
en
sh

a
res・

in
A
lib
a
b
a
a
n
d
T
en
cen
t
u
n
its,
B
eijin

g
ch
a
n
g
es
ta
ck
in

its
effo
rts
to
secu

re
a
firm

er
g
rip
o
n
th
e
co
u
n
try
・s
tech

g
ia
n
ts,

F
in
a
n
cia

l
T
im

es.

�http
s:/
/
w
w
w
.ft.co

m
/
co
n
ten
t/
65e60815-c5a

0-

4c4a
-b
cec-4a

f0f76462d
e

�

（

23）李
智
慧
、
「
全
人
代
を
読
む

�中
国
『
国
家
デ
ー

タ
局
』

設
立
の

狙

い
」、

野
村
総
合
研
究
所
、
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
チ
ャ
イ
ナ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ト

レ
ン

ド
、
二
〇
二

三
年

三
月
一
七

日
。

�http
s:/
/
w
w
w
.

n
ri.co

m
/
jp
/
k
n
o
w
led
g
e/
b
lo
g
/
lst/

2023/
so
u
h
a
tsu
/
ch
in
a
_
tren
d
s/

0317

�

（

24）産
経
新

聞
「

毛
沢

東
秘

録
」
取

材
班
、
『

毛
沢

東
秘

録

�上

�』、
扶
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桑
社
、
一
九
九
九
年
、
一
四
二
―
一
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
25）W

eilu
n
S
o
o
n
（
09.01.2023）,

B
eijin

g
S
ig
n
a
ls
T
w
o
-Y
ea
r

In
tern
et
C
ra
ck
d
o
w
n
M
a
y
B
e
C
o
m
in
g
to
a
n
E
n
d
,
T
o
p
C
h
in
ese

reg
u
la
to
r
sa
y
s
a
u
th
o
rities

co
n
clu
d
ed
in
v
estig

a
tio
n
s
in
to
th
e

fin
a
n
cia
l
p
la
tfo
rm
s
o
f
C
h
in
ese
in
tern
et
c
o
m
p
a
n
ies.

�http
s:/
/

w
w
w
.w
sj.co

m
/
a
rticles/

b
eijin

g
-sig
n
a
ls-tw

o
-y
ea
r-in
tern
et-cra

ck

d
o
w
n
-m
a
y
-b
e-co
m
in
g
-to
-a
n
-en
d
-11673259090

�

（

26）L
in
g
lin
g
W
ei（

27.04.2021）,
A
n
t
IP
O
-A
p
p
ro
v
a
l
P
ro
cess

U
n
d
er
In
v
estig

a
tio
n
b
y
B
eijin

g
F
o
cu
s
is
o
n
h
o
w
Ja
ck
M
a
w
o
n

sp
eed
y
p
erm
issio

n
fo
r
sto
ck
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（

27）前
掲
注（

26）。
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『
海
外
事
情
』
一
・
二
月
号
の
紹
介

巻
頭
言
／
安
岡
正
篤
と
拓
殖
大
学

川
上
高
司

第
一
特
集
＝
コ
ロ
ナ
禍
、
三
年
間
の
総
決
算

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
日
本

上
昌
広

日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
総
括
す
る

岩
田
健
太
郎

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ロ
ナ
禍
三
年
で
見
え
た
日
本
が
抱
え
る
弱
点堀

成
美

第
二
特
集
＝
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
で
世
界
は
何
が
変
わ
る
の
か

ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
後
の
日
本
の
危
機
管
理

川
上
高
司

中
間
選
挙
後
の
ア
メ
リ
カ

三
牧
聖
子

二
〇
二
二
年
中
間
選
挙
と
今
後
の
ア
メ
リ
カ
政
治
・
外
交

前
嶋
和
弘

＊
習
近
平
三
期
目
の
意
味
と
世
界
戦
略

富
坂
聰

＊
私
の
一
枚
軍
備
管
理
軍
縮
交
渉
の
舞
台
に
て

佐
藤
丙
午

＊
台
湾
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
タ
ピ
オ
カ
は
マ
イ
ボ
ト
ル
へ

渡
邉
俊
彦

＊
日
本
海
の
向
こ
う
岸
／
よ
そ
の
く
に

荒
木
和
博

東
南
ア
ジ
ア
の
明
日
／
金
利
を
め
ぐ
る
既
視
感

吉
野
文
雄

政
治
家
ム
ハ
ン
マ
ド
５
／
移
住
の
準
備

野
村
明
史

Do☆
危
機
管
理
／「
公
衆
衛
生
全
体
主
義
」
を

看
過
し
て
は
い
け
な
い

遠
藤
哲
也

＊
書
評
／
洪
博
文

『
台
湾
の
南
向
政
策
・
新
南
向
政
策
』

小
枝
義
人

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
注
文
は
、
拓
殖
大
学
研
究
支
援
課

（
〇
三
―
三
九
四
七
―
七
五
九
七
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



は
じ
め
に

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
二
〇
二
二
年
五
月
二
〇
日
で
独
立
回
復
二
〇

周
年
を
迎
え
た
。
国
際
社
会
で
は
、
二
一
世
紀
最
初
の
独
立
国
家

と
呼
ば
れ
た
が
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
一
九
七
五
年
一
一
月
二
八

日
に
宗
主
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
独
立
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
「
独
立
回
復
」
の
日
が
二
〇
〇
二
年

五
月
二
〇
日
に
な
る
。

さ
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
と
っ
て
の
二
〇
年
間
も
決
し
て
安
定

し
た
国
内
政
治
で
は
な
か
っ
た
。
最
も
大
き
な
試
練
は
二
〇
〇
六

年
四
月
頃
に
起
き
た
国
軍
や
警
察
を
巻
き
込
ん
だ
騒
擾
事
件
で
あ
っ

た
。
約
一
五
万
人
に
及
ぶ
国
内
避
難
民
を
流
出
さ
せ
、
再
び
国
連

に
よ
る
治
安
維
持
機
能
を
持
つ
国
連
東
テ
ィ
モ
ー
ル
統
合
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の
派
遣
を
求
め
る
結
果
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

筆
者
も
内
閣
府
国
際
平
和
協
力
本
部
の
要
請
を
受
け
て
参
加
し
た

二
〇
〇
七
年
の
国
政
選
挙
を
無
事
に
終
え
、
そ
れ
以
降
の
東
テ
ィ

モ
ー
ル
国
内
政
治
は
政
党
間
の
政
治
的
対
立
は
あ
っ
た
も
の
の
平

和
裡
に
政
権
交
代
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

直
近
で
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
に
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

過
半
数
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
元
大

統
領
と
ル
・
オ
ロ
現
大
統
領
（
い
ず
れ
も
当
時
の
肩
書
き
）
の
決
選

投
票
が
翌
月
の
四
月
に
実
施
さ
れ
、
六
二
・
一
％
を
獲
得
し
た
ラ

モ
ス
・
ホ
ル
タ
が
二
回
目
の
大
統
領
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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山
田

満
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
正
式
加
盟
に
向
け
た
諸
課
題

特
集
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
五
〇
年



ま
た
今
年
二
三
年
五
月
に
は
無
事
に
国
民
議
会
選
挙
を
終
え
、
建

国
の
父
と
い
わ
れ
、
カ
リ
ス
マ
的
人
気
を
評
す
る
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ

ス
マ
ン
が
党
首
を
務
め
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
再
建
国
民
評
議
会
（
Ｃ

Ｎ
Ｒ
Ｔ
）
が
四
一
・
六
三
％
を
獲
得
し
第
一
党
に
返
り
咲
い
た
も

の
の
過
半
数
に
は
至
ら
ず
、
九
・
三
二
％
の
得
票
数
の
民
主
党

（
Ｐ
Ｄ
）
と
の
連
立
政
権
で
、
第
九
次
立
憲
政
府
発
足
が
近
々
成
立

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
政
選
挙
は
内
外
か
ら
は
「
自
由
で
公
正
な
選
挙
」

と
し
て
評
価
さ
れ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
民
主
主
義
度
は
、
例
え
ば

米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
（
F
reed

o
m

H
o
u
se）
な
ど
で

は
東
南
ア
ジ
ア
で
、
「
自
由
で
公
正
な
普
通
選
挙
の
実
施
」
と

「
政
治
過
程
へ
の
自
由
な
参
加
」
に
基
づ
く
政
治
的
な
自
由
度
、

「
表
現
・
信
仰
・
結
社
な
ど
の
基
本
的
人
権
」
に
基
づ
く
市
民
的

自
由
度
の
両
方
の
総
合
的
な
指
数
で
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は

「
自
由
」
な
国
家
と
し
て
唯
一
評
価
さ
れ
て
い
る （
１
）。

こ
の
よ
う
な
自
由
民
主
主
義
国
家
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
加
盟
が
昨
年
二
〇
二
二
年
一
一
月
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ

ン
で
開
催
さ
れ
た
第
四
〇
／
四
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
（
首

脳
会
談
）
で
「
原
則
」
な
が
ら
も
第
一
一
番
目
の
加
盟
国
と
し
て

承
認
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
少
し
過
去
の
経
緯
を
振
り

返
り
な
が
ら
も
、
現
在
加
盟
国
諸
国
は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
加
盟
を
判
断
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
、
第
二
節
で
は

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
内
で
の
加
盟
問
題
の
論
議
を
紹
介
す
る
。
第
三

節
で
は
加
盟
に
向
け
た
国
内
の
課
題
を
整
理
す
る
。
最
後
に
「
原

則
」
が
い
つ
外
さ
れ
る
の
か
、
改
め
て
日
本
へ
の
期
待
な
ど
を
ま

と
め
て
み
た
い （
２
）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
向
け
た
「
独
立
回
復
」
以
降
の

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
外
交
基
本
方
針

今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
則
加
盟
の
決
定
を
受
け
て
、
ラ
モ
ス
・

ホ
ル
タ
現
大
統
領
は
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七

四
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
元
外
相
で
あ
っ
た
ア
ダ
ム
・
マ
リ
ク
と

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
面
談
し
て
以
来
の
歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た

こ
と
、
つ
ま
り
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
夢
は
独
立
国
家
と
な
っ
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
な
る
こ
と
だ
」
と
、
ア
ダ
ム
・
マ
リ
ク
に

伝
え
た
経
緯
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
（
T
A
T
O
L
I,

N
o
v
em

b
er

12,

2022）。

表
１
か
ら
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
必
要
な
手
続
き
と
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
国
内
外
に
向
け
た
外
交
戦
略
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
独
立
回
復
の
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
向
け
た
準
備
と
し
て
国
際
社
会
へ
の
認

知
度
を
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表１ 東ティモール独立に至る主要な出来事とASEAN加盟プロセスまでの外交

年 独立までの主要な出来事とASEAN加盟関連への取り組み

1975 ポルトガルより独立宣言、その後インドネシアによる全面侵攻

1976 インドネシアによる併合の決定（27番目の州）

1991 インドネシア軍によるサンタクルス虐殺（国際社会からのインドネシアへの

制裁措置）

1996 ベロ司教とラモス・ホルタにノーベル平和賞授与

1999 独立を問う直接住民投票の実施、騒乱後に国連東ティモール暫定行政機構

（UNTAET）の設立

2002 初代大統領選挙の実施でシャナナ・グスマンが当選、東ティモール民主共和

国独立回復、9月に191番目の国連加盟国、184番目の国際通貨基金（IMF）

と世界銀行加盟国となる。ポルトガル語諸国共同体（CPLP）に加盟、初代

首相にマリ・アルカティリ就任

2005 ASEAN地域フォーラム（ARF）に加盟

2006 治安悪化で15万人に及ぶ国内避難民を出す騒擾事件の発生、ラモス・ホル

タ首相就任、国連東ティモール統合ミッション（UNMIT）の設立

2007 東南アジア友好協力条約（TAC）に署名、大統領選挙でラモス・ホルタ、

国民議会選挙でCNRTが勝利し、党首のグスマンが首相に就任

2010 2030年までの中長期開発計画「戦略開発計画」（SDP）を正式発表

2011 ASEAN加盟に正式申請

2012 大統領選挙でタウル・マタン・ルアク当選、「独立回復10周年」、国民議会

選挙結果でグスマン続投（第5次立憲政府）、UNMITのマンデート終了

2014 ディリでCPLPサミット開催

2015 グスマン首相辞任（指導大臣兼計画・戦略投資大臣に就任）、フレテリンの

マリ・アラウジョが新首相に就任（第6次立憲政府）→世代交代論の浮上、

オール与党化で経済発展への期待が高まる

2016 世界貿易機関（WTO）に加盟

2017 大統領選挙でル・オロが初当選、国民議会選挙結果でフレテリンが第1党に

なり、アルカティリが首相に返り咲き（第7次立憲政府）→グスマンとアル

カティリの関係亀裂と政党間の対立激化

2018 ル・オロ大統領が初の国民議会解散、CNRTら与党連合が勝利、ルアク首相

が第8次立憲政府を発足、核兵器禁止条約の署名（批准は2022年6月20日）

2022 第40／41回ASEANサミット（カンボジア議長国）で第11番目の「原則」

加盟で合意、大統領選挙でラモス・ホルタ2回目の大統領就任

2023 国民議会選挙結果でCNRTが第1党となり、PDとの連立政権で第9次立

憲政府の発足



高
め
る
上
で
多
国
間
機
構
へ
の
参
加
を
目
指
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
占
領
前
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
一
九
九
九
年
八
月
の
独
立
を
問
う
た
直
接
住
民
投
票

の
実
施
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
及
び
特
に
ア
フ
リ
カ

の
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
に
亡
命
し
て
い
た
フ
レ
テ
リ
ン
（
東
テ
ィ

モ
ー
ル
独
立
革
命
戦
線
）
所
属
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
人
を
中
心
に
帰
国

し
て
き
た
。
ま
た
、
抵
抗
運
動
を
続
け
て
い
た
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｔ
（
テ
ィ

モ
ー
ル
民
族
抵
抗
評
議
会
）
の
メ
ン
バ
ー
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
独
立

へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
理
由
も
加
わ
り
、

同
年
七
月
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
サ
ミ
ッ
ト
に
早
速

参
加
し
た
。
そ
の
後
、
一
四
年
七
月
に
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
Ｃ
Ｐ

Ｌ
Ｐ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
へ
の
実
績
と
し
て
国
内
外
に
訴
え
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
へ
の
加
盟
は
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
西
半
分
が
旧
オ
ラ

ン
ダ
の
植
民
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
東
半
分
、
つ
ま
り
東
テ
ィ

モ
ー
ル
は
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
の
違
い
を
示

す
意
味
で
も
国
境
を
接
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
国
際
社
会
へ
の

重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
そ
の
一

方
で
、
筆
者
は
独
立
回
復
後
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
地
政
学
的
位
置

か
ら
む
し
ろ
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
へ
の
参
加
の

有
無
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
二
七

番
目
の
州
と
し
て
二
四
年
間
併
合
さ
れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
高
等
教
育
を
受
け
た
者
も
多
く
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

通
じ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
発
展
ぶ
り
を
垣
間
見
た
こ
と
で
、
独

立
回
復
後
の
国
家
建
設
の
柱
と
し
て
む
し
ろ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を

目
的
に
据
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
節
冒
頭
の
ホ
ル
タ

の
談
話
か
ら
も
推
察
で
き
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
表
１
を
踏
ま
え
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
の
手
続
き

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
二
〇
〇
八
年
一
二
月
発
効
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
憲
章
第
三
章
第
六
条
に
「
新
メ
ン
バ
ー
の
加
盟
条
件
」
と
し
て

四
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
加
盟

と
申
請
手
続
き
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調
整
理
事
会
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
実
際
の
加
盟
基
準
と
し
て

具
体
的
な
四
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

�地
理
的
所
在
地
が
東
南

ア
ジ
ア
地
域
に
あ
る
こ
と
、

�す
べ
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
か

ら
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

�同
憲
章
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
も
、
ま
た
遵
守
す
る
こ
と
に
も
同
意
し
て
い
る
こ
と
、

�加

盟
国
の

義
務
を

履
行
す
る

能
力
と
意

思
が
あ
る
こ
と
（
し
た
が
っ

て
加
盟
国
す
べ
て
に
大
使
館
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
）
を
求
め
て
い
る
。

第
三
に
、
加
盟
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調
整
理
事
会
の
推
薦
に
基
づ
き
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
（

首
脳
会
議
）
に
よ
る

全
会
一

致
で
決

定

さ
れ
る
。
最
後
の
第
四
に
、
申
請
国
は
同
憲
章
の
受
諾
文
章
に
署
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名
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
る
、
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障

共
同
体
理
事
会
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
理
事
会
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
社
会
文
化
共
同
体
理
事
会
の
三
分
野
の
調
整
機
関
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
三
分
野
の
理
事
会
に
は
関
連
分
野
別
の
閣

僚
会
議
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
か
ら
三
分
野
別
の
現
地
調
査
派
遣
団

を
二
〇
一
九
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
派
遣
団
の
目
的
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に

向
け
た
準
備
状
況
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
同
国
の
主
要
官

庁
や
政
府
機
関
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
評
価
を
も
と
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
二
二
年

一
一
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
へ
報
告
を
行
っ
た
結
果
が
、

「
原
則
」
加
盟
へ
の
判
断
と
な
っ
た
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
石
油
・

天
然
ガ
ス
へ
の
財
政
収
入
の
依
存
度
の
高
さ
や
石
油
・
天
然
ガ
ス

枯
渇
問
題
な
ど
へ
の
懸
念
材
料
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
き
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加
盟

で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統
合
へ
の
阻
害
要
因
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
懸
念
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
っ
た （
３
）。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
対
す
る
加
盟
諸
国

か
ら
の
反
応

毎
年
発
行
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
東
南
ア
ジ

ア
事
情
調
査
報
告
書
」
（
二
〇
二
三
年
版
）
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
紹
介
さ
れ
て
い
る （
４
）。

調
査
対
象
者
数
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
の
一
三
〇
八
名
で
、
ま

ず
六
一
・
五
％
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
賛
意
を

示
し
て
い
る
。
逆
に
反
対
は
一
五
・
八
％
で
あ
っ
た
。
二
二
・
七

％
は
明
確
な
回
答
を
示
し
て
い
な
い
（
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
レ

ベ
ル
）。
こ
の
数
値
結
果
か
ら
は
、
概
ね
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
は
各
国
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
一
〇
カ
国
別
の
賛
成
と
反

対
、
さ
ら
に
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の
割
合
を
み
る
と
興
味

深
い
結
果
が
出
て
い
る
。
賛
成
の
割
合
が
顕
著
に
高
い
の
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
九
三
・
三
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
平
均
の
六

一
・
五
％
を
超
え
て
い
る
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
六
九
・
七
％
）、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
六
七
・
八
％
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
六
六
・
二
％
）、
タ
イ

（
六
四
・
六
％
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
六
二
・
五
％
）
で
あ
り
、
マ
レ
ー
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シ
ア
が
六
一
・
三
％
で
わ
ず
か
に
平
均
に
届
い
て
い
な
い
。
逆
に

顕
著
に
賛
成
が
少
な
い
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
七
・
八
％
で
、
反

対
の
割
合
も
四
八
・
七
％
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
ブ
ル
ネ
イ
も

反
対
の
割
合
が
四
五
・
〇
％
で
高
い
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
数
値
の
背
景
は
後
ほ
ど
分
析
し
て
み
た
い
。

次
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
す
る
こ
と
で
ど

の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
に
関
す
る
主
要
な
質
問
を
取

り
上
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
を
確
認
し
て
み
る
。
第
一
に
、
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一
体
性
や
中
心
性
を
増
大
さ
せ
る
」
の
か
、
と
い
う

設
問
に
対
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
の
回
答
で
は
四
八
・
七
％

が
賛
意
を
示
し
た
。
国
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
七
〇
％
の
顕
著
な
支

持
で
あ
り
、
五
〇
％
を
超
え
る
支
持
率
を
示
し
た
の
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
（
五
六
・
一
％
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
五
五
・
二
％
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
五
〇
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
「
域
内
の
貿
易
や
投
資
を
増
大
さ
せ
る
」
か
、
と
い

う
設
問
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
三
九
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、

逆
に
設
問
一
と
は
異
な
り
ベ
ト
ナ
ム
が
二
二
・
二
％
で
最
低
の
割

合
を
示
し
て
い
る
。
一
番
高
い
割
を
示
し
た
の
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
一
番
反
対
で
あ
っ
た
は
ず
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

が
五
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
関
し
て
は
域
内
の
経
済
上
の
効
果
は
期
待
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
に
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
統

合
を
遅
ら
せ
る
」
か
、
と
い
う
設
問
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で

三
四
・
四
％
、
一
番
高
い
割
合
を
示
し
た
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

六
六
・
七
％
で
あ
っ
た
。
次
に
高
か
っ
た
の
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
五

〇
％
で
、
逆
に
ラ
オ
ス
（
一
一
・
一
％
）、
ブ
ル
ネ
イ
（
一
四
・
八
％
）、

ベ
ト
ナ
ム
（
一
五
・
四
％
）
の
三
カ
国
が
一
〇
％
代
の
割
合
を
示
し

て
い
る
。

第
四
に
、
「

A
S
E
A
N

W
a
y
」
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
方
式
へ
の
影
響
を
聞
い
た
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
政
策
決

定
過
程
を
複
雑
化
さ
せ
る
」
か
、
と
い
う
設
問
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
全
体
で
は
二
八
・
八
％
で
、
唯
一
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
五
〇
・
〇
％

で
半
数
を
超
え
て
い
る
。
ラ
オ
ス
は
〇
％
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
七
・

一
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
政
治
的
影
響
力
を
感

じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
第
五
に
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
間

の
不
協
和
音
を
増
大
さ
せ
る
」
か
、
と
い
う
設
問
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
全
体
で
七
・
〇
％
、
ほ
と
ん
ど
の
加
盟
国
が
〇
％
か
ら
一
桁

の
割
合
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
が
三
〇
・
八
％
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
三
〇
・
四
％
と
両
国
だ
け
が
際
立
っ
た
割
合
を

示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
設
問
の
反
応
を
一
概
に
各
加
盟
国
政
府
か
ら
の
回
答
と

は
も
ち
ろ
ん
言
え
な
い
も
の
の
、
各
国
の
政
府
機
関
職
員
を
は
じ
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め
、
各
国
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
関
係
者
か
ら
の
回
答
の
割
合
を

示
し
て
い
る
点
で
、
一
定
の
示
唆
や
評
価
基
準
と
し
て
判
断
が
可

能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
設
問
に

対
す
る
各
加
盟
国
か
ら
の
割
合
を
も
と
に
筆
者
な
り
の
分
析
と
考

察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
自
体
に
対
す
る
評

価
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
賛
意
が
極
端
に
低
い
一
方
で
、
反
対
の
割

合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
関
係
に
お
い
て
は
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
権
重
視
と
い
う
観
点
か
ら
従
前
か
ら
対
立
関
係

に
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｅ
Ｔ
統
治
下
の
暫
定
政
府
で
当
時
の
ラ
モ

ス
・
ホ
ル
タ
外
務
担
当
閣
僚
が
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ

た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
創
設
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
で
同
じ
受
賞
者

で
民
主
化
指
導
者
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
の
自
宅
軟
禁

解
除
を
求
め
る
署
名
を
募
っ
た
こ
と
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
反
発

し
た
。
そ
の
こ
と
で
〇
二
年
七
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
へ
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
反
対
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る （
５
）。な
お
直
近
で
は
、
タ
ウ
ル
・
マ
タ
ン
・
ル
ア
ク
首
相
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
四
三
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
で
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
「
我
々
に
は
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
和
と
安
定
を
促
進
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
国
際
社

会
の
努
力
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
我
々
は
憲
法

秩
序
に
基
づ
き
こ
の
加
盟
国
の
復
帰
を
保
証
す
る
解
決
策
の
達
成

に
貢
献
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
T
A
T
O
L
I,
M
a
y
11,

2023）。
こ
の
ル
ア
ク
首
相
の
発
言
に
あ
る
よ

う
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
立
場
は
民
主
主

義
、
人
権
、
さ
ら
に
法
の
支
配
を
軸
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
他
方
で
、
こ
の
立
場
に
第
四
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
方
式
へ
の
混
乱
や
、
第
五
の
加
盟
国
間
の
不
協
和
音
へ
の
増
大

に
対
す
る
懸
念
が
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に

対
し
て
顕
著
な
支
持
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
二

年
の
議
長
国
と
し
て
フ
ン
・
セ
ン
首
相
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加
盟

を
強
く
支
持
し
、
実
際
第
四
〇
回
、
四
一
回
サ
ミ
ッ
ト
で
「
原
則
」

加
盟
を
実
現
さ
せ
た
背
景
と
重
な
る （
６
）。
当
然
な
が
ら
本
報
告
書
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
者
も
フ
ン
・
セ
ン
体
制
を
支
え
る
側
が
多

い
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
支
持
率
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
当
初
か
ら
原
加
盟
国
と
後
発
加
盟

国
間
の
経
済
格
差
の
問
題
に
関
し
て
発
言
し
て
お
り
、
そ
の
上
で

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加
盟
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
加
盟
に
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
ほ
と
ん
ど
の
質
問
項
目
で
Ａ
Ｓ
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Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
平
均
値
と
変
わ
り
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
意
識
変
化
は
欧
米
や
日
本
を
意
識
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

今
回
の
「
原
則
」
加
盟
を
受
け
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
「
原
則
」

を
外
す
上
で
必
要
な
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
材
育
成
を
申
し
出
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
三
〇
〇
名
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
人
を
受
け
入
れ
、

年
間
七
五
〇
以
上
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
各
種
会
議
に
対
応
で
き
る
官

僚
の
養
成
と
、
会
議
の
共
通
言
語
と
な
る
英
語
教
育
の
提
供
を
申

し
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
英
語
教
育
の
提
供
は
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
も
出
て
お
り
、
す
で
に
二
〇
〇
六
年
に
デ
ィ
リ
に
設
立
さ
れ
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
全
土
で
英
語
教
育
を
提
供
す
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ

Ｈ
Ｈ
Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー
が
若
者
の
英
語
訓
練
を
提
供
し
て
い
る
。

Ａ
Ｈ
Ｈ
Ａ
は
語
学
訓
練
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
知
識
の
供

与
な
ど
の
能
力
構
築
に
も
従
事
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
と
の
連

携
を
深
め
て
い
る
（
T
A
T
O
L
I,
M
a
rch

30,
2023）。

最
後
に
、
二
四
年
間
に
及
ぶ
支
配
下
に
あ
っ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル

と
の
関
係
改
善
を
重
視
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
独
立
回
復
の
早

い
段
階
か
ら
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
支
持
し
て
き

た
。
二
〇
二
三
年
の
議
長
国
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
の
支

持
と
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
側
か
ら
の
期
待
を
背
景
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ

の
正
式
加
盟
の
実
現
を
後
押
し
し
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
動
き
は

加
速
し
て
お
り
、
二
三
年
五
月
開
催
の
第
四
二
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
ル
ア
ク
首
相
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
コ
・

ウ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
で
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
計
画
、
特
に
正
式
加
盟
前
に
人
材
を
準
備

す
る
組
織
的
能
力
の
強
化
を
支
援
す
る
こ
と
に
尽
力
す
る
」
と
い

う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
（
T
A
T
O
L
I,

M
a
y

10,
2023）。

た
だ
興
味
深
い
の
は
上
述
の
報
告
書
の
第
三
の

「
経
済
統
合
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
回
答
率
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
六
六
・
七
％
で
他
国
に
比
べ
て
高
い
割
合
を
示
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

こ
と
、
テ
ィ
モ
ー
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
枯
渇
問
題

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
陸
続
き
の
国
境
を
有
す
る
隣
国
と
し
て

有
識
者
ら
の
認
識
が
あ
る
程
度
一
致
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
か
と

思
わ
れ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
め
ぐ
る
国
内
の
諸
課
題

ま
ず
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
直
面
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問

題
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
二
〇
二
二
年
の
経
済
成
長
は
前
年
に

比
べ
八
・
六
％
の
減
少
に
直
面
し
て
い
る
。
世
界
保

健
機
関
（

Ｗ
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Ｈ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
二
〇
二
〇
年
三
月
二
一
日
か
ら
二
三

年
三
月
二
七
日
ま
で
の
感
染
者
累
計
で
は
、
二
万
三
四
二
三
人
で
、

死
亡
者
累
計
で
一
三
八
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
在
東
テ
ィ
モ
ー
ル

日
本
大
使
館
情
報
）。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
コ
ロ
ナ
予
防
を
目
的

に
事
実
上
の
国
境
封
鎖
を
行
い
、
商
業
便
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
、

非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
た
。
二
一
年
四
月
七
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
開
始
さ
れ
、
六
月
二
五
日
の
保
健
省
の
発
表
で
は
、
こ
の

時
点
で
全
人
口
の
二
四
・
四
％
、
首
都
デ
ィ
リ
で
は
五
〇
・
五
％

が
第
一
回
目
の
接
種
を
終
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経

済
的
打
撃
は
大
き
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
ホ
ル
タ
も
大
統
領
当

選
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
経
済
の
立
て
直
し
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
内
経
済
の
立
て
直
し
に
お
い
て
、
年
度
で
異
な

る
も
の
の
国
家
財
政
の
六
～
九
割
を
占
め
る
石
油
・
天
然
ガ
ス
収

入
へ
の
依
存
問
題
が
国
民
の
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
筆

者
が
二
〇
二
三
年
三
月
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
問
し
た
時
に
、
日

本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た
東
テ
ィ

モ
ー
ル
国
立
大
学
工
学
部
校
舎
が
あ
る
ヘ
ラ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大

き
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
研
究
者
、
市
民
社

会
関
係
者
、
官
僚
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
で
「
石
油
な
し
で
の
東

テ
ィ
モ
ー
ル

�国
家
を
い
か
に
持
続
さ
せ
る
か
」
と
い
う
内
容
で
、

「
二
〇
三
四
年
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
枯
渇
問
題
」
で
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
例
え
ば
二
三
年
度
の
一
般
国

家
予
算
は
三
二
億
ド
ル
で
、
現
在
の
石
油
基
金
総
額
が
一
七
六
～

二
〇
〇
億
ド
ル
と
言
わ
れ
て
お
り
、
資
源
収
入
が
な
け
れ
ば
単
純

計
算
で
も
一
〇
年
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

同
年
五
月
二
一
日
に
国
民
議
会
選
挙
の
投
票
日
が
決
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
持
続
可
能
な
発
展

に
お
い
て
、
ど
の
政
党
を
選
択
す
る
の
か
と
い
う
意
味
で
も
重
要

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
特
に
有
権
者
年
齢
の
中
央
値
が

二
一

歳
を
割
り
、

有
権
者
が
一
五
～
三
五

歳
で
五
一
％
（
二
〇
二

二
年
大
統
領
選
挙
時
の
デ
ー
タ
）
と
、

限
り
な
く

若
い

世
代
が

中
心
と

な
っ
て
い
く
今
後
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
占
う
意
味
で
も
、
彼
ら
に

と
っ
て
選
挙
は
死
活
問
題
で
あ
る
か
ら
だ
。
実
際
、
若
者
の
海
外

流
出
問
題
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
韓
国
で
は
積
極
的
に
若
い
東

テ
ィ
モ
ー
ル
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
韓
国
政
府
に
よ
る
と
、
二

〇
二
三
年
に
は
五
〇
〇
人
か
ら
一
〇
〇
〇
人
へ
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル

人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を

増
大
さ
せ
る
と
い
う
（
T
A
T
O
L
I,

M
a
rch

16,
2023）。

な
お
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

職
業

訓
練
・

雇
用

事
務

局
（

Ｓ
Ｅ

Ｆ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
）
に
よ
れ
ば
、
〇
九
年
か
ら
二
二
年
ま
で

に
六
〇
〇
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
韓
国
に
送
り
、
現
在
に
お
い
て

も
三
九
三
六
人
が
働
い
て
お
り
、
二
五
〇
〇
人
が
帰
国
し
た
と
述
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べ
て
い
る
（
同
、
O
cto

b
er

12,
2022
（
７
））。

主
要
産
業
が
コ
ー
ヒ
ー
し
か
な
く
、
基
幹
産
業
に
な
る
は
ず
の

農
業
は
依
然
自
給
自
足
の
た
め
で
あ
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
東
テ
ィ

モ
ー
ル
で
は
漁
業
が
期
待
さ
れ
て
き
た
が
依
然
と
し
て
雇
用
を
吸

収
す
る
産
業
に
は
育
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
バ

ユ
・
ウ
ン
ダ
ン
や
キ
タ
ン
油
田
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
税
金
収
入
が

な
く
な
る
と
い
う
両
油
田
の
枯
渇
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
新
た

な
油
田
と
し
て
グ
レ
ー
タ
ー
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
の
開
発
が
急
が
れ
て

い
る
。
同
油
田
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
領
海
画
定

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
グ
ス
マ
ン
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
の
間
で
、
従
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
か
、
新
た
に
東
テ
ィ

モ
ー
ル
側
か
の
ど
ち
ら
側
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
引
く
の
か
で
ま
だ

話
し
合
い
の
決
着
が
つ
い
て
い
な
い （
８
）。
Ｓ
Ｄ
Ｐ
を
主
導
し
た
グ
ス

マ
ン
の
石
油
関
連
産
業
に
よ
る
雇
用
創
出
の
展
望
が
描
け
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
「
二
〇
三
四
年
石
油
・
天
然

ガ
ス
枯
渇
問
題
」
は
特
に
若
い
世
代
へ
の
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
政
府
と
し
て
も
若
い
世
代
の
海
外
流
出
は
正
式
な
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
目
前
に
し
て
、
何
と
し
て
も
目
に
見
え
る
よ
う

な
形
で
彼
ら
に
雇
用
創
出
の
機
会
を
示
す
こ
と
で
防
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
年
三
月
に
は
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ソ
ア
レ
ス
石
油
鉱

物
大
臣
が
、
国
家
石
油
鉱
物
庁
と
石
油
・
鉱
物
省
を
通
じ
て
、

「
将
来
世
代
に
向
け
た
採
掘
収
入
の
保
存
と
透
明
性
の
確
保
に
向

け
た
鉱
物
基
金
を
設
立
し
て
努
力
を
継
続
す
る
」
と
、
改
め
て
国

家
の
鉱
物
収
入
を
長
期
間
管
理
し
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
鉱

物
基
金
法
の
設
立
に
向
け
て
国
民
議
会
に
働
き
か
け
る
と
述
べ
て

い
る
（
T
A
T
O
L
I,
M
a
rch

21,
2023）。

今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
「
原
則
」
加
盟
を
正
式
加
盟
に
す
る
う
え

で
、
そ
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は

年
間
二
五
〇
万
ド
ル
と
い
う
加
盟
国
が
負
担
す
る
運
営
資
金
の
持

続
的
な
支
出
が
可
能
と
な
る
財
政
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
、
次
に

年
間
七
五
〇
以
上
の
様
々
な
会
議
に
参
加
す
る
上
で
、
ま
た
共
通

言
語
と
し
て
の
英
語
能
力
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
懸
念
材
料
は
す
で
に
識
者
ら
に
よ
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
も
読
み
と

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
抱
え
る
諸
課
題
解
決
に
向
け
て
、

ホ
ル
タ
大
統
領
は
就
任
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
、
同
国
か

ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
準
備
支
援

（
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ
）
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
支
援
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
三
〇
〇
名
以
上
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
人
ス
タ
ッ
フ
に
、

交
渉
力
や
報
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
備
え
た
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知
識
と
技
能
訓
練
の
申
し
出
で
あ
っ
た
（
T
H
E

S
T
R
A
IT

S

T
IM

E
S
,
D
ecem

b
er

9,
2022）。

す
で
に
上
述
し
た
よ
う
に
ル
ア
ク

首
相
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
時
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
コ

大
統
領
も
同
様
の
支
援
を
約
束
し
て
い
る
。

共
通
言
語
と
し
て
の
英
語
教
育
の
技
能
向
上
に
関
し
て
は
、
す

で
に
述
べ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｈ
Ｈ
Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー

が
フ
ル
タ
イ
ム
の
英
語
学
習
者
に
は
ホ
ス
テ
ル
を
提
供
し
、
毎
日

二
時
間
ま
で
の
英
語
学
習
だ
け
を
希
望
す
る
学
生
に
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
ク
ラ
ス
で
対
応
す
る
と
い
う
、
英
語
教
育
に
貢
献
し
て
い
る

（
T
A
T
O
L
I,
M
a
rch

30,
2022）。

ま
た
、
米
国
は
一
七
名
を
超
え
る

平
和
部
隊
を
四
つ
の
地
方
自
治
体
に
派
遣
し
、
地
域
経
済
の
発
展

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
中
の
八
人
は
教
員
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
進
展
を
目
指
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る

（
同
、
M
a
rch

30,
2023）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
と
対
外
的
な
諸
問
題

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
正
式
加
盟
へ
の
諸
課
題
を
挙
げ
て
み
た
が
、
た
だ

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
筆
者
が
三
月
に
東
テ
ィ

モ
ー
ル
を
渡
航
し
た
時
に
、
た
と
え
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
で
き
て

も
一
〇
カ
国
と
の
二
国
間
関
係
の
難
し
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。
筆
者

が
属
す
る
共
同
研
究
会
で
『
「
米
中
対
峙
」
時
代
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
へ
の
深
化
と
対
外
関
与
の
拡
大

』
や
『「
一
帯
一

路
」
時
代
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

中
国
傾
斜
の
な
か
で
分
裂
・
分
断

に
向
か
う
の
か （
９
）

』
を
上
梓
し
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い

う
地
域
組
織
と
各
国
の
政
治
体
制
を
含
む
外
交
姿
勢
が
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国

で
あ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
は
積
極
的
に
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
加
盟
を
後
押
し
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
側
も
フ
ン
・
セ
ン
首

相
に
強
い
謝
意
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ハ
ウ
ス
（
F
reed

o
m

H
o
u
se）
の
民
主
主
義
指
数

で
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
「
自
由
」
な
国
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
「
自
由
の
な
い
」
国
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

い
く
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
原
則
に
「
内
政
不
干
渉
」
が
据
え
ら
れ
た

と
し
て
も
、
今
後
自
由
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
対
立
が
起
こ
ら
な
い

と
は
言
い
切
り
な
い
。
す
で
に
ル
ア
ク
首
相
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対

す
る
姿
勢
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
存
在
意
義
と

し
て
自
由
民
主
主
義
は
重
要
な
外
交
方
針
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
。

よ
り
具
体
的
な
問
題
と
し
て
、
今
後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
し

て
中
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
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題
に
つ
な
が
る
。
国
父
と
し
て
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
で
あ
る
グ
ス

マ
ン
は
い
ろ
い
ろ
な
場
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
「
敵
も
つ
く
ら

ず
、
同
盟
に
も
参
加
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
こ
の
発
言
は
グ
ス
マ
ン
に
限
ら
ず
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

基
本
的
な
外
交
方
針
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

に
こ
だ
わ
る
理
由
の
一
つ
に
は
、
六
億
五
〇
〇
〇
万
人
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
へ
の
加
盟
は
同
地
域
に
属
す
る
一
三
〇
万
人
の
小
国
と
し
て

安
全
保
障
上
重
要
な
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
と
の
関
係
で
は
一
〇
カ
国
の
距
離
感
は

大
き
く
異
な
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
第
二
節
で
も
紹
介
し
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
の
報
告
書
で
、
ま
ず
「
米
中
対
峙
下
で
ど
の
よ

う
な
立
場
を
取
る
べ
き
か
」
と
い
う
設
問
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体

で
は
「
両
大
国
か
ら
の
圧
力
を
避
け
る
強
靭
性
と
統
一
性
を
強
化

す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
回
答
率
が
二
〇
二
二
年
で
四
六
・
一
％
、

二
三
年
で
四
五
・
五
％
と
一
番
高
い
。
次
に
多
い
の
は
「
両
国
の

ど
ち
ら
に
も
加
担
し
な
い
立
場
を
取
る
」
と
い
う
回
答
率
で
、
二

三
年
で
は
三
〇
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
次
の
設
問
は
興
味

深
い
が
、
「
も
し
ど
ち
ら
か
の
国
に
同
盟
を
強
い
ら
れ
た
ら
ど
ち

ら
の
国
を
選
ぶ
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
体
で
は
二
二
年
と

二
三
年
で
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
二
三
年
で
み
る
と
、
米
国

が
六
一
・
一
％
で
前
年
の
五
七
・
〇
％
か
ら
増
大
し
て
い
る
の
に

対
し
て
中
国
が
三
八
・
九
％
で
前
年
の
四
三
・
〇
％
か
ら
減
少
し

て
い
る
。

た
だ
一
〇
カ
国
別
に
確
認
し
て
み
る
と
、
中
国
に
対
し
五
〇
％

を
超
え
る
支
持
率
を
示
し
て
い
る
の
が
ブ
ル
ネ
イ
五
五
・
〇
％
、

マ
レ
ー
シ
ア
五
四
・
八
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
五
三
・
七
％
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
二
二
年
に
一
八
・
五
％
の
割
合
し
か
な
か
っ
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
二
三
年
に
は
七
三
・
一
％
、
ラ
オ
ス
も
同
様
に
一
八
・

二
％
の
割
合
が
五
八
・
九
％
ま
で
に
中
国
か
ら
米
国
へ
の
支
持
率

へ
と
転
換
し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
分
析
が
可
能
で

あ
ろ
う
が
、
中
国
か
ら
の
援
助
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
か
ら

の
援
助
が
適
切
な
国
々
は
米
国
と
の
均
衡
を
重
視
し
た
選
択
を
し

て
い
る
一
方
で
、
「
債
務
の
罠
」
が
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
に
中
国
へ

の
依
存
関
係
が
深
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
は
む
し
ろ
米
国
へ
の

依
存
度
を
深
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
振

れ
幅
の
大
き
い
理
由
の
背
景
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
中
国
と
の
距
離
感
を
み
て
み
る
。

ホ
ル
タ
新
大
統
領
は
す
ぐ
に
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
と
イ
ン

フ
ラ
整
備
支
援
へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
、
二

〇
二
二
年
五
月
二
〇
日
）。
上
述
し
た
よ
う
に
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
サ
ン

ラ
イ
ズ
油
田
に
お
け
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
側
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

引
き
込
み
に
は
相
当
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
ホ
ル
タ
大
統
領
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の
発
言
の
背
景
に
は
中
国
の
支
援
に
対
す
る
呼
び
込
み
で
は
な
い

か
と
の
観
測
も
あ
る （

�）。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
中
国
に
対
す
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
経
済
的

支
援
へ
の
目
論
み
と
は
別
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
南
岸
か
ら
約
六
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
目

配
り
が
必
要
に
な
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
と
と

も
に
米
軍
も
巡
回
す
る
基
地
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
中
国
へ
の
警

戒
感
も
強
く
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
簡
単
に
は
中
国
傾
斜
は
で
き
な

い
。
二
〇
二
二
年
五
月
に
八
カ
国
の
南
太
平
洋
島
嶼
国
家
を
歴
訪

し
た
前
国
務
委
員
兼
外
相
の
王
毅
は
、
フ
ィ
ジ
ー
で
「
中
国
は
島

嶼
国
の
友
人
だ
。
運
命
共
同
体
を
築
き
た
い
」
と
の
習
近
平
国
家

主
席
の
書
面
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
形
で
一
〇
カ
国
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
外
相
会
議
を
開
催
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
同
地
域
訪

問
の
中
国
の
思
惑
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
以
外
の
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
コ
ン
セ
サ
ス
方
式
（
P
a
cific

w
a
y

（

�））
で
事
実
上

反
対
さ
れ
、
安
全
保
障
協
定
の
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
東
京

新
聞
、
二
〇
二
二
年
五
月
三
〇
日
）。

今
回
の
王
毅
前
外
相
の
最
後
の
訪
問
地
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
あ
っ

た
。
当
然
な
が
ら
、
王
毅
外
相
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
取
り
込
み
を

経
済
援
助
の
申
し
出
を
通
じ
て
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
あ
る
南

太
平
洋
諸
島
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
す
で
に
東
テ
ィ
モ
ー

ル
で
は
中
国
の
援
助
に
よ
る
箱
物
が
存
在
し
、
経
済
進
出
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
従
来
の
外
交
方
針
か
ら
の

逸
脱
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
指
導
者
は
、
確
か

に
中
国
か
ら
の
経
済
援
助
を
期
待
す
る
一
方
で
、
経
済
援
助
と
政

治
安
全
保
障
の
区
分
け
は
踏
襲
し
て
お
り
、
何
よ
り
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
へ
の
加
盟
を
通
じ
て
、
特
に
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
る

外
国
か
ら
の
直
接
投
資
と
市
場
統
合
へ
の
期
待
に
意
欲
を
示
し
て

い
る （

�）。

お
わ
り
に

現
在
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
正
式
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
な
る

た
め
の
客
観
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
諸
課
題
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議

長
国
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
二
三
年
の
議
長
国
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

就
い
た
こ
と
で
正
式
加
盟
へ
の
算
段
が
つ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
二
〇
二
三
年
に
完
全
な
加
盟
国
に

承
認
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
加
盟
へ
の
準
備
を
継
続
し
、
数
年
以
内

に
第
一
一
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
て
の

加
盟
国
と
と
も
に
喜
ん
で
議
論
を
す
る
、
と
ア
ダ
ジ
ー
ザ
・
マ
グ

ノ
外
相
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

関
す
る
コ
メ
ン
ト
を

述
べ
て
い
る
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（
T
A
T
O
L
I,

A
p
ril

10,
2023）。

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
の
翌
日
紙
に
は
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
履
行
さ
れ
る
自
由
貿
易
部
門
の

観
点
か
ら
ま
だ
適
応
で
き
な
い
こ
と
、
人
的
資
源
の
準
備
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
認
め
て
い
る
。
諸
課
題
解
決
の
工
程
を
踏

ま
え
て
政
治
指
導
者
か
ら
の
正
式
加
盟
延
期
論
も
確
か
に
存
在
す

る
。さ
て
、
本
稿
の
最
後
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に

関
す
る
日
本
と
の
関
係
を
論
じ
て
終
え
た
い
。
日
本
は
東
テ
ィ
モ
ー

ル
の
平
和
構
築
や
国
家
建
設
に
深
く
関
与
し
て
き
た （

�）。
ま
た
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
関
し
て
も
加
盟
諸
国
に
働
き

か
け
て
き
た
。
そ
の
点
で
、
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
五
〇
周

年
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加
盟
、
た
と
え
「
原
則
」
加
盟
で
あ
っ
て

も
実
現
し
た
こ
と
は
日
本
外
交
の
一
つ
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
さ
ら
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
自
由
民
主
主
義
国
家
と
し
て
の

価
値
観
を
共
有
し
、
今
後
日
本
外
交
が
掲
げ
る
「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
へ
の
理
解
者
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
建
国
以
来
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
、
自

衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
以
来
に
比
べ
、
日
本
の
外
交
的
プ
レ
ゼ
ン
ス

は
中
国
や
他
国
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る （

�）。
例
え
ば
、
独
立
回
復
以
後
の
総
理
大
臣
の
訪
問
や
、
二
〇
一

八
年
当
時
の
河
野
外
務
大
臣
以
来
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
訪
問
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
二
二
年
の
独
立
回
復
二
〇
周
年
記
念
式
典
へ
の
総

理
特
使
派
遣
で
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
も
ち
ろ
ん
国
民
も
従
来

か
ら
の
日
本
の
貢
献
に
対
す
る
評
価
を
下
げ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
技
能
実
習
生
制
度
の
廃
止
論
議
が
日
本
国
内
で
始

ま
っ
て
い
る
が
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
の
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
筆
者
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
立
大

学
工
学
部
支
援
に
続
く
、
更
な
る
高
等
教
育
等
へ
の
支
援
を
望
み

た
い
。
例
え
ば
、
日
本
語
教
育
機
関
や
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
目
に
見
え
る
形
で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の
親
日
家
や
知
日
家
を

増
や
す
重
要
な
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
日
本
の
支
援
に
是
非
と
も
社
会
文
化
的
な
要
素
も
深
め
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
注

（

1）フ
リ
ー

ダ
ム

・
ハ

ウ
ス
（
F
reed

o
m

H
o
u
se）

の
自
由
度
の

分
類

は
、
「
自
由
」
「
部

分
的
自
由
」
「
自
由
が
な
い
」
の

３
ラ
ン
ク
で
あ
る
。
ち

な
み
に
二
〇
二
一
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
評
価
で
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

み
が
「
自
由
」
、
イ
ン
ド

ネ
シ

ア
、

フ
ィ

リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー

シ
ア
、

シ
ン

ガ

ポ
ー
ル
が
「
部

分
的
自
由
」
、
そ
れ
以
外
の
加
盟
諸
国
は
「
自
由
が
な
い
」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（

2）筆
者
は
本
誌
二
〇
一
五
年
四
月
号
（
第
六
三
巻
第
四
号
）
に
お
い
て
、

「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
問
題
」
と
い
う
テ
ー

マ
で

執
筆
の
機
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会
を
い
た
だ
い
た
。
七
年
を
経
て
や
っ
と
実
現
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
問
題

の
執
筆
機
会
を
再
び
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（

3）・W
h
y
is
T
im
o
r-L
este

Im
p
o
rta
n
t
fo
r
A
S
E
A
N
,・

A
S
E
A
N

F
ocu

s,
N
o
.39,
S
ep
.
2022,

p
p
.4

�5.

（

4）英
語
の
正
式
名
は
、
T
h
e
A
S
E
A
N
S
tu
d
ies
C
en
tre
a
t
th
e

IS
E
A
S
-Y
u
so
f
Ish
a
k
In
stitu

te,
T
H
E

S
T
A
T
E

O
F

S
O
U
T
H
E
A
S
T

A
S
IA

2023
S
U
R
V
E
Y

R
E
P
O
R
T
,
9
F
eb
ru
a
ry

2023,
p
p
.16

�17.

な
お
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
総
数
は
一
三
〇

八
名
で
、
五
つ
の
職
種
（
大
学
研
究
者
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
者
、
ビ
ジ
ネ

ス
及
び
金
融
関
係
者
、
市
民
社
会
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
政
府
関

係
者
、
地
域
及
び
国
際
機
関
勤
務
者
）
か
ら
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
各
設
問
の

数
値
は
各
国
の
一
〇
％
の
平
均
値
で
表
さ
れ
て
い
る
。

（

5）山
田
満
、
「
新
生
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
諸
課
題
と
日
本
の
貢
献
」
、
「
海

外
事
情
」
、
第
五
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
号
、
六
〇
～
六
一
ペ
ー

ジ
。（

6）・A
sea
n
h
eed
s
P
M
・s
ca
ll
o
v
er
T
im
o
r-L
este,・

K
H
M
E
R

T
IM

E
S
,
O
cto
b
er

28,
2021,

・C
a
m
b
o
d
ia
rea
ffirm

s
su
p
p
o
rt
fo
r

T
im
o
r-L
este

to
jo
in
A
sea
n
,・

K
H
M
E
R

T
IM

E
S
,
Ja
n
u
a
ry

28,

2022,・C
a
m
b
o
d
ia
a
n
d
A
S
E
A
N
to
p
u
sh
fo
r
T
im
o
r-L
este・s

a
p
p
li-

ca
tio
n
th
is
y
ea
r・s
first

q
u
a
rter,・

K
H
M
E
R

T
IM

E
S
,
F
eb
ru
a
ry

15,

2022.

（

7）日
本
は
技
能
実
習
生
と
し
て
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
労
働
力
の

受
け
入
れ
を
始
め
て
い
る
。

（

8）グ
レ
ー
タ
ー
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
天
然
ガ
ス
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
利

益
配
分
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
側
に
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
な
い
場
合
」

は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
八
〇
％
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
二
〇
％
、
「
引
か

れ
た
場
合
」
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
七
〇
％
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
三
〇

％
と
な
っ
て
い
る
。

（

9）前
者
は
二
〇
一
四
年
二
月
、
後
者
は
二
〇
年
一
月
に
い
ず
れ
も
明
石

書
店
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（

10）ル
・
モ
ン
ド
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ホ
ル
タ
大
統
領
は
東
テ
ィ
モ
ー

ル
南
岸
へ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
引
く
の
に
一
八
〇
億
ド
ル
の
費
用
が
見
込
ま
れ

る
と
述
べ
、
「
中
国
は
脅
威
で
は
な
く
、
機
会
で
」
、
「
中
国
に
よ
る
『
債
務

の
罠
』
は
馬
鹿
げ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
ル
・
モ
ン
ド
紙
は
中
国
寄
り

の
ホ
ル
タ
大
統
領
に
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
行
っ
て
い
る
（
L
e
M
on

d
e,

・R
a
m
o
s-H
o
rta
retu
rn
s
to
p
resid

en
cy
in
E
a
st
T
im
o
r,
o
p
en
in
g

d
o
o
r
fo
r
C
h
in
ese
in
v
estm

en
t,・
A
p
ril

22,
2022）。

（

11）Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
「
P
a
cific

W
a
y
」
に
関
し
て
は
、
片
岡

真
輝
「
激
変
す
る
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
感
と
太
平
洋
島
嶼
国

パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ィ
に
基
づ
く
協
調
行
動
は
可
能
か
」、「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ス
ク
エ
ア

世
界
を
見
る
眼
」
、
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
二

二
年
八
月
を
参
照
。

（

12）元
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ソ
ア
レ
ス
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

へ
の
加
盟
が
Ａ
Ｅ
Ｃ
を
通
じ
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
経
済
に
お
け
る
多
様
性

を
構
築
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
貿
易
の
自
由
度
を
高
め
、
海
外
直

接
投
資
の
呼
び
込
み
を
促
す
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
（
R
o
b
erto

S
o
a
res,

・T
im
o
r-L
este・s

A
sp
ira
tio
n
fo
r
A
S
E
A
N
M
em
b
ersh

ip
,・

R
S
IS

C
O
M
M
E
N
T
A
R
Y
,
N
o
.034,

9
M
a
rch

2023）。

（

13）筆
者
は
独
立
回
復
後
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
振
り
返
る
論
考
を
発
表
し

て
い
る
の
で
次
の
論
文
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
（
山
田
満
、「
東
テ
ィ
モ
ー

ル
独
立
回
復
二
〇
周
年
の
苦
闘
」
、
「
外
交
」
V
o
l.74.

Ju
l/
A
u
g
.
2022,

一

三
八
～
一
四
一
ペ
ー
ジ
）。

（
14）筆

者
も
参
加
し
た
令
和
三
年
度
外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
『
東
テ
ィ
モ
ー

ル
国
別
評
価
（
第
三
者
評
価
）
報
告
書
』
を
通
じ
て
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
参

照
し
て
も
ら
い
た
い
。
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１

�は
じ
め
に

一
九
六
七
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
結
成
か
ら
、
五
五
年
が
経
過
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
の
五
カ
国
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
近
隣
諸
国

と
の
友
好
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
当
時
は
、
東
南
ア
ジ

ア
島
嶼
部
で
も
国
家
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
マ
レ
ー
シ
ア

連
邦
の
発
足
に
際
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
サ
バ
の
領
有
権
を
主
張

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
主
導
に
よ
る
一
連
の
動
き
に
反

対
し
、
六
三
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
が
誕
生
す
る
と
両
国
は
国
交
を
断

絶
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明

に
し
て
い
た
が
、
六
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
九
・
三
〇
事
件
が

発
生
し
て
ス
ハ
ル
ト
が
政
権
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
、
関
係
改
善

へ
と
動
き
出
す
。
ま
た
、
同
時
期
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
選
挙
で

マ
ル
コ
ス
が
当
選
す
る
と
、
タ
イ
が
仲
立
ち
を
す
る
形
で
三
カ
国

の
関
係
が
改
善
し
、
六
五
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
分
離
独
立
し
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
加
え
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
結
成
さ
れ
た
。

当
時
は
い
ず
れ
の
政
権
も
「
権
威
主
義
的
開
発
政
治 （
１
）」
を
推
進

し
て
い
た
が
、
一
九
八
六
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
マ
ル
コ
ス
政
権

が
崩
壊
し
、
九
二
年
に
は
タ
イ
で
軍
政
が
終
焉
し
、
九
八
年
に
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ス
ハ
ル
ト
が
退
陣
す
る
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
が
相
次
い
で
民
主
化
を
迎
え
た
。
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
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ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
加
盟
し
て
現
在
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
一
〇
カ
国
と
な
り
、
近
い
将
来
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
加
盟

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
〇
二
年
に
独
立
し
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、

東
南
ア
ジ
ア
で
も
っ
と
も
民
主
的
な
国
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
一

一
年
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
民
政
移
管
が
実
現
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
の
民
主
化
は
、
少
し
ず
つ
、
確
実
に
拡
大
し
て
い
る
か
と
思

わ
れ
た
。
し
か
し
、
タ
イ
で
は
〇
六
年
と
一
四
年
に
軍
事
ク
ー
デ

タ
が
発
生
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
二
一
年
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
再

発
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
民
主
化
へ
の
道
の
り
、
そ
し
て
そ

れ
ら
の
民
主
主
義
は
決
し
て
盤
石
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
続
く
タ
イ
の
軍
事
政
権
の
民
政

移
管
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
着
目
し
、
二
三
年
に
行
わ
れ
た
総

選
挙
の
意
義
と
タ
イ
政
治
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
。
タ
イ
は
、

日
本
政
府
が
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
通
し
て
発
展
を
下
支

え
し
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
に
は
、
重
点
分
野
と
し
て
民
主
化
支
援
が
含
ま
れ
て
き
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
民
主
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
軍
事
ク
ー
デ

タ
が
頻
発
す
る
タ
イ
の
民
政
移
管
へ
の
道
の
り
を
見
て
い
く
。

２

�Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
民
主
化
支
援
と
東
南
ア
ジ
ア
の
現
実

�

重
点
分
野
と
し
て
の
民
主
化
支
援

は
じ
め
に
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
民
主
化
支
援
に
つ
い
て

確
認
し
よ
う
。
二
〇
二
三
年
六
月
、
日
本
政
府
は
新
た
な
「
開
発

協
力
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
日
本
政
府
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、

一
九
五
四
年
一
〇
月
に
「
ア
ジ
ア
及
び
太
平
洋
の
共
同
的
経
済
社

会
開
発
の
た
め
の
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
」
へ
の
加
盟
が
決
定
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
拡
大
を
続
け
、
九
一
年
か
ら

ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
の
規
模
を
誇
っ
た
。
二
〇
〇
一

年
に
は
ア
メ
リ
カ
を
下
回
り
、
〇
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
下
回
り
、

〇
七
年
に
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
も
下
回
り
、
第
五
位
に
落

ち
込
ん
だ
。
二
〇
年
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
次
い
で
第

三
位
で
あ
る （
２
）。

一
九
九
一
年
、
政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
四
指
針
を
策
定
し
、
翌
九
二
年

に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
理
念
や
方
針
を
ま
と
め
た
「
政
府
開
発
援
助
大

綱
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
）」
を
ま
と
め
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
四
指
針
は
、
支
援
先

の
①
軍
事
支
出
、
②
大
量
破
壊
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
製
造
、

③
武
器
の
輸
出
入
等
の
動
向
、
④
民
主
化
の
促
進
と
市
場
志
向
型

経
済
導
入
並
び
に
基
本
的
人
権
の
保
障
状
況
、
以
上
四
点
に
注
意
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を
払
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
は
こ
の
四
指
針
を
中

心
に
ま
と
め
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
平
和
構
築
、
人
間
の
安
全

保
障
、
人
間
開
発
を
重
視
す
る
内
容
が
加
え
ら
れ
て
「
改
訂
Ｏ
Ｄ

Ａ
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
。

二
〇
一
五
年
に
は
「
開
発
協
力
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
、
日
本
の

開
発
協
力
の
理
念
は
、
平
和
国
家
と
し
て
国
際
社
会
の
平
和
、
安

定
、
繁
栄
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
と
明
示
さ
れ
た
。

質
の
高
い
成
長
、
平
和
・
安
全
な
社
会
の
構
築
と
と
も
に
、
多
様

な
ア
ク
タ
ー
と
の
連
携
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
で

重
視
し
て
い
る
法
の
支
配
、
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
基
本
的
人
権

そ
し
て
民
主
化
が
、
開
発
に
不
可
欠
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論

も
あ
る （
３
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
主
化
を
融
資
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
と
す
る
国
際
的
な
潮
流
に
乗
っ
て
、
日
本
は
一
貫
し
て

重
点
分
野
に
民
主
化
支
援
を
掲
げ
て
き
た
。

二
〇
二
三
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
開
発
協
力
大
綱
」
で
は
、

従
来
の
方
針
を
踏
襲
し
つ
つ
、
気
候
変
動
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
性
な
ど
の
分
野
で
官
民
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
、
途
上
国
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
創
を
目
指

す
こ
と
が
示
さ
れ
、
平
和
・
安
全
・
安
定
し
た
社
会
の
実
現
の
前

提
と
し
て
人
間
の
安
全
保
障
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
途

上
国
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
は
、

今
や
日
本
の
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
知
的
財
産

や
人
の
移
動
な
ど
幅
広
い
分
野
で
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
る （
４
）。

�

東
南
ア
ジ
ア
の
民
主
主
義
の
現
状

援
助
を
受
け
る
側
か
ら
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
と
順
調
に
成
長

を
遂
げ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
で
あ
る
が
、
各
国
の
内
情
を
見

る
と
、
民
主
主
義
の
後
退
と
み
ら
れ
る
事
態
が
相
次
い
で
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
民
主
主
義
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

二
〇
一
〇
年
以
降
、
言
論
の
自
由
と
結
社
の
自
由
が
大
き
く
後
退

し
て
い
る （
５
）。
一
九
年
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
汚

職
撲

滅
委

員
会

（
Ｋ

Ｐ
Ｋ
）
の
権

限
が

縮
小
さ
れ
、

報
道
や
言
論
の
自
由
に

抵
触
す

る
内
容
の
刑
法
改
正
案
が
成
立
す
る
な
ど
、
大
統
領
の
権
限
強
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
登
場
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
・
ド
ゥ

テ
ル
テ
大

統
領
が
、
「

麻
薬

戦
争
」
の
た
め
に

超
法

規
的
な

殺
人

を
承
認
し
た
。
国
際
刑
事
裁
判
所
や
研
究
機
関
は
、
少
な
く
と
も

一
万
人
弱
の
人
々
が
殺
害
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る （
６
）。

麻
薬
を
撲

滅
す
る
と
い
う
目
的
の
み
な
ら
ず
、
政
府
に
批
判
的
な
報
道
を
展

開
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
反
対
派
が
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
た
。
二
二
年
に
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行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
は
、
一
九
八
六
年
に
政
権
の
座
か
ら
追

わ
れ
た
マ
ル
コ
ス
の
息
子
で
あ
る
マ
ル
コ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
当
選

し
、
副
大
統
領
に
は
ド
ゥ
テ
ル
テ
前
大
統
領
の
娘
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ

ル
テ
が
当
選
し
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
タ
イ
で
は
、
二
〇
一
四
年
の
ク
ー
デ
タ
以

降
、
軍
事
政
権
が
続
い
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
二
一
年
二

月
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
以
降
、
少
な
く
と
も
六
〇
〇
〇
人
以
上
の
市

民
が
殺
害
さ
れ
て
い
る （
７
）。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
避
難
民
は
一
五
〇

万
人
に
上
り
、
一
七
〇
〇
万
人
以
上
が
人
道
支
援
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る （
８
）。

３

�タ
イ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
政
治
体
制

�

対
タ
イ
Ｏ
Ｄ
Ａ

日
本
と
タ
イ
は
経
済
的
な
結
び
つ
き
が
強
く
、
海
外
か
ら
タ
イ

へ
の
援
助
額
お
よ
び
投
資
額
の
い
ず
れ
も
、
日
本
が
第
一
位
で
あ

る
。
外
務
省
「
対
タ
イ
王
国
国
別
開
発
協
力
方
針 （
９
）」
に
よ
れ
ば
、

「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
双
方
の
利
益
増
進
及
び

地
域
の
自
立
的
発
展
の
推
進
」
と
い
う
大
目
標
の
下
で
進
め
ら
れ

て
い
る
対
タ
イ
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
二
〇
一
八
年
ま
で
に
円
借
款
・
技
術

協
力
・
無
償
資
金
協
力
合
わ
せ
て
約
二
兆
八
〇
〇
〇
億
円
に
上
る
。

タ
イ
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
高
度
成
長
を
遂
げ
、
九
三

年
に
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
一
四
四
五
ド
ル
を
超
え
て
、
無
償
資

金
協
力
か
ら
卒
業
し
た
。
現
在
は
、
気
候
変
動
問
題
、
高
齢
化
問

題
、
社
会
的
弱
者
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
日
本
と
タ

イ
が
協
力
し
て
メ
コ
ン
地
域
な
ど
へ
の
第
三
国
支
援
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
他
方
、
「
民
主
政
権
へ
の
定
着
に
関
連
し
た
動
向
を
注

視
す
る
」
と
い
う
留
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

�

頻
発
す
る
軍
事
ク
ー
デ
タ

日
本
に
と
っ
て
優
等
生
と
も
言
え
る
タ
イ
で
は
、
軍
事
ク
ー
デ

タ
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
一
九
三
二
年
の
立
憲
革
命
以
来
、
一

〇
回
以
上
の
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
限
っ
て

も
、
二
回
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
て
い
る
。
タ
イ
の
政
治
を
特
徴
付

け
て
い
る
の
は
、
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
度
々
政
治
の
表
舞
台
に
出
て

く
る
国
軍
だ
け
で
な
く
、
政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
国
王

の
存
在
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
に
学
生
デ
モ
隊
に
軍
が
発
砲
し
て
死
者
が
出
た
際

に
は
、
国
王
が
首
相
に
退
陣
と
出
国
を
促
し
、
事
態
の
収
束
を
図
っ

た
。
七
〇
年
代
に
は
、
近
隣
諸
国
の
共
産
化
の
影
響
を
受
け
て
、

タ
イ
で
も
共
産
勢
力
と
右
派
勢
力
の
分
極
化
が
深
ま
り
、
七
六
年

に
は
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
に
お
い
て
、
学
生
デ
モ
隊
と
警
察
、
そ
し
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て
暴
徒
化
し
た
右
派
に
よ
る
衝
突
が
発
生
し
て
多
く
の
死
傷
者
が

発
生
し
た
（
血
の
日
曜
日
事
件
）。
こ
の
事
件
で
も
、
国
王
が
仲
裁

に
動
き
、
最
終
的
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
と
い
う
形
で
政
治
的
混
乱
を

収
拾
し
た
。

タ
イ
が
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
た
一
九
九
一
年
に
軍
事
ク
ー

デ
タ
が
発
生
し
た
翌
年
に
も
、
国
王
が
影
響
力
を
行
使
し
た
。
九

二
年
、
民
政
移
管
の
た
め
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
首
相
指
名

を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
大
規
模
な
反
政
府
デ
モ
を
軍
事
政
権
が
武

力
鎮
圧
し
た
（
五
月
流
血
事
件
）。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
際
し
て
、

国
王
の
調
停
に
よ
り
首
相
は
辞
任
し
、
再
選
挙
が
行
わ
れ
て
、
民

政
移
管
が
実
現
し
た
。

タ
イ
で
は
、
憲
法
も
政
権
に
有
利
な
内
容
へ
と
改
正
さ
れ
て
き

た
。
一
九
九
七
年
に
制
定
さ
れ
た
新
憲
法
で
は
、
国
王
に
任
命
さ

れ
て
い
た
上
院
議
員
を
民
選
と
し
、
憲
法
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、

国
家
汚
職
防
止
委
員
会
、
国
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
国
家
人
権
委
員

会
な
ど
権
力
を
監
視
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、
首

相
・
政
党
の
役
割
や
司
法
機
関
の
権
限
を
強
化
す
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
従
来
の
中
選
挙
区
制
で
は
な
く
、
小
選
挙
区
と
比
例

代
表
の
並
立
制
が
採
用
さ
れ
、
大
政
党
に
有
利
で
党
中
央
の
権
限

が
強
く
な
る
選
挙
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
憲
法

の
内
容
に
は
、
教
育
水
準
の
低
い
有
権
者
が
汚
職
に
ま
み
れ
た
政

治
家
を
国
会
議
員
に
選
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
大
衆
に
対
す
る

中
間
層
の
不
信
が
現
れ
て
い
る （

�）。
要
す
る
に
、
選
出
さ
れ
た
国
会

議
員
を
政
府
や
司
法
機
関
が
監
視
で
き
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

九
七
年
新
憲
法
施
行
後
に
行
わ
れ
た
初
め
て
の
選
挙
で
勝
利
を
収

め
た
の
が
、
そ
の
後
タ
イ
社
会
に
深
い
分
断
を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
る
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
創
業
者
タ
ク
シ
ン
・
チ
ナ
ワ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

タ
ク
シ
ン
が
創
設
し
た
新
党
は
、
二
〇
〇
一
年
の
総
選
挙
で
、

下
院
五
〇
〇
議
席
中
二
四
八
議
席
を
獲
得
し
た
。
タ
ク
シ
ン
は
、

従
来
の
選
挙
で
は
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
農
民
や
都
市
貧
困
層

に
対
す
る
政
策
を
掲
げ
て
、
彼
ら
の
支
持
を
得
た
。
〇
五
年
の
総

選
挙
で
は
、
三
七
七
議
席
を
獲
得
し
、
タ
イ
政
治
史
上
は
じ
め
て

単
独
政
党
で
過
半
数
を
獲
得
し
た
。
タ
ク
シ
ン
は
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
か
ら
の
Ⅴ
字
回
復
を
実
現
し
、
規
制
緩
和
と
貧
困
層
へ
の
再
分

配
政
策
を
行
い
、
財
界
と
農
村
部
で
高
い
支
持
を
得
た
。
特
に
、

中
間
層
に
「
ば
ら
ま
き
政
策
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
再
配
分
政
策

に
よ
っ
て
、
人
口
が
多
い
タ
イ
東
北
部
の
農
民
を
支
持
基
盤
と
し

て
固
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
議
席
数
が
多
い
タ
イ
東
北
部
と
自
身

の
出
身
地
で
あ
る
タ
イ
北
部
で
は
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

タ
ク
シ
ン
は
人
事
を
掌
握
し
、
行
政
機
構
や
メ
デ
ィ
ア
を
管
理

下
に
置
い
た
。
一
九
九
七
年
新
憲
法
で
首
相
の
権
限
が
強
化
さ
れ

て
い
た
た
め
、
タ
ク
シ
ン
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
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す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
た
が （

�）、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
政
権
運

営
と
選
挙
で
の
圧
倒
的
な
強
さ
は
、
都
市
部
の
中
間
層
の
不
満
を

増
幅
さ
せ
た
。

二
〇
〇
六
年
、
タ
ク
シ
ン
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
不
正
取
引
疑

惑
が
浮
上
す
る
と
、
知
識
人
や
社
会
活
動
家
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

や
都
市
部
の
上
・
中
間
層
ら
が
反
タ
ク
シ
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
、
民
主
主
義
市
民
連
合
（
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
を
中
心
に
街
頭
活
動

を
展
開
し
た
。
彼
ら
は
、
国
王
へ
の
忠
誠
心
を
象
徴
す
る
黄
色
の

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
民
主
党
な
ど
の
野
党
と
連
携
し
て
デ
モ
を
行
っ

た
。
一
方
、
反
タ
ク
シ
ン
デ
モ
を
展
開
す
る
黄
シ
ャ
ツ
派
に
対
抗

す
る
タ
ク
シ
ン
支
持
派
は
、
反
独
裁
民
主
主
義
統
一
戦
線
（
Ｕ
Ｄ

Ｄ
）
を
結
成
し
て
赤
色
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た
。
両
者
の
街
頭
活

動
は
、
バ
ン
コ
ク
に
深
刻
な
混
乱
を
招
き
、
両
者
の
分
断
は
広
が
っ

て
い
っ
た
。

黄
シ
ャ
ツ
派
は
、
選
挙
を
行
え
ば
大
衆
の
支
持
を
得
て
い
る
タ

ク
シ
ン
派
が
勝
利
す
る
た
め
、
選
挙
を
実
施
す
る
意
味
が
な
い
と

考
え
て
い
た （

�）。
知
識
が
な
く
、
民
主
主
義
を
理
解
し
て
い
な
い
低

質
な
地
方
の
大
衆
票
に
よ
り
、
腐
敗
し
た
政
治
家
が
選
出
さ
れ
て

政
治
が
混
乱
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
よ
り
も
、
政
治

改
革
を
実
行
す
る
た
め
に
、
国
政
を
麻
痺
さ
せ
て
政
権
を
奪
取
す

る
方
針
を
採
用
し
た
の
で
あ
る （

�）。
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
タ
ク

シ
ン
は
下
院
を
解
散
し
た
が
、
黄
シ
ャ
ツ
派
は
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
し
、
憲
法
裁
判
所
は
選
挙
を
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
九
月

に
は
政
治
的
混
乱
を
収
拾
す
る
と
い
う
名
目
で
軍
事
ク
ー
デ
タ
が

行
わ
れ
、
タ
ク
シ
ン
は
国
外
に
逃
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
タ
ク
シ
ン
不
在
の
状
況
で
行
わ
れ
た
二
〇
〇
七
年

の
総
選
挙
で
は
、
タ
ク
シ
ン
派
が
勝
利
し
た
。
タ
ク
シ
ン
派
政
権

が
誕
生
す
る
と
、
黄
シ
ャ
ツ
派
は
再
び
街
頭
活
動
を
展
開
し
、
公

共
施
設
を
占
拠
し
た
。
政
府
は
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
に
軍
に
協

力
を
要
請
し
た
が
、
軍
は
要
請
を
拒
否
し
て
出
動
せ
ず
、
憲
法
裁

判
所
は
首
相
の
辞
職
を
命
じ
て
タ
ク
シ
ン
派
政
権
は
崩
壊
し
た
。

そ
の
後
、
選
挙
で
敗
れ
た
民
主
党
の
ア
ピ
シ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ー
チ
ャ
ー

チ
ー
ワ
が
首
相
に
就
任
し
た
。
一
連
の
動
き
に
強
く
反
発
し
た
赤

シ
ャ
ツ
派
が
街
頭
を
占
拠
し
大
規
模
な
抗
議
活
動
を
行
う
と
、
軍

は
武
力
制
圧
に
乗
り
出
し
、
デ
モ
隊
に
多
数
の
死
者
を
出
し
た
。

二
〇
一
一
年
の
総
選
挙
で
は
、
再
び
タ
ク
シ
ン
派
が
勝
利
し
、

タ
ク
シ
ン
の
妹
イ
ン
ラ
ッ
ク
が
首
相
に
就
任
し
た
。
イ
ン
ラ
ッ
ク

首
相
は
、
〇
六
年
以
来
、
黄
シ
ャ
ツ
派
と
赤
シ
ャ
ツ
派
の
街
頭
活

動
に
関
連
す
る
違
法
行
為
を
一
括
し
て
免
責
す
る
国
民
和
解
法
案

を
提
案
し
た
が
、
恩
赦
対
象
に
タ
ク
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
と
、
黄
シ
ャ
ツ
派
が
街
頭
に
繰
り
出
し
、
大
規

模
な
抗
議
活
動
を
展
開
し
た
。
イ
ン
ラ
ッ
ク
は
恩
赦
案
を
撤
回
し
、
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下
院
を
解
散
し
て
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
黄
シ
ャ
ツ
派
は
選
挙
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
街
頭
や
投
票
所
の
占
拠
を
強
行
し
た
。
総
選
挙

は
無
効
と
宣
言
さ
れ
、
一
四
年
に
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
の
辞
職
が
命

じ
ら
れ
て
政
権
が
崩
壊
す
る
と
、
政
治
的
混
乱
を
収
拾
す
る
と
い

う
名
目
で
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
た
。

タ
イ
で
は
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
軍
は
政
治
的

混
乱
を
収
拾
す
る
と
い
う
名
目
で
ク
ー
デ
タ
を
断
行
し
な
が
ら
、

早
々
に
民
政
移
管
の
た
め
の
選
挙
を
実
施
し
て
き
た
。
二
〇
〇
六

年
の
ク
ー
デ
タ
で
も
、
翌
年
に
は
選
挙
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か

し
、
一
四
年
の
ク
ー
デ
タ
以
降
の
様
子
は
、
従
来
と
異
な
っ
て
い

る
。
軍
は
議
会
を
解
散
し
、
国
家
平
和
秩
序
維
持
評
議
会
（
Ｎ
Ｃ

Ｐ
Ｏ
）
を
組
織
し
て
、
新
憲
法
の
起
草
に
動
い
た
。
戒
厳
令
が
敷

か
れ
て
、
集
会
は
禁
止
さ
れ
て
、
厳
し
い
言
論
統
制
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
市
民
の
権
利
は
著
し
く
制
限
さ
れ
た （

�）。

二
〇
一
六
年
に
は
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
翌
一
七
年
に
新
憲
法

が
公
布
さ
れ
た
。
新
憲
法
で
は
、
選
挙
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

ま
ず
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
有
権

者
は
小
選
挙
区
の
候
補
者
を
選
び
、
そ
の
得
票
数
に
応
じ
て
比
例

代
表
の
選
出
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
り
、
タ
ク
シ
ン
派
の

よ
う
な
大
政
党
が
単
独
過
半
数
を
獲
得
す
る
よ
う
な
圧
勝
が
難
し

く
な
っ
た
。
次
に
、
一
九
九
七
年
憲
法
で
民
選
と
さ
れ
た
上
院
議

員
が
任
命
制
と
さ
れ
た
。
首
相
指
名
は
、
上
院
議
員
二
五
〇
人
と

下
院
五
〇
〇
人
の
合
議
制
と
さ
れ
、
下
院
議
員
で
あ
る
こ
と
が
首

相
の
資
格
要
件
で
は
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
選
挙
で
勝
利
し
て

政
権
を
奪
取
す
る
た
め
に
は
、
事
実
上
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
に
任
命
さ
れ
た

上
院
と
、
下
院
を
合
わ
せ
た
七
五
〇
議
席
の
過
半
数
、
言
い
換
え

る
と
、
下
院
の
七
五
％
に
当
た
る
三
七
六
議
席
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
憲
法
裁
判
所
に
、
政
党
を
解
散
さ
せ
ら

れ
る
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。

４

�軍
事
政
権
下
の
選
挙

�

二
〇
一
九
年
総
選
挙

二
〇
一
四
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
以
降
、
初
め
て
行
わ
れ
た
選
挙

は
一
九
年
で
あ
る
。
主
要
政
党
は
、
パ
ラ
ン
・
プ
ラ
チ
ャ
ー
ラ
ッ

ト
（
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
）
党
、
タ
ク
シ
ン
派
の
タ
イ
貢
献
党
、
民
主
党
、

そ
し
て
新
未
来
党
で
あ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
は
、
軍
事
政
権
が
民
政
移

管
後
も
影
響
力
を
保
持
す
る
た
め
に
設
立
し
た
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
の
受
け

皿
政
党
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ン
派
は
、
選
挙
で
は
最
大
議
席
を
獲
得
し
な
が
ら
、
憲

法
裁
判
所
か
ら
の
解
党
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
た
め
、
複
数
の
分
党
か
ら
候
補
者
を
立
て
て
解
党
に
よ
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る
全
滅
を
避
け
る
作
戦
を
採
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
タ
ク
シ
ン
派
政

党
の
一
つ
で
あ
る
タ
イ
護
国
党
は
、
現
国
王
ラ
ー
マ
一
〇
世
の
実

姉
ウ
ボ
ン
ラ
ッ
ト
王
女
を
擁
立
し
よ
う
と
し
、
王
室
の
政
治
的
中

立
性
を
侵
犯
し
た
と
い
う
理
由
で
選
挙
前
に
解
党
処
分
を
受
け
た
。

タ
ク
シ
ン
派
は
タ
イ
護
国
党
が
担
当
し
て
い
た
約
一
〇
〇
選
挙
区

で
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
反
タ
ク
シ
ン
運
動
の
黄
シ
ャ
ツ
派
急
先
鋒
と

し
て
支
持
を
集
め
、
タ
ク
シ
ン
政
権
崩
壊
後
に
政
権
を
担
っ
た
経

験
も
あ
る
民
主
党
は
、
軍
事
政
権
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
、

一
一
年
選
挙
の
三
分
の
一
ま
で
議
席
を
減
ら
し
た
。

言
論
・
結
社
の
自
由
を
大
幅
に
制
限
し
た
軍
事
政
権
下
の
選
挙

で
躍
進
し
た
の
が
、
新
党
新
未
来
党
で
あ
る
。
タ
ナ
ー
ト
ン
・
ジ
ュ

ン
ル
ン
ル
ア
ン
キ
ッ
ト
党
首
は
一
九
七
七
年
生
ま
れ
の
若
手
政
治

家
で
あ
り
、
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
タ
イ
・
サ
ミ
ッ

ト
・
グ
ル
ー
プ
の
副
社
長
を
務
め
て
い
た
。
軍
事
政
権
の
終
焉
と

民
主
主
義
の
回
復
を
第
一
に
訴
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
立
候
補
者

公
募
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
集
め
な
ど
、
従

来
タ
イ
で
行
わ
れ
て
き
た
選
挙
活
動
と
は
異
な
る
全
く
新
し
い
手

法
で
選
挙
活
動
を
展
開
し
た
。
都
市
部
の
若
い
有
権
者
を
中
心
に
、

新
未
来
等
は
急
速
に
支
持
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
は
、
タ
イ
選
挙
史

上
ま
れ
に
見
る
混
乱
し
た
選
挙
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
在
外
投
票

で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
選
挙
の
一
五
四
二
人
分

の
投
票
用
紙
が
期
日
ま
で
に
届
か
ず
無
効
票
と
さ
れ
る
な
ど
、
選

挙
委
員
会
に
は
一
五
七
件
も
の
不
正
投
票
や
違
法
行
為
が
報
告
さ

れ
た （

�）。
一
部
の
選
挙
区
で
は
、
投
票
者
数
と
開
票
数
が
一
致
せ
ず
、

四
月
に
な
っ
て
選
挙
委
員
会
は
一
部
選
挙
区
で
の
再
投
票
を
決
定

し
た
。

選
挙
委
員
会
は
、
投
票
日
か
ら
四
日
後
に
は
、
小
選
挙
区
候
補

者
の
得
票
数
と
全
国
で
の
各
党
の
得
票
数
合
計
を
公
表
し
、
五
月

七
日
に
は
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
当
選
者
氏
名
を
発
表
、
翌
日

に
は
比
例
代
表
に
よ
る
各
党
の
獲
得
議
席
数
を
公
表
し
た
が
、
三

回
の
発
表
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
態
と
な
っ
た
。
最
終
結
果

は
、
再
投
票
が
終
了
し
た
五
月
二
八
日
に
公
表
さ
れ
た
。

選
挙
結
果
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
一
一
六
議
席
、
タ
イ
貢
献
党
一
三

六
議
席
、
新
未
来
党
八
一
議
席
と
な
り
、
新
顔
の
新
未
来
党
は
野

党
第
二
党
と
な
っ
た
。
タ
イ
貢
献
党
の
票
は
伸
び
悩
み
、
軍
事
政

権
が
順
調
に
勝
利
し
た
。
六
月
五
日
、
プ
ラ
ユ
ッ
ト
が
新
首
相
に

選
出
さ
れ
た
。
な
お
、
タ
イ
政
治
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
た
新
未

来
党
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
解
党
処
分
を

受
け
た
。
タ
ナ
ー
ト
ン
党
首
の
選
挙
法
違
反
容
疑
に
よ
り
、
解
党

に
加
え
て
タ
ナ
ー
ト
ン
と
党
幹
部
一
六
人
の
公
民
権
が
停
止
さ
れ
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た
。新
未
来
党
の
解
党
処
分
は
、
新
未
来
党
の
支
持
者
で
あ
っ
た
若

者
や
学
生
か
ら
強
い
反
発
を
招
い
た
。
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
反
政

府
集
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
か
ら
は
反
政
府
集
会

の
要
求
に
王
室
改
革
ま
で
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二

〇
年
の
デ
モ
は
、
大
学
生
だ
け
で
な
く
、
中
高
生
の
参
加
が
見
ら

れ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
頻
発
す
る
タ
イ
で
は
、

こ
れ
ま
で
大
学
生
が
軍
事
政
権
に
反
対
す
る
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
き
た
が
、
二
〇
年
か
ら
の
一
連
の
デ
モ
で
は
、
地
方
の
中
高
生

が
学
校
を
休
ん
で
バ
ン
コ
ク
の
集
会
に
参
加
し
、
教
育
改
革
な
ど

を
訴
え
た （

�）。

反
政
府
デ
モ
は
拡
大
を
続
け
、
九
月
に
は
学
生
や
市
民
な
ど
数

万
人
が
結
集
し
て
、
プ
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
の
退
陣
と
憲
法
改
正
を
要

求
し
た
。
一
連
の
デ
モ
は
、
特
定
の
団
体
や
リ
ー
ダ
ー
が
主
導
す

る
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
情
報
が
拡
散
さ
れ
、
集
ま
っ

た
有
志
が
短
時
間
抗
議
活
動
を
展
開
し
、
活
動
後
に
は
解
散
す
る

と
い
う
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
モ
ブ
型
」
デ
モ
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
新
未
来
党
の
元
党
員
や
赤
シ
ャ
ツ
派
の
参
加
も
見
ら

れ
た
が
、
多
く
の
参
加
者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
元
に
集
ま
る
、
緩

や
か
な
つ
な
が
り
で
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
彼
ら

は
非
暴
力
を
貫
き
、
警
察
当
局
の
排
除
に
は
抵
抗
し
な
い
方
針
で

活
動
し
た
。
し
か
し
、
政
府
に
よ
る
取
り
締
ま
り
は
厳
し
く
、
二

〇
二
〇
年
六
月
以
来
、
二
〇
〇
〇
人
近
く
が
政
治
的
な
罪
で
起
訴

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
三
〇
〇
人
近
く
が
一
八
歳
以
下
で
あ

る （

�）。

�

二
〇
二
三
年
総
選
挙
の
行
方

二
〇
二
三
年
五
月
一
四
日
の
総
選
挙
は
、
一
四
年
の
ク
ー
デ
タ

以
降
二
回
目
の
選
挙
で
あ
る
。
選
挙
を
前
に
し
て
、
プ
ラ
ユ
ッ
ト

首
相
や
連
立
与
党
第
一
党
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
の
支
持
率
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
景
気
回
復
の
遅
れ
に
よ
り
低
下
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
た
。
連
立
政
権
内
で
は
、
閣
僚
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
対
立

な
ど
に
よ
り
議
員
の
離
党
が
相
次
ぎ
、
二
三
年
一
月
に
は
プ
ラ
ユ
ッ

ト
自
身
も
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
を
離
党
し
、
タ
イ
団
結
国
家
建
設
（
Ｕ

Ｔ

Ｎ
）
党
に
加

わ
っ
た
。
与
党
の
分

裂
を

受
け
て
、

今
回
の
選
挙
は

タ
ク
シ
ン
派
タ
イ
貢
献
党
の
圧
勝
か
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
二
一
年
に
は
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
て
、
小
選
挙
区

比
例
代

表
並
立
制
が
採
用
さ
れ
た
。
有
権
者
は
小
選
挙
区
で
は
候

補
者
、

比
例
代
表
制
で
は
政
党
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
、
議
席
配
分
は
小
選

挙
区
制
四
〇
〇
議
席
、
比
例
代
表
制
一
〇
〇
議
席
と
さ
れ
た
。
こ

の
選
挙
法
改
正
は
、
二
〇
年
に
解
党
し
た
新
未
来
党
の
後
身
で
あ

る
、
前
進
党
の
躍
進
阻
止
と
い
う
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
と
タ
イ
貢

献
党
の
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同
意
の
結
果
で
あ
る
。

前
進
党
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
実
業
家
ピ
タ
・
リ
ム
ジ
ャ
ラ
ー
ン
ラ
ッ

ト
が
党
首
を
務
め
る
。
新
未
来
党
と
同
様
に
、
軍
の
政
治
か
ら
の

撤
退
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
王
室
改
革
と
刑
法
改
正
、
特
に
不
敬

罪
の
改
正
を
掲
げ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
た
活
動
を
展
開
し
、
一

八
歳
か
ら
三
〇
歳
と
い
う
若
年
有
権
者
の
間
で
圧
倒
的
な
支
持
を

得
た （

�）。
他
方
で
、
タ
イ
で
は
タ
ブ
ー
と
も
言
え
る
「
王
室
改
革
」

を
掲
げ
る
前
進
党
が
、
ど
こ
ま
で
票
を
伸
ば
す
か
が
未
知
数
で
あ
っ

た （

�）。二
〇
二
三
年
五
月
三
日
に
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査 （

�）で
は
、
小
選

挙
区
制
で
の
支
持
政
党
は
タ
イ
貢
献
党
（
三
七
・
九
二
％
）、
前
進

党
（
三
五
・
三
六
％
）、
Ｕ
Ｔ
Ｎ
党
（
一
二
・
八
四
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
誰
に
首
相
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

前
進
党
ピ
タ
（
三
五
・
四
四
％
）、
タ
ク
シ
ン
の
次
女
で
あ
る
タ
イ

貢
献
党
ペ
ー
ト
ー
ン
タ
ー
ン
・
シ
ナ
ワ
ト
ラ
（
二
九
・
二
〇
％
）、

Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
プ
ラ
ユ
ッ
ト
（
一
四
・
八
四
％
）
と
い
う
結
果
で
あ
り
、

ピ
タ
へ
の
支
持
が
ペ
ー
ト
ー
ン
タ
ー
ン
を
上
回
っ
た
。

二
〇
一
九
年
選
挙
で
大
混
乱
を
招
い
た
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

政
権
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
中
立
性
が

疑
問
視
さ
れ
、
二
三
年
四
月
に
は
選
挙
管
理
委
員
の
辞
任
を
求
め

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
署
名
活
動
（
C
h
a
n
g
e.o

rg
）
が
始
ま
っ
た
。

五
月
上
旬
に
は
署
名
者
が
一
二
〇
万
人
を
越
え
た
こ
と
か
ら
も
、

多
く
の
有
権
者
が
選
挙
管
理
委
員
会
に
批
判
的
な
目
を
向
け
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
、
期
日
前
投
票
の
登
録
締
め
切
り
を

早
め
た
り
、
選
挙
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
発
信
し
な
か
っ
た
り

と
い
う
部
分
的
な
問
題
や
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
以
前
と
比
較
し
て
、

選
挙
に
関
連
す
る
一
連
の
活
動
に
透
明
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
な

い
点
が
複
数
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
前
回
選
挙
よ
り
は
情
報
公
開

も
進
め
ら
れ
、
投
票
・
開
票
は
ほ
ぼ
円
滑
に
進
ん
だ （

�）。

タ
イ
の
選
挙
活
動
は
、
既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
が
主
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
現
在
で
も
ポ
ス
タ
ー
や
街
宣
車
に
よ
る
広
報
、
集
会

は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
若
年
層
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
世
代
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
選
挙
や
政
党
の
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。
討
論
会

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
十
分
に
選
挙
関
連
情
報
を
得
ら
れ
る
。
同

時
に
、
選
挙
関
連
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
蔓
延
し
て
い
た （

�）。
選
挙
管
理
委
員
会
の
中
立
性
が
疑
問
視
さ
れ

て
い
る
今
回
の
選
挙
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
り
蔓
延
し
や

す
い
状
況
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

タ
イ
の
選
挙
に
は
お
約
束
の
票
の
買
収
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で

の
や
り
と
り
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
買
収
行
為
は
未
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だ
に
タ
イ
の
至
る
所
で
見
ら
れ
て
い
る
が
、
前
進
党
は
買
収
行
為

を
一
切
行
わ
な
い
と
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
実
施
し
た

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
多
く
の
有
権
者
が
、
若
年
層
は
買
収
を
拒

否
し
て
金
銭
を
受
け
取
ら
な
い
と
話
し
て
い
た
。
金
銭
を
受
け
取
っ

て
も
そ
の
党
を
支
持
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
話
す
有
権
者
も
多
く
、

資
金
が
潤
沢
で
は
な
い
党
は
買
収
が
有
効
と
み
ら
れ
る
地
域
を
限

定
し
て
活
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
タ
イ
で
有
権
者
が
買
収
行

為
を
許
容
し
な
い
選
挙
が
実
現
す
る
日
も
、
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

選
挙
結
果
は
、
前
進
党
一
五
二
議
席
、
タ
イ
貢
献
党
一
四
一
議

席
、
タ
イ
矜
持
党
（
B
h
u
m
ja
ith

a
i）
七
〇
議
席
、
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
四

〇
議
席
、
Ｕ
Ｔ
Ｎ
党
三
六
議
席
と
な
っ
た
。
前
進
党
は
大
躍
進
し
、

タ
ク
シ
ン
派
で
あ
る
タ
イ
貢
献
党
は
伸
び
悩
み
、
与
党
は
大
き
く

議
席
を
減
ら
し
た
。
伝
統
的
に
民
主
党
が
強
い
タ
イ
南
部
で
は
、

民
主
党
や
与
党
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｐ
党
、
Ｕ
Ｔ
Ｎ
党
が
制
し
、
タ
イ

東
北
部
で
は
や
は
り
タ
イ
貢
献
党
が
主
な
議
席
を
獲
得
し
た
一
方

で
、
前
進
党
は
人
口
が
多
い
バ
ン
コ
ク
や
チ
ェ
ン
マ
イ
な
ど
の
大

都
市
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。
ま
た
、
比
例
代
表
制
で
は
、

前
進
党
が
三
九
議
席
を
獲
得
し
、
タ
イ
貢
献
党
に
一
〇
議
席
の
差

を
つ
け
た （

�）。

投
票
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
タ
イ
で
は
投
票
率
が
高
く
、
二
〇

二
三
年
の
選
挙
で
は
七
五
％
を
超
え
た
。
二
〇
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
デ
モ
に
、
中
高
生
が
多
く
参
加
し
て
い
た
事
実
か
ら
も
推
測

で
き
る
よ
う
に
、
若
年
層
の
選
挙
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
い
。
若

年
層
の
支
持
そ
し
て
大
都
市
で
の
支
持
が
、
前
進
党
の
躍
進
を
支

え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
進
党
が
躍
進
し
た
背
景
に
は
、
英
明
と
名
高
く
絶
対
的
な
存

在
で
あ
っ
た
ラ
ー
マ
九
世
が
二
〇
一
六
年
に
死
去
し
た
こ
と
も
少

な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
ラ
ー
マ
一
〇
世
は
、
多
く
の
タ
イ
人
に
と
っ
て
ラ
ー
マ

九
世
の
よ
う
な
「
偉
大
な
存
在
」
で
は
な
い
。
国
民
の
タ
イ
王
室

へ
の
姿
勢
は
、
国
王
の
政
治
的
影
響
力
や
未
成
年
を
も
厳
し
く
取

り
締
ま
る
不
敬
罪
の
適
用
に
深
く
関
係
す
る
。
王
室
改
革
が
、
デ

モ
活
動
や
政
策
と
し
て
公
然
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
現
状
は
、
少
な

か
ら
ず
、
タ
イ
王
室
へ
の
姿
勢
の
変
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

前
進
党
へ
の
投
票
を
通
し
て
、
民
意
は
タ
イ
政
治
の
現
状
を
拒

否
し
た
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
首
相
選
出
は
上
院
と
下

院
の
合
議
制
で
あ
る
。
軍
事
政
権
に
任
命
さ
れ
た
上
院
二
五
〇
人

が
順
当
に
旧
与
党
を
支
持
す
る
と
考
え
れ
ば
、
政
権
奪
取
に
は
下

院
で
三
七
六
議
席
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ン
派
で
あ

る
タ
イ
貢
献
党
は
、
王
室
改
革
や
刑
法
改
正
と
い
う
革
新
的
な
政

策
を
掲
げ
る
前
進
党
と
、
軍
事
政
権
打
倒
を
優
先
し
て
足
並
み
を

�え
る
か
、
従
来
の
タ
イ
政
治
を
重
視
し
て
距
離
を
と
る
か
、
選
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挙
以
前
は
明
言
を
避
け
て
い
た
。

選
挙
後
、
タ
イ
貢
献
党
ペ
ー
ト
ー
ン
タ
ー
ン
は
、
前
進
党
と
連

立
を
目
指
し
て
交
渉
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
二
〇
二
三
年
五

月
二
二
日
、
前
進
党
と
タ
イ
貢
献
党
、
他
七
党
と
の
連
立
に
向
け

た
覚
え
書
き
が
公
表
さ
れ
た
が
、
王
室
改
革
に
関
連
す
る
項
目
は

盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
今
後
、
革
新
的
な
政
策
の
多
い
前
進
党

と
他
七
党
の
連
立
に
よ
り
、
前
進
党
の
公
約
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
生
じ
る
か
、
前
進
党
の
妥
協
を
支
持
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

八
月
上
旬
に
は
新
政
権
発
足
と
い
う
報
道
も
見
ら
れ
る
が
、
八

党
の
連
立
が
実
現
し
て
も
三
七
六
議
席
に
は
届
か
な
い
。
上
院
二

五
〇
人
が
首
相
選
出
に
ど
う
動
く
の
か
が
、
民
政
移
管
実
現
か
否

か
の
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
六
月
現
在
、
前
進
党
ピ
タ
党

首
に
選
挙
法
違
反
容
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
の
選

挙
後
に
は
、
新
未
来
党
タ
ナ
ー
ト
ン
党
首
に
選
挙
法
違
反
容
疑
が

か
け
ら
れ
、
そ
の
後
解
党
命
令
が
出
さ
れ
た
。
軍
事
政
権
が
選
挙

結
果
を
無
視
し
て
同
様
の
決
断
を
す
れ
ば
、
市
民
か
ら
新
未
来
党

解
党
時
以
上
の
反
発
を
招
く
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
六
月
一
四
日

に
は
、
タ
イ
軍
事
政
権
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
に
関
す
る
非
公

式
会
合
を
計
画
し
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
を
招
待
し
た
と
さ
れ
、
タ
イ

で
は
軍
事
政
権
が
民
政
移
管
を
拒
否
す
る
動
き
で
は
な
い
か
と
警

戒
さ
れ
て
い
る （

�）。

５

�お
わ
り
に

二
〇
一
四
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
以
来
、
二
度
目
の
選
挙
と
な
る
二

三
年
総
選
挙
は
、
軍
事
政
権
の
終
焉
を
掲
げ
る
野
党
が
勝
利
を
収

め
た
が
、
民
政
移
管
を
実
現
す
る
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
選
挙
で
躍
進
し
た
前
進
党
は
、
王
室
、
軍
事
ク
ー

デ
タ
、
汚
職
な
ど
の
タ
イ
の
伝
統
的
な
政
治
の
在
り
方
に
Ｎ
Ｏ
を

突
き
つ
け
た
革
新
的
な
政
党
で
あ
る
。

前
進
党
は
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の
デ
モ
に
参
加
し
た
、
政
治
へ

の
関
心
が
高
い
若
年
有
権
者
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同

党
が
選
挙
で
第
一
党
に
躍
り
出
た
こ
と
は
、
若
年
層
の
み
な
ら
ず
、

一
定
数
の
有
権
者
に
、
タ
イ
政
治
に
対
す
る
意
識
の
変
革
が
起
き

て
い
る
証
左
で
あ
る
。
民
政
移
管
と
い
う
視
点
か
ら
離
れ
て
今
回

の
選
挙
の
意
義
を
検
討
し
て
も
、
タ
イ
政
治
に
お
け
る
重
要
な
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
何
度
も
軍
事
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
な
が
ら
早
々
に

民
政
移
管
を
実
現
し
て
き
た
タ
イ
の
軍
事
政
権
が
、
今
回
の
選
挙

結
果
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。
隣
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
軍
事

政
権
に
逆
戻
り
し
て
い
る
今
、
選
挙
後
の
タ
イ
軍
事
政
権
の
行
動
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は
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
民
主
化
」
へ
の
評
価
に
大
き
く
影

響
す
る
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
で
あ
る
タ
イ
の
行
方

は
、
日
本
が
積
み
重
ね
て
き
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
評
価
に
も
深
く
関
係
す

る
で
あ
ろ
う
。

●
注

（

1）山
田
満
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
権
威
主
義
的
開
発
政
治

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心
に
し
て
」、「
国
際
政
治
」
第
一
一
六
号
、

一
九
九
七
年
、
四
六
―
六
三
ペ
ー
ジ
。

（

2）Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
二
〇
二
三
年
四
月
時
点
）。

（

3）小
林
誉
明
、「『
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
た
貧
困
削
減
』
の
現
実
的
妥
当

性
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
内
在
す
る
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
、
「
国
際
開
発
研
究
」
第
二

三
巻
、
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
五
九
―
七
二
ペ
ー
ジ
。

（

4）外
務
省
、「
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」、
二
〇
二
三
年
。

（

5）粕
谷
研
究
会
、
「
２
０
１
０
年
以
降
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
主

主
義
退
行
の
４
類
型
」、「
政
治
学
研
究
」
第
六
四
号
、
二
〇
二
一
年
、
一
八

三
―
二
一
四
ペ
ー
ジ
。

（

6）・H
o
w
m
a
n
y
p
eo
p
le
h
a
v
e
b
een

k
illed

in
R
o
d
rig
o

D
u
terte・s

w
a
r
o
n
d
ru
g
s?・

T
h
e
E
con

om
ist,

22
N
o
v
em
b
er

2021

（
L
a
st
a
ccessed

o
n
16
Ju
n
e
2023）.

（

7）P
R
IO
,
・N
ew

rep
o
rt
d
o
cu
m
en
ts
o
v
er

6,000
civ
ilia
n
s

k
illed

in
20
m
o
n
th
s
sin
ce
M
y
a
n
m
a
r
co
u
p
―
sig
n
ifica

n
tly

h
ig
h
er
th
a
n
p
rev
io
u
sly
rep
o
rted
,・
12
Ju
n
2023,

�http
s:/
/
w
w
w
.

p
rio
.o
rg
/
n
ew
s/
3062#

:� :tex
t=
%
E
2%

80%
8B
A
%
20rep

o
rt%

20relea
sed

%
20to
d
a
y
,b
o
d
ies%

2C
%
20in
clu
d
in
g
%
20th

e%
20U
n
ited
%
20N
a
tio
n
s

�

（
L
a
st
a
ccessed

o
n
16
Ju
n
e
2023）.

（

8）O
C
H
A
,
・H
u
m
a
n
ita
ria
n
N
eed
s
O
v
erv
iew
:
M
y
a
n
m
a
r,・

15

Ja
n
u
a
ry

2023.

（

9）外
務
省
、「
対
タ
イ
王
国
国
別
開
発
協
力
方
針
」、
二
〇
二
〇
年
。

（

10）片
岡
樹
「
第
５
章
タ
イ
」
、
増
原
綾
子
、
鈴
木
絢
女
、
片
岡
樹
、
宮

脇
聡
史
、
古
屋
博
子
『
は
じ
め
て
の
東
南
ア
ジ
ア
政
治
』
、
有
斐
閣
ス
ト
ゥ

デ
ィ
ア
、
二
〇
一
八
年
。

（

11）玉
田
芳
史
、
「
選
挙
制
度
の
改
革
」
、
玉
田
良
史
・
船
津
鶴
代
編
、

『
タ
イ
政
治
・
行
政
の
変
革

１
９
９
１
―
２
０
０
６
年
』、
二
〇
〇
八
年
、

三
三
―
六
六
ペ
ー
ジ
。

（

12）玉
田
芳
史
、
「
タ
イ
に
お
け
る
脱
民
主
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
、

「
ア
ジ
ア
研
究
」
第
六
一
巻
、
四
号
、
二
〇
一
五
年
、
四
二
―
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（

13）片
岡
、
前
掲
書
、
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（

14）青
木
ま
き
、
「
２
０
１
４
年
の
タ
イ

ク
ー
デ
タ
発
生
」
、
「
ア
ジ

ア
動
向
年
報
」
二
〇
一
五
年
、
三
二
五
―
三
五
二
ペ
ー
ジ
。

（

15）青
木
ま
き
、
「
２
０
１
９
年
の
タ
イ

８
年
ぶ
り
の
下
院
総
選
挙

と
プ
ラ
ユ
ッ
ト
首
相
の
再
選
」、「
ア
ジ
ア
動
向
年
報
」
二
〇
二
〇
年
、
二
六

一
―
二
八
八
頁
。

（

16）S
u
n
a
i
P
h
a
su
k
,・T
h
a
ila
n
d
・s
・B
a
d
S
tu
d
en
ts・a
re
risin

g
u
p

fo
r
d
em
o
cra
cy
a
n
d
ch
a
n
g
e,・

T
h
e
W

a
sh

in
g
ton

P
ost,

17
S
ep
tem
-

b
er

2020,

�http
s:/
/
w
w
w
.w
a
sh
in
g
to
n
p
o
st.co

m
/
o
p
in
io
n
s/

2020/

09/
17/
th
a
ila
n
d
s-b
a
d
-stu
d
en
ts-a
re-risin

g
-u
p
-d
em
o
cra
cy
-ch
a
n
g
e/

�

（
L
a
st
a
ccessed

o
n
16
Ju
n
e
2023）.

（

17）・T
h
a
ila
n
d
:
C
h
ild
p
ro
testers

fa
ce

・sev
ere

rep
ercu

s-

sio
n
s・fo
r
ta
k
in
g
p
a
rt
in
m
a
ss
d
em
o
n
stra
tio
n
s,・

A
m
n
esty

In
ter-

n
a
tion

a
l,

8
F
eb
ru
a
ry

2023,

�http
s:/
/
w
w
w
.
a
m
n
esty
.
o
rg
/
en
/

la
test/

n
ew
s/
2023/

02/
a
m
n
esty
-th
a
ila
n
d
-ch
ild
-p
ro
testers-rep

o
rt/

�

（
L
a
st
a
ccessed

o
n
16
Ju
n
e
2023）.

（

18）青
木
ま
き
、
「
タ
イ
下
院
総
選
挙
２
０
２
３

選
挙
の
先
を
睨
ん
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だ
政
党
間
の
攻
防
」、「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ス
ク
エ
ア
世
界
を
見
る
眼
」
二
〇
二
三
年
、

�http
:/
/
h
d
l.h
a
n
d
le.n
et/

2344/
00053700a

�

（
最
終
閲
覧
日

�二
〇
二

三
年
六
月
一
六
日
）。

（

19）各
政
党
の
政
策
は
、
以
下
を
参
照
。
ジ
ェ
ト
ロ
「
ビ
ジ
ネ
ス
短
信

５
月

14日
の
タ
イ
総
選
挙
、
各
政
党
は
最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
を
政

策
に
掲
げ
る
」
添
付
資
料
、
二
〇
二
三
年

�http
s:/
/
w
w
w
.jetro

.g
o
.jp
/

b
izn
ew
s/
2023/

05/
2d

968c474070848e.h
tm
l

�

（

20）・M
F
P
clo
sin
g
g
a
p
w
ith
P
h
eu
T
h
a
i:N
id
a
,・
B
a
n
g
k
ok

P
ost,

4
M
a
y

2023,

�http
s
:/
/
w
w
w
.b
a
n
g
k
o
k
p
o
st.co

m
/
th
a
ila
n
d
/
p
o
li

tics/
2562869/

m
fp
-clo
sin
g
-g
a
p
-w
ith
-p
h
eu
-th
a
i-n
id
a

�

（
L
a
st
a
c-

cessed
o
n
16
Ju
n
e
2023）.

（

21）筆
者
は
二
〇
二
三
年
五
月
四
日
か
ら
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｌ

が
行
っ
た
国
際
選
挙
監
視
業
務
に
重
視
し
た
。
現
地
の
様
子
は
、
そ
の
際
の

調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。

（

22）期
日
前
投
票
後
、
ソ
ン
ク
ラ
ー
県
で
投
票
人
数
と
投
票
数
が
合
わ
な

い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
れ
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

も
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
か
っ
た
。

（

23）選
挙
区
別
の
結
果
は
、
以
下
な
ど
を
参
照
。
T
h
a
i
E
lectio

n
C
o
m
-

m
issio

n

�http
s:/
/
o
fficia

l.ectrep
o
rt.co

m
/
o
v
erv
iew

�;T
h
a
i
P
B
S

�http
s:/
/
electio

n
66.th

a
ip
b
s.o
r.th
/
resu

lt/
en

�.

（

24）・T
h
a
ila
n
d
seek

in
g
to
re-en

g
a
g
e
M
y
a
n
m
a
r
ju
n
ta
w
ith

A
sea
n
m
eetin

g
:
L
etter,

so
u
rces,・

T
h
e
S
tra

its
T
im

es,
14
Ju
n
e

2023,

�http
s:/
/
w
w
w
.stra

itstim
es.co

m
/
a
sia
/
se-a
sia
/
th
a
ila
n
d
-seek

in
g
-to
-re
-en
g
a
g
e
-m
y
a
n
m
a
r-ju
n
ta
-w
ith
-a
sea
n
-m
eetin

g
-letter-

so
u
rces

�

（
L
a
st
a
ccessed

o
n
16
Ju
n
e
2023）.
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『
海
外
事
情
』
一
一
・
一
二
月
号
の
紹
介

巻
頭
言
／
近
衛
文
麿
首
相
と
矢
部
貞
治
総
長

川
上
高
司

特
集
＝
戦
争
報
道
は
検
証
に
耐
え
う
る
の
か

戦
争
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

�湾
岸
戦
争
の
教
訓

佐
藤
丙
午

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
事
情
松
里
公
孝

初
め
て
の
自
由
な
戦
争
報
道

杉
田
弘
毅

イ
ラ
ク
戦
争
報
道
の
舞
台
裏

出
川
展
恒

戦
時
の
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

大
澤
淳

日
露
戦
争
は
新
聞
の
「
坂
の
上
の
雲
」

名
越
健
郎

＊
私
の
一
枚
「
リ
ビ
ア
革
命
記
念
式
典
」

学
生
と
素
顔
の
リ
ビ
ア
に
触
れ
る
小
倉
克
彦

＊
日
本
海
の
向
こ
う
岸
／
二
〇
年
前
、
拉
致
被
害
者
の
帰
国
荒
木
和
博

東
南
ア
ジ
ア
の
明
日
／
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

吉
野
文
雄

政
治
家
ム
ハ
ン
マ
ド
４
／
決
意
の
移
住

野
村
明
史

Do☆
危
機
管
理
／
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら

遠
藤
哲
也

＊
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
だ
よ
り
／

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
ハ
ラ
ー
ル
事
情

有
見
次
郎

書
評
／
佐
藤
千
矢
子

『
オ
ッ
サ
ン
の
壁
』

村
上
貴
美
子

＊
『
海

外
事
情
』
第

七
〇
巻
（
二
〇
二
二
年
一
・
二
月
号
～
一
一
・
一
二
月

号
）総

目
次

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
注
文
は
、
拓
殖
大
学
研
究
支
援
課

（
〇
三
―
三
九
四
七
―
七
五
九
七
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
sso

cia
tio

n
o
f
S
o
u
th

ea
st

A
sia

n
N
a
-

tio
n
s

�Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
、
一
九
六
七
年
八
月
八
日
に
バ
ン
コ
ク
宣

言
に
原
加
盟
五
カ
国
の
外
相
が
署
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
時
点
で
日
本
は
原
加
盟
五
カ
国
と
は
正
式
の
国
交
は

あ
っ
た
が
、
地
域
協
力
機
構
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
直
接
的
な

関
係
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
本
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
、
当
時
の
新
聞
に
は
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
加

入
で
き
な
い
と
い
う
記
事
が
出
た （
１
）。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
直
接

的
な
関
係
は
、
七
三
年
八
月
六
日
に
、
ア
ダ
ム
・
マ
リ
ク
が
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
を
代
表
し
て
日
本
の
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
に
会
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
日
本
に
と
っ
て
も
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
な
ど
の

な
い
時
代
に
、
そ
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。二
〇
二
三
年
は
、
日
本
及
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
日
本
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
五
〇
周
年
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に

日
本
で
は
大
庭
三
枝
座
長
の
下
で
有
識
者
会
議
の
報
告
書
が
ま
と

め
ら
れ
、
多
角
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る （
２
）。
経
済
面
で
は
、
経

済
発
展
、
持
続
可
能
性
、
公
正
性
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ

て
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
報
告
書
で
は
注
意
深
く

中
国
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
中
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本
稿

で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
か
ら
見
た
日
本
の
五
〇
年
と
い
う
視
点
か
ら
、
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野
文
雄

（
拓
殖
大
学
国
際
学
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教
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本

経
済
関
係
の
五
〇
年

特
集
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
五
〇
年



と
く
に
中
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
対
日
対
応
に
い

か
に
影
響
を
与
え
う
る
か
を
ま
と
め
る
。

経
済
問
題
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係

日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
直
接
的
な
関
係
を
構
築
し
た
の
は
、
日

本
製
合
成
ゴ
ム
の
過
剰
供
給
問
題
が
発
生
し
た
た
め
で
あ
っ
た （
３
）。

一
九
七
一
年
九
月
、
天
然
ゴ
ム
生
産
国
連
合
（
A
sso
cia
tio
n
o
f

N
a
tu
ra
l
R
u
b
b
er
P
ro
d
u
cin
g
C
o
u
n
tries

�Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｐ
Ｃ
）
が
、
日
本

製
合
成
ゴ
ム
の
過
剰
供
給
に
対
し
て
公
式
に
憂
慮
を
示
し
た （
４
）。
そ

れ
を
受
け
る
形
で
、
七
三
年
四
月
に
パ
タ
ヤ
で
開
催
さ
れ
た
第
六

回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
閣
僚
会
議
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
機
構
を
通
じ
て
日

本
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
具
体
的
に
は
同
年
八
月

六
日
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
外
相
ア
ダ
ム
・
マ
リ
ク
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
常
任
委
員
会
議
長
の
立
場
で
日
本
の
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使

に
事
態
に
善
処
す
る
よ
う
要
請
す
る
覚
書
を
手
交
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
出
発
点
を
見
る
限
り
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
は
友

好
的
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
同

年
一
一
月
二
七
日
に
は
マ
リ
ク
議
長
と
大
平
正
芳
外
相
と
の
会
談

が
も
た
れ
協
力
的
な
関
係
が
構
築
さ
れ
る
道
筋
は
示
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
一
九
七
四
年
に
入
る
と
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
合
成
ゴ
ム
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ja
p
a
n
A
S
E
A
N
F
o
ru
m
o
n
th
e
Q
u
estio

n
o
f
S
y
n
th
etic

R
u
b
b
er,
in
clu
d
in
g
th
e
Q
u
estio

n
o
f
N
a
tu
ra
l
R
u
b
b
er
in
R
ela
tio
n

th
ereto

）
が
組
織
さ
れ
、
会
合
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
関
係
に
は
種
々
の
要
素
が

影
響
を
与
え
た
。
一
九
七
四
年
一
月
、
田
中
角
栄
首
相
が
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
加
盟
国
だ
け
を
目
的
地
と
し
て
歴
訪
し
た
。
そ
の
際
に
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
と
バ
ン
コ
ク
で
反
日
暴
動
が
起
こ
っ
た
が
、
今
日
で
は
日

本
を
標
的
と
し
た
示
威
行
動
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の

政
治
的
対
立
か
ら
表
出
し
た
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
結
成
さ
れ
る
前
か
ら
、
日
本
主
導
で
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
を
ま
と
め
た
東
南
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

た （
５
）。
こ
の
会
議
は
七
四
年
一
一
月
の
第
九
回
会
議
が
最
後
の
開
催

と
な
っ
た
。
第
一
〇
回
目
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
七
五
年
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
が
主
導
し
て
東
南
ア
ジ
ア
医
療
保

健
機
構
（
S
o
u
th
ea
st
A
sia
n
M
ed
ica
l
a
n
d
H
ea
lth
O
rg
a
n
iza
tio
n

�

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｈ
Ｏ
）
を
設
立
す
る
条
約
を
め
ぐ
っ
て
合
意
が
形
成
で
き

ず
、
結
局
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
七
七
年
に
な
っ
て
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
が
発
出
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
田
中
首
相
が
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
に
携
え
て
い
っ
た
対
東
南

ア
ジ
ア
五
原
則
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
経
済
的
に
は
む
し

ろ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
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と
の
関
係
は
経
済
関
係
が
先
行
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
面
で

の
「
心
と
心
の
通
い
合
う
」
関
係
の
構
築
を
目
指
す
と
い
う
の
が

主
題
で
あ
る
。

五
〇
年
前
の
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
力
学
を
考
え
る
と
、
二
〇

二
三
年
の
友
好
協
力
五
〇
周
年
は
、
友
好
と
協
力
が
達
成
さ
れ
て

か
ら
五
〇
年
が
た
っ
た
と
い
う
よ
り
、
友
好
と
協
力
を
目
指
し
た

五
〇
年
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
長
率
循
環
と
貿
易

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
の
中
で
先
行
し
た
経
済
面
だ
が
、

五
〇
年
の
間
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
図
１
は
、
日
本
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
、
世
界
の
経
済
成
長
率
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
率
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

加
盟
各
国
の
実
質
国
内
総
生
産
（
G
ro
ss
D
o
m
estic

P
ro
d
u
cts

�Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
対
前
年
成
長
率
に
経
常
価
格
表
示
の
米
ド
ル
建
て
Ｇ
Ｄ

Ｐ
で
加
重
し
て
求
め
た （
６
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
以
外
の
加
盟
国

に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
前
で
あ
っ
て
も
算
入
し
た
が
、

注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
デ
ー
タ
の
入
手
可
能
性
の
制
約
は

あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
率
の
変
動
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
成
長
率
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図1 経済成長の推移

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicators,https://databank.worldbank.org/

source/world-development-indicators#に2023年6月6日にアクセス。

（注） ASEANについては、ブルネイは1974年以前、カンボジアは1993年以前、ラオスとベ

トナムは1984年以前のデータは入手できなかった。



循
環
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
景
気
の
谷
が
顕
著
な
の

で
、
図
１
に
従
っ
て
ま
と
め
る
と
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油

危
機
後
の
七
五
年
の
谷
、
七
九
年
の
第
二
次
石
油
危
機
後
で
高
止

ま
っ
た
一
次
産
品
価
格
の
下
落
に
よ
る
八
五
年
の
谷
、
九
七
年
七

月
二
日
の
タ
イ
バ
ー
ツ
の
切
り
下
げ
を
機
に
始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
に
よ
る
九
八
年
の
谷
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
経
営
破
綻
を
機
に
始
ま
っ
た
世
界
金
融
危
機
に
よ
る
〇
九
年
の

谷
、
一
九
年
末
に
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
二
〇
年
の
谷
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
谷
か
ら
の
回
復
局
面
か
ら
次
の
谷
ま
で
を
一
周
期

（
一
循
環
）
と
考
え
て
、
直
近
の
二
つ
の
循
環
を
取
り
上
げ
る
。
す

な
わ
ち
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
第
一
循
環
と
二

〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
第
二
循
環
で
あ
り
、
と
も
に
一
一

年
の
周
期
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
の
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
発
表
す
る
景
気

の
基
準
日
付
で
バ
ブ
ル
崩
壊
と
さ
れ
た
一
九
九
一
年
二
月
以
降
、

い
わ
ゆ
る
失
わ
れ
た
三
〇
年
に
入
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
九
二
年

以
降
日
本
の
経
済
成
長
率
が
世
界
の
経
済
成
長
率
を
上
回
っ
た
こ

と
は
な
い
。

中
国
の
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
年
以
降
持
続
的

に
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

図
２
と
図
３
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
貿
易
相
手
の
推
移
を

示
し
て
い
る
。
景
気
の
国
際
的
波
及
は
何
よ
り
も
貿
易
を
通
じ
て

進
展
す
る
。
あ
る
国
が
自
律
的
に
生
産
を
拡
大
す
る
と
そ
の
輸
入

が
増
え
る
た
め
、
貿
易
相
手
国
の
輸
出
が
増
え
、
そ
の
生
産
が
拡

大
す
る
。
経
済
学
的
に
は
反
作
用
の
あ
る
財
市
場
の
開
放
モ
デ
ル

の
ケ
ー
ス
に
当
た
る
。
二
つ
の
図
は
、
経
済
の
相
互
依
存
度
の
指

標
と
な
る
。

図
２
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域
（
A
S
E
A
N

F
ree

T
ra
d
e

A
rea

�Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
形
成
の
よ
う
に
、
制
度
的
に
経
済
統
合
が
進

む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
輸
出
の
シ
ェ
ア
が
二
〇
一
一
～
一
三
年
こ
ろ

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
趨
勢
的
に
低
下
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
対
日
輸
出
の
シ
ェ
ア
も
一
一
年
を
ピ
ー
ク
と
し

て
低
下
し
て
い
る
。
反
対
に
、
対
中
輸
出
の
シ
ェ
ア
は
年
々
上
昇

傾
向
を
続
け
、
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
輸
出
の
シ
ェ
ア
に
迫
っ
て
い

る
。図
３
で
は
、
二
〇
一
〇
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
輸
入
の
シ
ェ
ア
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
反
対
に
、

輸
入
元
と
し
て
シ
ェ
ア
を
高
め
た
の
が
中
国
で
、
一
九
年
に
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
輸
入
よ
り
も
高
く
な
っ
た
。
日
本
は
こ
こ
で
も
シ
ェ

ア
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
商
品
別
の
分
析
な
ど
は
行
わ
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
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図2 ASEAN加盟国の輸出先の推移

（出所） ASEANStatisticalYearbook,variousyearsより，吉野が作成。

（注） 輸出総額に占める各国・地域への輸出額のシェア。

図3 ASEAN加盟国の輸入元の推移

（出所） ASEANStatisticalYearbook,variousyearsより，吉野が作成。

（注） 輸入総額に占める各国・地域からの輸入額のシェア。



デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
と
っ
て
、

中
国
が
貿
易
の
ハ
ブ
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
特
殊
な
こ
と
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
隣
り
合
う
新
潟
県
と
山

形
県
が
相
互
に
補
完
的
な
経
済
構
造
を
形
成
し
え
ず
、
東
京
都
を

ハ
ブ
と
し
た
構
造
を
形
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
東
京

都
と
新
潟
県
、
ま
た
東
京
都
と
山
形
県
は
補
完
的
だ
が
、
新
潟
県

と
山
形
県
は
経
済
構
造
が
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
経
済
的
な
役
割

が
代
替
的
な
可
能
性
で
あ
る
。
新
潟
県
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
農
家
は
隣

の
山
形
県
よ
り
も
東
京
都
に
販
路
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
同
様
に
山
形
県
の
つ
や
姫
農
家
の
目
に
は
東
京
都
の
市
場
が

魅
力
的
に
映
り
、
隣
の
新
潟
県
を
敬
遠
す
る
の
で
あ
る
。

日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
貿
易
の
ハ
ブ
の
座
を
中
国
に
譲
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
企

業
は
直
接
投
資
を
通
じ
て
こ
の
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
お
り
、
日
本
と
の

貿
易
が
問
題
で
は
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
含
む
外
国
に
進
出

し
た
企
業
の
あ
げ
る
利
潤
は
日
本
の
第
一
次
所
得
収
支
黒
字
の
源

泉
と
な
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
を
無
視
し
て
貿
易
の
み
か
ら
日
本
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の

図
に
現
れ
た
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
貿
易
の
一
部
は
日
本

企
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る （
７
）。

も
う
一
つ
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
経
済
統
合
の
進
展
に
よ
っ
て

経
済
構
造
が
均
質
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
役
割
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
低
賃
金
国
に
労
働
集

約
的
な
部
門
を
移
し
、
高
賃
金
国
で
は
研
究
開
発
な
ど
技
術
集
約

的
・
労
働
節
約
的
な
部
門
を
配
置
し
、
一
連
の
生
産
活
動
を
行
う

と
い
う
の
が
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
も
単
純
な
モ
デ
ル
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
経
済
統
合
が
進
展
し
賃
金
が
両
国
で
均
一
と
な
っ

た
場
合
、
二
つ
の
部
門
を
別
々
の
国
に
立
地
さ
せ
る
必
要
は
な
く

な
る
。

現
実
に
は
、
各
国
の
生
産
技
術
上
の
特
性
は
政
策
的
に
作
り
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
の
原
料
と
な
る
鉄

鋼
を
豊
富
に
生
産
す
る
国
は
、
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
の
輸
入
に
関
税

を
課
し
て
そ
の
生
産
を
保
護
す
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
よ

う
な
国
で
は
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
。
天
然
ゴ

ム
を
豊
富
に
生
産
す
る
国
は
、
タ
イ
ヤ
の
輸
入
に
関
税
を
課
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
よ
う
な
国
で
は
タ
イ
ヤ
を
生
産
し
よ
う

と
す
る
。
経
済
統
合
が
進
展
し
、
ボ
デ
ィ
へ
の
関
税
も
タ
イ
ヤ
へ

の
関
税
も
撤
廃
さ
れ
た
ら
、
政
策
的
に
作
り
出
さ
れ
た
優
位
は
消

失
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
ボ
デ
ィ
と
タ
イ
ヤ
の
生
産
拠
点
を
別
々

に
保
有
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
生
産
拠
点
間
の
貿
易
は
消
失
す

る
で
あ
ろ
う
。
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経
済
統
合
は
貿
易
を
縮
小
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
日

本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
貿
易
に
顕
著
に
表
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
分
析

日
本
、
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
の
実
質
経
済
成
長
率
が

得
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い
て
相
関
係
数
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
互
の
敬
座
的
相
互
依
存
度
を
計
測
す
る
こ
と
に
す
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
に
つ
い
て
は
、
表
１
で
求
め
た
方
法
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
経
済
成
長
率
を
推
計
し
た
。

相
関
係
数
に
よ
る
経
済
構
造
の
類
似
性
の
分
析
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
手
掛
け
た
こ
と
が
あ
る （
８
）。
相
関
係
数
と
い

う
統
計
値
は
、
二
種
類
の
デ
ー
タ
の
共
分
散
を
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー

タ
の
標
準
偏
差
の
積
で
除
し
た
値
で
あ
る
。
二
種
類
の
デ
ー
タ
の

関
係
を
示
す
統
計
値
だ
が
、
そ
れ
ら
の
因
果
関
係
を
意
味
す
る
統

計
値
で
は
な
い
。
同
様
の
統
計
値
に
は
共
分
散
が
あ
る
が
、
共
分

散
は
デ
ー
タ
の
代
償
に
依
存
す
る
の
で
、
そ
の
比
較
が
困
難
で
あ

る
。
相
関
係
数
（
ｒ
）
は
標
準
偏
差
で
規
準
化
し
て
い
る
た
め
に
、

マ
イ
ナ
ス
１
と
プ
ラ
ス
１
の
間
で
表
さ
れ
、
相
関
係
数
ど
う
し
の

比
較
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
長
所
を
持
つ
。

表
１
の
統
計
値
を
用
い
て
、
二
種
類
の
デ
ー
タ
の
相
関
関
係
を

説
明
し
よ
う
。
表
１
で
は
三
つ
の
期
間
に
つ
い
て
相
関
係
数
を
推

計
し
た
。
一
つ
は
、
こ
こ
で
分
析
対
象
と
し
て
い
る
全
期
間
で
あ

り
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
が
合
成
ゴ
ム
交
渉
を
始
め
た
一
九
七

三
年
か
ら
直
近
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能
な
二
〇
二
一
年
ま
で
の
四

九
年
間
で
あ
る
。
残
り
の
二
つ
は
、
す
で
に
第
一
循
環
、
第
二
循

環
と
名
付
け
た
そ
れ
ぞ
れ

一
一
年
の
景
気
変
動
の
周

期
で
あ
る
。

二
種
類
の
デ
ー
タ
は
こ

こ
で
は
三
通
り
あ
っ
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長

率
と
日
本
の
経
済
成
長
率
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長

率
と
中
国
の
経
済
成
長
率
、

日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の

経
済
成
長
率
で
あ
る
。

ま
ず
、
す
べ
て
の
相
関

係
数
が
正
値
を
取
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
方
の
経
済
成
長
率
が
高

い
と
き
に
他
方
の
経
済
成
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表1 経済成長率の相関係数

1973～2021年 1999～2009年 2010～2020年

ASEAN/日本 0.36 0.82 0.56

ASEAN/中国 0.07 0.57 0.89

日本/中国 0.11 0.26 0.85

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicatorsより，吉野が

推計。

（注） ASEANの経済成長率は，各国の実質GDP成長率を米ドル建

て名目GDPで加重して求めた。ASEANについては，ブルネイ

は1974年以前，カンボジアは1993年以前，ラオスとベトナムは

1984年以前のデータは入手できなかった。



長
率
が
低
い
と
い
っ
た
負
の
相
関
関
係
が
優
越
す
れ
ば
、
相
関
係

数
は
負
値
を
取
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
表
１
で
は
な
か
っ
た
。

全
期
間
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
中
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
も
日

本
と
も
異
な
る
独
自
の
経
済
成
長
動
向
を
示
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
と
が
〇
・
三
六
と
弱
い
相
関
を
示
し
て
い
る

が
、
中
国
と
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
七
、
〇
・
一
一
と
ほ
と
ん
ど
相

関
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本

の
五
〇
年
間
の
経
済
関
係
を
顧
み
る
に
あ
た
り
、
中
国
に
触
れ
な

い
こ
と
も
合
理
化
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
景
気
循
環
を
見
る
と
様

相
は
全
く
異
な
る
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
世
界
金
融
危
機
ま
で
の

第
一
循
環
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
は
〇
・
八
二
と
強

い
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は
そ
れ
よ

り
低
い
〇
・
五
七
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
金
融
危
機
後
コ
ロ
ナ
禍

ま
で
の
第
二
循
環
に
お
い
て
は
、
こ
の
関
係
は
逆
転
す
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
は
〇
・
五
六
と
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
が
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は
〇
・
八
九
と
強
い
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
第
二
循
環
に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
相
関
係
数

は
〇
・
八
五
と
強
い
相
関
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
数

値
で
見
る
限
り
、
第
二
循
環
に
お
い
て
は
、
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
も
日
本
と
も
同
調
し
て
い
る
が
、
日
本
だ
け
が
独
自
の
成
長
動

向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

レ
ト
リ
ッ
ク
と
推
論
を
交
え
て
解
釈
す
る
と
、
第
一
循
環
で
は

中
国
が
独
自
の
成
長
動
向
を
示
し
、
日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

の
間
に
入
っ
て
い
た
が
、
第
二
循
環
に
な
る
と
日
本
は
「
失
わ
れ

た
一
〇
年
」
の
三
巡
目
に
入
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
の
成
長
を

取
り
込
め
ず
、
低
成
長
に
甘
ん
じ
た
。
一
方
で
、
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
日
本
を
牽
引
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
ご
と
の
相
関
関
係

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
一
〇
カ
国
ご
と
に
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数

を
求
め
る
と
何
が
分
か
る
か
。

図
４
に
は
、
全
期
間
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
経
済
成
長
率
と

日
本
、
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
が
示
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
た
と
え
ば
ブ
ル
ネ
イ
の
経
済
成
長
率
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
経
済
成
長
率
の
相
関
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
ブ
ル
ネ
イ
を
除
く
九
カ
国
の
加
重
経
済
成
長
率
を
用
い
た
。
他

の
諸
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
成
長
率
の
相
関
を
求
め
る
に
あ
た
っ

て
も
、
同
様
に
当
該
国
を
除
く
九
カ
国
を
も
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

し
た
。
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図
４
で
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
四
九
年
間
と
い
う
長
期
を
取

る
と
、
経
済
成
長
率
が
負
に
相
関
す
る
関
係
が
見
い
だ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
ブ
ル
ネ
イ
と
中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
中
国
、
ラ
オ
ス
と

日
本
、
ラ
オ
ス
と
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
の
七
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
そ

れ
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
後
発
国
で
あ
り
、
対
象
と
し
た
四
九
年
間
の
ほ

ぼ
前
半
は
統
計
が
利
用
不
可
能
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
未
加
盟
で
あ
っ

た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ブ
ル
ネ
イ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
油
と

天
然
ガ
ス
に
依
存
し
た
経
済
構
造
ゆ
え
に
相
関
係
数
が
低
く
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
の
相
関

係
数
が
負
値
を
取
る
こ
と
に
は
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

図
４
か
ら
加
盟
各
国
の
長
期
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
類
推
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
原
加
盟
五
カ
国
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
相
関
係
数
を
見
る
と
、
四
カ
国
に
つ
い
て
は
強
い
正

の
相
関
を
示
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
〇
・
四
七
と
他
と
比

較
し
て
低
く
、
一
九
九
五
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
し
た
ベ
ト
ナ

ム
と
並
ん
で
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
八
六
年
の
エ
ド
サ
革
命
前

夜
に
他
国
と
比
較
し
て
大
き
く
成
長
率
を
下
げ
、
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
時
に
は
中
央
銀
行
の
あ
る
意
味
絶
妙
な
為
替
制
度
変
更
に
よ
っ

て
他
国
と
比
較
し
て
浅
い
傷
で
済
ん
だ
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た
も
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図4 ASEAN加盟国別の経済成長率の相関係数（1973～2021年）

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicatorsより，吉野が推計。

（注） ブルネイは1974年以前，カンボジアは1993年以前，ラオスとベトナムは1984年以前

のデータは入手できなかった。



の
と
考
え
ら
れ
る
。
九
一
年
に
は
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
に
よ
る
経

済
低
迷
と
い
う
自
然
災
害
で
の
成
長
率
低
下
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
成
長
率
が
上
昇
し
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
構
造
的
に
異
な
る

と
い
う
意
味
で
、
ラ
テ
ン
・
ア
ジ
ア
と
呼
ば
れ
た
。
四
九
年
と
い

う
長
期
を
取
る
と
、
そ
の
影
響
が
出
る
の
で
あ
る
。

軍
事
政
権
が
長
く
続
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、
日
本
と
の
相
関
係

数
が
低
く
、
権
威
主
義
的
な
中
国
と
の
相
関
係
数
が
正
値
を
取
る

こ
と
は
、
政
治
経
済
体
制
か
ら
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

図
５
に
は
、
二
つ
の
循
環
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
日

本
の
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

原
加
盟
五
カ
国
そ
れ
ぞ
れ
と
日
本
と
の
相
関
係
数
は
、
第
一
循
環

よ
り
も
第
二
循
環
の
ほ
う
が
高
い
。

図
６
で
は
、
二
つ
の
循
環
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
中

国
の
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム

を
除
く
九
カ
国
で
第
一
循
環
を
第
二
循
環
が
上
回
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
中
国

と
の
経
済
的
な
相
互
依
存
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
の
日
本
と
中
国
へ
の
依
存
度
、
経
済
的

な
緊
密
さ
の
変
化
を
見
る
た
め
に
、
図
５
と
図
６
を
比
較
し
て
み

た
い
。
一
九
九
九
年
に
始
ま
る
第
一
循
環
で
は
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
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図5 ASEAN加盟国と日本の経済成長率の相関係数

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicatorsより，吉野が推計。



ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
八
カ
国
で
、
日
本
の
ほ
う
が
中

国
よ
り
も
相
関
係
数
が
高
か
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
始
ま
る
第
二

循
環
で
日
本
の
ほ
う
が
中
国
よ
り
相
関
係
数
が
高
か
っ
た
国
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

の
五
カ
国
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に

と
っ
て
、
そ
の
経
済
的
依
存
度
が
日
本
よ
り
中
国
に
対
し
て
高
ま
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
表
１
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
集
合
的
に

分
析
し
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
各
国
別
に
い
え
る
の
で
あ
る
。

図
７
は
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
的
相
互
依
存
と
は
直
接

関
係
し
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
破
綻
国
家
（
erra

tic
n
a
tio

n
）
に
関

す
る
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る （
９
）。
こ
の
図
の
相
関
係
数
は
そ
れ

ぞ
れ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
が
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
九
カ
国
と

ど
の
程
度
経
済
的
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
か
の
指
標
と
い
っ
て

よ
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
経
済
協
力
か
ら
経
済
統
合
に
か
じ
を
切
っ
た
の

は
、
一
九
九
三
年
に
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
形
成
を
目
指
し
て
か
ら
と
い
っ
て

も
よ
い
し
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
二
〇
〇
三
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
共
同
体
形
成
へ
の
決
意
を
固
め
て
か
ら
と
い
っ
て
も
よ
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
一
〇
カ
国
は
域
内
貿
易
に
課
さ
れ
る
関
税
を
撤

廃
す
る
と
か
、
経
済
統
合
を
進
め
て
い
る
の
で
、
一
体
化
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
予
想
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
、
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図6 ASEAN加盟国と中国の経済成長率の相関係数

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicatorsより，吉野が推計。



一
〇
カ
国
で
均
一
の
成
長
率
に
な
る
と
か
、
域
内
経
済
格
差
是
正

策
が
奏
功
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
所
得
水
準
の
低
い
国
で
経
済
成

長
率
は
高
く
な
る
と
か
、
な
ん
ら
か
の
統
合
に
向
け
た
モ
メ
ン
タ

ム
が
現
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

図
７
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ブ
ル
ネ
イ
は
経
済
構
造

が
他
の
加
盟
国
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
相
関
係
数

は
正
値
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
経
済

成
長
が
一
体
化
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

極
端
な
の
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
あ
る
。
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国

の
経
済
成
長
率
の
動
向
と
は
逆
に
相
関
係
数
は
負
値
を
取
っ
て
い

る
。
ビ
ラ
ハ
リ
・
カ
ウ
シ
カ
ン
が
破
綻
国
家
と
い
う
概
念
を
提
示

し
た
段
階
で
は
、
そ
れ
は
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
想
定
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ク
ー
デ
タ
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
の
洞
察
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
が

定
着
し
た
。
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
に
よ
る
分
析
に
よ
っ
て
も
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
最
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー
ら
し
く
な
い
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
場
合
は
、

二
〇
一
一
年
か
ら
民
主
化
の
過
程
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
そ
れ
は
二
一
年
二
月
一
日
で
中
断
さ
れ
た
）
が
、
そ
の
期
間
を
通
じ
て

も
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
経
済
動
向
は
ま
る
で
反
対
を
向
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
が
高
い
主
体
ど
う
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図7 ASEAN加盟国と当該国を除くASEAN全体の経済成長率の相関係数

（出所） WorldBank,WorldDevelopmentIndicatorsより，吉野が推計。



し
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
解
釈
が
可
能
だ
が
、
そ
れ
が
負
値
を
取

り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
（
絶
対
値
で
）
大
き
く
な
る
と
い
う
事
態
に

関
し
て
は
、
合
理
的
な
説
明
は
で
き
ま
い
。

ブ
ル
ネ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
相
関
係
数
を
下
げ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

中
国
の
経
済
的
役
割

結
論
に
代
え
て

本
稿
で
確
認
し
た
の
は
、
第
一
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
公
式

の
関
係
が
経
済
的
な
摩
擦
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
、
日
本
の
一
九
七
三
年
以
来
の
経
済

成
長
率
と
二
〇
〇
五
年
以
降
の
貿
易
シ
ェ
ア
を
見
る
と
き
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
は
中
国
こ
そ
が
問
題
で
あ
っ
て
、
日
本
の
位
置

付
け
は
後
退
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
こ
の
こ
と

は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
中
国

が
で
き
な
い
分
野
や
手
を
出
さ
な
い
分
野
に
関
わ
れ
ば
よ
い
の
で

あ
り
、
む
し
ろ
友
好
協
力
の
焦
点
を
絞
り
や
す
く
な
る
。

経
済
成
長
率
の
相
関
係
数
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
第
一
に
一
九
九
九
年
か
ら
の
一
一
年
間
の
第
一
循
環
と
二

〇
一
〇
年
か
ら
の
一
一
年
間
の
第
二
循
環
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
経
済
依
存
度
が
日
中
で
逆
転
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
循
環
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
経
済
依
存
度
が
高
く
、
第

二
循
環
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
の
経
済
依
存
度
が
高
か
っ
た
。

第
二
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
別
に
み
た
場
合
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原

加
盟
国
に
お
い
て
は
日
本
も
中
国
も
第
一
循
環
よ
り
も
第
二
循
環

で
経
済
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

系
論
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
別
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
経

済
依
存
度
の
高
さ
を
見
る
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
け
が
第
一
循
環
に

お
い
て
も
第
二
循
環
に
お
い
て
も
負
の
相
関
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
第
二
循
環
で
絶
対
値
で
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
経
済
動
向
が
地
域
国
際
政
治
の
場
に
お
け
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
立
場
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
。

●
注

（

1）「
日
本
加
入

地
理
的
に
不
可
能

マ
リ
ク
外
相
言
明

新
島
南
ア

連
合
」、
朝
日
新
聞
、
一
九
六
七
年
八
月
三
一
日
朝
刊
、
三
面
を
参
照
せ
よ
。

（

2）「
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力

50周
年
有
識
者
会
議

報
告
書
」
を

参
照
せ
よ
。

�http
s:/

/
w
w
w
.ca

s.g
o
.jp

/
jp
/
seisa

k
u
/
n
ih
o
n
_
a
sea

n
_

y
u
k
o
u
k
y
o
u
ry

o
k
u
50_

y
k
/
d
a
i2/

h
o
u
k
o
k
u
sh

o
.p
d
f

�に
二
〇
二
三
年

六
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
。

（
3）合

成
ゴ
ム
問
題
に
つ
い
て
は
、
玉
木
一
徳
、
「
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

関
係
の

10年
合
成
ゴ
ム
問
題
を
中
心
と
し
て
」、『
国
士
舘
大
學
教
養

論
集
』
第
三
一
巻
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
一
五
―
二
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

た
。
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（
4）Ａ

Ｎ
Ｒ
Ｐ
Ｃ
は
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
一
四
日
に
設
立
さ
れ
た
機
構

で
原
加
盟
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
（
の
ち
に
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
六
カ
国
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
が
加
盟
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
加
え
て
現
在
一
三
カ
国
が
加
盟
し
て
い
る
。

（

5）第
一
回
目
の
会
合
は
、
一
九
六
六
年
四
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
が
出
席
し
た
。

玉
木
一
徳
、
「
日
本
主
導
の
東
南
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚
会
議

経
済
外
交
の

挫
折
」、『
国
士
舘
大
學
教
養
論
集
』
第
五
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
一
―

一
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

（

6）厳
密
な
議
論
を
す
る
と
、
実
質
値
に
名
目
値
で
ウ
ェ
イ
ト
を
つ
け
る

と
、
為
替
レ
ー
ト
と
デ
フ
レ
ー
タ
分
の
齟
齬
が
出
る
の
で
避
け
る
べ
き
だ
が
、

分
析
を
簡
潔
に
す
る
た
め
の
一
次
接
近
と
し
て
推
計
し
た
。

（

7）韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
は
、
二
〇
〇
九
年
に
ベ
ト
ナ
ム
の
タ
イ
ニ
ン

省
に
携
帯
端
末
の
工
場
を
建
設
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
を
牽
引
し
て
い
る
が
、

投
資
し
た
の
は
サ
ム
ス
ン
電
子
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
で
あ
り
、
直
接
投
資

統
計
上
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
対
ベ
ト
ナ
ム
投
資
と
な
っ
て
い
る
。
貿
易
に
お

い
て
も
直
接
投
資
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
数
多
い
。

（

8）ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
刊
行
し
た
非
売
品
の
『
ア
ジ
ア
経
済
研
究
シ

リ
ー
ズ
ア
ジ
ア
の
景
気
変
動
と
経
済
成
長
』
で
は
、
経
済
成
長
率
と
他
の

マ
ク
ロ
変
数
、
交
易
条
件
、
通
貨
供
給
量
、
イ
ン
フ
レ
率
な
ど
と
の
相
関
係

数
を
横
断
面
で
求
め
て
い
る
。
期
間
は
一
九
五
〇
～
五
八
年
の
九
年
間
で
あ

る
。（

9）破
綻
国
家
に
つ
い
て
は
、
吉
野
文
雄
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
破
綻
国
を
め

ぐ
っ
て
」、『
国
際
情
勢
紀
要
』（

世
界
政
経
調
査
会
国
際
情
勢
研
究
所
）、

№

92、
二
〇
二
二
年
三
月
、
一
四
三
―
一
五
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。
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『
海
外
事
情
』
九
・
一
〇
月
号
の
紹
介

巻
頭
言
／
歴
史
的
転
換
点
の
拓
大
の
役
割

川
上
高
司

新
連
載
日
本
の
外
交
、
推
陳
出
新
元
総
理
に
き
く
①
森
喜
朗

特
集
＝
経
済
制
裁
は
新
た
な
戦
争
か
、
自
己
満
足
か

バ
イ
デ
ン
の
戦
略
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
川
上
高
司

経
済
安
全
保
障
へ
の
日
本
政
府
の
取
組
み
に
つ
い
て

兼
原
信
克

ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
有
効
性

加
藤
学

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
茂
木
創

イ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
外
交
の
思
惑

堀
本
武
功

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
見
る
世

界
の

食
糧

事
情
の
行
方

七
里
富
雄

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
日
本
経
済
へ
の
影
響

松
井
謙
一
郎

北
朝
鮮
金
正
恩
体
制
が
恐
れ
る
も
の

荒
木
和
博

＊
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
抄
録

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
略
と
台
湾
シ
ナ
リ
オ

小
原
凡
司
・
森
本

敏
・
佐
藤
丙
午
・
名
越
健
郎
・
川
上
高
司

＊
新
連
載

私
の

一
枚
日
米
関
係
の
裏
舞
台「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
」
川
上
高
司

＊
日
本

海
の

向
こ
う
岸
／
レ
ー
ダ
ー
照
射

事
件
の
奥
の

奥
荒
木
和
博

東
南
ア
ジ
ア
の
明
日
／
夏
は
暑
い

吉
野
文
雄

政
治
家
ム
ハ
ン
マ
ド
３
／
羊
飼
い
か
ら
預
言
者
へ
野
村
明
史

Do☆
危
機

管
理
／
危
機
管

理
に
も

哲
学
的
考

察
が
必

要
遠
藤
哲
也

＊
書

評
／

堤
未

果
『
デ
ジ
タ
ル
・
フ

ァ
シ
ズ
ム

日
本
の
資

産
と
主

権

が
消
え
る
』

遠
藤
哲

也

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
注
文
は
、
拓
殖
大
学
研
究
支
援
課

（
〇
三
―
三
九
四
七
―
七
五
九
七
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



１

�一
八
世
紀
の
戦
火
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
三
世
紀
を
経
て

一
八
世
紀
の
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、
戦
争
が
絶
え

な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
を
憂
い
、
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
を
世

に
問
う
て
「
世
界
の
恒
久
平
和
は
い
か
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ

き
か
」
を
論
じ
た
。
当
時
の
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
家

間
の
紛
争
が
頻
発
。
国
民
が
戦
争
を
忌
避
し
平
和
を
希
求
す
る
一

方
、
国
家
間
の
エ
ゴ
が
対
立
し
あ
い
、
一
部
権
力
者
た
ち
に
よ
る

軍
備
拡
張
や
戦
費
の
増
大
が
と
め
ど
な
く
進
ん
で
い
た
。

我
々
も
今
、
出
口
が
見
え
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
直
面
し
、

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
か
と
い
う
絶
望
感
も
漂
い

始
め
て
い
る
。
欧
米
側
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
始
め
た
戦
争
で

あ
り
、
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
や
め
な
い
限
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援

は
継
続
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
ロ
シ
ア
を
二
度
と
侵
攻
で
き
な
い

よ
う
「
弱
体
化
」
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
断
言
し
て
い
る （
１
）。

一
方
、
ロ
シ
ア
側
は
自
衛
の
た
め
の
戦
争
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
す
る
こ
と
は
自
国
の
安
全
保
障
の
危
機
的

状
況
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、
か
つ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
人

で
あ
り
同
一
民
族
の
救
出
の
た
め
の
自
衛
の
戦
争
で
あ
る
と
位
置

づ
け
る （
２
）。
こ
こ
に
き
て
現
状
は
、
膠
着
状
況
に
陥
り
戦
争
は
長
期

化
し
て
お
り
、
し
か
も
西
側
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
高
度
な
武
器
供

給
の
た
め
戦
争
計
画
は
遅
延
し
ロ
シ
ア
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で

は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
が
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
う
た

わ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
を
念
頭
に
「
核
兵
器
の
威
嚇
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に
確
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す
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か



や
使
用
は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
自
由
主
義
連
合
の
結
束
が
示
さ

れ
た （
３
）。

し
か
し
こ
れ
を
ロ
シ
ア
の
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
「
平
和
の

祭
典
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ロ
シ
ア
に
対
す

る
敵
対
勢
力
が
結
集
し
た
「
戦
争
の
祭
典
」
と
し
て
映
っ
た
に
違

い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア
は
六
月
に
入
っ
て
か
ら
日
本
海

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
艦
艇
六
〇
隻
以
上
、
航
空
機
約
三
五
機
、
兵

員
一
万
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
参
加
す
る
演
習
を
行
な
っ
た
。
太
平

洋
艦
隊
は
「
核
の
三
本
柱
」
の
一
つ
で
あ
る
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
を
配
備
し
、
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
北
方
領
土
と
千

島
列
島
）
を
管
轄
し
て
い
る （
４
）。

ま
た
、
最
近
に
な
り
、
ロ
シ
ア
の
ク
レ
ム
リ
ン
や
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
公
邸
や
政
府
高
官
の
邸
宅
が
集
中
す
る
モ
ス
ク
ワ
郊
外
の

住
宅
地
へ
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
が
行
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
関
与
し

て
い
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た （
５
）。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
拠
点

を
置
く
武
装
組
織
「
ロ
シ
ア
義
勇
軍
団
」
と
「
自
由
ロ
シ
ア
軍
団
」

が
越
境
し
、
ロ
シ
ア
国
内
で
軍
事
活
動
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
側
の
反
攻
が
活
発
化
し
て
い
る （
６
）。
ま
た
、
プ
ー
チ
ン
の

軍
隊
と
よ
ば
れ
る
民
間
軍
事
会
社
（
Ｐ
Ｍ
Ｅ
）
の
ワ
グ
ネ
ル
の
創

設
者
プ
リ
ゴ
ジ
ン
の
ロ
シ
ア
へ
の
反
乱
の
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ

と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
世
界
各
国
で
ロ
シ
ア
に
対
す
る
自
由
主
義

連
合
組
織
が
立
ち
上
が
り
ロ
シ
ア
包
囲
網
を
結
成
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
が
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
況
が
著
し
く
ロ
シ
ア
側
に
不
利
に
な
れ
ば
、
ロ

シ
ア
の
核
使
用
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
ロ
シ
ア
の
ド
ク
ト
リ
ン
で

は
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
下
で
通
常
兵
器
を
用

い
た
大
規
模
な
侵
略
へ
の
対
応
と
し
て
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
権

利
を
保
持
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る （
７
）。
二
〇
二
三
年
五
月
に
開
催
さ

れ
た
広
島
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
が
訴
え

ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
核
兵
器
の
使
用
の
威

嚇
、
い
か
な
る
使

用
も
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
た
よ
う
に

聞
こ
え

た
が
、
「
核
兵
器
の
あ
る
世
界
」
が

現
実

味
を

帯
び
て
き
た
こ
と

も
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２

�ロ
シ
ア
核
使
用
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー

（
勝
利
の
方
程
式
）」
適
応
の
可
能
性

そ
の
よ
う
な
中
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
四
月
二
七
日
の
演
説
で
、

第
三
国
が
ロ
シ
ア
に
戦
略
的

脅
威
を
与
え
よ
う
と
し
た

場
合
は

「
ロ
シ
ア
は

他
国
に
な
い
兵
器
を
保

有
し
て
い
る
。

必
要
な
ら
使
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う
」
と
述
べ
、
核
兵
器
の
使
用
に
度
々
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。ロ
シ
ア
の
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家
安
全
保
障

に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
下
で
の
通
常
兵
器
を
用
い
た
大
規
模
な

侵
略
へ
の
対
応
と
し
て
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
権
利
を
保
持
す
る
」

と
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
欧
米
の
介
入
で
大
規
模
な
侵
略
と

判
断
し
た
場
合
に
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
核
戦
略
は
、
ロ
シ
ア
が
最
初
に
限
定
的
に
核
兵
器
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
が
怯
ん
で
軍
事
行
動
を
停
止
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
止
戦
略
」
を
と
る
。
こ

れ
ま
で
使
用
さ
れ
な
い
兵
器
で
あ
っ
た
核
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し

て
使
用
す
る
戦
略
で
あ
る （
８
）。

ロ
シ
ア
の
核
は
一
五
八
八
発
が
地
上
や
航
空
機
、
潜
水
艦
な
ど

に
配
備
さ
れ
、
即
応
態
勢
に
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
使
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
戦
闘
部
隊
へ
の
攻
撃
な
ど
局
地
的

に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
「
戦
術
核
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は

「
戦
術
核
」
を
約
一
九
〇
〇
発
保
有
し
て
い
る
と
ア
メ
リ
カ
の
科

学
雑
誌
（
B
u
lletin

o
f
th

e
A
to
m
ic

S
cien

tists）
は
試
算
し
て
い
る （
９
）。

ロ
シ
ア
は
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
以
降
、「
核
の
脅
し
」

を
し
な
が
ら
現
状
変
更
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
米
国
や
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
介
入
前
に
既
成
事
実
化
を
達
成
す
る
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・

ビ
ク
ト
リ
ー （

�）」
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
ロ
シ
ア
の
「
勝
利
の
方
程
式
」
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
今
後
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
当
然
の
ご
と
く
核
を
使
う
論
拠
が
導
き
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

米
露
は
相
互
実
証
破
壊
戦
略
（
Ｍ
Ａ
Ｄ

�M
u
tu

a
l
A
ssu

red

D
estru

ctio
n

（

�））
を
維
持
し
、
そ
れ
に
よ
り
米
露
間
の
戦
争
は
勃
発

し
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
バ
モ
ア
所

長
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ロ
バ
ー
ツ
は
、
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
Ｍ
Ａ
Ｄ

態
勢
が
も
は
や
崩
壊
し
た
と
の
認
識
に
た
っ
て
い
る
」
と
の
学
者

の
ア
ン
ド
レ
イ
・
ビ
オ
ン
ト
コ
ブ
ス
キ
ー
の
見
解
を
述
べ
な
が
ら

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る （

�）。

ロ
シ
ア
の
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
通
常
戦
力
で
勝
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
と

の
限
定
戦
争
で
、
通
常
弾
頭
と
「
準
戦
略
」
核
兵
器
（
戦
術
核
）

の
弾
頭
の
両
方
を
使
用
し
て
ス
タ
ン
ド
オ
フ
作
戦
を
行
な
い
撃
破

す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ロ
シ
ア
が
核
弾
頭
の
低
出
力
化
と
精
度
の
向
上
を
行
い
、
限
定
核

戦
争
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
核
戦
争
の
概
念
を
発
展
さ
せ
て
い

る
と
ロ
シ
ア
国
家
安
全
保
障
研
究
所
の
ア
ン
ド
レ
イ
・
コ
コ
シ
ン

所
長
は
分
析
す
る （

�）。

こ
の
よ
う
な

中
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
「
ロ
シ
ア
の
限
定

的
核
攻
撃
に
対
し
て
、
西
側
の
反
撃
対
策
が
分
裂
し
て
い
る
た
め
、
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Ｍ
Ａ
Ｄ
（
相
互
実
証
破
壊
）
態
勢
は
崩
壊
し
た
」
と
考
え
て
い
る
と
、

ア
ン
ド
レ
イ
・
ピ
オ
ン
ト
コ
ブ
ス
キ
ー
は
分
析
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
モ
ー
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
「
西
側
が

Ｍ
Ａ
Ｄ
態
勢
に
よ
る
戦
略
的

�衡
を
信
頼
し
す
ぎ
て
い
る
た
め
、

ロ
シ
ア
と
の
核
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
恐
れ
て
軍
事
的
対
立
を

避
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
考
え
、
そ
の
う
え
で
の
限
定
的
核
使

用
を
行
う
と
分
析
し
て
い
る （

�）。

こ
れ
が
、
ロ
シ
ア
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
非
戦
略
核

を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
米
国
を
含
む
）
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
加
盟
国
で
は
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
集
団
的
自
衛
権
発
動

の
一
環
と
し
て
の
核
の
報
復
を
含
む
直
接
介
入
は
行
わ
な
い
可
能

性
が
高
い
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
考
え
、
準
戦
略
核
兵
器
の
使
用

に
踏
み
切
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
場
合
も
想
定
さ
れ
、
「
拡
大
抑
止
」
の
必
要
性
の
強
化
が

ア
ジ
ア
地
域
を
含
む
米
国
の
同
盟
諸
国
で
は
再
び
論
議
が
進
ん
で

い
る
。

３

�Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核
シ
ェ
ア
の
状
況

現
在
、
米
国
に
よ
る
拡
大
抑
止
を
再
保
証
（
rea

ssu
re）
す
る

手
段
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
五
カ
国
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ト
ル
コ
）
に
対
す
る
核
シ
ェ
ア
が
行
わ
れ
て
い

る
。
核
シ
ェ
ア
と
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
米
国
が
核
兵
器
を
保
管
・

管
理
・
警
備
す
る
非
戦
略
核
兵
器
（
Ｂ

61核
爆
弾
）
を
平
時
か
ら
前

方
に
配
備
し
て
お
き
、
米
大
統
領
と
英
首
相
の
承
認
、
核
計
画
部

会
（
Ｎ
Ｐ
Ｇ

�N
u
clea

r
P
la
n
n
in
g
G
ro
u
p
）
に
お
け
る
各
国
政
府
の

承
認
を
経
て
決
定
さ
れ
る
、
米
大
統
領
の
許
可
の
下
で
核
爆
弾
を

供
与
、
同
盟
国
の
核
・
非
核
両
用
機
（
Ｄ
Ｃ
Ａ

�D
u
a
l
C
a
p
a
b
le

A
ircra

ft）
が
そ
れ
を
搭
載
し
て
核
攻
撃
を
行
う
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
。
米
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
間
で
は
、
現
在
、
一
〇
〇
発
程
度

と
さ
れ
る
非
戦
略
核
の
配
備
と
、
そ
の
協
議
枠
組
み
と
し
て
の
Ｎ

Ｐ
Ｇ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

核
攻
撃
任
務
の
「
運
用
」
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
決
定
す

る
が
、
核
兵
器
の
「
保
管
」
に
関
す
る
取
り
決
め
や
、
訓
練
、
核

に
関
す
る
「
秘
密
情
報
の
取
り
扱
い
」
、
費
用
等
の
具
体
的
「
運

用
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
米
国
の
核
兵
器
を
保
管
す
る
施

設
を
提
供
す
る
同
盟
国
と
、
核
兵
器
を
所
有
す
る
米
国
と
の
間
で

締
結
さ
れ
る
「
二
国
間
協
定
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
、

核
攻
撃
任
務
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
「
ス

テ
ッ
ド
フ

ァ
ー
ス

ト
・
ヌ
ー
ン
（
S
tea

d
fa
st

N
o
o
n
）」
と
呼
ば
れ
る
年
次
演
習
を
行
っ

て
い
る （

�）。
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さ
ら
に
、
同
盟
国
の
核
兵
器
使
用
の
際
に
は
、
米
国
と
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
間
で
の
二
つ
の
並
行
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
。
米
国
で
は
、

米
欧
州
軍
司
令
官
（
C
o
m
m
a
n
d
er

U
S

E
u
ro
p
ea

n
C
o
m
m
a
n
d
）
の

指
令
に
よ
り
、
同
盟
国
内
の
施
設
で
核
兵
器
を
管
理
す
る
米
軍
部

隊
に
核
兵
器
移
送
の
指
令
を
下
す
。
同
時
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
事
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
欧
州
連
合
軍
最
高
司
令
官

（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
）
か
ら
同
盟
国
の
Ｄ
Ｃ
Ａ
部
隊
に
指
令
が
下
り
、

Ｄ
Ｃ
Ａ
任
務
は
開
始
さ
れ
る （

�）。

こ
の
手
続
き
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
核
兵
器

使
用
に
は
米
国
の
権
限
が
大
き
く
、
米
国
の
意
思
に
反
し
て
同
盟

国
が
核
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
米
国
が
核

使
用
の
決
定
を
下
し
た
場
合
、
同
盟
国
が
そ
れ
を
覆
す
権
限
を
有

し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
時
に
同
盟
国
と
の
間
で
核
抑
止
に
関

す
る
政
策
課
題
を
平
素
か
ら
協
議
し
て
お
く
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。４

�米
国
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー

（
勝
利
の
方
程
式
）」

と
拡
大
抑
止

「
拡
大
抑
止
と
は
敵
国
に
よ
る
侵
略
や
強
制
を
防
ぐ
と
同
時
に

同
盟
国
に
対
し
て
は
重
要
国
益
が
損
な
わ
れ
な
い
と
い
う
安
心
供

与
で
あ
る
」
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
ポ
ー
ト
・
フ
ー
ト
教
諭
は

定
義
し
て
い
る （

�）。
ま
た
、
拡
大
抑
止
は
、
「
能
力
」
と
「
意
志
」

と
で
提
供
さ
れ
て
い
る （

�）。

第
一
の
「
能
力
」
で
あ
る
が
、
潜
在
的
敵
国
に
と
っ
て
の
戦
争

は
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
伴
う
た
め
米
国
の
「
能
力
」
が
十
分
で
あ

れ
ば
敵
国
に
対
す
る
抑
止
は
効
果
が
あ
る
。
日
本
に
対
し
て
核
攻

撃
を
す
る
可
能
性
の
あ
る
意
志
と
能
力
の
あ
る
国
に
対
す
る
、
損

害
限
定
能
力
、
特
に
相
手
の
核
戦
力
を
報
復
攻
撃
で
攻
撃
可
能
な

「
能
力
」
（
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ス
）
と
、
相
手
国
の
都
市
を
破
壊
す

る
「
能
力
」
（
カ
ウ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
）
を
十
分
に
持
っ
て
い
る
。
「
能

力
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
時
代
と
と
も
に
、
地
政
学
的
に
異
な
っ

て
く
る
。
米
国
の
提
供
す
る
拡
大
抑
止
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
の

状
況
に
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
は
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
日

本
、
韓
国
、
豪
州
に
は
配
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
最
近
の
中
国
お
よ
び
北
朝
鮮
の
核
増
強
に
よ

り
、
「
核
の
地
政
学
」
に
変
化
が
生
じ
、
ア
ジ
ア
地
域
に
も
核
兵

器
の
配
備
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
核
保
有
国
が
日
本
に
と
っ

て
の
脅
威
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
に
対
す
る
米
国
の

抑
止
力
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
日
本
に
は
死
活
的
に
重
要
と
な
っ
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て
き
て
い
る
。

「
拡
大
抑
止
」
の
成
立
の
た
め
、
米
国
の
「
能
力
」
に
問
題
が

な
い
と
す
れ
は
、
米
国
の
「
意
志
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

拡
大
抑
止
の
「
意
志
」
を
示
す
た
め
に
は
「
宣
言
政
策
」
が
度
々

な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
行
っ
た
と
し
て
も
「
米
国
は
本
当
に
同
盟

国
の
防
衛
の
た
め
に
敵
国
に
対
し
て
核
兵
器
を
使
用
す
る
か
」
と

い
う
信
憑
性
の
問
題
に
つ
き
あ
た
る
。
こ
の
論
議
は
一
九
五
〇
年

代
後
半
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
た
め
に
シ
カ
ゴ
を
犠
牲
に
す
る
の
か
」

と
い
う
論
議
と
し
て
最
初
に
醸
し
出
さ
れ
て
き
た （

�）。

「
意
志
」
に
関
し
て
は
図
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
米
関
係
の

度
合
い
に
よ
り
け
り
で
あ
る
が
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ
っ

た
時
点
で
は
信
憑
性
が
非
常
に
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
米
国
の
国
内
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
推
測
は
む

ず
か
し
い
。

こ
の
論
議
は
、「
デ
ニ
ス
・
ヒ
ー
リ
ー
の
法
則
」
に
つ
な
が
る
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
英
防
衛
大
臣
の
デ
ニ
ス
・
ヒ
ー
リ
ー
が

「
ロ
シ
ア
を
抑
止
す
る
に
は
米
国
の
報
復
の
信
憑
性
は
五
％
だ
け

あ
れ
ば
い
い
が
、
欧
州
諸
国
を
安
心
さ
せ
る
に
は
九
五
％
の
信
憑

性
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
信
憑
性
の
問
題
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
や
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
潜
在
核
挑
戦
国
が
米
国
の
同

盟
国
に
対
す
る
拡
大
抑
止
力
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
と
る
政
策
が

二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
中
国
と
ロ
シ
ア
が
米
国
と
同
盟
国
の
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
政
策
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
国
本
土
に
対
す
る
核
の
脅

威
を
中
国
が
核
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
米
国
は
同
盟
国
と

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
せ
る
余
力
が
な
く
な
る
と
い
う
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
効
果
で
あ
る
。

第
二
は
、
核
保
有
国
か
ら
の
米
国
の
同
盟
国
に
対
す
る
「
同
盟

の
ジ
レ
ン
マ
」
（
「
捨
て
ら
れ
る
恐
怖
」
と
「
巻
き
込
ま
れ
る
恐
怖
」
）
を

増
長
さ
せ
る
政
策
で
あ
る
。
特
に
、
冷
戦
崩
壊
後
の
オ
バ
マ
大
統

領
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を

目
指
し
て
核
兵
器
の
数
と
役
割
を
減
ら
そ
う
と
い
う
動
き
を
増
長

さ
せ
る
情
報
戦
に
あ
る
。

５

�限
定
核
戦
争
に
勝
利
を
す
る

こ
こ
で
、
重
要
と
な
る
の
が
、
米
国
の
拡
大
抑
止
の
同
盟
国
に

対
す
る
「
安
心
供
与
」
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
米
国
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」
が

重
要
と
な
る
。
そ
の
核
戦
略
は
核
戦
争
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、

核
保
有
国
が
米
国
お
よ
び
同
盟
国
へ
の
恫
喝
と
瀬
戸
際
戦
略
に
対

処
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
か
ら
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
へ
、
そ
し
て
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
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ト
ゾ
ー
ン （

�）へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
状
況
に
対
し
て
米
国
が
報
復

す
る
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
の
意
図
を
く
じ
く
こ
と

が
米
国
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」
と
な
ろ
う （

�）。

こ
れ
は
、
限
定
核
戦
争
の
理
論
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ

で
い
う
、
限
定
核
戦
争
と
は
、
「
限
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に
、
核

兵
器
が
少
数
か
つ
制
限
さ
れ
た
方
法
で
使
用
さ
れ
る
紛
争
」
と
定

義
す
る
な
ら
ば （

�）、
米
国
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
線
を
越
え
た
場
合
、
米
国
は
核
を
使
用
す
る
の
か
が
問
わ

れ
る
。
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
、
ど
こ
に
使
用

す
る
の
か
、
予
防
の
た
め
に
使
用
す
る
の
か
を
プ
ラ
ニ
ン
グ
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
同
盟
国
に
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
国
は
可
能
な
限
り

低
コ
ス
ト
で
同
盟
国
の
利
益
に
合
致
し
た
方
法
で
抑
止
力
を
確
保

す
る
プ
ラ
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
る
。
核
武
装
し
た
敵
国
と
の
地
域

紛
争
で
、
意
図
的
、
偶
発
的
な
核
に
よ
る
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
核
戦
争
を
「
限
定
」
す
る
の
か

が
問
わ
れ
る
。

限
定
的
な
核
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
抑
止
の
論
議

と
政
策
が
具
体
的
に
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
核
が
使
用
さ
れ

れ
ば
無
制
限
に
核
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
論
議
と
は
全
く
異
な
り
、

核
の
領
域
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ

れ
る
。
限
定
核
戦
争
で
は
、
低
レ
ベ
ル
の
核
の
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

（
打
ち
合
い
）
を
想
定
し
、
そ
の
後
そ
れ
以
上
に
核
が
使
用
さ
れ
な

い
よ
う
に
抑
止
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
核
戦
争

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
核
戦
争
の
段
階
的
抑

止
が
米
国
と
同
盟
国
に
と
り
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ー
」

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
ま
で
米
国
の
限
定
核
戦
争
の
核
戦
略
が
あ
れ
ば
、
米
国
に

対
す
る
核
保
有
国
の
挑
戦
国
に
対
す
る
抑
止
は
機
能
し
よ
う
。
中

国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
核
保
有
挑
戦

国
（
現
状
打
破
国
）
は
、
米
国
と
全
面
核
戦
争
を
行
っ
て
勝
利
で
き

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
彼
ら
の
「
セ
オ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト

リ
ー
」
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
米
国
の
介
入
を
抑
止
で
き
、
限

定
核
戦
争
の
段
階
で
米
国
の
さ
ら
な
る
報
復
を
抑
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
暴
挙
に
出
た
場
合
、
体
制
の
存
続
す

ら
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
戦
略
目
標
を
達
成
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
限
定
核
戦
争
の
た
め
の
核
兵
器
は
、
爆
発
力
が
一
〇
キ

ロ
ト
ン
程
度
に
収
ま
る
低
出
力
核
が
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
の

「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
抑
止
」
戦
略 （

�）は
限
定
核
戦
争
を
戦
う
も
の

で
あ
り
、
冷
戦
期
か
ら
低
出
力
核
と
各
種
運
搬
手
段
を
実
戦
配
備

し
て
き
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
で
も
ロ
シ
ア
が
使
用
し
て
い
る
イ
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ス
カ
ン
デ
ル
Ｍ
・
Ｓ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
や
イ
ス
カ
ン
デ
ル
Ｋ
巡
航
ミ
サ
イ
ル

は
、
い
ず
れ
も
一
〇
キ
ロ
ト
ン
程
度
の
低
出
力
核
を
搭
載
し
う
る

核
・
非
核
両
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ン
ジ
ャ
ー
ル
（
空

中
発
射
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
を
は
じ
め
、
戦
略
爆
撃
機
や
戦
闘
攻
撃

機
か
ら
発
射
可
能
な
低
出
力
核
兵
器
も
複
数
存
在
す
る （

�）。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
低
出
力
核
に
は
Ｗ

76―
２
搭
載
ト
ラ
イ
デ

ン
ト
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
術
型
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
と
呼
べ

る
も
の
で
、
長
射
程
で
、
ア
メ
リ
カ
本
国
近
海
か
ら
敵
国
に
着
弾

可
能
で
あ
る （

�）。
こ
の
他
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
配
備
す
る
Ｂ

61戦
術
核
爆

弾
が
あ
る
。

米
国
は
Ｎ
Ｐ
Ｒ
２
０
１
０
（
核
態
勢
の
見
直
し
）
で
は
、
そ
れ
以

前
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ
と
は
対
照
的
に
、
拡
大
抑
止
と
同
盟
国
へ
の
「
安
心

供
与
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
大
統
領
の
同

盟
国
に
対
す
る
「
拡
大
抑
止
」
と
「
安
心
供
与
」
を
強
化
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
抑
止
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
に
お
け
る
核
の
要
素
を
適
応
化
さ
れ
る
と
述
べ
て

い
る （

�）。

６

�過
去
の
事
例
と
論
議

米
国
の
日
本
へ
の
核
の
持
ち
込
み

日
本
の
核
の
拡
大
抑
止
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
過
去
の
日
本
へ

の
米
国
の
核
配
備
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

米
国
の
戦
略
の
一
環
と
し
て
沖
縄
が
本
土
復
帰
す
る
ま
で
、
米

国
は
主
に
朝
鮮
半
島
む
け
に
沖
縄
に
核
を
配
備
し
て
い
た
。
沖
縄

に
は
沖
縄
が
本
土
復
帰
す
る
ま
で
の
一
九
五
四
年
か
ら
七
二
年
ま

で
、
主
に
朝
鮮
半
島
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
一
九
種
類
の
核
兵
器

が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
核
攻
撃

の
「
ハ
イ
ギ
ア
作
戦
」
の
一
環
と
し
て
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
核
配
備

よ
り
前
に
、
日
本
本
土
へ
の
核
配
備
も
検
討
し
て
い
た
。
「
核
弾

頭
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
」
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
を
コ
ア
と
し
た
核

爆
弾
の
ピ
ッ
ト
部
分
）
は
日
本
本
土
に
は
持
ち
込
ま
ず
沖
縄
（
当
時
、

米
軍
占
領
下
）
に
常
備
し
て
お
き
、
有
事
と
な
れ
ば
、
そ
れ
を
日

本
本
土
の
三
沢
や
横
田
に
常
備
し
て
お
く
「
非
核
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
」
と
合
体
さ
せ
核
爆
弾
を
完
成
さ
せ
戦
闘
機
に
装
着
す
る
こ
と

を
考
慮
し
て
い
た （

�）。
結
局
、
五
四
年
三
月
に
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁

で
の
ブ
ラ
ボ
ー
水
爆
実
験
で
、
第
五
福
竜
丸
等
の
漁
船
が
「
死
の

灰
」
を
あ
び
、
日
本
国
内
で
は
反
核
世
論
が
も
り
あ
が
っ
た
が
、
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そ
れ
が
反
米
感
情
に
転
換
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
た
め （

�）、
日
本
本
土

に
は
核
は
持
ち
込
ま
な
か
っ
た
。

こ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
同
盟
国

へ
の
核
シ
ェ
ア
を
三
分
類
し
て
い
た
。
第
一
は
、
「
戦
術
核
」
で

あ
る
。
ミ
サ
イ
ル
や
火
砲
、
戦
闘
機
な
ど
の
「
核
の
運
搬
手
段
」

は
同
盟
国
が
保
有
し
、
核
兵
器
に
つ
い
て
「
平
時
」
に
は
米
軍
が

管
理
し
、
「
有
事
」
に
同
盟
国
に
提
供
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
核
備

蓄
」
制
度
で
あ
る

（

�）（

�）。
第
二
は
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
ダ
ブ
ル
キ
ー
（
二
重
鍵
）」
シ
ス
テ
ム
と
よ
ば
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
に
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
ソ
ー
と
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）

が
配
備
さ
れ
た
。
第
三
は
多
角
的
核
戦
力
（
m
u
ltila

tera
l
fo
rce

�

Ｍ
Ｌ
Ｆ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
戦
略
核
を
共
有
し
、

欧
州
連
合
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
）
の
司
令
下
に
置
く
シ

ス
テ
ム
が
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
ま
で
考
慮
さ
れ
た
が
、
一
九
六
六
年
の

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
理
事
会
で
棚
上
げ
さ
れ
た （

�）。

一
方
、
沖
縄
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
ピ
ー
ク
時
の
一
九
六

七
年
に
は
核
弾
頭
は
一
二
〇
〇
発
以
上
も
配
備
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
ら
は
、
米
軍
の
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
（
単
一
統
合
作
戦
計
画
）
に
組
み
込
ま

れ
、
そ
の
核
弾
頭
は
核
巡
行
ミ
サ
イ
ル
「
メ
ー
ス
Ｂ
」
（
射
程
二
四

〇
〇
キ
ロ
）
に
装
着
さ
れ
て
い
た （

�）

日
本
へ
の
核
の
持
ち
込
み
に
関
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
の
日
米

安
保
条
約
改
定
時
の
核
持
ち
込
み
に
関
し
て
、
米
国
政
府
は
核
兵

器
の
所
在
に
つ
い
て
否
定
も
肯
定
も
し
な
い
（
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
）
政
策

を
と
り
、
日
本
政
府
も
あ
え
て
核
搭
載
艦
の
一
時
寄
港
を
事
前
協

議
の
対
象
と
す
る
よ
う
正
式
に
は
求
め
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

核
兵
器
を
搭
載
し
た
米
軍
の
艦
船
・
航
空
機
が
事
前
協
議
な
し
に

立
ち
寄
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
側
は
抗
議
し
な
い
と
い
う
暗
黙
の

合
意
が
形
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
六
四
年
に
中
国
が
核
実
験
を
行
っ
た
翌
年
に
、

佐
藤
栄
作
総
理
は
日
米
首
脳
会
談
で
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大

統
領
に

拡
大

抑
止
の

再
保

証
（
リ
ア
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
）
を
求
め
、
そ

の
確
約
を
得
た
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
核

兵
器

不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
制
定
へ
の

加
盟
を
日
本
に
求
め
た
。

つ
ま
り
、
核
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
技
術
的
に
も
核
保
有
国
と
な
る

可
能
性
が
高
か
っ
た
ド
イ
ツ
と
日
本
へ
対
し
て
ア
メ
リ
カ
が
核
を

持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
抑
止
力
を
担
保
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
へ
組
み
込
む
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
に
際
し
て
、
日
米
間
で
交
わ

さ
れ
た
有
事
の
際
の
米
軍
に
よ
る
核
兵
器
の
持
ち
込
み
等
の
「
密

約
」
で （

�）、
沖
縄
が
本
土
返
還
後
も
米
国
は
日
本
に
対
す
る
拡
大
抑

止
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

三
木
武
夫
、
安
倍
晋
三
、
菅
義
偉
の
各
総
理
が
確
認
し
て
い
る
。
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７
�核

拡
散
と
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

現
在
、
日
本
に
と
っ
て
の
懸
念
材
料
は
、
米
国
防
総
省
が
中
国

は
、「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
核
弾
頭
を
少
な
く
と
も
一
〇
〇
〇
発
」、

「
二
〇
三
五
年
ま
で
に
一
五
〇
〇
発
」
保
有
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
す
る
よ
う
に （

�）、
米
中
間
の
核
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
米
露
間
に
な
り
た
っ
て
い
る
「
核

の
二
極
体
制
」
か
ら
米
中
露
の
「
核
の
三
極
体
制
」
へ
移
行
し
、

現
在
の
Ｍ
Ａ
Ｄ
（
相
互
確
証
破
壊
）
体
制
は
崩
れ
て
し
ま
う
。

し
か
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
り
中
国
と
ロ
シ
ア
が
接
近
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
、
中
露
さ
ら
に
は
北
朝
鮮
が
結
託
し
て
、

米
国
に
対
抗
し
た
場
合
に
は
、
中
ロ
朝
の
共
同
の
「
核
の
脅
し
」

が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
核
の
戦
略
レ
ベ
ル
で
相
互
の
脆
弱
性
に
基
づ
く

戦
略
的
安
定
性
が
揺
ら
ぎ
、
通
常
兵
器
レ
ベ
ル
で
挑
発
的
行
為
が

生
じ
や
す
く
な
る
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
が
生
じ
、
地
域
紛
争
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
そ
の
結
果
、

中
国
が
台
湾
や
尖
閣
へ
の
軍
事
進
行
へ
の
誘
惑
に
か
ら
れ
や
す
く

な
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
機
に
乗
じ
た
北
朝
鮮
の
韓
国
進
攻
の
危
機

も
高
ま
ろ
う
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
米
国
や
海
外
か
ら
日
本
や
韓
国
な
ど
の
同

盟
国
へ
の
核
シ
ェ
ア
の
論
議
が
高
ま
っ
て
い
る
。
米
政
府
は
二
〇

二
二
年
一
〇
月
に
発
表
し
た
新
た
な
核
戦
略
の
指
針
と
な
る
「
核

体
制
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）」
で （

�）、
核
兵
器
増
強
を
続
け
る
中
国
や

北
朝
鮮
を
に
ら
み
、
日
米
韓
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
加
え
た
四
カ

国
で
拡
大
抑
止
に
関
す
る
新
対
話
を
創
設
す
る
と
打
ち
出
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
が
重
視
す
る
同
盟
・
有
志
国
の
能
力
を
総
動
員
す

る
「
統
合
抑
止
力
」
の
一
環
で
も
あ
る （

�）。
日
米
韓
が
結
束
し
て
対

抗
す
べ
き
だ
と
の
考
え
は
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
オ
バ
マ
元
政
権

で
副
大
統
領
を
務
め
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
持
論
で
も
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
考
え
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核
シ
ェ

ア
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
そ
の
方
式
を
日
本
に
持
ち
込
む
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
米
国
の
日
本
へ
の
「
核
シ
ェ
ア
」
を
行
う
場
合
、

第
一
段
階
は
す
で
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
日
米
拡
大

抑
止
委
員
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｄ
）
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
第
二
段
階
は
、

日
米
間
で
共
同
核
作
戦
計
画
を
策
定
す
る
。
第
三
段
階
で
、
在
日

米
軍
基
地
に

Ｂ

61用
の

貯
蔵

庫
を
設
け
る
（
あ
る
い
は

既
存
の
核

貯

蔵
庫
を

改
造
す
る
）。
第
四
段
階
で
、
有
事
の

際
に
日
本
に

供
与
す

る
よ
う
要
請
し
、
米
大
統
領
の
許
可
の
も
と
に
、
最
終
的
に
自
衛

隊
の
Ｆ

35Ａ
に
搭
載
し
核
攻
撃
を
行
う
。

こ
の
日
本
へ
の
米
国
か
ら
の
「
核
シ
ェ
ア
」
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
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の
「
核
シ
ェ
ア
」
と
同
じ
も
の
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
日
本
の
総
理
が
要
請
す
る
が
、
米
大
統
領
に

決
定
権
が
あ
る
と
い
う
「
ダ
ブ
ル
キ
ー
」
と
い
う
問
題
と
な
る
。

日
本
に
は
核
の
ボ
タ
ン
を
押
す
決
定
権
は
な
い
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ

「
核
シ
ェ
ア
」
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論

議
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
の
核
が
日
本
本
土
に
貯
蔵
さ

れ
、
有
事
の
際
に
は
日
本
の
Ｆ

35に
搭
載
さ
れ
攻
撃
す
る
、
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
と
い
う
だ
け
で
抑
止
力
は
強
化
さ
れ

よ
う
。
そ
れ
は
、
日
本
か
ら
す
れ
ば
、
ト
リ
ッ
プ
ワ
イ
ヤ
ー
の
制

度
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
米
国
の
核
報
復
攻
撃
を
再
保
障
（
rea

s-

su
re）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宣
言
政
策
よ
り
も
格
段
の
抑
止
力
強

化
と
な
ろ
う
。

第
二
段
階
の
、
共
同
核
作
戦
計
画
の
策
定
の
際
に
は
、
相
手
国

に
攻
撃
を
す
る
日
米
の
役
割
分
担
を
行
う
「
核
協
議
」

特
に

運
用
協
議

が
必
要
と
な
ろ
う
。

「
核
協
議
」
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
設
置
さ
れ
た
「
国
防
相
特
別
委
員

会
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）」
で
確
立
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
防
衛
に
関
す
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
お
よ
び
デ
ー
タ
交

換
」、「
通
信
」、「
核
使
用
計
画
」
の
三
分
野
に
お
け
る
同
盟
関
係

を
構
築
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
作
業
部
会
が
創
設
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「
核
使
用
計
画
」
の
作
業
部
会
で
、
①
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核

戦
力
の
基
準
、
「
攻
撃
目
標
」
を
含
む
核
戦
力
体
制
、
②
核
使
用

計
画
に
同
盟
国
が
参
画
す
る
範
囲
、
③
核
戦
力
の
指
揮
統
制
シ
ス

テ
ム
、
④
人
的
・
財
政
的
費
用
、
に
つ
き
協
議
さ
れ
た （

�）。

そ
し
て
、
一
九
六
六
年
一
二
月
の
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
ロ
ー
マ
会

議
で
、
核
協
議
を
行
う
常
設
の
機
関
創
設
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

直
後
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
理
事
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
核
防
衛
問

題
委
員
会
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
を
創
設
し
、
そ
の
下
部
機
関
に
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
核
計
画
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｐ
Ｇ
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
〇
年
間
に
も
わ
た
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
の
論
議
の

結
果
、
「
核
兵
器
」
そ
の
も
の
の
共
有
で
は
な
く
、
①
「
情
報
共

有
・
協
議
」
と
、
②
「
米
軍
の
核
兵
器
を
常
備
」
し
、
③
運
搬
手

段
を
同
盟
国
が
保
有
し
、
戦
時
の
運
用
に
参
加
す
る
現
在
の
「
核

シ
ェ
ア
」
と
な
っ
た （

�）。

冷
戦
期
に
は
、
米
軍
の
核
弾
頭
、
核
砲
弾
、
核
爆
弾
、
核
爆
雷
、

核
機
雷
と
い
っ
た
複
数
の
種
類
の
核
兵
器
が
同
盟
国
の
核
発
射
・

運
搬
兵
器
シ
ス
テ
ム
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
冷
戦
崩
壊
後
に
米
国
は
大
幅
な
核
軍
縮
を
行
い
、
現
在
配
備

さ
れ
て
い
る
の
は
、
核
爆
弾
Ｂ

61だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
Ｆ

35や
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
と
い
っ

た
核
搭
載

可
能

航
空
機
（
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に

絞
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の

の
Ｎ
Ｐ
Ｇ
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
型
核
シ
ェ
ア
の
方
向
に
日
本
は
向
か
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

８

�「核
シ
ェ
ア
」
の
実
行
に
い
た
る
過
程

具
体
的
に
、
日
米
間
に
Ｎ
Ｐ
Ｇ
が
創
設
さ
れ
た
場
合
に
、
「
運

用
協
議
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
の
最
大
の
論
点

は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
な
る
。
日
本
に
配
備
さ
れ
て
い
る
Ｆ

35

は
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
核
・
非
核
両
用
機
）
で
あ
り
米
国
の
戦
術
核
の
搭
載
も

可
能
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
敵
地
攻
撃
を
行
う
際
の
タ
ー

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
情
報
は
日
本
独
自
で
の
入
手
は
き
わ
め
て
困
難
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
そ
の
他
の
同
盟
諸
国
と
の
情
報
共
有

が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ

ニ
ン
グ
を
共
同
し
て
行
う
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
型
の
「
核
シ
ェ
ア
」
と
な
ろ

う
。ま
た
、
「
情
報
の
共
有
」
の
他
に
、
核
の
「
運
用
の
共
有
」
も

米
軍
か
ら
許
与
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
米
国

が
日
本
の
ア
セ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
前
提
は
す
べ
て

の
「
情
報
の
共
有
」
と
、
そ
の
運
用
を
米
国
に
共
有
す
る
こ
と
を

認
め
さ
せ
る
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
基
本
方
針
と
な
る

「
情
報
全
共
有
と
同
意
（
fu
ll
k
n
o
w
led

g
e
a
n
d
co

n
cu

rren
ce
（

�））」
が

前
提
条
件
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
米
軍
が
核
を
使

用
す
る
こ
と
を
日
本
が
認
め
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
な
ろ

う
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
核
保
有
国
で
あ
る
米
国
と
日
本
や

韓
国
な
ど
の
間
に
は
「
核
シ
ェ
ア
」
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
協
議
体

は
あ
る
も
の
の
、
米
軍
の
核
政
策
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
潜
在
的
な
核
保
有
敵
国
に
対
す
る
米
軍

の
核
抑
止
作
戦
に
関
す
る
軍
事
的
な
調
整
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
第
三
段
階
で
、
在
日
米
軍
基
地
に
Ｂ

61用
の
貯
蔵
庫

を
設
け
る
（
あ
る
い
は
既
存
の
核
貯
蔵
庫
を
改
造
す
る
）
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
際
に
米
国
に
「
核
の
共
同
管
理
」
を
申
し
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
米
国
の
核
兵
器
の
運
用
に
対
す

る
グ
リ
ッ
プ
を
日
本
が
強
く
持
た
ね
ば
、
米
国
が
日
本
に
許
可
な

く
核
使
用
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

①
米
国
の
日
本
へ
の
核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
が
必
要
と
さ
れ
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
②
持
ち
込
ま
れ
た
後
の
、
核
兵
器
の
使
用
に

関
す
る
事
前
協
議
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
型
の
核
抑

止
方
式
と
な
る （

�）。

そ
し
て
、
日
本
の
核
シ
ェ
ア
の
「
第
四
段
階
」
で
は
、
米
大
統

領
の
許
可
の
も
と
に
自
衛
隊
の
Ｆ

35Ａ
に
搭
載
し
核
攻
撃
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
自
衛
官
が
核
兵
器
を
使
え
る
訓
練
が

必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
事
が
核
を
使
え
る
「
核
兵
器
使
用
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許
可
（
n
u
clea

r
certifica

te）」
が
自
衛
隊
員
に
も
必
要
と
な
ろ
う （

�）。

さ
ら
に
は
、
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
「
関
連
装
備
」
や
核
活
動
を
行

う
際
に
最
適
で
安
全
な
個
人
装
備
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
で
あ
る
「
資
機
材
」

が
必
要
と
な
る
と
同
時
に
、
核
の
使
用
許
可
を
与
え
る
ソ
フ
ト
の

開
発
が
必
要
と
な
る （

�）。

現
時
点
で
は
、
米
側
か
ら
日
韓
両
国
に
対
し
て
日
米
の
拡
大
抑

止
委
員
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｄ
）
と
米
韓
の
拡
大
抑
止
委
員
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）

を
統
合
す
る
よ
う
な
形
で
協
議
会
を
作
り
、
米
国
の
核
戦
力
を
め

ぐ
る
情
報
共
有
を
強
化
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る （

�）。
い
わ
ゆ

る
東
ア
ジ
ア
地
域
の
「
計
画
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｐ
Ｇ
）」
が
行
わ
れ
拡

大
抑
止
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

核
抑
止
の
面
で
も
、
米
国
を
頂
点
と
す
る
ハ
ブ
・
ス
ポ
ー
ク
ス

型
の
核
抑
止
体
系
で
、
日
韓
は
米
国
の
「
核
の
傘
」
を
教
授
す
る

仕
組
み
と
な
る
。
今
後
は
、
韓
国
へ
の
核
搭
載
の
原
子
力
空
母
や

Ｄ
Ｃ
Ａ
の
立
ち
寄
り
の
み
な
ら
ず
、
日
本
へ
も
「
立
ち
寄
り
型
」

核
抑
止
体
系
が
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
核
の
三
原
則
（
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
）
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
場
合
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
同
じ
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｇ
で
の
核
協
議
の

設
置
は
我
が
国
に
と
り
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
米
国
か
ら
の
「
核

シ
ェ
ア
」
を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
情
報
共
有
程
度
、
発

言
権
の
有
無
、
調
整
程
度
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｇ
を
行
う
こ

と
は
日
本
国
の
独
自
性
を
保
つ
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
米
国
か
ら
の
「
核
シ
ェ
ア
」
は
拡
大
抑
止
の
強
化
か

ら
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｇ
設
置
は
セ
ッ
ト

に
な
り
運
用
す
る
こ
と
が
必
要
十
分
条
件
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
、
一
九
六
八
年
に
宣
言
し
た
、
「
核
兵
器
を
持
た

ず
・
作
ら
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
す
る
非
核
三
原
則
を
発
表
し

て
い
る
。
こ
の
非
核
三
原
則
は
法
的
な
縛
り
は
な
い
が
、
あ
え
て

非
核
三
原
則
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
核
地
帯
の
一
部
と
し

て
仮
想
敵
国
か
ら
の
標
的
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
米

国
が
秘
密
裡
も
し
く
は
有
事
の
際
に
日
本
に
核
を
持
ち
込
ん
で
い

る
と
す
る
な
ら
ば
、
仮
想
敵
が
当
然
な
が
ら
日
本
を
核
の
標
的
と

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
は
米

国
か
ら
の
拡
大
抑
止
力
が
低
減
し
て
い
る
現
在
、
非
核
三
原
則
の

う
ち
の
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
を
は
ず
し
「
核
シ
ェ
ア
」
も
し
く
は
、

持
ち
込
ま
せ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
非
核
二
原
則
に
変
更
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
拡
大
抑
止
の
再
保
証
は
あ
く
ま
で
、
「
日

本
は
核
武
装
は
し
な
い
」
と
い
う
論
理
的
帰
結
と
な
る
。
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９
�核

拡
散
は
世
界
を
不
安
定
化
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

戦
争
回
避
さ
せ
る
の
か

も
し
日
本
や
韓
国
が
ア
メ
リ
カ
と
「
核
シ
ェ
ア
」
を
す
れ
ば
、

そ
れ
が
核
兵
器
の
拡
散
に
つ
な
が
り
、
世
界
を
不
安
定
化
す
る
と

い
う
ス
コ
ッ
ト
・
セ
ー
ガ
ン
に
代
表
さ
れ
る
論
議
に
つ
な
が
る
。

核
保
有
国
が
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
の
よ
う
に
一
個
人
の
判
断
で
使
用

さ
れ
る
場
合
、
理
性
的
な
判
断
が
退
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
民
主
主
義
国
で
あ
っ
て
も
文
民
統
制
が
貫
徹
さ
れ
れ
ば
よ

い
が
、
軍
事
組
織
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
機
能

が
失
わ
れ
た
場
合
は
危
険
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
核
に
よ
る
戦

略
的
安
定
を
確
保
し
核
拡
散
は
抑
え
る
べ
き
だ
と
い
う
論
議
で
あ

る
。現
在
、
米
国
が
日
本
と
韓
国
に
も
ち
か
け
て
い
る
ア
ジ
ア
版
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
遵
守
し
な
が
ら
核
の
拡
散
を
行
わ
な
い
形
の

「
核
シ
ェ
ア
」
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
の
「
計
画
グ
ル
ー
プ

（
Ｎ
Ｐ
Ｇ
）」
が
行
わ
れ
拡
大
抑
止
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
は
核
こ
そ
が
戦
争

を
回
避
さ
せ
る
究
極
的
手
段
で
あ
り
核
保
有
国
の
拡
散
は
戦
略
的

安
定
を
も
た
ら
す
と
論
じ
る （

�）。
こ
の
場
合
、
日
米
同
盟
の
枠
組
み

の
中
で
、
米
国
が
日
本
に
対
し
て
核
兵
器
開
発
の
技
術
と
原
子
力

潜
水
艦
の
提
供
を
す
る
場
合
で
行
わ
れ
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
イ
ギ
リ

ス
型
の
核
シ
ェ
ア
と
な
る
。

ウ
ォ
ル
ツ
の
言
う
よ
う
に
、
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
先
に
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
加
盟
し
「
核
シ
ェ
ア
」
を
供
与
さ
れ
て
い
た
場
合
は
ロ
シ
ア

の
軍
事
侵
攻
を
抑
止
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
朝
鮮
の
核

保
有
に
対
し
て
は
韓
国
や
日
本
が
核
保
有
し
た
方
が
地
域
的
安
定

に
寄
与
す
る
し
通
常
兵
器
の
軍
拡
競
争
は
抑
え
ら
れ
る
と
論
じ
る
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
、
「
核
の
な
い
世
界
」
を
訴
え
て
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
受
賞
し
た
が
、
そ
の
元
と
な
っ

た
プ
ラ
ハ
演
説
（
〇
九
年
四
月
）
で
は
、
「
核
の
あ
る
世
界
」
も
そ

の
前
提
条
件
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
核
の
な
い
世
界
」
を
目
指

す
べ
き
目
標
と
し
て
掲
げ
る
が
、
現
実
を
見
据
え
た
「
核
の
あ
る

世
界
」
へ
対
処
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
し
て
オ
バ
マ
政
権
で
は

ソ
連
崩
壊
後
の
抑
止
力
の
有
効
性
低
下
の
た
め
、
抑
止
力
を
維
持

し
な
が
ら
不
拡
散
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。

巨
大
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
人
類
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
戦
争

の
脅
威
に
立
ち
向
か
っ
た
カ
ン
ト
の
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
に

新
た
な
光
を
あ
て
る
べ
き
で
あ
る
。
広
島
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
よ
う

や
く
核
の
論
議
が
で
た
機
会
を
と
ら
え
、
国
会
の
場
で
も
「
核
と

平
和
」
の
問
題
を
真
剣
に
問
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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私
は
二
〇
〇
三
年
に
技
能
公
募
（
朝
鮮
語
）

で
予
備
自
衛
官
に
な
っ
た
。
通
常
の
国
で
あ

れ
ば
「
予
備
役
」
と
言
わ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
招
集
さ
れ
る
臨
時
雇
い
の
軍
人
で
あ
る
。

任
官
し
た
と
き
が
予
備
二
等
陸
曹
、
旧
軍
で

言
え
ば
伍
長
と
軍
曹
の
間
く
ら
い
、
退
官
の

と
き
は
旧
軍
と
同
じ
呼
称
の
陸
曹
長
だ
っ
た
。

公
募
の
予
備
自
衛
官
と
い
う
の
は
私
が
任

官
す
る
前
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、
そ
れ

ま
で
予
備
自
衛
官
は
現
役
自
衛
官
を
退
官
し

た
人
が
希
望
し
て
任
官
す
る
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
人
数
も
足
ら
ず
、
士
気
も
低
か
っ
た
。

そ
こ
で
自
衛
隊
経
験
の
な
い
民
間
人
を
予
備

自
衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、
一
定
の
訓
練
を

経
て
公
募
の
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
官
さ
せ

る
と
い
う
の
が
こ
の
制
度
だ
っ
た
。
大
学
生

や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
を
主
な
対
象
に
し
た
一

般
は
五
〇
日
間
、
私
の
よ
う
な
技
能
の
場
合

は
一
〇
日
間
の
「
予
備
自
衛
官
補
」
と
し
て

の
訓
練
を
経
て
予
備
自
衛
官
に
な
る
。

私
は
も
と
も
と
「
人
生
や
り
直
せ
た
ら
軍

人
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
と
、
拉

致
被
害
者
の
救
出
活
動
に
参
加
し
て
い
て
、

こ
の
問
題
が
最
終
的
に
は
安
全
保
障
問
題
で

あ
り
、
ど
こ
か
の
時
点
で
自
衛
隊
が
出
て
行

く
こ
と
は
当
然
に
想
定
さ
れ
、
そ
の
と
き
安

全
な
と
こ
ろ
で
「
お
前
た
ち
行
っ
て
こ
い
」

と
は
言
い
た
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
制
度
の
話
を
聞
い
て
い
の
一
番
に
応
募
し

よ
う
と
し
た
。
も
っ
と
も
一
期
生
に
は
技
能

枠
に
朝
鮮
語
が
な
か
っ
た
の
で
翌
二
〇
〇
三

年
朝
鮮
語
の
技
能
公
募
が
ス
タ
ー
ト
し
て
応

募
、
予
備
自
衛
官
補
二
期
生
と
し
て
訓
練
を

受
け
、
そ
の
年
九
月
予
備
二
等
陸
曹
と
し
て

160

私の１枚
予
備
自
衛
官
生
活
一
五
年

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
教
授

荒
木
和
博

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
二
日
、
北
富
士
演
習
場
で

実
施
さ
れ
た
統
合
国
際
人
道
業
務
訓
練
に
て



任
官
し
た
。

予
備
自
衛
官
の
訓
練
は
通
常
五
日
間
の
訓

練
（
射
撃
や
体
力
検
定
・
座
学
な
ど
）
が
基
本
で
、

何
度
か
は
技
能
に
応
じ
た
訓
練
も
あ
っ
た
。

写
真
の
と
き
は
北
朝
鮮
の
ゲ
リ
ラ
が
捕
虜
に

な
っ
た
場
合
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
則
っ
た

取
扱
手
順
を
訓
練
す
る
も
の
。
陸
自
独
自
で

は
な
く
、
統
合
幕
僚
監
部
が
統
裁
し
、
当
時

の
折
木
良
一
統
合
幕
僚
長
ま
で
参
加
す
る
気

合
い
の
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

私
は
通
訳
だ
っ
た
の
だ
が
、
「
捕
虜
」
は

も
ち
ろ
ん
本
物
で
は
な
く
、
現
職
の
自
衛
官

が
服
装
だ
け
変
え
て
捕
虜
役
を
す
る
も
の
。

名
前
も
確
か
「
ラ
イ
ア
ン
少
尉
」
と
「
ス
ミ

ス
伍
長
」
に
な
っ
て
い
た
。
捕
虜
の
取
扱
い

で
は
健
康
の
管
理
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
医
官
が
「
心
臓
の
エ
コ
ー
検
査
で
異
常

が
で
た
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
と
訊
く
の
を

「
（
北
朝
鮮
の
人
民
軍
で
エ
コ
ー
検
査
な
ん
か
や
る
わ

け
な
い
だ
ろ
う
）」
と
思
い
な
が
ら
、
ま
あ
真

面
目
に
通
訳
は
し
て
い
た
。

通
常
の
訓
練
は
元
自
衛
官
だ
っ
た
人
た
ち

と
一
緒
だ
か
ら
、
何
年
も
か
け
て
身
体
で
覚

え
た
彼
ら
の
ス
キ
ル
を
わ
ず
か
一
〇
日
の
訓

練
で
任
官
し
た
自
分
が
こ
な
せ
る
は
ず
も
な

く
、
お
そ
ら
く
最
後
ま
で
足
手
ま
と
い
だ
っ

た
と
思
う
。
そ
れ
で
も
皆
何
か
と
気
を
遣
っ

て
落
後
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
た
の
は
や

は
り
自
衛
隊
な
ら
で
は
、
と
い
う
べ
き
か
。

予
備
自
衛
官
は
三
年
間
が
一
任
期
で
私
の

と
き
は
六
〇
歳
を
超
え
る
と
任
期
の
更
新
が

で
き
な
か
っ
た
。
二
〇
一
八
年
九
月
に
一
五

年
間
の
予
備
自
生
活
を
終
え
た
が
、
そ
の
間

に
公
募
の
予
備
自
衛
官
の
数
も
技
能
の
種
類

も
大
幅
に
増
え
た
。
私
が
任
官
し
た
こ
ろ
に

は
な
か
っ
た
法
務
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
）
か

ら
最
近
で
は
納
棺
師
ま
で
技
能
公
募
に
入
っ

て
い
る
。

そ
れ
で
も
通
常
の
軍
隊
な
ら
予
備
役
は
現

役
と
同
じ
く
ら
い
か
、
国
に
よ
っ
て
は
倍
以

上
い
る
の
に
日
本
の
場
合
定
員
四
万
七
九
〇

〇
人
で
、
現
役
の
定
数
二
四
万
七
〇
〇
〇
人

の
わ
ず
か
二
割
、
さ
ら
に
充
足
率
は
七
割
と

い
う
お
寒
い
現
状
で
あ
る
上
に
、
最
近
は
な

ぜ
か
本
人
が
や
る
気
十
分
な
の
に
理
由
も
分

か
ら
ず
任
期
更
新
が
な
さ
れ
な
い
と
い
う
例

が
い
く
つ
も
起
き
て
い
る
。

ま
あ
、
も
と
も
と
予
備
自
衛
官
は
「
通
常

の
軍
隊
に
お
け
る
予
備
役
の
よ
う
な
も
の
を

と
り
あ
え
ず
置
い
て
お
く
」
と
い
う
発
想
だ
っ

た
。
公
募
予
備
自
衛
官
の
制
度
が
で
き
、
時

節
柄
訓
練
も
次
第
に
実
戦
的
な
も
の
に
な
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
数
は
政
治
の
側

に
真
面
目
に
国
防
を
全
う
し
よ
う
と
い
う
気

が
な
い
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
米
国
が
守
っ

て
く
れ
る
か
ら
そ
れ
を
補
完
す
れ
ば
良
い
と

い
う
の
が
わ
が
国
の
国
防
の
基
本
だ
っ
た
の

だ
か
ら
む
べ
な
る
か
な
。
「

専
守
防
衛
」
も

「
自
衛
隊
」
と
い
う
名
前
も
同

様
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
現
役
は
様
々
な
障
害
を
乗
り
こ
え

て
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
の
だ
が
。

色
々
な
矛
盾
も
感
じ
た
も
の
の
、
一
五
年

間
予
備
自
衛
官
で
い
ら
れ
た
こ
と
は
自
分
に

と
っ
て
は
幸
せ
だ
っ
た
。
唯
一
の
心
残
り
は

迷
彩
服
で
平
壌
に
乗
り
込
む
と
い
う
夢
を
果

た
せ
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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�イス
ラ
ー
ム
研
究
所
だ
よ
り

�

ハ
ラ
ー
ル
認
証
規
格
統
一
の

難
し
さ

現
在
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
徒
人
口
は
一
九
億

人
で
あ
り
、
二
〇
二
一
年
度
の
信
徒
を
対
象

と
し
た
市
場
規
模
は
二
兆
米
ド
ル
と
の
報
告

が
あ
る
。
そ
の
中
で
食
品
の
取
引
に
対
応
す

る
ハ
ラ
ー
ル
認
証
団
体
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

に
は
数
多
く
存
在
す
る
も
、
一
応
の
形
で
纏

め
て
い
る
の
が
、
世
界
ハ
ラ
ー
ル
食
品
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｃ

)
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
ハ
ラ
ー

ル
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
的
合
法
の
意
。
Ｗ
Ｈ

Ｆ
Ｃ
は
組
織
目
的
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
履

行
を
堅
持
し
、
組
織
の
統
一
と
強
化
に
努
め
、

唯
一
の
ハ
ラ
ー
ル
国
際
基
準
の
達
成
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
現
在
の
同
メ
ン
バ
ー
は
二

七
カ
国
の
五
五
ハ
ラ
ー
ル
認
証
団
体
で
あ
る
。

ハ
ラ
ー
ル
認
証
規
格
の
統
一
を
求
め
る
動

き
は
た
び
た
び
見
ら
れ
る
が
、
実
現
が
難
し

い
状
況
が
あ
る
。
現
実
は
主
要
な
ハ
ラ
ー
ル

認
証
団
体
が
認
証
規
格
を
発
表
し
て
、
製
品

受
け
入
れ
基
準
と
し
て
い
る
。
規
格
統
一
を

難
し
く
し
て
い
る
の
に
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、

一
つ
は
経
済
的
側
面
で
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
の

主
導
権
争
い
が
あ
る
。
他
方
で
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
的
側
面
か
ら
宗
派
や
法
学
派
的
見
解
の
相

違
で
あ
る
。

前
者
を
見
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
同
じ
宗
派
、
法
学

派
で
あ
り
な
が
ら
に
し
て
、
ハ
ラ
ー
ル
基
準

の
統
一
化
を
長
い
間
協
議
し
て
い
る
が
、
経

済
面
で
の
利
害
関
係
も
あ
っ
て
、
統
一
化
は

で
き
て
い
な
い
。
後
者
の
場
合
で
は
、
シ
ー

ア
派
と
ス
ン
ナ
派
に
お
け
る
食
規
定
の
相
違

が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ン
ナ
派
で
は
海
産
物

は
す
べ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法
的
に
合
法
で
あ
る

が
、
シ
ー
ア
派
で
は
鱗
の
な
い
魚
は
非
合
法

で
あ
る
。
ま
た
ス
ン
ナ
派
の
中
で
も
、
規
定

の
中
で
違
い
が
で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
基
準
で
は
食
肉
用
の
屠
畜
の

場
合
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
徒
に
よ
る
屠
畜
だ

け
を
認
め
て
い
る
が
、
湾
岸
諸
国
の
基
準
で

は
啓
典
の
民
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
）

に
よ
る
屠
畜
も
認
め
て
い
る
。
預
言
者
の
教

え
に
従
え
ば
、
湾
岸
諸
国
の
規
定
で
十
分
で

あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
よ
り
厳
し
く

安
全
策
を
講
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
認
証
基
準
の
相
違
は
多
く
の

認
証
団
体
を
困
惑
さ
せ
て
い
る
。
本
来
な
ら

ば
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
預
言
者
の
教
え
に
則
っ

て
判
断
し
て
食
す
る
こ
と
で
充
分
で
あ
る
が
、

国
際
的
な
経
済
活
動
の
展
開
に
よ
っ
て
ハ
ラ
ー

ル
認
証
規
格
を
各
国
が
よ
り
厳
格
に
し
て
い

る
。
一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
徒
の
多
く
は

ハ
ラ
ー
ル
認
証
の
な
い
食
材
に
関
し
て
、
自

分
の
信
仰
に
基
づ
い
て
、
食
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
は
、
現
在
、
食

に
関
し
て
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
の
た
め
の
ハ
ラ
ー

ル
認
証
規
格
と
信
徒
個
々
人
の
信
仰
に
よ
る

ハ
ラ
ー
ル
規
定
が
同
時
進
行
し
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
森

伸
生
）
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編
集
後
記

●
か
つ
て
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
は

同
盟
国
の
日
本
が
真
珠
湾
を
攻
撃
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
き
、
椅
子

か
ら
転
げ
落
ち
た
そ
う
で
す
。

●
ロ
シ
ア
の
民
間
軍
事
会
社
ワ
グ
ネ

ル
が
に
わ
か
に
モ
ス
ク
ワ
に
向
け
進

軍
し
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
世
界

中
で
ど
れ
だ
け
の
人
が
椅
子
か
ら
転

げ
落
ち
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
今
号
「
刮
目
レ
ポ
ー
ト
」
で
そ
の

内
情
を
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
名
越
教

授
も
、
そ
の
一
人
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
意
図
せ
ぬ

「
無
茶
ぶ
り
」
に
、
ギ
ア
を
一
段
入

れ
替
え
て
応
え
て
い
た
だ
き
、
迫
力

あ
る
記
事
が
掲
載
で
き
ま
し
た
。

●
プ
リ
コ
ジ
ン
の
乱
に
対
し
、
中
国

は
警
戒
心
を
む
き
出
し
に
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
不
確
定
な
未

来
を
も
た
ら
す
要
素
へ
の
嫌
悪
は
健

在
の
よ
う
で
す
。
ま
た
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
上
げ
て
目
的
を
達
成
す
る
の
が

得
意
な
反
面
、
瞬
発
力
が
問
わ
れ
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
相
変
わ
ら
ず
苦

手
な
よ
う
で
す
。

●
そ
の
中
国
に
は
各
国
の
首
脳
が
入

れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
訪
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
包
囲
網
に
コ
ツ
コ

ツ
と
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
し
ょ

う
か
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

か
ら
デ
リ
ス
キ
ン
グ
に
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
。
中
東
で
は
デ
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
広
が
り
脱

紛
争
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

オ
ヴ
ァ
ー
ト
ン
の
窓
が
移
動
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

●
い
ず
れ
に
せ
よ
中
国
は
良
く
も
悪

く
も
今
後
も
世
界
の
注
目
を
浴
び
続

け
る
の
で
し
ょ
う
。

●
今
号
の
目
玉
は
そ
の
中
国
を
解
剖

す
る
特
集
で
す
。
見
出
し
先
行
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

（
富
坂
　
聰
）
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